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は
じ
め
に

八
王
子
車
人
形
の
操
法
に
つ
い
て
、
八
王
子
車
人
形
の
構
造
を
説
明
し
、
次

に
人
形
遣
い
が
人
形
操
作
を
開
始
す
る
ま
で
順
を
追
っ
て
示
す
。
さ
ら
に
、
現

在
の
手
足
、
人
形
首か
し
らの

特
殊
な
操
法
、
そ
し
て
初
期
の
操
法
を
解
説
す
る
。
ま

た
、
特
殊
な
操
法
と
し
て
、
三
番
叟
人
形
の
操
法
、
新
車
人
形
の
操
法
、
そ
の

他
の
操
法
を
解
説
す
る
。
な
お
本
節
の
記
載
内
容
は
本
書
付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
所
収
の

「
八
王
子
車
人
形
の
型
操
法
」
内
の
「
①
ろ
く
ろ
車
に
乗
る
、
人
形
装
着
」「
⑰

人
形
装
着
」
に
対
応
す
る
。
本
節
は
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
お
よ
び

平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
度
「
伝
統
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業　

八
王
子
車
人
形

体
験
・
発
表
講
座
」
で
五
代
目
西
川
古
柳
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
内
容
の
他
、

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
の
五
代
目
西
川
古
柳
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
り
作

成
し
た
。

一
　
八
王
子
車
人
形
の
構
造
に
つ
い
て

八
王
子
車
人
形
の
人
形
は
「
肩か

た
い
た板

」「
胴ど

う

輪わ

」「
右
手
」「
左
手
」「
右
足
」「
左

足
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
骨
組
み
に
衣
裳
が
着
付
け
ら
れ（
１
）、

最
後
に
人
形
首
が
装

着
さ
れ
る
。（
口
絵
写
真
参
照
）

人
形
の
頭
部
と
そ
の
下
の
持
ち
手
に
あ
た
る
胴ど

串ぐ
し

を
合
わ
せ
て
「
首か

し
ら」

と
呼

び
、
胴
串
に
は
頭
部
を
う
な
ず
か
せ
る
「
う
な
づ
き
」
が
備
わ
っ
て
い
る
。

右
手
に
付
け
ら
れ
た
栓
は
手
首
を
動
か
す
た
め
の
も
の
で
「
ち
ょ
い
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
ば
ね
が
付
け
ら
れ
弓
型
を
し
た
左
手
は
「
弓ゆ
ん
で手

」
と
も
呼
ば
れ
、

端
に
取
り
付
け
ら
れ
た
約
一
セ
ン
チ
×
四
セ
ン
チ
の
部
分
も
「
か
か
り
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
左
手
端
の
紐
は
輪
に
な
っ
て
お
り
、
引
く
こ
と
で
左
手
の
ば
ね

が
動
く
。
両
手
の
手
首
の
内
側
に
付
け
ら
れ
た
輪
を
「
指ゆ
び
か
わ皮

」
と
い
う
。
両
足

の
踵
に
付
け
ら
れ
た
Ｔ
字
形
を
逆
さ
に
し
た
部
分
も
「
か
か
り
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
各
部
分
の
働
き
に
よ
り
、
一
人
で
遣
う
こ
と
の
で
き
る
構
造
に

な
っ
て
い
る
。

第
一
節

八
王
子
車
人
形
の
操
法
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うなづき

胴串（どぐし）

胴輪
（どうわ）

胴（どう）

首（かしら）

かかり

ちょい※

紐

紐

へちま

肩板

ばね
左手
弓手（ゆんで）

ろくろ車

右手

かかり

《車人形の構造》

備考　本図は河津美穂子・石垣知倫作成の「車人形のしくみ」『写し絵・車人形・説経節』33頁を
転用し、本節で使用する解説に合わせて一部省略、追記したものである。
※右手の「ちょい」部分を呼称する用語は現在西川古柳座にはないが、解説する便宜上、『東京に残る

。たし定設に考参を頁47）舎るぶんの（』界世の居芝形人・戸江
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二
　
人
形
遣
い
が
人
形
操
作
を
開
始
す
る
ま
で

（一）
　
人
形
遣
い
の
衣
裳
を
装
着
す
る（

２
）

八
王
子
車
人
形
の
座
員
は
、
黒く

ろ
こ子

と
呼
ば
れ
る
上
下
黒
色
の
衣
裳
（
上
、
下

の
個
別
の
名
称
は
な
い
）
を
着
用
し（

３
）、「

ジ
ン
ク
ロ
（
黒
頭
巾
）」
で
顔
を
覆
い
、
黒

い
足
袋
、
右
手
は
黒
い
人
形
遣
い
用
の
手
袋
を
着
用
し（
４
）、

胴
串
を
持
つ
左
手
に

は
手
袋
を
着
用
し
な
い
。
出
遣
い
（
ジ
ン
ク
ロ
を
用
い
ず
顔
を
出
す
こ
と
）
で
人
形

を
操
る
こ
と
も
あ
る（
５
）。

演
目
や
、
公
演
の
種
類
に
応
じ
て
、
お
祝
い
の
舞
台
な

ど
で
紋
付
袴
に
白
手
袋
、
白
足
袋
を
着
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（二）
　
ろ
く
ろ
車
に
乗
る

人
形
遣
い
は
、
両
足
を
広
げ
て
ろ
く
ろ
車
に
ま
た
が
り（

６
）、

ろ
く
ろ
車
の
後
部

に
付
け
ら
れ
た
左
の
紐
を
ろ
く
ろ
車
の
前
面
に
付
け
ら
れ
た
紐
の
輪
に
通
し
、

ろ
く
ろ
車
背
面
の
右
の
紐
と
合
わ
せ
て
人
形
遣
い
の
右
足
の
付
け
根
近
く
で
蝶

結
び
に
す
る
【
写
真
１
】（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
八
王
子
車
人
形
の
型
操
法
」
①
「
ろ
く
ろ
車
に
乗
る
」

参
照
）。

（三）
　
人
形
を
装
着
す
る

１　

�

人
形
立
て
か
ら
人
形
を
取
り
、
人
形
の
背
中（

７
）の

穴
に
人
形
遣
い
の
左
手
を

入
れ
、
う
な
づ
き
を
中
指
と
薬
指
の
間
に
挟
ん
で
胴
串
を
持
つ
【
写
真
２
】

２　

人
形
の
足
の
か
か
り
を
人
形
遣
い
の
足
の
親
指
と
人
差
し
指
で
挟
む【
写
真
３
】。

写真1　ろくろ車を装着する五代目西川古柳

写真3　足のかかりを挟む

写真2　胴串を持つ
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３　

�

人
形
遣
い
の
右
手
首
に
、
人
形
の
左
手
に
付
け
ら
れ
た
紐
の
輪
を
通
し
、

人
形
遣
い
右
手
を
人
形
衣
裳
の
右
の
袂た
も
との

開
き
口
か
ら
入
れ
て
、
人
形
右

手
の
「
ち
ょ
い
」
を
人
形
遣
い
の
右
手
の
人
差
し
指
と
中
指
で
挟
み
、
親

指
で
支
え
る
【
写
真
４
】。

４　

�

人
形
遣
い
は
背
す
じ
を
伸
ば
し
、
左
の
二
の
腕
を
脇
下
に
密
着
さ
せ
、
首

か
し
ら

を
人
形
遣
い
の
目
線
の
高
さ
に
し
て
、
人
形
遣
い
の
左
の
上
腕
を
前
に
差

し
出
す（
８
）。

中
指
で
う
な
づ
き
を
押
さ
え
て
人
形
首
を
起
こ
す
。

５　

�

人
形
足
の
か
か
り
を
挟
ん
だ
人
形
遣
い
の
両
足
の
か
か
と
を
ろ
く
ろ
車
前

面
に
つ
け
、
人
形
遣
い
の
両
膝
を
開
く
。
人
形
の
足
が
ま
っ
す
ぐ
立
つ
よ

う
に
人
形
遣
い
の
足
の
親
指
と
人
差
し
指
を
下
に
向
け
る
よ
う
意
識
す

る
。
人
形
が
背
す
じ
を
伸
ば
し
て
直
立
す
る
よ
う
、
胴
串
を
掲
げ
る
。
こ

の
と
き
、
人
形
遣
い
の
体
格
と
人
形
の
大
き
さ
に
応
じ
て
、
ろ
く
ろ
車
の

高
さ
を
調
節
す
る
と
と
も
に
、
胴
輪
に
結
び
付
け
て
あ
る
人
形
の
足
の
長

さ
も
調
節
す
る（
９
）。

女お
や
ま形

は
足
を
取
り
付
け
ず
、
着
物
の
内
側
に
付
け
ら
れ

て
い
る
か
か
り
【
写
真
５
】
を
立
役
の
「
か
か
り
」
同
様
に
人
形
遣
い
の

左
右
の
足
の
親
指
と
人
差
し
指
で
挟
ん
で
操
る
【
写
真
６
】。

三
　
手
足
操
作
の
詳
細

（一）
　
人
形
右
手
の
動
か
し
方

·�

人
形
遣
い
右
手
の
人
差
し
指
と
中
指
を
交
互
に
引
く
こ
と
で
、
人
形
右
手

の
指
や
手
首
を
曲
げ
た
り
反
ら
せ
た
り
す
る
。

·
人
形
遣
い
右
手
親
指
で
、
人
形
衣
裳
内
側
に
人
形
の
右
肘
を
作
る
。

·�

人
形
右
手
で
小
道
具
を
持
つ
場
合
な
ど
は
、
人
形
右
手
の
「
指
皮
」
に
人

形
遣
い
の
人
差
し
指

を
通
し
、
人
形
遣
い

の
人
差
し
指
と
親

指
で
小
道
具
を
挟
む

【
写
真
７
】。

写真4　人形遣い右手の操作

写真5　女形衣裳内側のかかり

写真6　女形の足のかかりの装着

写真7　�人形が小道具を持つ例（2016年
12月4日　「八王子車人形と民俗
芸能の公演」保戸塚時久　撮影）
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·�

人
形
が
両
手
を
合
わ
せ
る
と
き
は
、
人
形
右
手
の
指
皮
に
人
形
遣
い
右
手

人
差
し
指
を
通
し
た
後
、
人
形
遣
い
右
手
親
指
を
、
人
形
左
手
の
指
皮
に
通

す
こ
と
で
、
人
形
の
両
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（二）
　
人
形
左
手
の
動
か
し
方

	

·�

人
形
遣
い
は
胴
串
を
左
手
の
平
に
乗
せ
る
よ
う
に
持
つ
。
左
手
親
指
で
人

形
左
手
の
か
か
り
を
と
り
、
胴
串
に
押
し
つ
け
つ
つ
、
か
か
り
を
上
下
に
回

転
す
る
こ
と
で
人
形
左
手
が
下
を
向
い
た
状
態
【
写
真
８
】
か
ら
上
を
向
い

た
状
態
に
す
る
【
写
真
９
】。
こ
の
時
、
人
差
し
指
の
第
二
関
節
と
第
三
関

節
の
間
に
弓
手
の
木
の
部
分
を
乗
せ
て
支
え
る
と
、
人
形
左
手
を
上
げ
や
す
い
。

·�

人
形
左
手
が
上
が
っ
た
状
態
か
ら
、
人
形
遣
い
右
手
首
に
通
し
た
紐
の
輪

を
右
前
方
に
引
く
と
、
人
形
は
左
肘
を
曲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
左
肘
を
伸

ば
す
場
合
は
、
右
手
首
に
通
し
た
紐
を
緩
め
る）
（1
（

。

（三）
　
人
形
足
の
動
か
し
方
　

人
形
が
歩
く
動
作
を
す
る
際
、
人
形
足
を
踏
み
出
し
た
後
で
、
ろ
く
ろ
車
が

引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
に
つ
い
て
く
る
の
で
は
な
く
、
足
を
踏
み
出
す
の
と
同
時

に
ろ
く
ろ
車
が
足
に
寄
り
添
う
よ
う
に
つ
い
て
く
る
よ
う
臀
部
で
操
作
す
る
。

五
代
目
西
川
古
柳
は
、
こ
の
よ
う
に
「
ろ
く
ろ
車
を
乗
り
こ
な
す
」
こ
と
が
車

人
形
を
操
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
基
本
的
に
人
形
が
歩
く

速
さ
で
操
作
す
る
が
、
場
面
に
よ
っ
て
は
、
ろ
く
ろ
車
の
走
行
速
度
を
速
め
人

形
が
速
足
に
な
る
よ
う
に
操
作
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（四）
　
人
形
首
の
動
き

人
形
首
を
動
か
し
て
表
現
す
る
。
手
首
に
よ
る
胴
串
の
動
き
に
加
え
、
中
指

に
よ
る
「
う
な
づ
き
」
の
操
作
、
ま
た
人
形
に
よ
っ
て
は
目
の
操
作
を
す
る
た

め
の
小こ
ざ
る猿

と
呼
ば
れ
る
栓
が
あ
り
、
こ
れ
を
人
形
遣
い
の
左
手
親
指
で
操
作
す

る
（
第
三
章
第
六
節　

人
形
首か
し
らの

項
参
照
）。

（五）
　
特
殊
な
操
作
方
法
　

①  

子
供
を
背
負
う
例　
『
信
田
妻　

葛
の
葉　

二
度
の
子
別
れ
の
段
』
阿
部
保

名
が
童
子
を
背
負
う
場
面
（
第
三
章
第
三
節　

写
真
４
参
照
）。

　
��

人
形
遣
い
右
手
小
指
を
人
形
の
右
手
「
指
皮
」
に
、
人
形
遣
い
右
手
親
指

を
人
形
左
手
の
「
指
皮
」
に
入
れ
、
人
形
遣
い
右
手
人
指
し
指
と
中
指
の

間
に
童
子
の
胴
串
を
挟
む
【
写
真
10
】。

②  

子
供
を
抱
く
例　
『
信
田
妻　

葛
の
葉　

二
度
の
子
別
れ
の
段
』
狐
葛
の
葉

が
童
子
を
抱
く
場
面

写真8　左手の構え方

写真9　左手操作（人形左手を起こす）
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人
形
遣
い
右
手
人
差
し
指
を
人
形
右
手
の
「
指
皮
」
に
入
れ
、
人
形
遣
い
右
手

小
指
を
人
形
左
手
の
「
指
皮
」
に
入
れ
て
、
人
形
遣
い
右
手
で
子
ど
も
の
胴
串

を
持
つ
【
写
真
11
】。

③ 

馬
の
足
を
操
作
す
る
例　
『
敦
盛
の
最
期
』
馬
が
登
場
す
る
場
面

　

��

馬
の
前
脚
を
人
形
の
足
と
同
様
に
ろ
く
ろ
車
に
乗
っ
た
人
形
遣
い
の
足
に

挟
み
、
人
形
遣
い
は
馬
の
体
の
中
に
入
る
。
馬
の
首か
し
らを

手
に
も
ち
、
馬
の

後
脚
は
、
前
脚
の
動
き
に
伴
っ
て
動
く
【
写
真
12
】。

（六）
　
い
き
づ
え

衣
裳
の
重
い
立
役
の
場
合
、「
い
き
づ
え
」
と
呼
ば
れ
る
木
製
の
棒
が
肩
板

に
紐
で
付
け
ら
れ
て
お
り
、
人
形
遣
い
の
胸
で
い
き
づ
え
を
支
え
な
が
ら
人
形

を
操
る）
（（
（

【
写
真
13
】。

四
　
八
王
子
車
人
形
の
初
期
の
操
法
と
の
比
較

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
か
ら
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
来
日
し
た
英
国
の

陶
芸
家
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
が
撮
影
し
た
八
王
子
車
人
形
の
映
像
に
、
人
形

遣
い
に
よ
る
操
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
左
手
の
輪
を
人

形
遣
い
右
手
首
に
通
さ
ず
、
親
指
に
巻
い
て
い
る
が
【
写
真
16
】、
ろ
く
ろ
車

の
装
着
方
法
や
操
法
は
、
現
在
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
【
写
真
14
～
18
】。
昭
和

三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
に
撮
影
さ
れ
た
映
像
に
も
三
代
目
西
川
古
柳
に
よ
る

操
法
の
紹
介
が
見
ら
れ
る
（
本
書
付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
参
照
）。

写真10　�五代目西川古柳が童子の胴串を棒で
代用し背負い方を示したものである。

写真13　いきづえ

写真11　�五代目西川古柳が童子の胴串を棒で
代用し抱き方を示したものである。

写真12　馬の人形の操作
2017年12月8日公演　保戸塚時久撮影
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五
　
八
王
子
車
人
形
の
三
番
叟
の
人
形
の
操
法

三
番
叟
の
人
形
の
操
法
は
、
通
常
の
人
形
と
異
な
り
、
人
形
の
右
手
を
使
用

し
な
い
。
人
形
遣
い
は
右
袖
内
側
の
紐
に
右
手
を
掛
け
て
遣
う）
（1
（

【
写
真
19
】。「
揉

み
の
段
」
は
手
を
見
せ
ず
に
舞
い
、「
鈴
の
段
」
は
人
形
遣
い
の
右
手
で
鈴
を
持
っ

て
舞
う
。
人
形
左
手
も
通
常
の
車
人
形
と
異
な
り
、
弓
手
で
は
な
く
、
先
端
に

布
の
玉
の
つ
い
た
棒
が
左
の
袖
に
留
め
ら
れ
て
い
る【
写
真
20
】。
人
形
遣
い
は
、

胴
串
と
弓
手
を
左
手
で
持
つ
通
常
の
車
人
形
の
持
ち
方
と
同
様
に
操
作
す
る
。

三
番
叟
の
舞
に
は
、「
袖
を
巻
く
」
も
し
く
は
「
袖
を
か
つ
ぐ
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
仕
草
が
あ
る
【
写
真
21
】。
操
作
の
方
法
は
人
形
右
手
の
袖
を
人
形
遣

い
の
右
腕
で
巻
き
、
人
形
左
手
の
袖
は
胴
串
を
持
っ
た
ま
ま
、
人
形
左
手
の
棒

を
、
遠
心
力
を
使
っ
て
回
し
巻
く
。

五
代
目
西
川
古
柳
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
義
太
夫

節
の
地

じ
か
た

方
で
舞
う
現
在
の
三
番
叟
以
前
の
初
期
の
三
番
叟
に
お
い
て
も
、
左
手

は
棒
で
、
右
手
は
人
形
遣
い
の
手
で
操
作
し
て
い
た
と
い
う）
（1
（

。

写真14　昭和初期の首（かしら）の操作

写真15　昭和初期の胴串の持ち方

写真16　昭和初期の右手の操作写真18　昭和初期の足の装着

写真17　昭和初期の人形操作

写真 14～ 18はバーナード・リーチ撮影。
民藝フィルムアーカイブ提供
©�Marty�Gross�Film�Productions
http://mingeifilm.martygrossfilms.com

写真19　三番叟の右手の操法

写真20　三番叟の左手の棒
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六
　
八
王
子
車
人
形
の
新
車
人
形
の
操
法

）
（1
（

新
車
人
形
は
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
こ
ろ
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
両

手
遣
い
の
操
法
で
あ
る
。
胴
串
を
左
手
で
支
え
ず
、
人
形
遣
い
に
装
着
す
る

肩か
た
が
ね金

に
取
り
付
け
た
器
具
に
固
定
さ
せ
、
人
形
首
左
右
に
取
り
付
け
た
紐
を
人

形
遣
い
の
頭
に
懸
け
る
。
こ
れ
に
よ
り
人
形
遣
い
の
左
手
は
、
人
形
左
手
の
操

作
の
み
を
行
う
。
人
形
遣
い
の
左
右
の
手
が
、
人
形
の
左
右
の
手
を
同
じ
よ
う

に
操
作
す
る
た
め
、
舞
踊
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
。
右
手
が
人
形
の
右
手
を
操
る

点
と
足
の
使
い
方
は
従
来
の
車
人
形
操
法
と
同
じ
で
あ
る
【
写
真
22
】。

両
手
遣
い
用
に
作
ら
れ
た
手
と
し
て
狐
の
手
、
琴
手
、
踊
り
手
（
団
子
売
の

立
役
が
用
い
る
）、
洋
舞
を
踊
る
外
国
の
人
形
の
手
な
ど
あ
る
。

七
　
そ
の
他
の
操
法

以
下
は
、
五
代
目
西
川
古
柳
が
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
取
り
入
れ
た
操
法
で
あ
る
。

（一）
　
ろ
く
ろ
車
を
使
用
し
な
い
操
法

『
応
挙
の
幽
霊
』
の
幽
霊
は
足
が
な
い
設
定
の
た
め
、
ろ
く
ろ
車
を
使
用
せ
ず
、

人
形
を
浮
か
せ
る
よ
う
に
し
て
両
手
で
操
る
。

（二）
　
左
手
遣
い
、足
遣
い
を
取
り
入
れ
た
操
法

『
壺
坂
観
音
霊
験
記
』
の
三
味
線
を
弾
く
場
面
で
は
、
差
し
金
入
り
の
左
手

を
使
用
し
、
左
手
遣
い
が
人
形
左
手
を
操
る
場
合
も
あ
る
。

『
本
朝
廿
四
孝　

狐
火
の
段
』
の
八
重
垣
姫
が
飛
翔
す
る
場
面
で
は
、
足
遣

い
が
足
を
操
り
、
ろ
く
ろ
車
を
使
用
せ
ず
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
【
写
真
23
】。

写真22　新車人形の操法

写真23　足遣いを取り入れた操法
2018年3月12日公演　保戸塚時久撮影

写真21　�三番叟の「袖かつぎ」の様子　
2011年11月23日撮影
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註
（
１
）
人
形
衣
裳
の
着
付
け
方
の
詳
細
は
本
書
第
五
章
第
六
節
参
照
。

（
2
）�『
日
本
民
俗
芸
能
事
典
』
に
八
王
子
車
人
形
の
人
形
遣
い
の
衣
裳
に
つ
い

て
「
昔
は
野
良
着
姿
に
紺
の
股
引
き
で
腹
掛
け
を
掛
け
て
出
演
し
た
。
現

在
は
、
黒
衣
に
裁
着
け
を
し
た
服
装
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。［
日

本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト�

一
九
七
六　

二
七
四
頁
］�

（
3
）�
黒
子
に
つ
い
て
は
本
書
第
五
章
第
六
節
参
照
。

（
4
）�

足
袋
は
足
の
裏
も
黒
色
の
通
称
「
カ
ラ
ス
足
袋
」
を
履
く
。
右
手
の
手
袋

の
人
差
し
指
の
先
端
に
は
指
皮
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め
、
小
さ
な
穴
が

あ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）�

五
代
目
西
川
古
柳
は
、「
観
客
が
人
形
の
み
を
見
て
も
、
人
形
に
フ
ァ
ン

は
つ
か
な
い
。
顔
を
出
し
て
、
人
形
遣
い
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
今
後

は
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
6
）��

装
着
時
に
足
を
広
げ
る
こ
と
で
よ
り
人
形
遣
い
の
体
と
、
ろ
く
ろ
車
を
密

着
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

（
7
）�

本
書
第
三
章
第
六
節
二
に
示
さ
れ
る
「
手
入
れ
穴
」
の
こ
と
。
西
川
古
柳

座
で
は
特
に
名
称
は
な
く
、「
背
中
に
手
を
入
れ
る
」
と
い
う
表
現
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）�

女
性
の
人
形
遣
い
で
、
胴
串
を
前
に
掲
げ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
ろ

く
ろ
車
を
や
や
右
斜
め
前
に
配
置
し
調
整
す
る
。

（
9
）�

本
書
第
三
章
第
六
節
三
参
照
。

（
10
）�「
左
右
を
指
す
」
型
の
左
を
指
す
際
の
操
法
と
同
様
で
あ
る
。
本
書
第
三

章
第
二
節
参
照
。

（
11
）�【
写
真
2
】
の
人
形
に
も
生
き
杖
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
写
真
下
半
分
中

央
付
近
に
見
ら
れ
る
茶
色
の
棒
で
あ
る
。

（
12
）�

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
に
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
に

寄
蔵
さ
れ
た
三
番
叟
人
形
に
も
、
現
在
の
八
王
子
車
人
形
同
様
、
人
形
左

袖
内
側
に
車
人
形
の
弓
手
と
は
異
な
る
棒
が
付
け
ら
れ
、
手
の
平
の
み
付

け
ら
れ
て
い
る
（
本
書
第
四
章
参
照
）。
右
手
に
は
扇
を
持
っ
た
可
動
機

能
の
な
い
「
ち
ょ
い
」
の
つ
い
た
手
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
八
王
子
市
郷

土
資
料
館
所
蔵
の
初
期
の
三
番
叟
人
形
（
本
書
第
四
章
参
照
）
に
も
、
人

形
左
袖
内
側
に
車
人
形
の
弓
手
と
は
異
な
る
棒
が
付
け
ら
れ
、
手
の
平
の

み
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
右
手
も
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（
13
）�

西
川
古
柳
座
所
蔵
三
代
目
西
川
古
柳
使
用
の
三
番
叟
衣
裳
（
本
書
第
三
章

第
六
節
二
参
照
）
に
は
、
人
形
遣
い
右
手
を
掛
け
る
紐
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
初
期
の
三
番
叟
の
概
要
は
［
服
部
真
理�

二
〇
一
七�

四
三
～
五
一
頁
］���

参
照
。

（
14
）��

新
車
人
形
の
操
法
に
つ
い
て
は
、［
細
田
明
宏�

二
〇
一
三
］�

及
び
［
佐
藤�

広
二
〇
一
七�

四
六
五
～
四
六
六
頁
］
参
照
。

（
執
筆
者　

大
谷
津　

早
苗
／
服
部　

真
理
）

参
考
文
献

佐�

藤　

広�

二
〇
一
七
「
説
経
節
と
車
人
形
・
写
し
絵
」『
新
八
王
子
市
史　

民
俗
編
』

八
王
子
市
市
史
編
纂
委
員
会�

四
五
五
―
四
六
一
頁

日�

本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
編�

一
九
七
六
『
日
本
の
民
俗
芸
能
事
典
』�

文
化
庁
監

修�

第
一
法
規
出
版

服�

部
真
理�

二
〇
一
七
「
八
王
子
車
人
形
の
初
期
の
三
番
叟
に
つ
い
て
」『
文
化
財
年

報
』
第
十
号�

八
王
子
市
教
育
委
員
会

細�

田
明
宏�

二
〇
一
三
「
車
人
形
と
新
車
人
形　

―
―
八
王
子
車
人
形
・
五
代
目
西
川

古
柳
氏
に
聞
く
―
―
」『
八
王
子
市
史
研
究
』
第
三
号　

八
王
子
市
史
編
さ
ん
室

宮
尾
し
げ
を�

一
九
八
四
『
文
楽
人
形
図
譜
』
か
の
う
書
房
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は
じ
め
に

八
王
子
車
人
形
に
は
、
現
在
「
型
」
が
存
在
す
る
。
五
代
目
西
川
古
柳
（
瀬

沼
亨
）
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
、
各
々
の
動
き
を
指
示
し
な
が
ら
演
技
が
伝
承

さ
れ
て
き
た
が）

1
（

、
五
代
目
西
川
古
柳
が
文
楽
で
研
修
し
た
後
、
型
が
平
成
の
初

め
頃
に
考
案
さ
れ
た
。
役
柄
を
演
じ
る
基
礎
と
し
て
型
の
練
習
は
不
可
欠
で
あ

る
と
五
代
目
西
川
古
柳
は
述
べ
て
い
る
。
型
は
「
伝
統
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業　

車
人
形
体
験
・
発
表
講
座
（
主
催　

伝
統
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
実
行
委
員
会
、
以
下
「
講

座
」
と
略
す
）」
全
十
九
回
の
受
講
日
の
約
七
回
分
を
費
や
し
て
五
代
目
西
川
古

柳
が
重
点
的
に
指
導
す
る
。
型
の
指
導
は
日
頃
の
座
員
の
稽
古
で
は
行
わ
れ
な

い
た
め
、
若
手
の
座
員
も
講
座
の
受
講
生
と
し
て
五
代
目
西
川
古
柳
の
指
導
を

受
け
て
い
る
。
講
座
で
は
受
講
生
全
員
が
同
時
に
練
習
用
の
ろ
く
ろ
車（
２
）に

乗
り
、

練
習
用
の
人
形
を
使
っ
て
、
五
代
目
西
川
古
柳
の
手
本
を
見
な
が
ら
、
模
倣
し
、

指
導
を
受
け
る
（
口
絵
写
真
参
照
）。

現
在
講
座
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
主
な
型
は
、
立た
ち
や
く役（

男
の
人
形
）の
型
と
女お

や
ま形（

女

の
人
形
）
合
わ
せ
て
二
十
八
種
で
あ
る
。
紙
面
の
都
合
で
立
役
と
女
形
に
共
通

す
る
型
は
立
役
の
型
の
み
解
説
す
る
。
同
じ
型
で
も
、
女
形
は
し
と
や
か
な
動

き
を
す
る
。
各
々
の
動
き
の
中
に
、
五
代
目
西
川
古
柳
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、

動
作
の
後
の
な
お
り
方
に
も
気
を
配
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
各
々
の
型
の
説

明
に
留
め
る
。

以
下
の
型
の
説
明
は
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
か
ら
平
成
三
十
一

（
二
〇
一
九
）
年
度
の
講
座
で
の
五
代
目
西
川
古
柳
の
指
導
な
ら
び
に
五
代
目
西

川
古
柳
お
よ
び
西
川
柳
起
へ
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
作
成
し
た
。

各
々
の
型
の
名
称
の
下
に
付
し
た
丸
印
の
番
号
は
、
付
録
D
V
D
の
「
八

王
子
車
人
形
の
型
操
法
」（
❷
～
⓰
、
⓲
～
㉚
）
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。

一
　
八
王
子
車
人
形
の
型

（一）
　
立
役
の
型

（
1
）出
る 

❷

「
出
る
」
は
舞
台
の
上か

み
て手

ま
た
は
下し

も
て手

か
ら
舞
台
に
出
て
く
る
動
作
で
あ
る
。
右

足
（
ま
た
は
左
足
）
で
そ
の
場
を
軽
く
一
歩

踏
み
、
も
う
一
方
の
足
を
力
強
く
踏
み
出

し
歩
い
て
く
る
。
五
代
目
西
川
古
柳
は
こ

の
軽
く
一
歩
踏
む
こ
と
を
、「
捨
て
足
を

踏
む
」
と
呼
ん
で
い
る
。
歩
く
際
、
右
手

は
腰
（
帯
の
位
置
）
に
添
え
る
。

（
2
）左
右
の
ね
じ 

❸

「
ね
じ
」
は
緩
や
か
な
角
度
で
曲
が
る

動
作
で
あ
る
。
一
度
斜
め
後
ろ
に
下
が
っ

て
か
ら
右
折
ま
た
は
左
折
す
る【
写
真
1
】。

第
二
節

八
王
子
車
人
形
の
型

写真１　ねじ（方向を変える）
写真はなおっているところ
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（
3
）座
る 

❹

人
形
が
立
っ
て
い
る
状
態
か
ら
、
人
形

遣
い
の
臀
部
の
動
き
に
よ
り
ろ
く
ろ
車
を

一
歩
後
ろ
に
下
げ
、
人
形
を
座
っ
た
体
勢

に
し
た
後
、
ろ
く
ろ
車
を
前
に
出
す
。
こ

の
と
き
人
形
の
腰
が
下
が
り
過
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
【
写
真
2
】。�

（
4
）お
辞
儀 

❺

「
座
る
」
姿
勢
か
ら
、
上
半
身
を
前
方

に
倒
す
。
武
士
役
の
人
形
は
、
頭
か
ら
下

げ
る
の
で
は
な
く
、
胸
か
ら
傾
け
お
辞
儀

を
す
る
よ
う
に
心
が
け
る
【
写
真
3
】。

立
っ
た
ま
ま
お
辞
儀
を
す
る
場
合
も
あ
る
。

（
5
）左
右
を
指
す 

❻

右
方
向
、
あ
る
い
は
左
方
向
を
手
で
指

す
。
こ
の
時
、
目
線
に
手
線
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
指
先
を
人
形
首
の

目
元
に
近
づ
け
て
か
ら
、
人
形
首
の
目
線

の
方
向
を
指
す
。
基
本
的
に
、
人
形
に

と
っ
て
右
方
向
を
指
す
と
き
に
は
右
手

【
写
真
4
】
で
、
左
方
向
を
指
す
と
き
に

は
左
手
で
指
す
【
写
真
5
】
が
、
右
手
で

左
方
向
を
、
左
手
で
右
方
向
を
指
す
こ
と

も
あ
る
。

（
6
）左
右
の
膝
送
り 

❼

膝
送
り
と
は
、
座
っ
た
状
態
で
相
手
に

近
づ
い
た
り
、
詰
め
寄
っ
た
り
す
る
動
作

で
あ
る
。
座
っ
た
状
態
か
ら
立
ち
上
が
っ

て
、
右
肩
と
右
足
を
上
げ
な
が
ら
右
斜
め

前
方
に
踏
み
出
し
、【
写
真
6
】。
次
に
左

肩
と
左
足
を
上
げ
な
が
ら
踏
み
出
す
【
写

真
7
】。
左
斜
め
前
方
に
も
同
様
に
踏
み

出
す
。
膝
送
り
は
室
内
の
場
面
で
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、「
生
写
朝
顔
話
宿
屋

の
段
」
や
「
傾
城
恋
飛
脚　

新
ノ
口
村
の

段
」
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）両
手
打
ち 

❽

両
手
を
広
げ
【
写
真
8
】、
次
に
頭
を

下
げ
る
と
と
も
に
両
手
を
合
わ
せ
る
仕
草

を
す
る
【
写
真
9
】。
再
び
、
頭
を
起
こ

し
、
両
手
を
膝
に
置
く
。「
壺
坂
観
音
霊

験
記　

山
の
段
」
で
沢
市
と
お
里
が
喜
び

合
う
場
面
に
出
て
く
る
。

写真５　左を指す

写真9　両手打ち（両手を打つ仕草）

写真４　右を指す

写真8　両手打ち（両手を広げる）

写真３　お辞儀

写真７　膝送り（左足を出す）

写真２　座る

写真６　膝送り（右肩と右足を上げる）
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（
8
）座
っ
て
の
棒
足
、立
っ
て
の
棒
足 

❾

棒
足
は
斜
め
前
に
足
を
伸
ば
す
動
作
で

あ
る
。
座
っ
た
状
態
も
し
く
は
立
っ
た
状

態
か
ら
左
足
で
捨
て
足
を
踏
み
、
す
ば
や

く
右
足
を
右
前
方
に
伸
ば
す
。
両
腕
を
曲

げ
て
人
形
首
の
高
さ
に
差
し
出
し
て
か

ら
、
左
腕
は
肩
の
高
さ
、
右
腕
は
胸
の
高

さ
に
、
両
腕
を
引
い
て
静
止
す
る
【
写
真

10
】。
人
形
首
は
右
斜
め
前
方
を
向
く
。

左
足
を
左
前
方
に
伸
ば
す
場
合
は
一
連
の

動
作
の
左
右
の
手
足
を
逆
に
す
る
。
見
得

を
切
る
場
面
な
ど
で
用
い
ら
れ
る

（
9
）帯
締
め 

❿

右
手
を
腰
の
後
ろ
に
ま
わ
し
、
帯
を
締

め
る
仕
草
を
す
る
【
写
真
11
】。
そ
の
際
、

人
形
遣
い
右
踵か
か
とで

「
ト
ン
ト
ン
」
と
軽
く

踏
み
鳴
ら
し
、
人
形
首
も
こ
れ
に
伴
っ
て

軽
く
う
な
ず
く
。
こ
の
と
き
、
左
手
は
上

腕
部
を
軽
く
曲
げ
た
状
態
で
前
に
出
し
て

い
る
。「
日
高
川
入
相
花
王
」
の
渡
し
場

で
清
姫
が
安
珍
の
後
を
追
う
決
意
を
し
た

場
面
で
帯
締
め
を
す
る
。

（
10
）一い
っ

足そ
く

立だ

ち
膝
打
ち 

⓫

座
っ
た
状
態
か
ら
、
す
ば
や
く
両
足

揃
え
て
立
ち
上
が
る
。
次
に
右
足
膝
を

曲
げ
て
上
げ
、
目
線
と
手
線
を
合
わ
せ
て

右
手
で
宙
に
円
を
描
き
、
右
膝
を
打
つ
仕

草
を
す
る
【
写
真
12
】。
右
足
の
み
行
う
。

「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
で
弥
次
郎
兵
衛
が

狐
に
化
け
て
喜
多
八
を
か
ら
か
う
こ
と

を
思
い
つ
く
場
面
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
。

（
11
）姿す
が
た
み見 

⓬

袂
か
ら
水
面
に
写
さ
れ
た
自
分
の
姿

を
見
る
仕
草
で
あ
る
。
立
っ
た
状
態
で

左
足
か
ら
左
後
ろ
に
下
が
り
、
右
足
も

添
え
る
。
左
足
を
一
歩
前
に
出
し
、
右

腕
を
前
方
に
、
左
腕
も
右
腕
よ
り
も
低

い
位
置
で
前
方
に
出
す
。
人
形
首
は
左

の
袂
の
外
側
の
下
を
見
る
【
写
真
13
】。

左
右
の
手
足
を
逆
に
し
た
姿
見
も
同
様
に

行
う
。「
信
田
妻
」
の
狐
葛
の
葉
が
我
が

身
を
振
り
返
る
場
面
で
使
わ
れ
て
い
る
。

（
12
）行
き
つ
戻
り
つ 

⓭

人
を
探
す
場
面
な
ど
で
用
い
ら
れ
る

動
作
で
右
方
向
に
三
歩
【
写
真
14
】、
左

方
向
に
三
歩
進
み
戻
る
。

写真11　帯締め 写真10　棒足

写真12　膝打ち写真13　姿見写真14　行きつ戻りつ
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（
13
）座
り
か
ら
の
入
り
込
み 

⓮

立
ち
上
が
っ
て
両
手
を
広
げ
て
前
に
出

す
【
写
真
15
】。
後
振
り
の
前
段
階
の
動

作
で
あ
る
。
三
番
叟
の
舞
の
中
で
も
用
い

ら
れ
て
い
る
。

（
14
）後
う
し
ろ

振ぶ

り 

⓯

観
客
に
後
ろ
姿
を
見
せ
る
動
作
で
あ

る
。
入
り
込
み
を
し
て
か
ら
、
左
足
を
右

足
前
方
に
出
し
、
右
折
す
る
恰
好
に
な

る
。
人
形
首
は
月
を
見
る
よ
う
に
上
を

見
、
掲
げ
た
右
手
の
手
線
を
目
線
に
合
わ

せ
る
。
左
手
は
肩
の
高
さ
ほ
ど
前
に
出
し

た
状
態
で
静
止
し
、
観
客
に
人
形
の
後
ろ

姿
を
見
せ
る
【
写
真
16
】。「
釣
女
」
で
太

郎
冠
者
が
釣
り
を
す
る
場
面
で
用
い
ら
れ

て
い
る
。

（
15
）入
る 

⓰

ね
じ
の
型
で
入
る
方
向
（
下
手
ま
た
は
上
手
）
の
斜
め
反
対
に
一
歩
下
が
り
、

両
足
を
揃
え
て
か
ら
、
立
役
は
右
足
か
ら
踏
み
出
し
、
入
っ
て
い
く
。
女
形
は

着
物
の
裾
を
開
か
な
い
よ
う
、
左
足
か
ら
踏
み
出
す
。

（二）
　
女
形
の
型（
抜
粋
）

（
16
）膝
送
り 

㉓

立
役
と
同
様
、
座
っ
た
状
態
で
相
手
に

近
づ
く
動
作
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
女
形

は
左
右
の
着
物
の
膝
を
整
え
る
仕
草
を
す

る
。
右
の
膝
を
整
え
る
際
に
、
ろ
く
ろ
車

を
左
後
ろ
に
下
げ
る
【
写
真
17
】。
立
役

同
様
「
生
写
朝
顔
話　

宿
屋
の
段
」
な
ど

で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
17
）髪
撫
ぜ 

㉕

右
手
を
人
形
首
の
前
に
出
し
て
見
つ

め
、
指
を
反
ら
し
て
、
左
右
の
鬢び
ん

、
髱た

ぼ

の

順
に
右
手
で
撫
で
整
え
る
仕
草
を
す
る
。

左
右
の
鬢
に
手
を
持
っ
て
い
く
の
で
は
な

く
、
顔
の
前
に
右
手
を
固
定
し
、
首か
し
らを

向

け
る
。
髱
を
撫
ぜ
る
と
き
は
、
そ
っ
と
か

き
あ
げ
る
よ
う
に
す
る
【
写
真
18
】。

（
18
）後
う
し
ろ

振ぶ

り 

㉙

観
客
に
後
ろ
姿
を
見
せ
る
動
作
で
あ

る
。
立
役
と
同
様
に
座
り
か
ら
の
入
り
込

み
に
続
い
て
観
客
に
後
ろ
姿
を
見
せ
る
動

作
で
あ
る
が
、
女
形
の
場
合
、
右
折
す
る

仕
草
を
す
る
際
、
人
形
首
が
客
席
の
方
を

振
り
返
り
、
一
瞬
静
止
す
る
【
写
真
19
】。

写真18　髪撫ぜ写真19　後振り（振り返る） 写真17　膝送り

写真16　後振り 写真15　入り込み
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そ
し
て
、
ろ
く
ろ
車
後
輪
を
軸
に
右
折
す

る
。
こ
の
と
き
に
、
人
形
は
両
手
を
前
で

合
わ
せ
、
背
は
の
け
ぞ
る
よ
う
に
し
て
、

体
は
人
形
遣
い
の
右
方
向
を
見
る
【
写
真

20
】。
続
い
て
ろ
く
ろ
車
後
輪
を
軸
に
右

に
回
転
し
て
、
も
と
の
位
置
に
戻
る
。
女

性
の
悲
し
み
の
極
致
の
表
現
で
、
義
太
夫

節
の
「
日
高
川
入
相
花
王
」
の
清
姫
が
川

に
飛
び
込
む
決
意
を
す
る
場
面
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。

註
（
1
）�

三
代
目
西
川
古
柳
（
瀬
沼
周
助
）
の
時
代
に
は
、
型
で
は
な
い
が
「
立
つ
」

「
座
る
」
の
他
、
現
在
も
三
番
叟
で
用
い
ら
れ
る
「
烏
飛
び
（
か
ら
す
と
び
）」

等
の
座
員
で
共
有
さ
れ
て
い
る
符
牒
は
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
三
代
目

西
川
古
柳
が
活
動
し
た
時
期
に
は
、
江
戸
最
後
の
人
形
遣
い
と
さ
れ
る
吉

田
冠
十
郎
（
生
年
?
―
一
九
四
四
）
と
興
行
を
共
に
し
て
い
る
が
、
五
代

目
西
川
古
柳
は
三
代
目
西
川
古
柳
か
ら
は
冠
十
郎
の
遣
い
方
等
の
話
を
聞

い
た
記
憶
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
四
代
目
西
川
古
柳
は
、
文
楽
の
人

形
遣
い
吉
田
文
昇
よ
り
学
び
、
そ
れ
ま
で
の
「
符
牒
」
の
み
の
伝
承
か
ら
、

文
楽
の
振
り
を
取
り
入
れ
た
が
、「
型
」
を
系
統
立
て
て
指
導
し
た
の
は

五
代
目
西
川
古
柳
が
最
初
で
あ
る
。

（
2
）
本
稿
第
三
章
第
六
節
三
の
「
ろ
く
ろ
車
⑧
」
が
該
当
す
る
。

（
執
筆
者　

大
谷
津　

早
苗
／
服
部　

真
理
） 写真20　後振り
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は
じ
め
に

以
下
は
、
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
二
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
伝
統

文
化
ふ
れ
あ
い
事
業　

第
十
二
回
伝
統
芸
能
体
験
・
発
表
講
座
（「
講
座
」
と
略
す
）

発
表
会
」
に
向
け
て
平
成
三
十
年
二
月
七
日
に
行
わ
れ
た
『
信
田
妻　

葛
の
葉　

二
度
の
子
別
れ
の
段
』
の
稽
古
で
の
講
座
受
講
生
へ
の
五
代
目
西
川
古
柳
の
指

導
内
容
を
記
録
し
た
内
容
に
、
五
代
目
西
川
古
柳
（
瀬
沼
亨
）
へ
の
聞
き
取
り

調
査
の
内
容
を
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
指
導
内
容
は
、
説
経
節
の
会
の
語
り

を
録
音
し
た
音
源
に
よ
る
稽
古
と
説
経
節
講
座
受
講
生
と
の
共
演
に
よ
る
稽
古

で
あ
る
。
発
表
会
に
出
演
す
る
講
座
受
講
生
九
名
の
う
ち
、
初
心
者
三
名
が
『
信

田
妻　

葛
の
葉　

二
度
の
子
別
れ
の
段
』
の
人
形
遣
い
と
し
て
出
演
、
経
験
者

四
名
が
後
見
と
し
て
補
助
し
た（
１
）。

初
心
者
へ
の
指
導
で
は
人
形
首か
し
らは

顔
を
起
こ
し
た
状
態
に
し
て
胴
串
の
「
う

な
づ
き
」
を
輪
ゴ
ム
で
縛
っ
て
固
定
し
、「
う
な
づ
き
」
を
用
い
ず
、
胴
串
を

左
右
、
前
後
に
動
か
し
、「
手
首
で
語
る
」
こ
と
が
教
え
ら
れ
る
。
座
員
に
よ

る
公
演
と
異
な
り
、「
小こ
ざ
る猿

」
操
作
に
よ
り
目
玉
や
眉
毛
を
動
か
す
こ
と
も
し

な
い
。
座
員
が
操
る
際
に
は
、「
狐
葛
の
葉
」
が
泣
く
と
き
は
人
形
首
は
「
ね

む
り
目
」
に
な
る
が
、
講
習
生
へ
の
指
導
で
は
目
の
操
作
は
行
わ
な
い
。
ま
た

以
下
に
見
る
よ
う
に
、
各
役
と
も
動
き
が
詳
細
に
指
導
さ
れ
る
が
、
五
代
目
西

川
古
柳
に
よ
れ
ば
、
座
員
の
稽
古
に
お
い
て
は
、「
出
る
」
箇
所
、「
入
る
」
箇

所
な
ど
基
本
的
な
こ
と
の
み
指
示
し
、
心
理
描
写
を
い
か
に
人
形
で
表
現
す
る

か
は
各
座
員
が
考
え
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
講
座
の
記
録
は
、
座
員
が
演
じ

る
場
合
と
の
相
違
点
は
あ
る
が
、
現
在
の
若
手
座
員
は
全
員
講
座
経
験
者
で
あ

り
、
八
王
子
車
人
形
の
伝
承
の
基
礎
的
段
階
を
把
握
す
る
手
が
か
り
と
し
て
有

効
で
あ
る
た
め
、
初
心
者
へ
の
指
導
を
記
録
す
る
。

「
信
田
妻
　
葛
の
葉
　
二
度
の
子
別
れ
の
段
」の
芸
態

凡
例
を
以
下
に
示
す
。

･
台
本
と
し
て
掲
載
し
た
も
の
は
、
講
座
で
配
布
さ
れ
た
『
信
田
妻　

二
度

の
子
別
れ
の
段（
２
）』

で
あ
る
（
写
真
１
）。

第
三
節

実
際
の
公
演
に
見
る
芸
態

写真1　�『信田妻　葛の葉　二度の子別れの段』台本（書き込み
は五代目西川古柳による）　西川古柳座所蔵）
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･�

台
本
及
び
人
形
の
動
き
の
説
明
に
お
い
て
、「
阿
部
の
保や

す
な名

」（「
保
名
」
と
略

す
）「
葛
の
葉
姫
」「
狐

き
つ
ね

葛
の
葉
」
の
名
称
は
講
座
発
表
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

表
記
に
従
っ
た
。
ま
た
、
芝
居
中
登
場
す
る
動
物
の
狐
は
「
狐
」、
最
後
に

登
場
す
る
振
り
返
し
の
人
形
首
の
狐
葛
の
葉
を
「
狐
葛
の
葉
（
振
り
返
し
）」、

狐
の
顔
を
「
狐
（
振
り
返
し
）」
と
表
記
し
た
。（「
狐
」
は
写
真
2
、
そ
の
他
の
人

形
は
第
三
章
第
四
節
写
真
参
照
）

･�

講
座
で
は
、
人
形
の
手
足
は
「
手
」「
足
」、
人
形
首
は
「
首か

し
ら

」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
準
じ
て
以
下
の
人
形
の
動
き
の
説
明
に
お
い
て
、
人
形
の

部
分
を
表
す
際
に
は
、「
人
形
の
」
を
付
記
せ
ず
「
手
」、「
足
」、「
首
」
と

す
る
。
人
形
遣
い
の
手
等
に
関
し
て
は
「
人
形
遣
い
」
の
語
を
付
記
す
る
。

･�

人
形
の
動
き
に
伴
う
人
形
遣
い
の
操
作
が
煩
雑
な
場
合
、
操
作
方
法
を
括

弧
に
示
し
補
っ
た
。

･�

人
形
の
動
き
に
用
い
ら
れ
る
型
は
、
本
書
第
三
章
第
二
節
の
「
八
王
子
車

人
形
の
型
」
で
紹
介
し
た
番
号
を
括
弧
に
示
し
た
。（
例�
❷
出
る
）た
だ
し
、「
❸

ね
じ
」（
立
役
）
と
「
⓳
ね
じ
」（
女
形
）
に
準
ず
る
動
き（

３
）は

、
ろ
く
ろ
車
が
左

右
に
方
向
を
変
え
る
際
に
必
ず
伴
い
膨
大
な
た
め
、
割
愛
す
る
。

･�

台
詞
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
状
況
に
応
じ
て
前
後
、
左
右
に
常
に
首
を
動

か
す
が
、
一
つ
一
つ
の
記
述
は
割
愛
す
る
。

･�

人
形
の
動
き
の
説
明
に
出
て
く
る
「
上か

み
て手

」
は
客
席
か
ら
見
て
舞
台
右
手
、

「
下し
も
て手

」
は
客
席
か
ら
見
て
舞
台
左
手
を
表
し
て
い
る
。

･�

本
書
付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
八
王
子
車
人
形
西
川
古
柳
座
座
員
に
よ
っ
て
上
演
さ

れ
た
『
信
田
妻　

葛
の
葉　

二
度
の
子
別
れ
の
段
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の

で
参
照
さ
れ
た
い
。

･�

挿
入
し
た
写
真
は
、
平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
十
一
月
二
十
三
日
の
「
八

王
子
車
人
形
と
民
俗
芸
能
の
公
演
」
お
よ
び
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
九

月
二
十
三
日
の
「
伝
承
の
た
ま
て
ば
こ
」
に
お
い
て
、
保
戸
塚
時
久
氏
に
よ

り
、
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。【
写
真
６
】
の
み
、
平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）

年
十
一
月
二
十
三
日
の「
伝
承
の
た
ま
て
ば
こ
」に
お
い
て
筆
者
が
撮
影
し
た
。

注
（
１
）�

発
表
会
で
演
じ
ら
れ
た
八
王
子
車
人
形
の
そ
の
他
の
演
目
は
、「
二
人
三
番
叟
」

「
日
高
川
入
相
花
王
渡
し
場
の
段
」
で
あ
る
。

（
２
）
ほ
ぼ
同
内
容
の
詞
章
が
、［
橋
本
光
子�

一
九
九
八
］
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）�

五
代
目
西
川
古
柳
に
よ
れ
ば
、
移
動
に
伴
う
も
の
は
「
ね
じ
風
の
動
き
」
で
、

厳
密
に
は
型
と
し
て
の
ね
じ
と
は
異
な
る
。

参
考
文
献

橋�
本
光
子�「
十
一
代
目　

薩
摩
若
太
夫　

信
太
妻
―
葛
の
葉
二
度
目
の
子
別
れ
の
段
」

『
日
本
文
化
の
伏
流　

民
衆
芸
能　

説
経
節
集
［
解
説
書　

下
巻
］』
法
政
大
学　

多
摩
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
研
究
会
（
編
集
代
表
）
小
沢
勝
美
・
宮
川
孝
之

法
政
大
学
多
摩
地
域
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー�

一
九
九
八
年�

二
六
～
二
七
頁 写真2　講座練習風景（五代目西川古柳による狐操作の指導）

2018年2月7日撮影
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登
場
人
物

ナ
レ
ー
タ

葛
の
葉
姫

『
信
田
妻　

葛
の
葉　

二
度
の
子
別
れ
の
段
』
台
本

阿
部
の
保
名
、
葛
の
葉
は　

童
子
を
抱
き
い
た
わ
り
て

（
１
）�

大
野
の
仮
屋
を
忍
び
い
で

（
写
真
３
）

（
２
）�

信
太
の
森
へ
と
尋
ね
行
く　

（
３
）�

保
名
夫
婦
の
方
々
は　

（
４
）�

曇
り
し
声
を
張
り
上
げ
て

童
子
が
母
は
い
ず
れ
に
ぞ

ど
こ
が
狐
の
住
ま
い
ぞ
や

（
５
）�

こ
の
子
を
不
憫
と
思
う
な
ら

（
写
真
４
）

五
代
目
西
川
古
柳
指
導
に
よ
る
人
形
の
動
き

（
１
）�「
大
野
の
」
の
語
り
で
、
葛
の
葉
姫
、
右
手
で
杖
を
突
き
な
が
ら
、
舞
台
下

手
の
奥
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
舞
台
中
央
に
向
か
っ
て
出
て
く
る
（
⓲
出
る
）。

葛
の
葉
姫
に
続
い
て
、
童
子
を
背
負
っ
た
保
名
が
歩
い
て
く
る
（
❷
出
る
）。　

背
負
い
方
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
三
章
第
一
節
「
特
殊
な
操
法
」
参
照
。

（
２
）�

葛
の
葉
姫
、
保
名
は
上か
み
し
も下

の
位
置
に
立
つ
。

（
３
）�

葛
の
葉
姫
、
保
名
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。
人
形
遣
い
は
「
保
名
さ
ん
、
葛
の

葉
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
狐
葛
の
葉
を
呼
び
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
気
持
ち
で
演
ず
る
。

（
４
）�

保
名
は
前
方
下
手
に
進
み
な
が
ら
狐
葛
の
葉
を
探
す
。
葛
の
葉
姫
は
前
方
上

手
の
方
に
進
み
、
立
ち
止
ま
っ
て
左
右
を
見
、
杖
を
手
に
し
た
ま
ま
、
右
手

を
口
元
近
く
に
寄
せ
て
、
狐
葛
の
葉
を
呼
ぶ
仕
草
を
す
る
。
両
者
と
も
舞
台

正
面
を
見
、
今
度
は
葛
の
葉
姫
は
下
手
の
方
を
、
保
名
は
上
手
の
方
を
見
て

狐
葛
の
葉
を
探
す�

（
⓭
行
き
つ
戻
り
つ
）。
両
者
と
も
舞
台
正
面
に
戻
り
、
探

す
仕
草
を
し
、「
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
け
ど
呼
ん
で
み
ま
し
ょ
う
」
と
、

保
名
と
葛
の
葉
姫
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
。
両
者
と
も
「
お
ー
い
」
と
呼
ぶ
切

実
さ
が
必
要
で
あ
る
。

（
５
）�「
こ
の
子
を
」で
葛
の
葉
姫
は
、
保
名
の
背
の
童
子
の
方
向
に
右
手
を
か
ざ
す（
㉒

右
を
指
す
）。

『
信
田
妻
　
葛
の
葉
　
二
度
の
子
別
れ
の
段
』の
芸
態

写真3　葛の葉姫と保名の登場
2014年11月23日　保戸塚時久撮影

写真4　童子を背負った保名と葛の葉が顔を見合わせる
2014年11月23日　保戸塚時久撮影

※
以
下
本
欄
の

登
場
人
物
は
人

形
の
動
き
に
即

し
た
記
載
で
、

説
経
節
太
夫
の

語
り
の
分
担
と

は
一
致
し
て
い

な
い
。
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ナ
レ
ー
タ

保
名

（
６
）�

今
一
度
姿
を

（
７
）
現
し
て

（
８
）�

童
子
が
母
よ
葛
の
葉
と

（
９
）�
声
を
限
り
に
呼
ば
わ
れ
ば

（
写
真
５
）

（
10
）�

コ
ン
コ
ン
快
慶
喜
び
の

鳴
く
音
は
野
路
の
夜
嵐
と

こ
だ
ま
ば
か
り
が
聞
こ
え
け
る

（
11
）�

か
か
る
向
こ
う
の
方
よ
り
も

と
も
し
び
見
ゆ
る
一
灯
り

（
12
）�

確
か
に
童
子
が
母
親
か　

尋
ね
こ
い
と
の

知
ら
せ
ぞ
や

（
13
）�

東
西
知
れ
ぬ
真
の
闇　

（
14
）�

人
里
離
れ
し
信
太
の
森

（
15
）�

灯
り
を
目
当
て
に
尋
ね
行
く

（
写
真
６
）

（
16
）�

保
名
は
そ
れ
と
見
る
よ
り
も

（
17
）�

コ
レ
コ
レ
、
葛
の
葉
。
も
う

尋
ね
ず
と
よ
し
に
せ
い
。

（
６
）�（
4
）
と
同
様
に
、
保
名
、
葛
の
葉
姫
と
も
に
狐
葛
の
葉
を
呼
ぶ
仕
草
を
す

る
（
⓭
行
き
つ
戻
り
つ
）。

（
７
）�

葛
の
葉
姫
と
保
名
の
場
所
が
入
れ
替
わ
る
。
葛
の
葉
姫
は
舞
台
手
前
を
下
手

方
向
に
進
み
、
保
名
は
舞
台
奥
の
方
を
下
手
か
ら
中
央
に
進
み
、
両
者
と
も

舞
台
正
面
を
向
く
（
⓭
行
き
つ
戻
り
つ
）。

（
８
）�

保
名
、
葛
の
葉
姫
と
も
左
右
を
見
ま
わ
し
狐
葛
の
葉
を
呼
ぶ
。

（
９
）�

保
名
と
葛
の
葉
姫
は
、
向
か
い
合
い
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

（
10
）�

保
名
、
葛
の
葉
姫
は
と
も
に
上
手
の
方
に
向
か
っ
て
狐
葛
の
葉
を
呼
ぶ
仕
草

を
す
る
。

（
11
）�

保
名
、
葛
の
葉
姫
と
も
に
灯
り
を
見
つ
け
た
様
子
で
上
手
を
見
る
。

（
12
）�

保
名
と
葛
の
葉
姫
は
顔
を
見
合
わ
せ
、「
灯
り
の
方
に
行
っ
て
み
よ
う
」
と

う
な
ず
く
。

（
13
）�

保
名
、
葛
の
葉
姫
の
順
に
上
手
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
進
む
。

（
14
）�

と
も
に
ゆ
っ
く
り
左
折
し
、
舞
台
の
奥
の
方
に
進
む
。

（
15
）�

大
き
く
円
を
描
く
よ
う
に
左
折
し
、
下
手
に
向
か
っ
て
進
み
、
保
名
は
下
手

寄
り
の
位
置
、
葛
の
葉
姫
は
舞
台
中
央
付
近
で
ゆ
っ
た
り
と
右
折
し
、
と
も

に
客
席
の
方
を
向
い
て
「
こ
れ
だ
け
探
し
て
も
狐
葛
の
葉
が
い
な
い
」
と
探

す
仕
草
を
す
る
。

（
16
）�

保
名
は
狐
葛
の
葉
を
探
す
仕
草
を
し
、
葛
の
葉
姫
を
見
る
。

（
17
）�

葛
の
葉
姫
と
保
名
は
上
下
の
位
置
に
な
り
、
保
名
は
葛
の
葉
に
話
す
。
葛
の

葉
姫
は
立
っ
た
ま
ま
、
保
名
を
見
つ
め
て
い
る
。

写真5　葛の葉姫、呼ぶ仕草
2014年11月23日　保戸塚時久撮影

写真6　保名と葛の葉姫、上手から下手に回る
2018年9月23日撮影
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葛
の
葉
姫

保
名

ナ
レ
ー
タ

葛
の
葉
姫

ナ
レ
ー
タ

葛
の
葉
姫

（
18
）�

そ
り
ゃ
ま
た
何
故
に

（
19
）�

さ
れ
ば
さ
、
例
え
変
化
の
身
な
る
と
も
、

血
筋
の
縁
に
引
か
さ
れ
て
、

尋
ね
来
い
と
書
い
て
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

（
20
）�

今
は
、
人
間
の
情
去
っ
て
、

（
21
）�
己
が
本
性
現
わ
し
て
こ
の
森
に
立
ち
帰
り
、

数
万
の
狐
と
交
わ
る
時
は
、

も
う
人
間
の
情
、
は
っ
た
り
と
忘
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

浅
ま
し
い
事
に
は
、
そ
こ
が
畜
生
。

も
う
尋
ね
ず
と
帰
り
ま
し
ょ
う
。

（
22
）�

と
立
ち
上
が
れ
ば
（
写
真
6
）

（
23
）�

こ
れ
の
う
申
し
保
名
殿

（
写
真
７
）

（
24
）�

せ
っ
か
く
こ
れ
ま
で
尋
ね

来
て
ど
う
ま
あ
会
わ
ず
に

帰
ら
り
ょ
う

（
25
）�

し
ば
し
引
き
留
め
葛
の
葉
が

（
26
）�

こ
れ
の
う
申
し
童
子
が
母

（
27
）�

親
子
三
人
、
こ
の
様
に

（
18
）�

葛
の
葉
姫
、
首く
び

を
か
し
げ
る
。

（
19
）�

保
名
は
葛
の
葉
に
話
し
か
け
る
。

（
20
）�

保
名
、
座
る（
❹
座
る
）。
葛
の
葉
姫
座
る（
⓴
座
る
か
ら
立
ち
、
の
座
る
の
み
）。

葛
の
葉
姫
の
杖
を
後
見
が
引
き
取
る
。

（
21
）�

保
名
は
葛
の
葉
に
話
し
か
け
る
。「
は
っ
た
り
と
」
で
首
を
垂
れ
て
大
き
く

う
な
ず
く
。

（
22
）�

保
名
、
立
ち
上
が
り
（
⓴
座
る
か
ら
立
ち
）、
前
に
一
歩
進
み
入
り
込
む
（
⓮

座
り
か
ら
の
入
り
込
み
）。

（
23
）�

葛
の
葉
姫
、
立
ち
上
が
り
、
右
手
で
保
名
の
左
袖
を
取
る
（
葛
の
葉
人
形
遣

い
の
右
手
で
保
名
の
袖
を
取
る
）。
保
名
は
引
き
止
め
ら
れ
、
立
ち
止
ま
る
。

（
24
）�

葛
の
葉
姫
、
保
名
を
見
る
。

（
25
）�「
し
ば
し
」
の
後
で
保
名
は
二
歩
正
面
よ
り
や
や
下
手
方
向
に
進
み
、
保
名

の
袖
を
持
っ
た
ま
ま
葛
の
葉
も
同
時
に
二
歩
進
む
。「
引
き
」
で
両
者
そ
ろ
っ

て
三
歩
後
ず
さ
り
す
る
。
再
び
「
留
め
」
ま
で
の
間
に
保
名
と
保
名
の
左
袖

を
持
っ
た
葛
の
葉
が
揃
っ
て
三
歩
前
進
し
、
三
歩
後
ず
さ
り
す
る
。「
葛
の

葉
が
」
で
葛
の
葉
は
保
名
を
引
き
留
め
、
座
ら
せ
、
自
分
も
座
る
。（
❹
座
る
、

⓴
座
る
か
ら
立
ち
、
の
座
る
の
み
）

（
26
）�

葛
の
葉
姫
、「
私
が
呼
び
ま
す
か
ら
」
と
保
名
に
言
う
仕
草
を
し
て
立
ち
、

狐
葛
の
葉
に
呼
ぶ
仕
草
を
す
る
。

（
27
）�

葛
の
葉
姫
、
保
名
と
童
子
の
方
を
見
、
右
手
で
指
す
。

写真7　葛の葉姫、保名を引き留める
2014年11月23日　保戸塚時久撮影
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ナ
レ
ー
タ

狐
葛
の
葉

（
28
）�

焦
が
れ
て
慕
う
心
根
を

（
29
）�

不
憫
と
思
い

（
30
）�

こ
の
子
に
乳
を
飲
ま
せ
て
と

（
31
）�

恨
み
つ
泣
き
つ
夫
婦
の
者

（
32
）�

い
か
が
は
せ
ん
と
顔
見
合
わ
せ

途
方
に
暮
れ
て
い
た
り
け
る

（
33
）�

次
第
に
そ
の
夜
も
更
け
渡
り

（
34
）�

早
丑
三
つ
の
頃
な
る
が

（
写
真
８
）

（
35
）�

あ
ら
不
思
議
な
次
第
な
り

此
方
の
萱
の
繁
み
よ
り

（
36
）�

現
れ
い
で
た
る
童
子
が
母

（
写
真
９
）

（
37
）�

こ
れ
申
し
保
名
殿
。

（
38
）�

葛
の
葉
さ
ん
も
よ
う
お
い
で
。

（
39
）�

お
二
人
な
が
ら
ど
う
ぞ
聞
い

て
く
だ
さ
ん
せ
。

（
28
）�

葛
の
葉
姫
、「
心
根
を
」
で
右
手
を
帯
に
当
て
る
。

（
29
）�

葛
の
葉
姫
、
両
手
を
合
わ
せ
る（
人
形
遣
い
の
右
手
人
差
し
指
を
指
皮
に
入
れ
、

親
指
で
人
形
左
手
の
指
皮
を
取
る
）。
五
代
目
西
川
古
柳
は
「
こ
こ
の
演
技

は
（
人
形
遣
い
に
）
任
せ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
30
）�

葛
の
葉
姫
は�「
こ
の
子
に
」
で
童
子
に
右
手
を
か
ざ
す
。

（
31
）�

葛
の
葉
姫
、
泣
く
（
右
袖
を
正
面
に
出
し
、
首か
し
らを

左
右
に
動
か
し
、
左
目
、

右
目
の
涙
を
袖
で
ぬ
ぐ
う
仕
草
を
し
、
最
後
に
首
を
正
面
で
下
向
き
に
し
て

涙
を
拭
く
仕
草
を
す
る
）。
保
名
、
泣
く
（
保
名
は
童
子
を
背
負
っ
て
い
る

の
で
、
泣
く
と
き
は
首か
し
らを

動
か
す
の
み
で
表
現
）。

（
32
）�

保
名
と
葛
の
葉
姫
は
座
っ
た
ま
ま
顔
を
見
合
わ
せ
、
う
な
ず
く
。

（
33
）�

保
名
と
葛
の
葉
姫
は
、
ど
う
す
る
か
話
し
合
っ
て
い
る
。

（
34
）�

藪
の
上
に
狐
が
現
れ
る
。
藪
の
内
側
で
狐
の
人
形
操
作
。
狐
が
飛
び
出
し
消

え
て
い
く
よ
う
に
、
藪
の
内
側
で
操
作
。
狐
の
首
、
尻
尾
を
動
か
す
（
狐
の

人
形
に
も
胴
串
が
つ
い
て
お
り
、
他
の
人
形
首
同
様
に
操
作
す
る
）。

（
35
）�

保
名
と
葛
の
葉
姫
は
引
き
続
き
話
し
合
っ
て
い
る
。

（
36
）�

狐
葛
の
葉
、
二
つ
の
藪
の
中
か
ら
死
に
そ
う
な
様
子
で
出
て
く
る
（
⓲
出
る
）。

（
後
見
、
二
つ
の
藪
を
動
か
す
。）
保
名
と
葛
の
葉
姫
は
驚
い
て
立
ち
上
が
り

下
手
に
下
が
る
。（
⓴
座
る
か
ら
立
ち
）　

（
37
）�
狐
葛
の
葉
、
立
ち
止
ま
っ
て
保
名
と
葛
の
葉
姫
に
話
す
。
保
名
と
葛
の
葉
姫

は
立
っ
て
い
る
。

（
38
）�

保
名
と
葛
の
葉
、
座
り
（
❹
座
る
、
⓴
座
る
か
ら
立
ち
、
の
座
る
の
み
）、

狐
葛
の
葉
の
話
を
じ
っ
と
聞
い
て
い
る
。

（
39
）�

狐
葛
の
葉
も
座
り
二
人
に
話
す
（
㉒
右
を
指
す
）。

写真8　藪に狐（動物）が現れる
2014年11月23日　保戸塚時久撮影

写真9　狐葛の葉が現れる
2018年9月23日　保戸塚時久撮影
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葛
の
葉
姫

捨
つ
る
命
を
保
名
殿
に
助
け
ら
れ
（
写
真
10
）

せ
め
て
命
の
ご
恩
報
じ
、

少
し
な
り
と
も
御
身
の
た
め
に
な
っ
た
な
ら
、

（
40
）�
す
ぐ
に
信
太
へ
戻
ら
ん
と

（
41
）�
忘
る
る
日
と
て
は

無
け
れ
ど
も

今
日
か
明
日
か
と
思
う
う
ち

（
42
）�

因
果
の
種
を
身
に
宿
し

早
別
る
る
に
別
れ
か
ね

（
43
）�

産
み
落
と
し
た
る
顔
見
れ
ば

（
44
）�

可
愛
さ
余
る
血
筋
の
縁

（
45
）�

現
在
産
み
な
す
子
を
捨
て
て
、

帰
る
こ
の
身
の
切
な
さ
を
推
量
あ
っ
て
、

葛
の
葉
様
。

（
46
）�

童
子
が
お
世
話
を
く
れ
ぐ
れ
も

（
47
）�

ひ
と
え
に
頼
み
上
げ
ま
す
と

（
48
）�

畜
生
な
が
ら
も
世
の
義
理
に

絡
め
ら
れ
た
る
詫
び
涙

こ
と
わ
り
せ
め
て
哀
れ
な
り

（
49
）�

聞
く
葛
の
葉
も
憂
さ
辛
さ

（
50
）�

こ
れ
申
し
童
子
が
母
、
何
の
ま
あ
、

そ
の
言
い
訳
に
及
び
ま
し
ょ
う
。

（
40
）�

狐
葛
の
葉
、
立
ち
上
が
り
、
左
を
指
す
（
⓴
座
る
か
ら
立
ち
、
㉒
左
を
指
す
）。

（
41
）�

説
経
節
の
節
に
合
わ
せ
て
前
後
に
ゆ
っ
く
り
踏
み
出
し
、
右
手
を
上
げ
て
下
手
、

上
手
の
順
に
見
る
。

（
42
）�

狐
葛
の
葉
、「
身
に
宿
し
」
で
お
腹
を
触
る
。

（
43
）�

狐
葛
の
葉
、
両
手
を
見
る
。

（
44
）�

狐
葛
の
葉
、
子
を
抱
く
よ
う
に
両
手
を
出
す
。「
縁
」で
座
る
と
哀
れ
み
が
出
る
。

（
45
）�「
葛
の
葉
様
」
で
葛
の
葉
姫
は
う
な
ず
く
。

（
46
）�

葛
の
葉
姫
は
、「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
」
と
お
辞
儀
を
す
る
。

（
47
）�

狐
葛
の
葉
、
両
手
を
合
わ
せ（
人
形
遣
い
右
手
人
差
し
指
で
人
形
右
手
の
指
皮
、

人
形
遣
い
右
手
親
指
で
人
形
左
手
の
指
皮
を
取
る
）

（
48
）�

狐
葛
の
葉
、
泣
く
。

（
49
）�

三
人
で
泣
く
。
狐
葛
の
葉
は
袖
を
顔
に
押
し
付
け
た
ま
ま
泣
き
、
ゆ
っ
く
り

拭
く
。
葛
の
葉
姫
は
、
高
貴
な
身
分
の
女
性
で
あ
る
こ
と
を
演
出
す
る
た
め

袖
を
押
し
付
け
た
ま
ま
は
泣
か
ず
、
右
袖
で
、
左
目
、
右
目
、
正
面
の
順
に

品
よ
く
ぬ
ぐ
う
。
そ
の
際
、
右
手
の
位
置
は
顔
の
前
に
固
定
し
、
首
を
動
か
す
。

（
50
）�

葛
の
葉
姫
、
狐
葛
の
葉
に
話
す
。

写真10　狐葛の葉、保名と葛の葉姫に語る
2018年9月23日　保戸塚時久撮影
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狐
葛
の
葉

（
51
）�

お
前
が
見
え
ぬ
と
す
ぐ
に
私
が
抱
き
上
げ
、

な
が
め
す
か
せ
ど
こ
の
幼
子
、

乳
を
尋
ね
て
泣
き
い
だ
す
。

こ
の
か
か
さ
ん
は
そ
で
は
な
い
と
、

慕
う
可
愛
さ
不
憫
さ
に
、

こ
れ
ま
で
連
れ
て
参
り
し
が
、

こ
れ
よ
り
屋
敷
に
帰
る
と
も
よ
う　

訳
い
う
て
こ
の
後
は
、

（
52
）�
私
に
な
じ
ん
で
親
し
む
よ
う
に

（
53
）�

得
心
さ
せ
て
下
さ
れ
と

（
54
）�

保
名
は
背
の
幼
子
を

童
子
が
母
に
渡
し
け
る

（
写
真
11
）

（
55
）�

母
は
我
が
子
を
い
だ
き
上
げ

（
56
）�

乳
房
を
含
ま
せ
撫
で
さ
す
り
言
わ
ん
と
す
れ
ど
も

せ
ぐ
り
く
る
涙
は
声
よ
り
先
立
ち
て

し
ば
し
言
葉
も
な
か
り
け
る

（
57
）�

よ
う
よ
う
涙
の
顔
を
上
げ

こ
れ
童
子
や
。

母
の
言
う
こ
と
よ
う
ぞ
聞
き
や
。

恋
し
く
ば
尋
ね
来
て
み
よ
と
書
い
て
残
せ
し
歌
も
あ
る
。

保
名
殿
に
は
申
し
訳
、
葛
の
葉
さ
ん
へ
は
、

お
礼
申
さ
ん
と
の
た
め
に
、
今
度
現
れ
い
で
た
れ
ど
、

二
度
と
会
わ
れ
ぬ
親
子
の
縁
。

母
の
乳
房
の
飲
み
納
め
。

た
ん
と
飲
ん
で
、
別
れ
て
た
も
。

（
51
）�「
私
が
」
で
右
胸
、「
こ
の
幼
子
」
で
童
子
を
見
、
右
手
で
指
す（
㉒
右
を
指
す
）。

「
そ
で
は
な
い
と
」
で
首
を
振
る
。

（
52
）�

葛
の
葉
姫
、
右
手
で
自
分
を
指
す
。

（
53
）�

葛
の
葉
姫
、
狐
葛
の
葉
に
お
辞
儀
を
す
る
（
㉑
お
辞
儀
）。
狐
葛
の
葉
、
う

な
ず
く
。

（
54
）�

狐
葛
の
葉
、
舞
台
中
央
に
行
き
、
葛
の
葉
姫
は
保
名
の
後
ろ
に
行
く
。
狐
葛

の
葉
、
保
名
の
背
の
童
子
を
葛
の
葉
姫
か
ら
受
け
取
る
。
葛
の
葉
は
保
名
の

背
の
方
に
移
動
し
（
葛
の
葉
姫
が
童
子
を
保
名
の
背
か
ら
下
ろ
し
、
狐
葛
の

葉
に
渡
す
。（
葛
の
葉
姫
は
右
手
を
保
名
の
背
に
か
ざ
し
、
後
見
が
実
際
に

童
子
の
人
形
を
狐
葛
の
葉
に
渡
す
。）
葛
の
葉
姫
は
、
舞
台
上
手
に
移
動
し
、

座
る
（
⓴
座
る
か
ら
立
ち
、
の
座
る
の
み
）。

（
55
）�

狐
葛
の
葉
、
童
子
を
抱
き
上
げ
て
、
顔
を
見
る
。（
抱
き
方
に
つ
い
て
は
本

書
第
三
章
第
一
節
の
「
特
殊
な
操
法
」
参
照
）

（
56
）�

狐
葛
の
葉
、
童
子
を
抱
き
、
前
か
が
み
に
な
る
。「
し
ば
し
」
で
二
歩
下
が
る
。

（
57
）�

狐
葛
の
葉
、
顔
を
上
げ
、
正
面
で
童
子
の
顔
を
見
つ
め
て
、
話
す
。「
保
名
殿
」

「
葛
の
葉
さ
ん
」
で
は
保
名
、
葛
の
葉
姫
が
そ
れ
ぞ
れ
う
な
ず
く
。

写真11　狐葛の葉、葛の葉より童子を受け取る
2014年11月23日　保戸塚時久撮影
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狐
葛
の
葉

（
58
）�

父
は
名
に
負
う
阿
倍
野
に
て
、

保
則
公
の
御
門
弟
と
も
言
え
る
人
。

陰
陽
道
の
名
を
上
げ
し
、

阿
部
の
保
名
と
言
え
る
人
。

（
59
）�

母
は
さ
も
し
き
畜
生
の
腹
を
か
り
た
る
身
の
因
果
。

ま
め
で
成
長
な
せ
ば
と
て
、

狐
の
子
じ
ゃ
と
（
写
真
12
）

（
60
）�

疎
ま
れ
て

人
交
わ
り
が
な
ら
ぬ
な
ら

母
を
恨
み
ん
不
憫
や
と

言
う
に
言
わ
れ
ず
悔
や
み
泣
き

（
61
）�

童
子
を
ひ
っ
し
と
抱
き
し
め

前
後
正
体
な
か
り
け
る

（
62
）�

よ
う
よ
う
心
取
り
直
し

（
63
）�

こ
れ
見
や
し
ゃ
ん
せ
保
名
殿
。

親
の
心
も
知
ら
ず
し
て
た
だ
す
や
す
や
と
、

寝
入
る
童
子
は
い
じ
ら
し
や
。

今
に
も
目
を
覚
ま
し
て
、

後
を
慕
う
て
泣
く
で
あ
ろ
。

も
そ
っ
と
こ
こ
に
居
た
け
れ
ど
是
非
に
及
ば
ぬ
。

も
う
お
別
れ
で
ご
ざ
り
ま
す
る

（
64
）�

こ
の
ま
ま
早
う
連
れ
て
戻
っ
て
く
だ
さ
れ
と

（
58
）�

保
名
、
立
ち
上
が
り
、
座
る
（
❸
座
る
）。

（
59
）�

狐
葛
の
葉
、
童
子
を
抱
き
、
泣
く
。
葛
の
葉
姫
、
も
ら
い
泣
き
を
す
る
。「
ま

め
で
成
長
な
せ
ば
と
て
」
で
童
子
を
上
に
あ
げ
、「
狐
の
子
じ
ゃ
と
」
で
胸

の
高
さ
に
降
ろ
す
。

（
60
）�

狐
葛
の
葉
、
節
に
合
わ
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
前
後
に
踏
み
出
す
。

（
61
）�

童
子
を
し
っ
か
り
と
抱
く
。
前
か
が
み
に
な
る
。「
前
後
正
体
」
の
と
こ
ろ
は
、

悲
し
み
の
絶
頂
で
あ
る
。
人
形
首
を
左
右
に
動
か
す
。
葛
の
葉
姫
も
一
緒
に

泣
く

（
62
）�

狐
葛
の
葉
、
立
つ
（
⓴
座
る
か
ら
立
ち
）。

（
63
）�

狐
葛
の
葉
、
保
名
に
話
す
。
保
名
、
狐
葛
の
葉
に
寄
る
。
保
名
、
童
子
の
顔

を
の
ぞ
き
こ
む
。

（
64
）�

葛
の
葉
姫
、
狐
葛
の
葉
と
保
名
の
後
ろ
に
来
る
（
⓴
座
る
か
ら
立
ち
）。

写真12　狐葛の葉、童子を抱く
2014年11月23日　保戸塚時久撮影
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（
65
）�

葛
の
葉
姫
、
狐
葛
の
葉
よ
り
童
子
を
受
け
取
り
、
保
名
の
背
に
背
負
わ
せ
る
。

（
葛
の
葉
姫
は
右
手
を
か
ざ
し
、
後
見
が
、
童
子
を
保
名
の
背
に
渡
す
）
舞

台
下
手
よ
り
、
保
名
、
葛
の
葉
姫
の
順
に
座
る
。
狐
葛
の
葉
は
、
舞
台
上
手

に
移
動
し
座
る
（
⓴
座
る
）。

（
66
）�

狐
葛
の
葉
、
葛
の
葉
姫
に
向
か
っ
て
お
辞
儀
を
す
る
。
葛
の
葉
姫
、
う
な
ず
く
。

（
67
）�

狐
葛
の
葉
、
立
ち
上
が
り
、
下
手
を
向
く
（
⓴
座
る
か
ら
立
ち
）。
葛
の
葉
姫
、

狐
葛
の
葉
の
袖
を
掴
も
う
と
す
る
（
⓴
座
る
か
ら
立
ち
）。

（
68
）�

葛
の
葉
姫
、
狐
葛
の
葉
に
話
す
。

（
69
）�「
こ
の
幼
子
」
で
、
童
子
を
右
手
で
指
す
（
㉒
右
を
指
す
）。

（
70
）�「
私
に
」
で
右
手
で
自
分
を
指
し
、「
な
し
」
で
首
を
振
る
。

（
71
）�

葛
の
葉
姫
、
両
手
を
合
わ
せ
る
（
㉑
お
辞
儀
）。

（
72
）�

葛
の
葉
姫
下
手
を
向
き
「
頼
む
頼
む
と
」
よ
り
、
葛
の
葉
姫
は
右
手
で
狐
葛

の
葉
の
右
袖
を
掴
み
「
お
ら
れ
ぬ
と
」
ま
で
掴
ん
だ
ま
ま
で
、
狐
葛
の
葉
も

葛
の
葉
姫
も
そ
の
場
で
立
っ
て
い
る
。
保
名
も
下
手
に
移
動
し
、
狐
葛
の
葉

を
見
る
。

（
73
）�
狐
葛
の
葉
の
右
袖
を
葛
の
葉
姫
が
掴
ん
だ
ま
ま
、
両
者
は
一
緒
に
四
歩
上
手

に
進
む
（「
留
め
る
を
」
か
ら
「
や
ん
ち
ゃ
声
」
ま
で
は
「
押
し
引
き
」
の

演
技
を
す
る
）。

（
74
）�

狐
葛
の
葉
の
右
袖
を
葛
の
葉
姫
が
掴
み
、
両
者
は
一
緒
に
四
歩
下
手
に
下
が
る
。

ナ
レ
ー
タ

狐
葛
の
葉

ナ
レ
ー
タ

葛
の
葉
姫

ナ
レ
ー
タ

（
65
）
童
子
を
保
名
に
渡
さ
れ
て

こ
れ
申
し
葛
の
葉
さ
ん

（
66
）�

童
子
が
お
世
話
を
く
れ
ぐ
れ
も

ひ
と
え
に
頼
み
上
げ
ま
す
と
（
写
真
13
）

（
67
）
名
残
惜
し
げ
に
立
ち
上
が
れ
ば

（
68
）
こ
れ
の
う
申
し
童
子
が
母

（
69
）
乳
が
無
う
て
は
こ
の
幼
子

（
70
）�

私
に
な
じ
む
様
は
な
し
。

お
前
に
あ
っ
て
も
い
ら
ぬ
乳
。

童
子
が
不
憫
と
お
ぼ
し
め
さ
ば

（
71
）
今
一
度
戻
っ
て
下
さ
り
ま
せ
、
と

（
72
）
頼
む
頼
む
と
葛
の
葉
は

保
名
諸
共
取
り
付
い
て

別
れ
を
惜
し
む
ぞ
道
理
な
り

引
き
留
め
ら
れ
て
母
親
は

も
う
一
刻
も
お
ら
れ
ぬ
と

（
73
）�

留
め
る
を
振
り
切
り

（
74
）�

行
く
を
や
ら
じ
と
引
き
留
め
る

（
写
真
14
）

写真13　狐葛の葉、保名と葛の葉姫にお辞儀する
2018年9月23日　保戸塚時久撮影

写真14　狐葛の葉と葛の葉姫の押し引き
2014年11月23日　保戸塚時久撮影
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（
75
）
競
り
合
う
内
に

（
76
）
幼
子
は

（
77
）
早
目
を
覚
ま
し

（
78
）
や
ん
ち
ゃ
声

（
79
）
か
か
さ
ま
ど
っ
こ
へ
い
か
し
ゃ
ん
す

わ
し
も
い
っ
し
ょ
に
行
き
た
い
と

（
80
）
呼
び
止
め
ら
れ
て
振
り
返
り

（
81
）�

あ
あ
、
情
け
な
や
、
情
け
な
や
。

畜
生
の
母
と
は
知
ら
ず
し
て
、

後
を
慕
う
心
根
が
思
い

や
ら
れ
て
い
じ
ら
し
い
。

は
あ
、
い
じ
ら
し
い
、

い
じ
ら
し
い
わ
い
な
あ

（
82
）�

真
の
姿

（
83
）
現
す
な
ら
、（
写
真
15
）

（
84
）�

さ
ぞ
や
愛
想
も
尽
き
る
で
あ

ろ
う
。
親
子
夫
婦
の
愛
着
の
、

（
85
）
早
、
疾
く
縁
を

（
86
）�

切
ら
さ
ん
と

（
87
）�

萱
野
の
中
に
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ

入
る
か
と
見
え
け
る
が

（
88
）�

ド
ロ
ド
ロ
（
太
鼓
の
音
）

（
写
真
16
、
17
）

（
75
）�

狐
葛
の
葉
の
右
袖
を
葛
の
葉
姫
が
掴
み
、
両
者
は
一
緒
に
四
歩
上
手
に
進
む
。

（
76
）�

狐
葛
の
葉
の
右
袖
を
葛
の
葉
姫
が
掴
み
、
両
者
は
一
緒
に
四
歩
下
手
に
下
が
る
。

（
77
）�

狐
葛
の
葉
の
右
袖
を
葛
の
葉
姫
が
掴
み
、
両
者
は
一
緒
に
四
歩
上
手
に
進
む
。

（
78
）�

狐
葛
の
葉
の
右
袖
を
葛
の
葉
姫
が
掴
み
、
両
者
は
一
緒
に
四
歩
下
手
に
後
ろ

に
下
が
り
止
ま
る
。「
や
ん
ち
ゃ
声
」
で
、
保
名
の
背
の
童
子
が
顔
を
見
せ

る
（
人
形
遣
い
童
子
を
右
肩
か
ら
出
す
）。

（
79
）�

保
名
は
右
肩
か
ら
童
子
を
「
よ
し
よ
し
」
と
あ
や
す
。

（
80
）�

狐
葛
の
葉
、
童
子
を
見
る
。
葛
の
葉
、
童
子
を
あ
や
し
に
行
く
。
童
子
は
上

手
の
方
を
見
る
（
右
手
で
童
子
の
背
を
さ
す
る
。
葛
の
葉
姫
は
保
名
よ
り
上

手
で
、
保
名
よ
り
舞
台
奥
に
立
つ
保
名
の
背
の
童
子
が
観
客
か
ら
見
え
る
よ

う
に
す
る
）。

（
81
）�

狐
葛
の
葉
、
肩
を
震
わ
せ
て
泣
く（
右
手
を
正
面
か
ら
顔
に
押
し
当
て
続
け
る
）。

（
82
）�

狐
葛
の
葉
、
上
手
に
向
か
っ
て
姿
見
を
す
る
（
㉗
姿
見
）。

（
83
）�

狐
葛
の
葉
、
下
手
に
向
か
っ
て
姿
見
を
す
る
（
㉗
姿
見
）。

（
84
）�

狐
葛
の
葉
、
正
面
を
見
、
前
か
が
み
で
胸
に
手
を
当
て
る
。

（
85
）�

狐
葛
の
葉
、
顔
を
上
げ
る
。

（
86
）�

狐
葛
の
葉
、
両
手
を
上
げ
る
。
舞
台
袖
で
、
附
け
板
を
鳴
ら
す
。

（
87
）�

後
見
、
狐
葛
の
葉
の
後
ろ
か
ら
ろ
く
ろ
車
を
引
っ
張
り
、
狐
葛
の
葉
は
藪
の

中
に
入
る
。

（
88
）�

太
鼓
を
鳴
ら
す
。
藪
か
ら
狐
葛
の
葉
が
一
度
顔
を
出
す
。
狐
葛
の
葉
が
藪
の

中
に
姿
を
消
し
、
狐
が
姿
を
現
す
（
口
を
開
け
、
尻
尾
を
振
る
）。
狐
葛
の

葉
の
人
形
遣
い
は
、
振
り
返
し
の
人
形
首か
し
らの

つ
い
た
人
形
に
持
ち
か
え
、
狐

葛
の
葉
（
振
り
返
し
）
の
全
身
を
藪
か
ら
出
す
。

童
子

ナ
レ
ー
タ

狐
葛
の
葉

ナ
レ
ー
タ

写真15　狐葛の葉、姿見（すがたみ）
2014年11月23日　保戸塚時久撮影

写真16　狐葛の葉、藪から顔を出す
2014年11月23日　保戸塚時久撮影
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（
89
）�

た
ち
ま
ち
白
狐
と
現
れ
て

（
写
真
18
）

（
90
）�

や
あ
や
あ
、
童
子
。

母
の
姿
は
こ
の
通
り
。

重
ね
て
あ
と
を
慕
う
ま
い
。

親
子
の
縁
は
切
れ
た
ぞ
よ
。

（
91
）�

は
っ
た
と
に
ら
ん
だ
顔
色
は

あ
ら
恐
ろ
し
き
次
第
な
り

（
写
真
19
）

連
れ
て
吹
き
入
る
夜
嵐
も

（
92
）�

草
ご
う
ご
う
と
信
太
の
森

面
影
ば
か
り
残
す
ら
ん

（
89
）�「
白
狐
と
」
と
同
時
に
狐
葛
の
葉（
振
り
返
し
）の
人
形
首か
し
らを

振
り
返
し
、
狐（
振

り
返
し
）
の
首
に
変
え
る
。
後
見
、
狐
（
振
り
返
し
）
の
尻
尾
を
震
わ
せ
る
。

（
90
）�

狐
（
振
り
返
し
）、
童
子
の
方
を
見
る
。
葛
の
葉
姫
、
狐
（
振
り
返
し
）
を

見
て
か
ら
童
子
に
狐
（
振
り
返
し
）
を
見
せ
な
い
よ
う
に
自
分
の
右
袖
を
童

子
の
前
に
あ
て
て
隠
す
。
保
名
も
狐
を
見
、
正
面
で
う
つ
む
く
。

（
91
）�

狐
（
振
り
返
し
）、「
は
っ
た
と
」
で
上
手
を
見
、「
に
ら
ん
だ
」
で
童
子
の

い
る
下
手
の
方
を
見
る
。（
※
㉒
左
右
を
指
す
。）
葛
の
葉
姫
、
右
袖
で
童
子

を
か
ば
い
つ
つ
、
狐
（
振
り
返
し
）
を
見
、
正
面
で
う
つ
む
く
。

（
92
）�
狐
（
振
り
返
し
）、
両
手
を
上
げ
、
震
え
な
が
ら
童
子
の
方
を
見
る
。
保
名

う
つ
む
い
て
泣
く
。
葛
の
葉
姫
も
右
袖
で
童
子
を
か
ば
っ
た
ま
ま
、
泣
く
。

舞
台
袖
で
拍
子
木
を
鳴
ら
す
。

狐ナ
レ
ー
タ

（
執
筆
者　

大
谷
津　

早
苗
／
服
部　

真
理
）

写真17　狐葛の葉（振り返し）藪から顔を出す
2014年11月23日　保戸塚時久撮影

写真18　狐（振り返し）、藪から顔を出す
2018年9月23日　保戸塚時久撮影

写真19　�童子を袖で隠す葛の葉姫。狐（振り返し）、
も泣きながら童子を見つめる　
2018年9月23日　保戸塚時久撮影
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第
四
節

八
王
子
車
人
形
の
上
演
演
目

八
王
子
車
人
形
に
お
い
て
上
演
さ
れ
て
き
た
演
目
を
、
主
に
説
経
節
を
地じ

か
た方

と
し
て
演
じ
て
い
た
昭
和
四
十
年
代
ま
で
の
初
期
に
関
し
て
は
、「
一　

説
経

本
一
覧
」
と
し
て
西
川
古
柳
座
所
蔵
の
説
経
本
及
び
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
所

蔵
の
説
経
本
の
一
覧
を
示
す
。
昭
和
四
十
年
代
以
降
現
在
に
至
る
、
義
太
夫
節

そ
の
他
の
地
方
に
よ
る
上
演
演
目
は
、
二　

八
王
子
車
人
形
の
演
目
一
覧
に
示

す
。

一
　
説
経
本
一
覧

写真1　No.39「義経千本桜」
三代目西川古柳使用（「柳
時記」の記載が見られる）

写真2　No.39 冒頭

写真5-1　 No.27「出世景清
一代記」八代目薩
摩津賀太夫使用

写真3　 No.16  「傾城阿波鳴
門」表紙

写真5-2　No.27

写真4　 No.16 峰尾孝次（後の三代目都太夫）の
記名が見られる

写真6　 No. 3 「朝顔日記」　車人形の振付が青字
で書きこまれている。
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番号 外　題　名 段（場）名 形態 数量 備考
明鳥夢泡雪

1 明鳥夢泡雪 浦里雪責之段 冊 1
朝顔日記

2 朝顔日記 宿屋 冊 1
3 朝顔日記 大井川の段 冊 1
4 増補　朝顔日記 宿屋の段切大井川 冊 1

絵本大功記
5 絵本大功記 七ッ目　孫市切腹段　蘭丸討死段 冊 1

小栗判官一代記
6 小栗判官一代記 本腹の段 冊 1
7 小栗武勇姫鏡 二度対面之段 冊 1
8 小栗判官一代記 熊野山小栗本腹之段 冊 1
9 ( 小栗判官一代記 ) 照手名附之段　清水のだん 冊 1
10 小栗判官一代記 熊野山小栗本腹之段 冊 1
仮名手本忠臣蔵

11 忠臣蔵 二ッ玉の反 冊 1
12 忠臣蔵 三反目の切 冊 1
伽羅先代萩

13 伽羅先代萩 御殿　政岡忠義段 冊 1
芦屋道満大内鑑 (信田妻 )

14 芦屋道満大内鏡 葛ノ葉子別の段 冊 1
傾城浅間ヶ嶽

15 傾城浅間ヶ嶽 時鳥殺の段 冊 1
傾城阿波鳴門

16 傾城阿波鳴門 順礼歌の段 冊 1
恋娘昔八丈

17 恋娘昔八丈 鈴ヶ森の段 冊 1
佐倉義民伝 (佐倉惣 (宗 ) 吾伝 )

18 浅倉草紙楓丹冊 宗吾住家の段 冊 1
19 浅倉草紙楓丹冊 宗吾子別の段　宗吾仕置の段 冊 1
20 佐倉義民伝の内 佐倉宗吾子別之段 冊 1
三庄太夫一代記

21 ( 三庄太夫一代記 ) 冊 1
22 三庄太夫一代記　由郎湊千斬 ( ママ ) 長者 三柴段 冊 1

23 三荘太夫一代記 四ッ目　萬代山　国分寺　追
込の段　寺扖の段 冊 1

24 由良湊千斬 ( ママ ) ■■ ( 長者 )　三庄太
夫一代記 出世　対王丸　拾揚段 冊 1

25 三庄太夫 山岡住居乃段 冊 1
26 山庄太夫一代記 対王丸母対面之段 冊 1

説経本目録（西川古柳座所蔵）
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番号 外　題　名 段（場）名 形態 数量 備考

出世景清一代記
27 大仏伝記 景清目玉献上の段 冊 1
28 景清一代記武士道の礎 眼玉献上の段 冊 1
神霊矢口渡

29 神霊矢口の渡 お舟殺の段 冊 1
竹生嶋弁財天御本地

30 竹生嶋　弁才天の由来 冊 1
31 竹生嶋弁才天由来 冊 1
壷坂観音霊験記

32 壷阪霊験記 澤市内 冊 1
東海道中膝栗毛

33 東海道膝栗毛 赤坂並木の段 冊 1
唐人おきち

34 新曲・かたりもの　唐人おきち 冊 1
日蓮上人一代記

35 身延山日蓮記 髙座巻の段 冊 1
播州皿屋敷

36 播州皿屋敷 青山鉄山館 冊 1
日高川入相花王

37 日高川入相桜 清姫嫉妬之段 冊 1
義経千本桜

38 川越太郎上使　義経千本桜 九郎義経　川越太郎　静御前　
郷の君　序の功 冊 1

39 義経千本桜　 御殿之段 冊 1 付 属 品 と し
て状 3 あり

原題不明
40 西の川原説法 冊 1
41 ( 出世景清一代記 ) ヵ 冊 1
42 ( 日蓮上人一代記 ) ヵ 冊 1
43 ( 一谷嫩軍記 ) ヵ 冊 1
44 ( 小栗判官一代記 ) ヵ 冊 1
45 ( 小栗判官一代記 ) ヵ てるて姫なつけ 冊 1
46 ( 薫樹累物語 ) ヵ 冊 1
47 ( 恩愛瞔関守 ) ヵ 冊 1
48 恋娘昔八丈 鈴ヶ森の段 冊 1
49 恋娘昔八丈 鈴ヶ森の段 冊 1
50 恋娘昔八丈 鈴ヶ森の段 冊 1
51 一谷嫩軍記 盛後注進の段 ( 敦盛出陣 ) 冊 1
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番号 外　題　名 段（場）名 形態 数量 備　考

41 小栗判官 照手姫　万屋のだん　
二十 冊 1

42 小栗判官 照手の姫　押聟入段 冊 1
43 小栗判官 照手の姫　器量並段 冊 1
44 小栗判官 母對面の段　矢取の前 冊 1

45 小栗本腹の段 小栗本腹の段　人丸身賣
段 冊 1

46 小栗判官 本腹の段 冊 1

47 小栗判官一代記 鬼影獄舎入　六段目　施
苗の段 冊 1

48 小栗判官一代記 照手姫判官對面之段 冊 1
49 小栗判官一代記の内 お鍋ぶし 冊 1

50 ( 小栗判官一代記 )　→ 11-B
参照

11-B と同
一

加賀見山旧錦絵
51 加賀見山旧錦絵 お初忠儀 ( ママ ) の段 冊 1
52 加々見山 お初忠儀 ( ママ ) 乃段 冊 1
53 鏡山旧錦繪 六ッ目　草履打の段 冊 1
出世景清一代記
54 出世景清 阿古屋道行　獄■の段 冊 1

55 武勇誉出世景清 重勝獄舎順見ヨリ景清獄
舎破の段 冊 1

56 出世景清一代記 阿古屋自害の段 冊 1
57 影清一代記 あこや自害之段 冊 1
58 出世景清一代記 牢破の段 冊 1
59 ( 出世景清一代記 ) 牢破の段　忍びの段 冊 1
60 日向国景清 人丸姫父対面の段 冊 1
61 出世景清 人丸姫道行の段 冊 1
62 日向景清 人丸姫　道行段 冊 1
63 日向景清八島日記 人丸姫道行　父対面之段 冊 1
64 出世景清一代記 目玉献上の段 冊 1

65 ( 出世景清一代記 ) 右大将頼朝公に　景清目
玉献上之段 冊 1

66 ( 出世景清一代記 ) 右大将頼朝公　景清目玉
献上の段 冊 1

67 ( 出世景清一代記 ) 状 22
鎌倉三代記
68 鎌倉三代記 三浦別の段 冊 1
芦屋道満大内鑑 (葛の葉 )

69 ( 芦屋道満大内鑑 ) 信田森保名童子丸　二度
目子別 冊 1

70 ( 芦屋道満大内鑑 ) 信田森　葛乃葉　二度目
子別之段 冊 1

71 ( 芦屋道満大内鑑 ) 信田森　二度葛子別之段 冊 1

72 ( 芦屋道満大内鑑 ) 信田森　葛之葉　二度目
子別れの段 冊 1

73 芦屋同萬 ( ママ ) 大内鏡 子別れの段 冊 1

74 芦屋道満大内鏡 信田乃森葛乃葉子別れの
段 冊 1

75 芦屋同萬 ( ママ ) 大内鏡 信田乃森　葛乃葉　子別
れ 冊 1

76 葦 ( ママ ) 屋道満大内鏡 葛葉子別の段 冊 1

77 ( 芦屋道満大内鑑 ) 保名内より信田森へ親
( ハハ ) 子共保名道行 冊 1

78 ( 芦屋道満大内鑑 ) 信田森　葛の葉　一号　
子別れの段 冊 1

79 安部の安名　重 ( 童 ) 子丸 信田之森　葛の葉　子別
れの段 冊 1

源平盛衰記
80 熊谷館騒動 桂姫門前払之段 冊 1

81 源平盛衰記熊谷黒 ( ママ )
染衣

一之谷熊谷館之段　桂姫
門前払 冊 1

番号 外　題　名 段（場）名 形態 数量 備　考
朝顔日記

1 朝顔日記 大井川ノ段 状 2 断片
2 ( 生写朝顔日記 ) ( 宿屋の段 ) 冊 1
3 朝顔日記 濵松之段 冊 1

一谷嫩軍記
4 一の谷嫩軍記 敦盛熊谷　首討の段 冊 1
5 一の谷嫩軍記 熊谷敦盛首討 冊 1
6 一の谷嫩軍記 熊谷敦盛首討の段 冊 1

7 一の谷■ ( 金偏に日欠 ) 軍
記 熊谷敦盛首討 冊 1

8 一谷嫩軍記 三の切　熊谷陣屋段 冊 1
9 一の谷嫩軍記 陳 ( ママ ) 屋の段 冊 1
10 一ノ谷嫩軍記 盛俊注臣之段 冊 1

11 "(A) 一の谷嫩軍記 
(B) 小栗判官一代記 "

"(A) 盛俊忠義の段 
(B) 照手姫　清水の段 " 綴 1

"11-A,B は
合本 
11-B は 50
と同一 "

12 一の谷嫩軍記 佐藤三郎次信　矢取の段 
討死の段 冊 1

13 一谷嫩軍記 三段目　石工の段 冊 1

14 一の谷嫩軍記 無官太夫敦盛　装束立の
段 冊 1

15 "(A) 一ノ谷嫩軍記 
(B) 一の谷軍記 "

"(A) 六段目　熊谷次郎直
実　無官太夫敦盛　組討
段 
(B) 七段目　御太将方　
旗揃段 "

綴 1 15-A,B は
合本

16 "(A) 一ノ谷 
(B) 一の谷 "

"(A) 四　上・下太刀打段 
(B) 五　上・下　組討段
"

綴 1

奥州安達原
17 奥州安達原 袖萩祭文の段 綴 1

大江山酒呑童子
18 大江山酒呑童子 岩家酒盛ノ場 冊 1
19 大江山酒呑童子 岩家酒盛之場 冊 1

釜淵双級巴

20 ( 釜淵双級巴 ) 七場河原　石川五右エ門　
釜入の段 冊 1

21 釜ヶ淵二ッ巴 石川五右エ門　釜入の段 冊 1

22 ( 釜淵双級巴 ) 石川五右エ門　釜責之段　
七場河原 冊 1

23 二ッ巴五右エ門傳記 於瀧殺ノ段 冊 1
小栗判官一代記
24 小栗武勇傳髙倉 判官矢取之段　片瀬人形 冊 1
25 小栗武勇傳 判官矢取之段　片瀬人形 冊 1
26 小栗判官一代記 判官矢取の段 冊 1

27 小栗判官 高倉入　二拾九段目　矢
取段 冊 1

28 小栗判官正漬 ( 矢取の段 ) 冊 1
29 ( 小栗判官一代記 ) ( 矢取の段 ) 冊 1
30 小栗判官一代記 矢取のだん 冊 1
31 ( 小栗判官一代記 ) ( 矢取の段 ) 冊 1
32 小栗判官一代記　職 判官矢取の段 冊 1
33 ( 小栗判官一代記 ) ( 矢取の段の前まで ) 冊 1
34 小栗判官一代記 照手姫　車引乃段 冊 1
35 小栗判官一代記 照手　車引段 冊 1
36 小栗判官一代記 ( 省略あり ) 照手姫　車引乃段 冊 1
37 小栗判官一代記 照手姫　清水の段 冊 1

38 ( 小栗判官一代記 ) 六ッ浦ヶ濱　浦君　住家
の段 冊 1

39 小栗判官一代記 萬屋舘　照手清水汲之段 冊 1
40 小栗判官一代記 萬や　本陣乃段 冊 1

説経本目録（郷土資料館所蔵）
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番号 外　題　名 段（場）名 形態 数量 備　考
131 浅倉藤吾 任 ( ママ ) 家段 冊 1
132 東山佐倉草紙 住家の段　子別の段 冊 1
さんせう太夫 (山椒大夫 )一代記

133 三庄太夫一代記 安寿姫　対王丸　山別の
段 冊 1

134 三庄太夫一代記 安寿姫　対王丸　山別之
段 冊 1

135 ( 三庄太夫一代記 ) 安寿姫　対王丸　山別迺
段 冊 1

136 三庄太夫一代記 安寿姫　対王丸　山別之
段 冊 1

137 三庄太夫一代記 安寿姫　対王丸　山別之
段 冊 1

138 "(A) 八百屋お七 
(B) 三庄太夫一代記 "

"(A) 忍の段 
(B) 山別の段 " 綴 1

139 三庄太夫一代記 山岡住家の段　三の柴の
段　母対面の段 冊 1

140 三庄太夫一代記 対王丸 , 母対面の段 冊 1
141 三庄太夫一代記 対王丸 , 母対面之段 冊 1
142 三庄太夫一代記 対王丸 , 母対面之段 冊 1
143 三庄太夫一代記 対王丸母対面 冊 1
144 ( 三庄太夫一代記 ) ( 対王丸母対面の段 ) 冊 1
145 三庄太夫一代記 対王丸母対面之段 冊 1

146 三庄太夫一代記
朱雀詣之時　梅津広忠公
対王丸　松並木ニテ捨ヒ
上之段

冊 1

147 三庄太夫一代記 安寿姫火責 冊 1

148 由良美名登千軒長者　三庄
太夫一代記 安寿　対王　身投之段 冊 1

149 三庄太夫一代記 対王丸　寺入之段 冊 1

150 三庄太夫一代記 " 逃込の段 
寺探の段 " 冊 1

151 三荘太夫物語 対王丸　国分寺段 冊 1
152 三荘太夫物語 安寿姫　対王丸　水盃段 冊 1
153 三枡太夫物語 対王丸　国順検の段 綴 1 154 と合本
154 三荘太夫物語 対王丸　母対面之段 綴 153 と合本
しんとく丸

155 志ん徳丸一代記 善兵衛住家　しん徳祈り
の段 冊 1

156 志ん徳一代記 志ん徳祈の段 冊 1

157 志ん徳丸一代記 善兵衛住家乃段　志ん徳
祈りの段 冊 1

158 志ん徳丸一代記 善兵衛住家　をすわ釘註
文之段 冊 1

159 志ん徳丸一代記 善兵衛住家の場　おすわ
釘註文の段　祈りの場 冊 1

神霊矢口渡
160 神霊矢口之渡場 頓兵衛住家之段 冊 1
161 神霊矢口之渡 お舟殺之段 冊 1
関取千両幟
162 関取千両のぼり 猪名川　鉄ヶ獄 冊 1
163 関取千両職 ( ママ ) 稲川角力之段 冊 1

164 関取千両幟 稲川　鉄ヶ嶽　角力之■
( 段 ) 冊 1

165 ( 関取千両幟 ) ( 稲川鉄ヶ岳　相撲場の
段 ) 冊 1

166 ( 関取千両幟 ) 稲名川　鉄ヶ嶽　角力之
段 冊 1

宝入舟当賑
167 御祝儀宝の入船 弁財天の由来 冊 1
168 御祝儀宝の入船 弁財天の由来 冊 1
169 御祝儀宝の入船 弁財天の由来 状 1

番号 外　題　名 段（場）名 形態 数量 備　考

82 熊谷館騒動 一之谷熊谷館之段　桂姫
門前払の場 冊 1

83 熊谷館騒動 上之部　桂姫下職の段 冊 1
84 熊谷館騒動 桂姫下職之段 冊 1
85 熊谷館騒動 桂姫下職之段 冊 1
86 ( 源平盛衰記 ) ( 桂姫下職の段 ) 冊 1
87 熊谷館騒動 桂姫下職の段 冊 1
88 熊谷館騒動　二人尼 桂古里物語 冊 1
89 発身熊谷墨染衣 桂姫阿方払ノ段 冊 1
90 二人比丘 熊谷館　阿房払の段 冊 1
91 ( 源平盛衰記 ) 玉鶴病死之段 冊 1
92 ( 源平盛衰記 ) 玉鶴病死ノ段 冊 1
93 一の谷二人比丘 熊谷館 冊 1
傾城阿波鳴門
94 傾城阿波鳴戸 連戻の段 冊 1
95 八ッ目ノ切　傾城阿波乃鳴門 順礼の段 冊 1
96 阿波の鳴戸 順礼の段 冊 1
97 傾城阿波鳴門の段 順礼之段 冊 1
98 阿波の鳴戸 お鶴殺の段 冊 1
99 阿波の鳴戸 順礼歌之段 冊 1
傾城浅間ヶ嶽
100 傾城浅間ヶ嶽 時鳥殺の段 冊 1
101 傾城浅間嶽 不如帰殺の段 冊 1
恋娘昔八丈
102 恋娘昔八丈 鈴ヶ森のだん 冊 1
103 恋娘昔八丈 鈴ヶ森之段 冊 1
104 恋娘昔八丈 鈴ヶ森乃段 冊 1
苅萓 (石童丸 )

105 筑紫潟苅萓双紙 大内義弘館之段　重氏館
朋珠取之段 冊 1

106 髙野山 苅萱石童丸　すりちがい
の段　第一号 冊 1

107 苅萓 髙野山札書段　石童丸 冊 1

108 高野山すみ染衣 苅萱札書之段　石童丸　
一号 冊 1

109 高野山 苅萱札書　石童丸　二号 冊 1
110 髙野山黒染桜 石童丸　衣掛之段 冊 1
碁太平記白石噺
111 碁太平記白石噺 七ッ目　新吉原の段 冊 1
112 碁太平記白石噺 新吉原の段 冊 1
子敦盛
113 一ノ谷　子敦盛 子捨の段 綴 1 173 と合本
114 法道丸　児鏡筐の片割 子敦盛　子捨之段 冊 1
115 一ノ谷　子敦盛 子捨の段 冊 1
116 法道丸　子敦盛雅硯 説法段 冊 1
117 小敦盛初鏡　正人 物語の段 冊 1
118 一ノ谷軍記子敦盛稚鏡 法道丸　拾上之段 冊 1
119 児鏡筐の片割　子敦盛 道行の段　子捨の段 冊 1
120 ( 子敦盛 ) 法童丸夢の段 冊 1
121 子敦盛 法童丸夢の段 冊 1
122 ( 子敦盛 ) 冊 1
佐倉義民伝 (佐倉惣 (宗 )吾伝 )
123 佐倉儀勇伝 甚兵衛渡し場 冊 1
124 佐倉儀勇伝 甚兵衛渡場段 冊 1

125 佐倉宗吾 浅倉川渡場の段　子別れ
の段　粟田口の段 冊 1

126 欠番
127 ( 佐倉義民伝 ) ( 甚兵衛渡し場の段 ) 冊 1
128 宗吾 住家の段　子別れの段 冊 1
129 浅倉当吾 子別の段 冊 1
130 桜草語譚文 子別の段 冊 1
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番号 外　題　名 段（場）名 形態 数量 備　考
216 無剣山梵鐘由来　小夜中山 雕平内住家之段 冊 1

217 ( 小夜中山無間山梵鐘由来 ) 二段　雕平内八太郎殺之
段 冊 1

218 無剣山梵鐘由来 雕平内八太郎殺之段 冊 1
伽羅先代萩
219 伽羅先代萩 千松殺の段 冊 1
220 伽羅先代萩 御殿の段 冊 1
八百屋お七
221 八百屋お七 仕置の段 冊 1

222 ( 八百屋お七 ) 江戸桜恋の柵　八百屋お
七吟味の段 冊 1

原題不明
223 西行法師東下り 品川内段 v 1
義経主従奥州落
224 義経弁慶 弁慶安宅乃関入の段 冊 1
225 義経主従奥州落 安宅関の段　勧進帳の段 冊 1
226 義経奥州落 勧進帳之段 冊 1
227 ( 義経主従奥州落 ) 勧進帳 冊 1
228 ( 義経主従奥州落 ) 勧進帳 冊 1
229 義経奥州落 勧進帳 冊 1
230 義経主従奥■■ ( 州落 ) 庄司館の段 冊 1
231 ( 義経主従奥州落 ) ( 勧進帳 ) 冊 1
232 一の谷軍記庄司館 義経主従対面の段 冊 1
233 次信館物語り 義経対面之段 冊 1
234 次信館物語り 義経対面之段 冊 1
新作

235 新館禅尼松姫物語 上　第三部　八王子城落
城の段 冊 1

236 新館禅尼松姫物語 上　第三部　八王子落城
の段 冊 1

237 松姫 案下川道行の場 冊 1

238 日露開戦見聞実記 東京牛込　内田健次出兵
の段 冊 1

239 二宮尊徳先生 冊 1
240 松五郎しぐれ 五幕 冊 1
241 松五郎しぐれ 五幕全通し 冊 1

242 新板 ( ママ ) お笑い草　親
爺と旦那物語 愚痴くらべの段 冊 1

243 御祝儀三番叟 状 1
244 御祝儀三番叟 冊 1
245 御祝儀三番叟 冊 1
246 御祝儀三番叟 冊 1
247 五もく　出鱈目説経 冊 1
248 身がわり仁儀 ( ママ ) 冊 1
249 女國定 二幕 冊 1
250 子別三度笠 四幕 冊 1
251 八王子三太郎婆三 江戸見物之段 冊 1
252 奥多摩情話 つね泣峠 冊 1
253 國定忠治信州落 　 冊 1

254 北支事変 勇敢なる航空兵　中越戦
死之段 冊 1

255 棄児行 冊 1
256 棄児行 冊 1
257 棄児行 冊 1
258 ( おさく久作愛馬カゲとの別れ ) 冊 1
259 浄瑠璃十二段草子 二場　吹上の浜 冊 1
260 浄瑠璃十二段草子 姫の道中 冊 1
261 浄瑠璃十二段草子 四場　吹上の浜 冊 1
262 浄瑠璃十二段草子 ( 一場～四場 ) 冊 1
263 浄瑠璃十二段草子 第一場矢矧の里 冊 1

番号 外　題　名 段（場）名 形態 数量 備　考
170 御祝儀宝入船 弁財天の由来 冊 1
171 御祝儀宝の入舟 弁財天の由来 冊 1
竹生嶋弁財天御本地
172 竹生嶋弁才御由来 冊 1
173 竹生島弁才天 音曲祝島台 綴 113 と合本
東海道中膝栗毛
174 道中膝栗毛 赤坂並木の段 冊 1

175 道中膝栗毛 喜太八　弥次郎兵衛　野
寺之段 冊 1

176 道中膝栗毛 赤坂並ノ段 冊 1
177 道中膝栗毛 赤坂並木の段 冊 1
日蓮上人一代記
178 日蓮正人一代記 伊東流罪　日蓮日郎船別 冊 1

179 日蓮聖人一代記 鎌倉辰之口之段　片瀬龍
の口御難之場 冊 1

180 日蓮上人一代記 七面山の段 冊 1
181 日蓮上人一代記 七面山之段 冊 1

182 日蓮一代記 勘作住家之段　経市身買
( ママ ) の場 冊 1

183 日蓮記児硯 勘作成佛乃段 冊 1
184 ( 日蓮上人一代記 ) 冊 1
185 日蓮聖人一代記 勘作成佛之段 冊 1

186 日蓮記 勘作住家の段　経市身売
の場 冊 1

187 日蓮聖人御一代記 勘作成佛之段 冊 1

188 日蓮記御一代 勘作住家の段　老母自害
の場 冊 1

箱根霊験躄の仇討
189 箱根霊験躄仇討 餞別の段 冊 1
190 ( 箱根霊験躄仇討 ) ( 小菊道切の段 ) 冊 1
191 箱根山明石騒動 小菊道切之段 冊 1
192 ( 箱根霊験躄仇討 ) 第三場　小菊道切の段 冊 1
193 ( 箱根霊験躄仇討 ) 第二場　子菊道切乃段 冊 1
播州皿屋敷
194 幡 ( ママ ) 州皿屋敷 お菊殺の段 冊 1
195 幡 ( ママ ) 州皿屋敷 お菊殺之段 冊 1
196 播州皿屋敷之 欽山お菊殺之段 冊 1
日髙川入相花王 (道成寺 )
197 日髙川入合興 清姫道行之段 冊 1
198 日髙川入相花王 清姫道行之段 冊 1
199 日高川入相桜 清姫道行場 冊 1
200 日高川入相桜 清姫道行之場 冊 1
201 日髙川入相桜 清姫道行の段 冊 1
202 日高川入相桜 清姫道行の場 冊 1
203 日高川入相花王 清姫道行乃場 冊 1
204 日髙川入相花桜 清姫妖 ( ママ ) 妬之段 冊 1
205 ( 日髙川入相花王 ) 道成寺日髙川の段 冊 1
206 ( 日髙川入相花王 ) 道成寺日髙川 冊 1
207 日高川 冊 1
208 日髙川 清姫道行 冊 1
209 日髙川入合桜 清姫道行之段 冊 1
210 日髙川入合桜 清姫道行之段 冊 1
211 日高川入合桜 清姫道行段 冊 1
212 日髙川 ( 道行の段 ) 冊 1
213 ( 日髙川入相花王 ) 清姫渡し場之段 冊 1
小夜中山無間山梵鐘由来

214 小夜中山無間山梵鐘由来
熊鷹平内住家之段　八太
郎殺シ山の段　女房狂乱
の段

冊 1

215 佐夜之中山譚　無間山梵鐘
由来 雕平内住家之段 冊 1
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二
　
八
王
子
車
人
形
演
目
一
覧

以
下
西
川
古
柳
座
で
上
演
さ
れ
た
主
な
演
目
を

（一）
古
典
的
な
演
目
、

（二）
新
車

人
形
の
さ
き
が
け
、

（三）
記
念
的
な
作
品
に
分
け
て
解
説
す
る
。
古
典
と
は
江
戸

時
代
初
演
、
お
よ
び
そ
の
改
作
を
示
し
て
い
る
。
古
典
演
目
に
は
八
王
子
車
人

形
が
戦
前
か
ら
上
演
し
て
い
た
も
の
と
昭
和
四
十
年
代
以
降
に
公
演
す
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
五
代
目
西
川
古
柳
は
西
川
古
柳
座
説
経

本
と
し
て
残
る
演
目
を
列
挙
し
、「
私
の
子
ど
も
の
こ
ろ
の
記
憶
を
た
ど
る
と
、

山
椒
太
夫（
三
荘
太
夫
）親
子
対
面
の
段
・
小
栗
判
官
の
親
子
対
面
矢
取
り
の
段
・

信
田
妻
の
子
別
れ
の
段
・
一
番
多
か
っ
た
日
高
川
入
相
花
王
雨
田
堤
よ
り
渡
し

場
の
段
、
こ
の
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
述
べ
た
上
で
、
近
年
上
演

す
る
よ
う
に
な
っ
た
演
目
も
含
め
て
「
古
典
の
演
目
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
［
西

川 

二
〇
一
一 

四
頁
］。
以
下
、
太
字
は
五
代
目
西
川
古
柳
へ
の
聞
き
取
り
（
服

部
真
理
に
よ
る
）
内
容
で
あ
る
。
各
演
目
ご
と
に
聞
き
取
り
し
た
内
容
で
あ
る
が
、

他
の
演
目
に
も
共
通
す
る
事
柄
も
含
ま
れ
て
い
る
。
本
書
口
絵
等
で
写
真
を
掲

載
し
た
演
目
に
つ
い
て
は
文
章
の
み
掲
載
し
て
い
る
。

（一）
　
古
典
的
な
演
目

「
三さ

ん
ば
そ
う

番
叟
」

能
の
「
翁
」
を
下
敷
き
に
し
た
、
五
穀
豊
穣
、
天
下
泰
平
を
祈
る
舞
で
、
田

植
え
を
模
し
た
「
揉
み
の
段
」
と
鈴
を
持
っ
て
舞
う
「
鈴
の
段
」
で
構
成
さ
れ
る
。

舞
台
の
幕
開
け
に
舞
う
こ
と
が
多
い
。
八
王
子
車
人
形
の
場
合
は
義
太
夫
節
の

「
寿
式
三
番
」
を
も
と
に
し
て
、「
三
人
三
番
叟
」
や
「
五
人
三
番
叟
」
な
ど
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
も
演
じ
ら
れ
る
。
車
人
形
の
基
本
的
な
技
術
・
型
を
網
羅

し
て
い
る
と
い
う
演
目
で
、
入
門
は
じ
め
に
修
練
す
る
演
目
で
も
あ
る
。

全
体
の
表
現
は
文
楽
の
三
番
叟
を
も
と
に
し
て
い
る
。
車
人
形
の
左
手
で
は

扇
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
「
鈴
の
段
」
は
鈴
の
み
で
踊
る
。
力
強
く
直

接
足
が
地
を
踏
む
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
車
人
形
な
ら
で
は
の
表
現
で
あ
る
。

そ
の
他
「
千せ
ん

載ざ
い

・
翁
・
三
番
叟
」
の
「
千
載
」
の
代
わ
り
に
「
中な

か

の
太た

ゆ
う夫

」
が

演
じ
る
の
も
八
王
子
車
人
形
特
有
で
あ
る
。

「
壷つ

ぼ
さ
か坂
観か

ん
の
ん音
霊れ

い
げ
ん
き

験
記
」

「
お
里
沢
市
」
の
通
称
で
知
ら
れ
る
義
太
夫
節
。
大
和
国
土
佐
町
（
現
・
奈
良

県
高
市
郡
高
取
町
）
に
住
む
盲
目
の
沢
市
と
妻
の
お
里
は
貧
し
い
な
が
ら
も
夫
婦

睦
ま
じ
く
暮
ら
し
て
い
た
が
、
毎
夜
お
里
が
家
を
あ
け
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た

沢
市
は
他
に
男
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
。
し
か
し
、
お
里
が
壷
坂
の
観

音
に
自
身
の
目
の
治
癒
を
願
掛
け
に
通
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
感
動
す
る
。
改

写真7　 三番叟　2012年12月8日　撮影　義太夫の地方ととも
に演じている。西川古柳座提供

写真8　 中の太夫　2017年11
月5日撮影

写真9　三番叟人形
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め
て
二
人
揃
っ
て
壷
坂
寺
に
参

詣
す
る
と
、
観
音
が
そ
の
霊
験

を
顕
し
沢
市
の
目
が
見
え
る
よ

う
に
な
る
。

文
楽
の
表
現
を
も
と
に
し
て

い
る
。
三
人
遣
い
で
な
い
と
出

来
な
い
表
現
も
右
手
と
弓
手
で

形
を
作
っ
て
い
る
。
山
の
上
で

の
表
現
は
、
初
期
に
は
ろ
く
ろ

車
を
使
っ
て
い
た
が
、
今
は
ろ

く
ろ
車
を
使
わ
ず
、
足
遣
い
が

入
り
、
二
人
で
遣
っ
て
い
る
。
三
味
線
の
左
手
も
（
車
人
形
で
は
）
自
由
に
遣

え
な
い
の
で
、
二
人
遣
い
に
し
て
い
る
。

「
東と

う
か
い海

道ど
う
ち
ゅ
う中

膝ひ
ざ
く
り
げ

栗
毛
」

弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん
の
珍
道
中
で
有
名
な
、
十
返
舎
一
九
の
滑
稽
本
を
元
に

し
た
演
目
。
車
人
形
で
は
義
太
夫
節
、
説
経
節
で
演
じ
ら
れ
る
。
近
年
は
、
弥

次
さ
ん
が
狐
の
お
面
を
つ
け
て
喜
多
さ
ん
を
脅
し
て
か
ら
か
う
「
赤
坂
並
木
の

段
」、
墓
場
で
通
り
が
か
っ
た
子
ど
も
を
化
物
と
間
違
え
て
殴
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
親
父
に
気
絶
さ
せ
ら
れ
身
ぐ
る
み
剥
が
れ
て
し
ま
う
。
目
覚
め
た
弥
次
さ

ん
は
自
分
は
死
ん
だ
と
思
い
込
み
供
養
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
寺
へ
向
か
う
「
卵

塔
場
の
段
」
の
上
演
が
多
い
。
説
経
節
に
は
義
太
夫
に
は
な
い
多
摩
地
域
の
戯

れ
歌
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。

新
内
浄
瑠
璃
で
遣
っ
た
の
が
最
初
で
、
そ
の
後
説
経
節
、
義
太
夫
と
も
遣
っ
た
。

「
古
寺
の
段
」
か
ら
の
台
本
は
義
太
夫
の
み
で
あ
る
。
演
出
的
に
は
他
の
芝
居
と

変
わ
ら
な
い
。（
説
経
節
の
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
は
子
供
の
頃
の
記
憶
に
な
い
）

振
り
は
三
人
遣
い
か
ら
取
り
入
れ
た
。（
口
絵
参
照
）

「
日ひ

高だ
か
が
わ川

入い
り
あ
い相

花ざ
く
ら王

」

和
歌
山
道
成
寺
に
伝
わ
る
安
珍
清
姫
の
伝
説
を
下
敷
き
に
し
た
浄
瑠
璃
。
八

王
子
車
人
形
で
は
義
太
夫
節
、
説
経
節
で
演
じ
ら
れ
る
。
五
段
の
う
ち
、
四
段

目
の
「
渡
し
場
の
段
」
の
上
演
が
多
い
。
恋
い
慕
う
安
珍
を
追
っ
て
日
高
川
に

つ
い
た
清
姫
が
、
船
頭
に
舟
を
出
す
こ
と
を
拒
ま
れ
て
、
川
を
泳
い
で
渡
ろ
う

と
日
高
川
に
飛
び
込
む
。
恨
み
の
念
が
固
ま
っ
て
、
つ
い
に
清
姫
は
大
蛇
と
化

し
、
川
を
越
え
て
道
成
寺
へ
と
向
か
う
。
車
人
形
で
は
、
清
姫
が
鬼
に
な
る
と

こ
ろ
で
、
ガ
ブ
を
使
う
と
き
と
、
振
り
返
し
の
カ
シ
ラ
を
使
う
と
き
と
が
あ
る
。

初
期
は
「
雨
田
堤
」
と
「
渡
し
場
」
の
み
で
、
昔
か
ら
八
王
子
車
人
形
の
十
八

番
だ
っ
た
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
は
三
人
の
人
形
遣
い
で
全
部
演
じ
た
こ
と
が

あ
る
。（
清
姫
が
大
蛇
に
変
身
す

る
際
の
首
に
）「
ガ
ブ
」
で
は
な

く
「
振
り
返
し
」
を
使
う
点
は
八

王
子
車
人
形
独
特
で
あ
る
。（
ろ

く
ろ
車
の
）
動
き
ゆ
え
に
川
に
飛

び
込
め
な
い
。
後
ろ
の
川
に
飛
び

込
む
の
が
車
人
形
な
ら
で
は
の
演

技
で
あ
る
。（
他
の
人
形
芝
居
で

は
）棒
杭
の
向
こ
う
に
飛
び
降
り
る
。

写真10　 壷坂観音霊験記　2015年3月29日　保戸塚時
久撮影

写真11　 日高川入相花王　2019年11月10日

写真12　清姫

写真13　清姫（蛇）
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「
傾け

い
せ
い城
阿あ

わ波
の
鳴な

る
と門
」

義
太
夫
節
。
阿
波
の
家
老
櫻
井

主
膳
は
盗
ま
れ
た
主
君
の
刀
を
、

家
来
の
十
郎
兵
衛
に
探
せ
と
命
じ

る
。
十
郎
兵
衛
は
幼
い
娘
を
母
に

預
け
、
妻
の
お
弓
と
探
索
の
旅
に

出
て
盗
賊
に
身
を
や
つ
す
。
車
人

形
で
は
八
段
目
の
「
巡
礼
の
段
」
の
み
が
演
じ
ら
れ
る
。
あ
る
日
大
坂
の
隠
れ

家
に
子
ど
も
の
巡
礼
が
訪
れ
る
。
そ
れ
は
国
元
に
残
し
て
き
た
娘
の
お
鶴
だ
っ

た
。
お
弓
は
お
鶴
を
家
に
入
れ
て
休
ま
せ
る
が
、
盗
賊
の
罪
が
娘
に
及
ぶ
こ
と

を
恐
れ
て
、
父
母
に
会
い
た
い
と
切
な
る
身
の
上
を
語
る
お
鶴
に
母
と
名
乗
れ

ず
国
へ
帰
れ
と
家
か
ら
送
り
出
す
。

昔
は
説
経
節
と
や
っ
て
い
た
み
た
い
だ
が
、
自
分
は
記
憶
が
な
い
。
今
は
新

内
と
義
太
夫
と
演
じ
て
い
る
。
普
通
の
全
国
の
義
太
夫
の
芝
居
と
同
じ
で
あ
る
。

古
典
は
決
ま
っ
て
い
る
形
が
あ
る
。
説
経
節
と
や
ら
な
く
な
っ
て
復
活
し
た
と

き
に
は
義
太
夫
で
演
じ
た
。
自
分
は
説
経
節
の
振
り
は
分
か
ら
な
い
。
義
太
夫

の
振
り
は
、
吉
田
文
昇
さ
ん
よ
り
先
代
が
習
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
日
高
川
入
相

花
王
」「
壷
坂
観
音
霊
験
記
」
も
文
昇
さ
ん
か
ら
習
っ
た
と
思
う
。
文
昇
さ
ん
か

ら
習
っ
た
の
は
こ
の
三
演
目
だ
と
思
う
。

「
生

し
ょ
う

写う
つ
し

朝あ
さ
が
お
ば
な
し

顔
話
」

通
称
「
朝
顔
日
記
」。
車
人
形

で
は
四
段
目
の
「
宿
屋
」
か
ら
「
大

井
川
」
の
部
分
が
演
じ
ら
れ
る
。

宇
治
の
蛍
狩
り
で
出
会
っ
た
阿
曽

次
郎
と
深
雪
は
互
い
に
恋
い
慕
う

仲
と
な
る
が
、
阿
曽
次
郎
は
仕
官

し
、
駒
沢
次
郎
左
衛
門
と
名
を
改

め
て
下
向
す
る
。
そ
の
後
、
親
の

す
す
め
る
縁
談
を
嫌
い
故
郷
を
捨

て
た
深
雪
は
様
々
な
苦
労
と
悲
し
み
で
盲
目
に
な
っ
て
し
ま
う
。
次
郎
左
衛
門

は
島
田
宿
で
「
朝
顔
」
と
名
を
改
め
た
深
雪
に
再
会
す
る
が
、
事
情
が
あ
っ
て

名
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
深
雪
が
琴
を
弾
く
場
面
は
車
人
形
で
は
難
し
い
所

作
で
遣
い
手
の
技
量
が
問
わ
れ
る
。

三
人
遣
い
の
振
り
を
取
り
入
れ
た
。
動
き
は
三
人
遣
い
と
同
じ
だ
が
、
琴
を

弾
く
と
こ
ろ
で
車
人
形
で
は
左
手
で
琴
を
押
さ
え
る
と
こ
ろ
は
自
由
に
遣
え
な
い
。

「
新し

ん
し
ょ
う抄　

小お
ぐ
り栗
判は

ん
が
ん官
物も

の
が
た
り
語
」

古
説
経
の
時
代
か
ら
「
を
ぐ

り
」
の
名
で
知
ら
れ
る
、
小
栗

判
官
の
物
語
。「
小
栗
判
官
一
代

記
」
の
外
題
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
流
刑
の
身
と
な
っ
た
小

栗
は
横
山
殿
の
娘
照
手
姫
の
押
入

婿
と
な
る
が
、
そ
れ
を
よ
く
思
わ

な
い
横
山
殿
に
毒
を
も
ら
れ
命
を

写真14　旅人

写真15　船頭

写真17　朝顔日記　2019年11月撮影

写真16　 傾城阿波鳴門　西
川古柳座提供

写真18　 小栗判官一代記　2017年11月5日　保戸塚時
久撮影



第
三
章

93　　第四節　八王子車人形の上演演目

落
と
す
。
し
か
し
餓
鬼
阿
弥
と
な
っ
て
生
き
返
り
、
や
が
て
熊
野
権
現
の
功
徳

で
元
の
姿
に
戻
る
。
京
都
へ
戻
り
両
親
と
再
会
、
照
手
と
も
再
び
結
ば
れ
て
子

孫
は
め
で
た
く
富
み
栄
え
る
。
車
人
形
で
は
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に
国
立

劇
場
の
西
角
井
正
大
氏
に
よ
っ
て
「
小
栗
判
官
物
語
抄　

恋
の
因
縁
曲
馬
の
巻

（
鬼
鹿
毛
の
段
）」
が
書
き
下
ろ
さ
れ
、
翌
年
の
五
代
目
古
柳
襲
名
披
露
公
演
で

は
更
に
書
き
改
め
ら
れ
て
「
押
入
婿
の
段
」
か
ら
「
曲
馬
の
段
」
ま
で
が
義
太

夫
節
と
説
経
節
で
交
互
に
演
ず
る
形
式
で
上
演
さ
れ
た
。
小
栗
の
物
語
は
ほ
か

に
、
復
活
し
た
小
栗
が
両
親
と
再
会
す
る
「
矢
取
り
の
段
」
が
演
じ
ら
れ
る
。

説
経
節
を
義
太
夫
に
変
え
た
も
の
も
あ
る
。
説
経
節
で
も
上
演
す
る
。
子
ど

も
の
頃
と
同
じ
振
り
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
義
太
夫
で
上
演
す
る
と
き
も
同
じ

振
り
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
矢
を
取
る
と
こ
ろ
は
独
特
だ
が
、
昔
か
ら
同
じ
で

新
し
く
し
た
と
こ
ろ
は
な
い
。

「
山

さ
ん
し
ょ
う椒
太だ

ゆ
う夫
」

説
経
節
の
古
く
か
ら
の
代
表
演
目
で
「
五
説
経
」
の
一
つ
。「
安
寿
と
厨
子

王
」
の
タ
イ
ト
ル
で
も
知
ら
れ
る
物
語
。
岩
城
判
官
正
（
政
）
氏
の
妻
と
二
人

の
子
ど
も
、
安
寿
姫
と
厨
子
王
（
対
王
）
丸
は
、
人
買
い
に
騙
さ
れ
て
離
れ
離

れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
安
寿
と
厨
子
王
は
山
椒
（
三
庄
、
三
荘
と
も
）
太
夫
に
売

ら
れ
、
奴
隷
と
し
て
酷
使
さ
れ
る
。
安
寿
は
厨
子
王
を
山
椒
太
夫
の
も
と
か
ら

脱
走
さ
せ
た
た
め
殺
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
厨
子
王
は
神
仏
の
加
護
を
得
て
生
き

延
び
、や
が
て
出
世
し
て
佐
渡
で
盲
目
に
な
っ
て
鳥
追
い
を
す
る
母
と
再
会
す
る
。

最
近
は
や
っ
て
い
な
い
が
、
昔
か
ら
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
し
て
お

か
な
い
と
意
味
が
な
い
。
ず
っ
と
受
け
継
い
で
き
て
い
る
。

「
葛く

ず

の
葉は

」

安
倍
晴
明
の
母
が
狐
で
あ
る
と
い
う
伝
説
を
元
に
し
た
物
語
で
、
説
経
節
で

は
「
信
田
妻
」、
義
太
夫
節
で
は
「
蘆
屋
道
満
大
内
鑑
」、
地
歌
や
常
磐
津
で
は

「
葛
の
葉
」
の
タ
イ
ト
ル
で
知
ら
れ
る
。
八
王
子
車
人
形
で
は
説
経
、
義
太
夫
、

新
内
で
演
じ
ら
れ
る
。
正
体
が
露
見
し
た
狐
葛
の
葉
が
別
れ
の
歌
を
障
子
に
書

き
残
し
て
古
巣
に
帰
っ
て
い
く
「
子
別
れ
の
段
（
乱
菊
、
初
葛
と
も
）」、
母
を
恋

し
が
っ
て
泣
く
童
子
（
後
の
安
倍
晴
明
）
を
連
れ
、
保
名
葛
の
葉
夫
婦
が
狐
葛
の

葉
を
訪
ね
、
狐
葛
の
葉
は
乳
な
ど
与
え
る
が
、
最
後
に
白
狐
の
正
体
を
見
せ
、

二
度
と
会
わ
な
い
と
姿
を
消
す
「
二
度
子
別
れ
の
段（
二
度
葛
）」
が
上
演
さ
れ
る
。

ず
っ
と
説
経
節
で
や
っ
て
き
て
説
経
節
が
絶
え
た
と
き
に
義
太
夫
に
切
り
替

え
た
。
障
子
に
字
を
書
く
と
こ
ろ
は
車
人
形
と
し
て
は
新
し
い
形
だ
が
、
他
は

ほ
と
ん
ど
昔
か
ら
の
振
り
を
生
か
し
て
や
っ
て
い
る
。
写
真
の
残
っ
て
い
る
昭

和
五
（
一
九
三
〇
）
年
の
横
浜
会
館
で
の
上
演
写
真
も
今
と
同
じ
よ
う
な
舞
台
で
、

変
わ
っ
て
い
な
い
。
幕
は
昔
は
な
か
っ
た
が
、
義
太
夫
を
取
り
入
れ
た
時
に
「
乱

菊
」
の
幕
は
作
っ
た
。
説
経
節
と
公
演
す
る
時
は
今
で
も
使
っ
て
い
な
い
。
説

経
節
の
と
き
の
（
信
田
の
森
の
）
場
面
に
、
竹
を
差
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、

お
よ
そ
変
わ
っ
て
い
な
い
。
昔
は

藪
を
か
い
た
絵
（
大
道
具
）
は
無

か
っ
た
の
で
変
わ
り
に
笹
を
差
し

て
い
た
。（
第
三
章
第
三
節
写
真

参
照
）

写真19　阿部保名

写真20　葛の葉姫

写真22　 狐葛の葉振り
返し(葛の葉)

写真21　狐葛の葉

写真23　 狐葛の葉振
り返し（狐）
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「
一

い
ち
の

谷た
に

嫩ふ
た
ば

軍ぐ
ん
き記
」

「
平
家
物
語
」「
源
平
盛
衰
記
」
を
題
材
に
と
り
、
一
ノ
谷
の
合
戦
で
熊
谷
次

郎
直
実
が
平
敦
盛
を
討
ち
取
る
場
面
を
中
心
に
描
か
れ
る
。
八
王
子
車
人
形
で

は
説
経
節
を
下
敷
き
に
、
西
角
井
正
大
氏
が
義
太
夫
の
節
付
け
で
書
き
改
め
た

「
盛
俊
注
進
の
段
」（
盛
俊
が
清
盛
の
弟
経
盛
に
安
徳
帝
と
三
種
の
神
器
を
守
護
し
て
落

ち
延
び
る
よ
う
に
注
進
に
来
る
場
面
か
ら
、
敦
盛
が
妻
其
尾
と
今
生
の
別
れ
を
惜
し
む
場
面

ま
で
）
が
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
に
国
立
小
劇
場
で
初
演
さ
れ
た
ほ
か
、

琵
琶
の
弾
き
語
り
に
よ
る
「
敦
盛
の
最
期
」（
西
角
井
正
大
氏
の
制
作
・
演
出
）と
い
っ

た
派
生
作
品
が
あ
る
。

最
初
に
や
っ
た
と
き
は
、
平
家
琵
琶
と
の
上
演
で
あ
る
。
そ
の
後
、
義
太
夫

と
も
や
っ
た
が
、
振
り
は
三
人
遣
い
の
振
り
を
取
り
入
れ
た
。
左
手
を
遣
う
と

こ
ろ
や
空
中
に
浮
く
と
こ
ろ
は
車
人
形
の
振
り
に
切
り
替
え
た
。
三
人
遣
い
で

は
左
手
で
物
を
持
つ
と
こ
ろ
は
車
人
形
で
は
持
て
な
い
の
で
右
手
で
持
つ
こ
と

に
し
た
り
、
左
手
で
作
る
振
り
が
で
き
な
い
の
で
右
手
に
し
た
り
、
間
が
合
わ

な
い
の
で
（
前
後
の
）
間
に
合
わ
せ
た
り
し
た
。
全
体
の
半
分
く
ら
い
は
車
人

形
の
振
り
で
あ
る
。（
説
経
本
の
中
に
『
一
谷
嫩
軍
記
』
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
）
説
経
節
で
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
記
憶
に
は
な
い
。
馬

が
出
て
く
る
が
、
馬
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
違
う
場
面
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
組
打
ち
だ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

「
宗そ

う

吾ご

と
甚じ

ん

兵べ

え衛
」

木
内
惣
五
郎
の
将
軍
直
訴
伝
説
を
元
に
し
た
「
佐
倉
義
民
伝
」
を
下
敷
き
に
、

四
代
目
西
川
古
柳
が
脚
色
し
た
。
江
戸
か
ら
帰
郷
し
た
宗
吾
は
、
印
旛
沼
吉
高

の
渡
し
で
渡
守
の
甚
兵
衛
に
村
の
窮
乏
を
聞
き
、
村
人
を
救
う
た
め
に
は
将
軍

に
直
訴
す
る
し
か
な
い
と
決
意
を
固
め
る
。
死
を
覚
悟
し
た
宗
吾
は
妻
や
子
に

別
れ
を
告
げ
る
た
め
我
が
家
に
戻
ろ
う
と
す
る
が
、
舟
は
役
人
に
よ
っ
て
鎖
を

か
け
ら
れ
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
宗
吾
の
決
意
を
聞
い
た
甚
兵
衛
は

鎖
を
断
ち
切
り
、
舟
を
出
す
。
こ
の
作
品
で
古
柳
座
は
平
成
五
年
度
芸
術
祭
賞

（
演
芸
部
門
）
を
受
賞
し
た
。

昔
は
説
経
節
と
や
っ
て
い
た
。
も
と
も
と
は
説
経
節
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
、

先
代
が
浪
曲
で
取
り
入
れ
て
、
そ
の
後
義
太
夫
で
も
新
内
浄
瑠
璃
で
も
同
じ
場

面
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昔
の
振
り
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
音
楽

が
違
う
と
間
も
異
な
る
の
で
振
り

の
全
て
が
以
前
の
も
の
と
同
じ
で

は
な
い
。
説
経
節
も
義
太
夫
も
新

内
も
全
部
間
も
異
な
り
、
言
葉
も

異
な
る
。
全
体
の
流
れ
は
同
じ
だ

が
、
振
り
は
違
っ
て
く
る
。
昨
年

の
襲
名
披
露
公
演
の
時
の
上
演
も

流
れ
は
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
を

引
き
継
い
で
い
る
。

「
伊だ

て達
娘む

す
め

恋こ
い
の
ひ
が
の
こ

緋
鹿
子
」

天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
に
放
火
の
罪
で
処
刑
さ
れ
た
「
八
百
屋
お
七
」
の

物
語
を
下
敷
き
に
し
た
義
太
夫
節
。
主
家
の
た
め
に
行
方
知
れ
ず
の
剣
を
探

写真24
一谷嫩軍記　西川古柳座提供

写真25　一谷嫩軍記　西川古柳座提供

写真26　 宗吾と甚兵衛　2018年12月15日　
保戸塚時久撮影
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し
て
い
る
吉
三
郎
。
彼
と
恋
仲
の

お
七
は
万
屋
武
兵
衛
が
こ
の
剣
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
死
刑

を
覚
悟
で
夜
中
禁
制
の
火
の
見
櫓

の
半
鐘
を
打
っ
て
木
戸
を
開
か

せ
、
女
中
に
盗
ま
せ
た
剣
を
持
っ

て
吉
三
郎
の
元
へ
向
か
う
。
文
楽

で
は
半
鐘
を
打
つ
が
、
車
人
形
で

は
太
鼓
を
打
つ
。「
八
百
屋
お
七
」

の
タ
イ
ト
ル
で
も
上
演
さ
れ
る
。

説
経
節
で
上
演
し
て
い
た
時
に
は
な
か
っ
た
演
目
で
、
義
太
夫
と
初
め
て
上

演
し
た
。
櫓
の
登
り
方
も
三
人
遣
い
と
同
じ
で
あ
る
。

「
景け

い
じ
だ
ん
ご
う
り

事
団
子
売
」

団
子
売
の
杵
造
と
お
臼
夫
婦
が
屋
台
を
担
い
で
登
場
し
、
町
角
に
臼
を
据
え

て
歌
い
囃
し
な
が
ら
餅
を
つ
く
。
景
事
は
義
太
夫
節
で
劇
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
性

よ
り
節
回
し
を
中
心
に
し
て
短
く
場
面
を
見
せ
る
舞
踊
劇
で
、
八
王
子
車
人
形

で
は
新
車
人
形
の
操
法
で
行
わ
れ

る
小
品
。
正
月
な
ど
の
お
め
で
た

い
場
面
で
演
じ
ら
れ
る
。
近
年
は

若
手
が
舞
う
こ
と
も
多
い
。

説
経
節
で
上
演
し
て
い
た
時
に

は
な
か
っ
た
。
三
人
遣
い
の
振
り

を
取
り
入
れ
て
い
る
。
車
人
形
で

は
「
後
振
り
」
が
う
ま
く
で
き
な

い
の
で
、
変
え
た
。
日
本
舞
踊
の

人
が
振
付
を
し
た
の
で
、
文
楽
の

振
り
と
は
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
三
人
遣
い
で
も
同
様
に
舞
台
の
奥
行
を
生
か

す
こ
と
が
出
来
る
。
三
人
遣
い
で
は
蹴
込
み
を
ど
こ
に
持
っ
て
く
る
か
が
問
題

と
な
る
。
土
の
部
分
と
家
の
部
分
を
分
け
て
い
る
。
人
形
遣
い
が
半
分
隠
れ
る

の
で
見
易
い
。
三
人
遣
い
で
は
主
遣
い
が
い
く
ら
広
く
三
歩
で
歩
い
て
も
、（
人

形
の
）
足
は
一
歩
で
行
け
る
と
い
う
振
り
も
あ
る
。
車
人
形
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

と
言
わ
れ
る
が
、
三
人
遣
い
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。

「
出し

ゅ
っ
せ
か
げ

世
景
清き

よ

一い
ち
だ
い
き

代
記
」

平
家
の
武
将
悪
七
兵
衛
景
清
は
早
く
か
ら
伝
説
化
し
、
謡
曲
「
景
清
」「
大

仏
供
養
」、
幸
若
舞
「
景
清
」
な
ど
の
題
材
と
な
っ
て
お
り
「
景
清
物
」
と
し

て
一
系
統
を
な
し
て
い
る
。
近
松
門
左
衛
門
作
の
「
出
世
景
清
」
は
新
し
い
演

劇
的
な
浄
瑠
璃
の
は
じ
ま
り
と
言
わ
れ
る
作
品
。
車
人
形
で
は
説
経
節
、
義
太

夫
節
で
演
じ
ら
れ
る
。「
出
世
景
清
」「
景
清
大
仏
殿
記
」
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
が

あ
る
。
平
家
の
落
武
者
景
清
は
東
大
寺
の
大
仏
供
養
に
出
向
い
た
源
頼
朝
を
殺

そ
う
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
る
。
頼
朝
は
景
清
に
源
氏
に
仕
え
る
よ
う
に
勧
め
る
。

景
清
は
拒
絶
す
る
が
、
己
の
目
が
開
い
て
い
る
ゆ
え
に
頼
朝
を
付
け
狙
う
の
だ

と
、
自
ら
両
目
を
抉
っ
て
恨
み
の
念
を
振
り
払
い
、
日
向
国
へ
下
っ
て
い
く
。

平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
に
四
代
目
古
柳
よ
り
八
王
子
市
に
寄
贈
さ
れ
た
「
自
由
」

の
人
形
を
使
っ
て
上
演
さ
れ
た
こ
と

も
あ
る
。

昔
か
ら
演
じ
ら
れ
て
き
た
。
説
経

節
し
か
上
演
し
な
い
の
で
昔
の
ま
ま

の
振
り
で
あ
る
。
新
し
い
演
技
は
な

い
。
自
由
の
衣
裳
を
用
い
る
点
も
同

じ
。
衣
裳
は
新
し
く
し
て
い
る
部
分

も
あ
る
。
今
で
も
上
演
す
る
こ
と
も

あ
る
。

写真27　 伊達娘恋緋鹿子　2017年5月14日　保戸
塚時久撮影

写真28　 景事団子売　2018年8月25日撮影

写真29　 出世景清一代記　2012年12月9日　
保戸塚時久撮影
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（二）
　
新
車
人
形
の
さ
き
が
け

洋
舞

新
車
人
形
の
操
法
で
演
じ
る
舞
踊
。
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
の
中
南

米
公
演
の
際
に
初
め
て
披
露
さ
れ
た
。
乙
女
文
楽
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
人
形

の
左
手
を
遣
い
手
の
左
手
で
扱
え
る
よ
う
に
し
、
首
・
足
・
手
が
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
動
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

メ
キ
シ
コ
で
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
の
代
わ
り
に
や
っ
た
の
が
上
演
の
き
っ
か
け

で
あ
る
。
こ
こ
で
両
手
遣
い
が
始
ま
っ
た
。
足
も
踏
め
る
し
、
車
人
形
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
特
徴
が
あ
る
。

（三）
　
記
念
的
な
作
品

「
野
ざ
ら
し
」

落
語
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
ん
だ
作
品
。
浅
草
の
貧
乏
長
屋
に
住
む

清
十
郎
は
向
島
に
釣
り
に
で
か
け
、
野
ざ
ら
し
の
ど
く
ろ
を
見
つ
け
た
の
で
酒

を
注
い
で
一
句
を
手
向
け
供
養
し
て
や
る
。
す
る
と
そ
の
夜
美
人
の
幽
霊
が
成

仏
で
き
た
と
礼
に
や
っ
て
く
る
。
話
を
聞
い
た
大
工
の
八
五
郎
は
自
分
も
真
似

を
し
て
向
島
に
出
向
き
、
見
つ
け
た
ど
く
ろ
に
片
っ
端
か
ら
酒
を
掛
け
て
帰
る
。

彼
の
独
り
言
を
茂
み
で
聞
い
て
い

た
幇
間
が
夜
中
八
五
郎
の
元
へ
押

し
か
け
て
・
・
・
。

正
式
に
五
代
目
西
川
古
柳
が

作
っ
た
落
語
芝
居
の
最
初
の
作

品
。
太
夫
さ
ん
の
代
わ
り
に
落
語

で
や
る
と
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
始
ま
っ
た
。
一
人
遣
い
な
の

で
、
落
語
の
早
い
テ
ン
ポ
の
動
き

に
つ
い
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
で

始
ま
っ
た
。

「
新
内
さ
だ
め
」

踊
り
物
と
し
て
初
め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
内
節
で
車
人
形
を
遣
っ
た
記
念
的

作
品
。
女
形
を
得
意
と
し
た
四
代
目
西
川
古
柳
が
五
代
目
に
古
柳
の
名
跡
を
譲

り
、
柳
峰
と
名
乗
る
に
あ
た
っ
て
自
ら
作
詞
、
鶴
賀
伊
勢
太
夫
（
当
時
。
現
・

十
一
代
目
鶴
賀
若
狭
掾
）
の
節
付
け
で
作
ら
れ
、
襲
名
披
露
公
演
で
初
演
さ
れ
た
。

写真30　洋舞　2018年4月7日撮影

写真31　洋舞人形

写真32　 野ざらし　2008年11月16日　保戸塚時久撮
影　八王子芸術文化会館
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「
昔
風
の
女
性
の
姿
。
女
心
の
哀

し
み
を
表
現
で
き
た
ら
」
と
四
代

目
の
こ
と
ば
。

襲
名
の
と
き
に
、
新
内
鶴
賀
若

狭
掾
が
作
曲
し
、
四
代
目
西
川
古

柳
が
作
詞
、
振
付
を
し
た
。
独
特

で
、
四
代
目
西
川
古
柳
で
な
け
れ

ば
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
ま
ま
引

き
継
ぐ
こ
と
は
せ
ず
、
五
代
目
西

川
古
柳
の
振
り
付
け
を
し
た
。
心

情
を
い
か
に
演
技
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
雰
囲
気
は
ど
う
し
て
も
遣
え
な

い
の
で
封
印
し
た
。
人
生
を
知
ら
な
い
と
踊
れ
な
い
踊
り
で
あ
る
。
そ
の
時
が

来
な
い
と
、
今
は
（
上
演
）
す
る
気
に
な
れ
な
い
の
で
、
封
印
中
で
あ
る
。

「
シ
ャ
ン
ク
ス
・
メ
イ
ア
―
」

八
王
子
車
人
形
と
ア
メ
リ
カ
の
人
形
遣
い
ト
ム
・
リ
ー
氏
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
作
品
。「
生
と
死
」、「
人
生
の
旅
」、「
物
事
の
伝
承
」
と
は
何
か
を
テ
ー

マ
に
、
誇
り
高
い
剣
豪
と
、
年
老
い
た
天
文
学
者
、
二
人
の
主
人
公
が
そ
れ
ぞ

れ
終
焉
へ
と
向
か
っ
て
い
く
物
語
が
並
行
し
て
展
開
す
る
。
現
代
の
映
像
技
術

と
伝
統
的
な
人
形
芝
居
の
融
合
が

高
い
評
価
を
得
て
、
二
〇
一
六
年

ザ
・
ア
ー
リ
ン
・
ア
ワ
ー
ド
の
人

形
劇
部
門
優
秀
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受

賞
し
た
。

新
し
い
車
人
形
の
未
来
の
形
と

い
う
こ
と
で
外
国
の
人
と
始
め

た
。
そ
れ
ま
で
に
も
色
々
や
っ
て

い
た
が
、
形
と
し
て
実
っ
た
の
は
こ
の
作
品
で
あ
る
。
チ
ェ
ロ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

洋
楽
器
と
や
っ
た
り
、『
蝶
々
夫
人
』（
オ
ペ
ラ
）
を
や
っ
た
り
、
車
人
形
は
い

ろ
い
ろ
や
っ
て
き
た
が
、
本
当
に
が
っ
ぷ
り
四
つ
に
組
ん
で
作
っ
た
最
初
の
作

品
で
あ
る
。
次
の
世
代
の
た
め
の
第
一
歩
の
作
品
。

「
や
さ
し
い
柿
の
木
」

シ
ル
ヴ
ァ
ス
タ
イ
ン
作
の
童
話

「
お
お
き
な
木
」
を
日
本
の
昔
話

と
し
脚
色
し
た
作
品
を
芝
居
化
し

た
。
子
ど
も
向
け
の
作
品
と
し
て

初
め
て
作
ら
れ
た
演
目
で
あ
り
、

車
人
形
で
は
珍
し
い
一
人
芝
居
で

も
あ
る
。
子
ど
も
好
き
の
一
本
の

柿
の
木
の
元
へ
、
一
人
の
少
年
が

や
っ
て
く
る
。
柿
の
木
は
実
や
枝

を
少
年
が
望
む
ま
ま
、
惜
し
げ
な
く
与
え
て
と
う
と
う
切
り
株
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
う
。
見
返
り
を
求
め
な
い
無
償
の
愛
を
伝
え
る
作
品
。

子
ど
も
た
ち
に
見
せ
る
芝
居
を
と
考
え
て
童
話
か
ら
選
ん
で
作
っ
た
が
、
結
局

大
人
の
芝
居
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。（
作
詞
は
五
代
目
西
川
古
柳
で
は
な
い
。）
瞽

女
唄
（
ご
ぜ
う
た
）
か
ら
原
千
恵
子
氏
が
作
曲
し
た
。
八
王
子
高
校
の
生
徒
が
上

演
し
た
り
、
稽
古
場
公
演
、
国
立
劇
場
公
演
、
札
幌
で
も
公
演
し
た
が
、
最
近
は

や
っ
て
い
な
い
。

源
氏
物
語
「
夕
顔
」

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
で
の
「
源
氏
物
語
展
」（
二
〇
一
九
年
）開
催
に
あ
た
っ

て
、
現
地
で
初
演
さ
れ
た
。

写真33　 新内さだめ　2012年12月９日　保戸塚時
久撮影

写真35　 やさしい柿の木　西川古柳座提供

写真34　 シャンクス・メイアー　2016年
８月３日　保戸塚時久撮影
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も
と
も
と
、
新
内
と
上
演
し
た
こ
と
は
あ
り
、
義
太
夫
と
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
、
ア
メ
リ
カ
各
地
で
上
演
し
た
。
源
氏
物
語
は
あ
ま
り
芝
居
に
な
ら
な
い
が
、

さ
ら
っ
と
し
た
一
番
芝
居
に
な
る
と
こ
ろ
を
演
じ
た
。
何
と
言
っ
て
い
い
の
か

分
か
ら
な
い
。

「
傾け

い
せ
い城

恋こ
い

飛び
き
ゃ
く脚

」

五
代
目
西
川
柳
玉
襲
名
公
演

の
際
に
初
演
。
近
松
門
左
衛
門

の
「
冥
途
の
飛
脚
」
の
改
作
。

義
太
夫
節
浄
瑠
璃
で
も
有
名
な

「
新
口
村
の
段
」
を
車
人
形
に

取
り
入
れ
た
。
大
坂
淡
路
町
の

飛
脚
問
屋
「
亀
屋
」
の
養
子
忠

兵
衛
は
遊
女
梅
川
に
夢
中
に
な

り
、
見
請
け
の
た
め
に
預
か
っ

た
公
金
三
〇
〇
両
の
封
印
切
り

の
大
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
。
二

人
は
駆
け
落
ち
し
忠
兵
衛
の
実
父
が
住
む
新
口
村
に
逃
れ
る
が
、
そ
こ
に
も
追

手
が
か
か
る
。

も
と
も
と
、
札
幌
で
教
え
て
い
た
。
新
し
く
衣
裳
を
つ
け
て
、
車
人
形
で
は
初

め
て
上
演
し
た
。
三
人
遣
い
の
形
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
歌
舞
伎
の
雰
囲
気
も

文
楽
の
雰
囲
気
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
足
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
歌
舞

伎
の
雰
囲
気
を
少
し
取
り
入
れ
た
。
車
人
形
は
足
が
（
地
に
）
付
い
て
い
る
の
で
、

歌
舞
伎
の
雰
囲
気
を
参
考
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（四）
　
近
年
上
演
さ
れ
て
い
る
新
作

「
釣つ

り
お
ん
な女」

狂
言
の
「
釣
針
」
を
常
磐
津
節

に
移
し
、
そ
の
後
義
太
夫
節
に
も

移
さ
れ
て
文
楽
で
も
上
演
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
を
、
車
人
形

が
取
り
入
れ
た
。
良
い
嫁
を
得
よ

う
と
西
宮
戎
神
社
に
願
を
か
け
釣

竿
を
振
り
、
主
人
は
見
事
美
人
を

釣
る
。
太
郎
冠
者
も
あ
や
か
ろ
う

と
す
る
が
、
醜し
こ
め女

を
釣
っ
て
し
ま

う
。三

人
遣
い
の
動
き
を
取
り
入
れ

た
。
醜
女
が
強
く
太
郎
冠
者
が
弱

い
と
こ
ろ
を
強
調
し
て
作
っ
て
い
る
の
が
車
人
形
の
特
徴
で
あ
る
。
文
楽
と
は

違
う
振
り
を
す
る
。
今
遣
っ
て
い
な
い
古
い
文
楽
の
振
り
や
歌
舞
伎
も
参
考
に

し
て
い
る
。
日
本
舞
踊
も
取
り
入
れ
た
り
す
る
。

「
紺こ

う
や屋
高た

か
お尾
」

落
語
作
品
。
染
物
屋
の
久
蔵
と
当
代
一
の
花
魁
高
尾
太
夫
の
純
愛
物
語
。
車

人
形
の
特
性
を
活
か
し
、
落
語
家
が
久
蔵
、
高
尾
を
人
形
が
演
じ
る
、
ま
た
は

久
蔵
を
人
形
、
高
尾
を
八
王
子
芸
者
衆
が
演
じ
る
な
ど
、
人
と
人
形
の
共
演
が

特
徴
。

落
語
芝
居
の
第
二
段
で
、
当
初
は
人
形
で
や
っ
て
い
た
が
、
日
本
舞
踊
の
人

写真36　 傾城恋飛脚　新口の段　2018年12月15日　　　　
保戸塚時久撮影

写真37　釣女　2015年7月5日　保戸塚時久撮影
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が
一
緒
に
や
り
た
い
と
い
う
こ
と

で
日
本
舞
踊
の
人
と
一
緒
に
作
っ

た
。
初
め
て
、
人
形
だ
け
で
な
く

舞
踊
の
人
と
一
緒
に
芝
居
を
作
っ

た
。
現
在
は
八
王
子
の
芸
者
さ
ん

と
上
演
し
た
り
し
て
い
る
。
落
語

芝
居
の
中
で
は
一
番
分
か
り
や
す

い
。
落
語
は
話
芸
な
の
で
い
か
に

表
現
し
て
い
く
か
が
落
語
芝
居
の

課
題
で
あ
る
。

「
応

お
う
き
ょ
の挙

幽ゆ
う
れ
い霊

」

落
語
作
品
。
美
人
画
の
幽
霊
が

酒
に
つ
ら
れ
て
絵
か
ら
出
て
き

て
、
唄
を
歌
っ
た
り
酒
盛
り
を
し

た
挙
句
・
・
・
。
人
と
人
形
の
コ

ラ
ボ
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

も
と
も
と
は
落
語
芝
居
だ
っ
た

が
、
現
在
で
は
落
語
の
芝
居
と
新

内
の
師
匠
の
作
っ
た
芝
居
の
両
方

で
や
っ
て
い
る
。
幽
霊
な
の
で
、

完
全
に
車
を
取
っ
て
し
ま
い
芝
居

を
し
て
い
る
。
振
り
は
独
特
で
あ

る
。
落
語
な
の
で
も
と
も
と
の
演

技
が
な
い
の
で
、
幽
霊
ら
し
さ
を

出
し
て
い
る
。

地
唄
舞
「
ゆ
き
」

地
唄
の
名
曲
で
、
邦
楽
の
舞
踊
物
と
し
て
初
め
て
車
人
形
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
演
目
。
新
車
人
形
の
操
法
で
、
細
や
か
な
動
き
を
表
現
し
た
。

両
手
遣
い
で
舞
踊
を
き
ち
っ
と
作
っ
た
。
日
本
舞
踊
や
地
唄
舞
の
振
り
を
取

り
入
れ
、
車
人
形
な
ら
で
は
の
部
分
も
作
っ
た
。
地
唄
は
動
き
が
少
な
い
の
で
、

車
人
形
な
り
に
動
き
を
増
や
し
た
。

「
芝し

ば

浜は
ま

」

大
酒
飲
み
の
勝
五
郎
。
芝
浜
で

大
金
を
拾
っ
て
大
喜
び
。
こ
れ
で

は
夫
が
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
と

女
房
が
一
計
を
案
じ
・
・
・
。
三

遊
亭
圓
朝
作
と
言
わ
れ
る
古
典
落

語
の
名
作
。
車
人
形
で
は
新
内
節

で
演
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

落
語
で
も
や
る
し
、
新
内
浄
瑠

璃
と
も
や
る
。
新
作
歌
舞
伎
に
も

あ
る
の
で
、
参
考
に
し
た
。

「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」

モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
楽
器
「
馬
頭
琴
」
の
成
り
立
ち
に
ま
つ
わ
る
モ
ン
ゴ
ル
の

民
話
。
日
本
に
は
絵
本
で
紹
介
さ
れ
た
。
馬
頭
琴
と
共
演
す
る
車
人
形
の
演
目
。

馬
頭
琴
の
人
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
作
っ
た
。
人
形
は
ス
ー
ホ
の
み
で
、

馬
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
漫
画
の
絵
に
し
て
、
少
し
ず
つ
紙
芝
居
的
に
動
く
よ

写真38　 紺屋高尾　2017年12月8日　保戸塚時久
撮影

写真39　応挙幽霊　2017年8月25日　保戸塚時久撮影

写真40　芝浜　2017年8月25日　保戸塚時久撮影
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う
に
し
て
人
形
と
の
コ
ラ

ボ
が
楽
し
め
る
よ
う
に
し

た
。
競
争
の
と
こ
ろ
だ
け

は
、
実
際
の
馬
も
作
り
、

一
人
芝
居
的
に
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

「
身み

が
わ
り代
座ざ

ぜ
ん禅
」

狂
言
「
花
子
」
を
元
に
し
た
常

磐
津
節
。
あ
る
男
が
奥
方
に
「
一

晩
篭
っ
て
座
禅
を
す
る
」
と
言
っ

て
太
郎
冠
者
に
身
代
わ
り
を
さ

せ
、
自
分
は
傾
城
花
子
に
会
い
に

行
く
。
し
か
し
奥
方
に
バ
レ
て
し

ま
い
・
・
・
。

釣
女
と
同
様
に
、
常
盤
津
と

長
唄
と
の
掛
け
合
い
で
や
る
も

の
だ
が
、
こ
の
間
（
平
成
三
十

（
二
〇
一
八
）年
）は
常
盤
津
と
や
っ

た
。
新
し
い
釣
女
に
代
る
も
の
と

し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
か
つ
ぎ

を
被
っ
て
御
堂
を
表
す
の
は
、
歌
舞
伎
の
演
出
。
文
楽
と
か
人
形
芝
居
で
あ
れ
ば
、

御
堂
の
セ
ッ
ト
を
作
る
の
だ
ろ
う
が
、
狂
言
は
大
き
な
セ
ッ
ト
を
出
さ
な
い
の
で
、

そ
の
や
り
方
を
取
っ
て
い
る
。

「
耳
な
し
芳ほ

う
い
ち一
」

小
泉
八
雲
作
の
有
名
な

「
耳
な
し
芳
一
」
を
車
人
形

の
た
め
に
常
磐
津
八
重
太
夫

が
常
磐
津
節
に
作
詞
作
曲

し
、
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）

年
に
披
露
さ
れ
た
。

義
太
夫
と
琵
琶
の
掛
け
合

い
の
作
品
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
琵
琶
で
も
常
盤
津
の
新
作
で
も
や
っ
た
。
芳

一
自
身
が
影
絵
で
、
さ
む
ら
い
と
お
坊
さ
ん
だ
け
が
出
て
く
る
。
こ
こ
が
特
徴

か
も
し
れ
な
い
。

「
本

ほ
ん
ち
ょ
う
に
じ
ゅ
う
し
こ
う

朝
廿
四
孝
」

義
太
夫
節
時
代
物
五
段
の
う

ち
、
四
段
目
の
部
分
を
「
狐
火
」

と
し
て
常
磐
津
節
に
取
り
入
れ
た

作
品
。
八
重
垣
姫
が
許
嫁
の
武
田

勝
頼
に
危
険
を
知
ら
せ
よ
う
と
、

諏
訪
明
神
に
祈
り
、
神
狐
に
助
け

ら
れ
て
氷
の
諏
訪
湖
を
渡
っ
て
い

く
。他

の
所
で
教
え
て
い
た
の
で
車

人
形
で
も
や
っ
て
み
た
。
三
人
遣

い
の
振
り
を
取
り
入
れ
た
。
二
人

遣
い
（
主
遣
い
と
足
遣
い
）
の
振

り
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

写真42　身替座禅　2018年3月16日　保戸塚時久撮影

写真43　 耳なし芳一　保戸塚時久
撮影

写真44　 本朝廿四孝　奥庭狐火の段　2018年3月16日　保戸塚時久
撮影

写真41　 スーホの白い馬　保戸塚
時久撮影



第
三
章

101　　第四節　八王子車人形の上演演目

「
鷺さ

ぎ
む
す
め娘」

乙
女
文
楽
の
演
目
を
車
人
形
に

取
り
入
れ
た
舞
踊
物
。
白
鷺
の
化

身
の
娘
が
舞
い
踊
り
最
後
は
空
の

彼
方
へ
飛
び
去
っ
て
い
く
。

新
車
人
形
で
、
長
唄
の
曲
を

遣
っ
て
い
る
。「
ゆ
き
」
は
地
唄

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
長
唄
。
日
本

舞
踊
の
振
り
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

「
鰍か

じ
か
ざ
わ沢」

三
遊
亭
圓
朝
作
の
三
題
噺
を
車
人
形
の
た
め
新
内
節
に
仕
立
て
た
作
品
。
雪

道
に
迷
っ
て
一
夜
の
宿
を
求
め
た
新
助
。
そ
の
家
の
女
房
お
熊
は
新
助
に
痺
れ

薬
を
飲
ま
せ
、
財
布
を
奪
お
う
と
す
る
が
…
…
。

落
語
の
も
の
だ
っ
た
が
、
新
内
の
若
狭
掾
が
作
っ
た
の
で
、
人
形
と
女
優
さ

ん
と
の
掛
け
合
い
の
よ
う
に
作
っ
た
。

補
足
資
料
（
西
川
古
柳
座
所
蔵
昭
和
四
十
年
代
以
降
の
台
本
）

　
（
執
筆
者　

河
津　

美
穂
子
）

写真45　鷺娘　2017年5月14日　保戸塚時久撮影

写真47-1　 「伊達娘恋緋鹿子」
台本　五代目西川
古柳使用

写真47-2　 「伊達娘恋緋鹿子」
台本冒頭

写真49　現在使用されている台本が保管されている。

写真46　 義太夫「日高川入相花王」
台本 四代目西川古柳使
用　文楽の吉田文昇の
指導内容が書き込まれて
いる。

写真48　 「源氏物語　夕顔」台本　五代目西川古柳
使用
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は
じ
め
に

八
王
子
車
人
形
西
川
古
柳
座
の
歴
史
を
把
握
す
る
際
、
主
と
し
て
説
経
節
の

地じ
が
た語

り
と
と
も
に
上
演
し
て
い
た
初
期
（
昭
和
四
十
年
代
ま
で
）
と
義
太
夫
節
他

を
地
語
り
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
（
昭
和
四
十
年
代
以
降
）
に
分
け
ら
れ
る
。

初
期
と
は
、
初
代
西
川
古
柳
か
ら
三
代
目
ま
で
、
現
在
と
は
四
代
目
西
川
古
柳

と
現
在
の
家
元
で
あ
る
五
代
目
西
川
古
柳
が
活
躍
し
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
八

王
子
車
人
形
は
、
初
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
地
元
八
王
子
と
都
心
双
方
の

様
々
な
場
所
で
演
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
公
の
会
場
や
学
校
な
ど
、

民
家
、
屋
外
の
舞
台
、
に
大
別
さ
れ
る
。
初
期
と
現
在
で
変
化
し
た
点
は
、
現

在
で
は
海
外
で
上
演
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と（

（
（

、
民
家
や
寺
社
等
の
祭
礼
で
の

公
演
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
一 
で
文
献

等
に
残
さ
れ
た
記
録
か
ら
初
期
（
昭
和
四
十
年
代
ま
で
）
の
舞
台
の
様
子
を
辿
り
、

二 

で
現
在
公
演
さ
れ
て
い
る
舞
台
の
現
状
を
記
録
し
た
い
。

一
　
初
期
（
昭
和
四
十
年
代
ま
で
）
の

八
王
子
車
人
形
の
舞
台
・
公
演
場
所
の
記
録

（一）
　
公
の
会
場

１　

貸
席

車
人
形
に
関
す
る
明
治
時
代
の
新
聞
記
事
に
、
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）

年
の
吉
田
冠
十
郎
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
吉
田
冠
十
郎
は
江
戸
の
名
残
り
の

最
後
の
人
形
遣
い
と
い
わ
れ
［
三
田
村
鳶
魚 

一
九
九
九 

一
七
一
頁
］、
八
王

子
の
車
人
形
に
は
、
明
治
時
代
後
半
と
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
と
の
二
回
関

わ
っ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
を
仮
に
前
期
と
後
期
と
す
る
と
、
新
聞
記
事
は
、
前
期
の

吉
田
冠
十
郎
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
八
王
子
車
人
形
に
直
接
繋
が
る

二
代
目
西
川
古
柳
が
吉
田
冠
十
郎
と
興
行
を
共
に
す
る
の
は
後
期
で
あ
る
。

嫌
な
芸
人
根
性　

車
人
形
の
吉
田
冠
十
郎
も
此
頃
は
貸
席
で
素
人
義
太

夫
な
ど
の
相
手
に
な
っ
て
い
る
が
「
床
の
太
夫
か
ら
ふ
ん
だ
ん
に
頂
戴
す

る
か
ら
客
の
頭
を
算か
ぞ

へ
る
心
配
も
な
く
暢
気
で
す
」
と
な
ん
ぼ
綽
名
が
躄

い
ざ
り

で
も
餘
り
ひ
つ
腰
が
な
さ
過
ぎ
る
。［
明
治
四
十
五
年
一
月
二
十
九
日
朝

日
新
聞
演
芸
風
聞
録
よ
り
］

第
五
節

八
王
子
車
人
形
の
舞
台
・
公
演
場
所
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こ
の
記
事
か
ら
は
、
人
形
遣
い
は
吉
田
冠
十
郎
、
語
り
手
は
、
素
人
義
太
夫（

（
（

で
「
貸
席
」
で
車
人
形
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
貸
席
と
は
、
明

治
時
代
に
盛
業
し
て
い
た
商
売
で
あ
っ
て
、
歓
送
迎
会
や
舞
踊
邦
楽
の
会
な
ど

に
大
広
間
や
小
座
敷
を
貸
し
出
し
て
い
た
［
仲
田 

一
九
六
九 

一
五
九
頁
］。

２　

関
川
座（
八
王
子
市
）

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
六
月
二
十
九
日
の
東
京
日
日
新
聞
府
下
版
に
、

明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
関
川
座
で
の
車
人
形
の
公
演
の
チ
ラ
シ
に
つ
い

て
書
か
れ
た
記
事
が
み
ら
れ
る
。

「
車
人
形
」
の
名
の
起
り　

郷
土
史
家
に
面
白
い
研
究
題
目

八
王
子
の
郷
土
芸
術
“
車
人
形
”
は
最
近
郷
土
研
究
の
波
に
の
っ
て
ラ

ジ
オ
そ
の
他
で
ひ
ろ
く
紹
介
さ
れ
、
ま
た
わ
が
国
純
粋
の
芸
術
と
し
て
研

究
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
車
人
形
が
そ
の
全
盛
時
代
に
は

「
面
仕
立
両
足
人
形
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
郷
土
芸
術
研
究

家
の
注
目
を
ひ
い
て
い
る　

す
な
わ
ち
最
近
八
市
追
分
町
小
川
森
太
郎
氏

が
古
文
書
を
整
理
中
明
治
二
十
五
年
十
月
関
川
座
（
現
在
の
関
谷
座
）
で
公

演
さ
れ
た
際
の
“
チ
ラ
シ
”
を
発
見
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
現
在
の
車

人
形
は
面
仕
立
両
足
人
形
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る　

こ
の
興

味
あ
る
発
見
に
関
し
て
残
さ
れ
た
問
題
は
車
人
形
の
名
称
は
果
し
て
何
時

の
時
代
か
ら
起
っ
た
か
で
あ
る
が
、
市
史
編
纂
会
佐
藤
孝
太
郎
氏
の
手
に

よ
っ
て
こ
の
新
し
い
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
［
東
京
日
日
新

聞　

府
下
版　

昭
和
十
二
年
六
月
二
十
九
日
］。

「
関
川
座
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
五
年
の
『
八

王
子
明
覧
』
に
、「
劇
場
」
と
し
て
「
関
谷
座 

清
水
座
」、「
寄
席
」
と
し
て
「
関

川
亭　

鳶
金
亭　

長
谷
川
亭
」
と
書
か
れ
て
い
る
［
梅
沢 

一
九
六
三 

一
〇
頁
］。

関
川
亭
は
、
明
治
三
十
（
一
八
八
七
）
年
四
月
二
十
二
日
の
八
王
子
大
火
に
よ
っ

て
焼
失
し
た
［
八
王
子
事
典
の
会 

二
〇
〇
一 

四
一
三
頁
］。
引
用
し
た
新
聞

記
事
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
チ
ラ
シ
は
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
で
は
保
管
さ
れ
て

い
な
い
。

3　

関
谷
座（
八
王
子
市
本
町
）

本
頁
に
示
し
た
関
川
座
に
関
す
る
新
聞
記
事
中
に
「
現
在
の
関
谷
座
」
と
記

さ
れ
た
「
関
谷
座
」【
写
真
1
】
は
、
明
治
二
十
（
一
八
七
七
）
年
頃
に
本
町
に

開
場
さ
れ
た
、
多
摩
地
域
で
も
先
駆
的
な
劇
場
で
、
八
王
子
大
火
で
焼
失
し
た

の
ち
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
に
再
建
し
た
［
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
だ
よ

り 

一
〇
一
号 

二
〇
一
七 

七
］。
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
閉
館
後
、
東
宝
映

画
劇
場
と
な
っ
た（

（
（

。

関
谷
座
で
の
車
人
形
の
舞
台
の
様
子
は
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
『
八

王
子
郷
土
読
本　

前
編
』（
八
王
子
市
教
育
会
編
集　

八
王
子
郷
土
読
本
刊
行
会
発
行
）

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
【
写
真
２
】。

写真１　関谷座開場式　1916年　八王子市郷土資料館所蔵

写真２　「八王子郷土読本（1937年）」より　新藤恵久所蔵
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第
十
六　

車
人
形

「
今
日
関
谷
座
に
車
人
形
が
あ
る
そ
う
だ
か
ら
見
に
行
こ
う
か
。」
と
お

父
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
私
は
「
お
さ
ら
い
を
す
ま
せ
て
か
ら
一
し
ょ

に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
お
頼
み
し
ま
し
た
。

夕
飯
を
す
ま
せ
て
か
ら
お
父
さ
ん
と
関
谷
座
へ
行
き
ま
し
た
。
入
口
に

は
も
う
下
足
が
沢
山
掛
け
て
あ
り
ま
し
た
。
見
物
席
に
坐
っ
て
少
し
待
っ

て
い
ま
す
と
、
拍
子
木
の
音
が
し
て
「
御
祝
儀
三
番
叟
」
が
始
ま
る
の
で

し
た
。

幕
が
あ
く
と
舞
台
に
は
裃
を
着
け
た
人
が
二
人
い
て
、
一
人
は
少
し
高

い
と
こ
ろ
に
三
味
線
を
持
ち
、
一
人
は
舞
台
の
真
中
に
高
さ
一
米
ぐ
ら
い

の
三
番
叟
の
人
形
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
三
味
線
の
音
が
し
は
じ
め
る
と
、

人
形
つ
か
い
は
舞
台
の
上
を
す
べ
る
よ
う
に
動
い
て
、
そ
れ
と
一
し
ょ
に

人
形
も
自
由
自
在
に
踊
り
ま
し
た
。
三
番
叟
が
終
り
次
の
幕
が
あ
い
て
三

味
線
ひ
き
の
隣
に
同
じ
裃
を
着
け
前
に
見
台
を
置
い
た
人
が
い
て
語
り
は

じ
め
る
と
、
黒
い
着
物
を
着
て
黒
頭
巾
を
顔
ま
で
か
ぶ
っ
た
人
が
人
形
を

踊
ら
せ
は
じ
め
ま
し
た
。
人
形
は
眉
も
眼
玉
も
首
も
手
足
も
自
由
に
動
か

し
ま
す
の
で
、
役
者
の
芝
居
を
見
て
い
る
よ
う
な
心
持
に
な
っ
て
「
人
形

が
よ
く
も
あ
ん
な
に
動
く
も
の
だ
。」
と
感
心
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
「
あ

の
語
っ
て
い
る
の
は
説
教
浄
瑠
璃
と
い
い
、
人
形
は
車
人
形
と
い
う
の
で
、

天
保
の
頃
埼
玉
県
入
間
郡
の
西
川
古
柳
と
い
う
人
が
昔
か
ら
あ
っ
た
説
教

人
形
芝
居
に
工
夫
を
加
え
、
人
形
つ
か
い
の
腰
掛
を
車
仕
掛
に
し
て
自
由

に
動
け
る
よ
う
に
し
た
の
だ
。
車
人
形
と
い
う
の
は
其
の
車
仕
掛
の
こ
と

か
ら
来
た
名
前
で
今
で
は
八
王
子
を
中
心
に
し
た
多
摩
川
沿
岸
の
地
方
に

残
っ
て
い
る
ば
か
り
で
大
そ
う
珍
し
い
も
の
だ
。」
と
お
話
し
に
な
り
ま

し
た
。

私
の
見
た
の
は
「
道
中
膝
栗
毛
赤
坂
並
木
之
段
」「
一
谷
嫩
軍
記
盛
俊

注
進
之
段
」
と
い
う
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
人
形
が
幾
つ
も
出
て
踊
り
大

そ
う
面
白
く
思
い
ま
し
た
。

「
ま
だ
あ
る
よ
う
だ
が
余
り
お
そ
く
な
ら
な
い
う
ち
に
帰
ろ
う
。」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
お
父
さ
ん
と
一
し
ょ
に
帰
り
ま
し
た
［『
八
王
子
郷
土
読
本
』

  

前
編 

六
五
～
六
九
頁
］。

郷
土
史
家
の
新
藤
恵
久
（
一
九
二
七
―
）
は
、
子
供
の
こ
ろ
関
谷
座
で
車
人
形

を
見
た
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。
説
経
節
の
声
が
子
供
に
は
退
屈
だ
っ
た
こ
と
、

「
お
せ
ん
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
ア
ン
パ
ン
に
ラ
ム
ネ
」
と
い
う
物
売
り
の
声
や
地

下
で
梨
を
売
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
記
憶
に
あ
る
と
い
う（

（
（

。

4　

そ
の
他
の
公
演
会
場

昭
和
初
期
に
後
の
二
代
目
西
川
古
柳
と
興
行
し
た
吉
田
冠
次
郎（

（
（

（
丹
沢
秀
）
は
、

吉
田
冠
十
郎
と
の
千
葉
の
歌
舞
伎
座
の
興
行
で
、「
朝
顔
日
記
」
の
朝
顔
を
演

じ
、
花
道
か
ら
舞
台
に
出
て
行
っ
た
こ
と
や
、
三
番
叟
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
「
一

足
多
く
も
す
けマ
マ

な
く
も
踏
む
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
」
が
、
他
の
と
こ
ろ
は
「
舞

台
の
広
さ
で
適
当
に
や
れ
ば
い
い
」
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
［
落

合 

一
九
五
九 

六
～
七
頁
］。

ま
た
、
学
校
を
会
場
と
し
た
公
演
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
美
術
史
学
者
金

原
省
吾
は
、『
美
の
表
現
に
つ
い
て
』
の
中
で
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
に

八
王
子
中
学
（
現
八
王
子
学
園
八
王
子
中
学
校
・
高
等
学
校
）
で
見
た
車
人
形
の
芸

が
細
か
く
、
目
、
眉
、
口
も
動
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
［
金
原 

一
九
四
三 

一
四
四
～
一
四
五
頁
］。
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
四
月
二
十
六
日
に
第
三
国

民
学
校
講
堂
（
寺
町
、
現
八
王
子
市
立
第
三
小
学
校
）
に
お
い
て
も
、
講
演
会
の
余

興
と
し
て
八
王
子
車
人
形
が
演
じ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

そ
の
他
、
戦
前
、
八
王
子
車
人
形
は
八
王
子
の
織
物
の
宣
伝
に
関
連
し
た
興

行
で
あ
っ
た
例
も
多
か
っ
た（

（
（

。
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（二）
　
民
家
で
の
公
演

１　

二
間
を
使
っ
て
公
演
す
る
例

車
人
形
は
個
人
宅
で
も
上
演
さ
れ
て
い
た
。

河
竹
繁
俊
は
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
大
横
町
の
機
業
家 

平
音
次
郎
宅

で
の
六
畳
と
八
畳
の
座
敷
の
二
間
続
き
の
舞
台
の
様
子
を
記
録
し
て
い
る
［
河

竹 

一
九
四
六 

二
三
一
頁
］。
こ
の
時
の
上
演
者
と
二
代
目
西
川
古
柳
は
、
後

に
興
行
を
共
に
す
る
よ
う
に
な
る
［
は
ち
お
う
じ
車
人
形
研
究
会 

一
九
九
六 

六
一
頁
］。

河
竹
繁
俊
は
こ
の
日
の
上
演
に
つ
い
て
「
車
人
形
を
三
番
ば
か
り
見
せ
て

く
れ
、
寫
し
繪
も
番
外
に
見
せ
て
く
れ
た
と
思
ふ
」
と
記
し
て
い
る（

（
（

［
河
竹 

一
九
四
九 

二
三
二
頁
］。

平
音
次
郎
は
八
王
子
車
人
形
の
支
援
者
で
あ
り
、
後
に
自
宅
に
舞
台
も
設
け

て
い
る（
（1
（

。
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
日
高
只
一
は
、
平
音
次
郎
宅
で
の
舞
台

の
様
子
と
し
て
「
階
下
八
畳
二
間
を
打
つ
通
し
て
、
そ
の
一
壇
に
に
わ
か
作
り

の
、
入
口
一
間
許
り
の
舞
台
が
設
へ
て
あ
る
（
後
略
）」
と
記
し
て
い
る
［
日
高 

一
九
二
八
］。
こ
の
と
き
の
興
行
の
様
子
は
「
演
技
者
の
中
に
は
、
そ
れ
よ
り
、

三
里
の
田
舎
道
を
車
を
曳
い
て
帰
ろ
う
と
い
う
人
も
あ
っ
た
」
と
記
録
さ
れ
て

い
る
［
民
俗
藝
術
の
會 

一
九
二
八 

五
八
頁
］。
当
時
の
人
形
遣
い
の
興
行
時

の
道
具
の
運
搬
に
関
し
て
は
、
後
に
四
代
目
西
川
古
柳
も
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。「
十
歳
ご
ろ
に
藤
沢
の
ほ
う
へ
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
一
番

の
思
い
出
で
す
。
昭
和
八
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三
泊
四
日
で
藤
沢
で
や
っ

た
と
き
で
す
。
戦
争
中
は
よ
く
リ
ヤ
カ
ー
に
荷
物
を
積
ん
で
運
ん
で
行
っ
た
」

［
多
摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八 

三
頁
］。

小
田
内
通
久
は
、「
八
王
子
車
人
形
に
つ
い
て
」『
民
俗
藝
術
』
一
―
五
の
中

で
、
民
家
で
上
演
さ
れ
た
車
人
形
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

図
は
今
年
一
月
、
自
分
が
こ
の
人
形
芝
居
を
調
べ
に
行
っ
た
と
き
、
南

多
摩
郡
横
山
村
の
農
家
丹
沢
彦
太
郎
氏
（
浜
尾
太
夫
）
の
宅
で
演
じ
ら
れ

た
も
の
で
、
民
家
を
利
用
し
た
場
合
の
一
例
で
あ
る
。
南
向
き
の
表
八
畳

を
、
黒
幕
で
舞
台
と
楽
屋
と
に
仕
切
り
、
舞
台
の
上
は
、
厚
板
張
物
板
な

ど
を
用
い
る
の
を
張
り
、
舞
台
と
楽
屋
と
の
境
の
幕
へ
背
景
を
、
両
袖
へ

は
見
切
を
下
げ
た
。

こ
の
背
景
と
両
袖
の
見
切
は
布
や
紙
へ
泥
絵
具
で
在
来
の
芝
居
の
張
物

と
同
様
に
い
ろ
い
ろ
な
絵
を
描
い
て
用
い
た
が
、
有
り
合
せ
の
襖
や
障
子

を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
太
夫
は
舞
台
の
上
手
よ
り
、

ビ
ー
ル
の
空
箱
を
重
ね
て
作
っ
た
ユ
カ
の
上
、
毛
布
を
敷
い
て
座
を
構
へ

る
な
ど
、
こ
の
人
形
芝
居
の
簡
易
に
行
わ
れ
る
事
が
よ
く
分
る
と
思
う
。

出
演
の
太
夫
さ
ん
や
人
形
遣
い
な
ど
も
、
見
物
と
同
じ
様
に
、
全
然
素

人
で
、
演
る
方
も
、
み
る
方
も
一
つ
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
所
に
、
郷

土
芸
術
な
ら
で
は
、
味
わ
へ
ぬ
妙
味
が
あ
る
。
お
納
戸
は
出
演
者
の
控
室

件
仕
度
室
で
、
手
前
の
八
畳
と
土
間
、
そ
れ
か
ら
、
庭
に
面
し
た
縁
側
の

一
部
が
見
物
席
に
当
て
ら
れ
て
た
。
農
家
の
土
間
は
非
常
に
広
い
の
で
、

三
、四
十
人
位
は
楽
に
入
れ
る
。
こ
れ
に
座
敷
や
縁
側
な
ど
を
合
わ
せ
る

と
、
楽
に
五
、六
十
人
の
見
物
を
収
容
す
る
事
が
出
来
る
か
ら
、
車
人
形

は
各
地
の
寄
席
や
芝
居
小
屋
で
興
行
さ
れ
る
外
に
、
こ
う
し
た
家
庭
内
の

小
演
芸
場
―
小
劇
場
に
拠
っ
て
至
る
所
に
演
じ
ら
れ
、
農
村
の
人
々
を
充

分
に
娯
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
た
［
小
田
内 

一
九
二
八 

五
八
～
六
〇
頁
］。
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こ
の
日
の
舞
台
は
小
田
内
通
久
に
よ
っ
て
作
図
さ
れ
【
図
1
】、
二
間
の
座

敷
に
土
間
と
縁
側
を
加
え
て
公
演
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
公
演
の
写
真
も
併
せ
て
前
掲
の
「
八
王
子
車
人
形
に
つ
い
て
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
【
写
真
3
】。

な
お
、
こ
の
公
演
開
催
日
は
昭
和

三
（
一
九
二
八
）
年
一
月
六
日
で
、

撮
影
は
「
写
真
師
市
川
」
で
、
小

田
内
道
久
の
他
、
平
音
次
郎
、
日

高
只
一
が
観
覧
し
た
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
る
［
多
摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八 

一
八
八
頁
］

横
山
新
地
の
民
家
の
例
は
二
間
に

土
間
と
縁
側
を
加
え
た
ス
ペ
ー
ス
を

利
用
し
て
い
る
。

郷
土
史
家
渡
辺
嘉
平
（
一
九
一
七

―
二
〇
〇
二
）
に
よ
っ
て
、
昔
の
車

人
形
公
演
の
様
子
と
し
て
、
小
田
内
通
久
の
記
録
で
示
唆
さ
れ
て
い
た
よ
う
な

五
、六
十
人
の
観
客
を
収
容
し
た
公
演
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る（
（（
（

。
小
田
内
通

久
の
調
査
し
た
民
家
の
例
と
同
様
の
間
取
り
で
、
二
間
が
舞
台
と
客
席
に
使
わ

れ
て
い
る
。
縁
側
や
庭
先
に
も
人
が
あ
ふ
れ
、
大
盛
況
な
様
子
が
伺
え
る【
図
２
】。

昭
和
初
期
の
民
家
で
の
農
村
娯
楽
と
し
て
の
車
人
形
興
行
の
様
子
は
、
塩
田

真
八
も
「
大
き
な
民
家
を
借
り
て
、
車
人
形
が
興
行
さ
れ
毎
夜
大
入
り
満
員
の

盛
況
だ
っ
た
。」
と
記
録
し
て
い
る
［
塩
田 

一
九
六
八 

九
〇
頁
］。

画
家
鈴
木
信
太
郎
（
一
八
九
五
―
一
九
八
九
）
も
、
八
王
子
南
新
町
の
自
宅
で

の
車
人
形
上
演
の
様
子
を
『
ア
ル
ト
』
十
号
に
書
い
て
い
る
。（
こ
の
日
の
公
演

は
「
車
人
形
出
演
日
記
」
に
「（
昭
和
）
三
年
十
二
月
九
日　

金
拾
五
円
也　

八
王
子
南
新　

鈴
木
新
太
郎
様
方　

座
敷
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
［
多
摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八 

二
一
五

頁
］。）

街
の
裏
通
り
で
埃
ぽ
い
白
い
障
子
が
並
ん
だ
ボ
ロ
な
二
階
屋
で
あ
る
、

ガ
ラ
ン
と
し
た
古
家
は
そ
の
ま
ゝ
地
で
人
形
芝
居
の
舞
臺
に
な
る
程
だ
。

そ
の
二
階
の
畫
室
に
し
て
ゐ
た
八
畳
二
間
と
小
さ
い
板
の
間
と
楽
屋
に
は

つ
ゞ
い
た
六
畳
を
使
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
前
夜
舞
臺
に
す
る
踊
り
板
を
皆

図２　 「八王子車人形」渡辺嘉平 画　1980年頃　
新藤恵久所蔵

図1　 小田内通久による民家を利用した舞台の図（『民俗
藝術』1-5　453頁　転載）

写真3　 小田内通久が調査した民家を利用した舞台（『民俗藝術』
1-5　453頁　転載）
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で
借
り
て
來
て
貰
ふ
の
に
大
變
だ
っ
た
が
そ
の
座
敷
の
約
三
分
の
一
に
低

い
板
を
列
べ
畳
四
つ
程
の
大
き
さ
の
舞
臺
が
出
來
た
時
は
皆
急
に
陽
氣
に

な
っ
て
了
っ
た
。（
中
略
）
人
形
師
ら
も
い
つ
か
來
て
幕
を
張
り
道
具
を
つ

く
り
急
ご
し
ら
え
の
立
派
な
舞
臺
が
三
十
分
程
で
出
來
上
っ
て
仕
舞
っ

た
。
下
っ
た
幕
の
影
に
五
十
燭
光
が
た
ゞ
一
つ
か
く
れ
美
し
い
照
明
と

な
っ
て
舞
臺
は
俄
か
に
奇
し
く
華
や
か
だ
っ
た
。
小
さ
く
一
寸
變
っ
た
世

界
に
な
っ
て
了
っ
た
。（
中
略
）
別
な
八
畳
は
舞
臺
と
な
り
、
別
な
八
畳
は

見
物
席
と
な
り
他
の
雨
戸
は
閉
し
、
こ
ち
ら
の
電
燈
も
ぽ
つ
ち
り
と
明
る

く
緊
張
し
て
拍
子
木
口
上
と
共
に
漸
く
幕
が
上
っ
た
わ
け
だ
。（
後
略
）［
鈴

木 

一
九
二
九 

三
七
～
三
八
頁
］

２　

縁
側
を
中
心
と
す
る
例（
（1
（

昭
和
初
期
の
車
人
形
を
撮
影
し
た
写
真
（
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
の
八
王

子
郷
土
読
本
の
た
め
に
撮
影
）［
八
王
子
市
郷
土
資
料
館 
二
〇
〇
七 

三
四
頁
］
で

は
、
二
間
を
利
用
す
る
の
で
は

な
く
、
縁
側
を
舞
台
と
し
、
太

夫
は
縁
側
に
設
け
ら
れ
た
台
に

座
っ
て
い
る
【
写
真
4
】。

昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）

年
、
ア
マ
チ
ュ
ア
映
像
作
家
の

大
畠
俊
正
が
、
西
川
古
柳
座
を

取
材
し
た
際
、
三
代
目
西
川
古

柳
の
協
力
を
得
て
「
昔
や
っ
て

い
た
の
と
同
様
な
演
出
効
果
を

狙
っ
て
、
老
人
の
庭
前
に
縁
台

を
並
べ
て
や
っ
て
い
た
だ
い

た
」
と
記
し
て
い
る
［
大
畠 

一
九
六
八 

一
七
五
頁
］。
当
時
に
と
っ
て
の
昔
の
車
人
形
の
公
演
の
様
子
の
再

現
を
依
頼
し
て
松
姫
に
関
す
る
演
目
が
上
演
さ
れ
た
。
舞
台
は
縁
側
に
台
を
配

置
し
て
設
け
ら
れ
、
出
番
を
終
え
た
人
形
が
入
っ
て
い
く
の
は
、
舞
台
の
左
手

で
は
な
く
左
の
奥
で
あ
る
。
ま
た
庭
に
観
客
席
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
撮

影
で
は
、
大
八
車
を
引
い
て
の
興
行
に
出
か
け
る
様
子
も
再
現
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
民
家
で
上
演
さ
れ
た
車
人
形
の
舞
台
に
は
、
二
間
を
用

い
て
そ
の
一
部
に
舞
台
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
例
と
、
縁
側
を
舞
台
と
し
、
庭

を
観
客
席
と
し
た
例
が
あ
り
、
前
者
に
は
、
特
定
の
文
化
人
等
の
集
り
で
の
上

演
の
例
と
、
農
村
の
娯
楽
と
し
て
の
上
演
の
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（三）
　
屋
外
で
の
公
演

1  

祭
礼
時
の
舞
台

『
多
摩
文
化
』
第
二
十
号
の
昭
和
初
期
の
興
行
記
録
を
参
照
す
る
と
、
神
社

等
の
祭
礼
時
の
車
人
形
公
演
が
多
く
見
ら
れ
［
多
摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八 

一
八
八
～
二
二
九
頁
］、
上
演
の
記
録
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
明
治
時
代

ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）明
治
時
代
後
期
の
八
王
子
の
車
人
形

鈴
木
信
太
郎
は
子
供
の
頃
に
見
た
縁
日
で
の
人
形
芝
居
に
つ
い
て
「
車
人
形

の
こ
と
」（『
三
田
文
学
』 

一
六
―
四
）
お
よ
び
『
お
祭
り
の
太
鼓
』
で
記
し
、
明

治
時
代
後
期
の
車
人
形
を
記
録
し
て
い
る
。

私
共
子
供
の
頃
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
の
町
で
も
縁
日
が
立
っ
て
、
大

て
い
の
お
寺
や
社
で
は
、
茶
番
や
神
楽
か
時
々
人
形
芝
居
な
ど
が
よ
く

か
ゝ
っ
て
、
私
共
は
子
供
の
頃
か
ら
子
守
の
背
中
な
ど
で
そ
れ
を
見
乍
ら

写真4　 車人形「赤坂並木の段」1937年　『八王子郷土読本』のた
めに撮影した写真
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育
っ
て
來
た
様
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
浄
瑠
璃
に
つ
れ
て
踊
る
ご
く

小
規
模
な
人
形
芝
居
で
あ
っ
た
が
、
後
年
「
八
王
子
車
人
形
」
な
ど
と
云
っ

て
世
に
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ま
だ
そ
の
時
分
、
私
共
の
子
供
の

頃
は
、
も
う
皆
馬
鹿
々
々
し
が
っ
て
ろ
く
に
見
る
も
の
も
な
く
、
カ
ン
テ

ラ
の
明
り
の
下
で
、
夜
風
に
鼻
汁
を
す
す
り
乍
ら
人
形
遣
ひ
は
、
ほ
ん
の

ま
ば
ら
の
見
物
を
對
手
に
、
同
じ
仕
草
を
く
り
返
し
く
り
返
し
や
つ
て
ゐ

る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
［
鈴
木 

一
九
四
一 

一
三
〇
頁
］。

ど
こ
の
町
で
も
さ
う
の
や
う
に
、
私
ど
も
の
町
で
も
い
ろ
い
ろ
の
小
さ

い
物
日
の
縁
日
が
あ
っ
て
、
十
八
日
は
鬼
子
母
様
二
十
八
日
は
不
動
さ
ん
、

何
日
は
薬
師
さ
ん
、
何
日
は
何
々
さ
ん
と
い
う
風
に
、
小
さ
い
町
は
小
さ

い
な
り
に
、
人
の
集
ま
る
夜
の
露
店
が
出
て
、
食
物
屋
や
お
も
ち
ゃ
屋
な

ど
お
堂
の
ま
は
り
に
な
ら
び
、
き
ま
っ
て
神
楽
堂
で
何
か
は
じ
ま
る
の
で

あ
る
。
大
て
い
は
お
神
楽
で
あ
る
が
、
と
き
ど
き
は
人
形
芝
居
が
、
提
灯

の
火
や
カ
ン
テ
ラ
の
強
い
匂
ひ
と
灯
影
の
下
で
演
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た

［
鈴
木 

一
九
四
一 

一
一
〇
頁
］。

（
２
）
水
天
宮
【
写
真
5
】
縁
日
お
よ
び
大
善
寺
（
八
王
子
市
大
横
町
）

平
音
次
郎
の
姪
で
あ
る
廣
瀬
艶
子

（
一
九
〇
六
―
没
年
不
明
）
は
、
大
横
町

に
あ
っ
た
大
善
寺
手
前
の
水
天
宮
の

縁
日
で
子
供
の
頃
に
見
た
車
人
形
上

演
に
つ
い
て
、「
茶
番
、
神
楽
、
車

人
形
」
に
言
及
し
記
録
し
て
い
る
。

大
正
時
代
初
期
の
縁
日
で
の
車
人
形

の
上
演
も
、
鈴
木
信
太
郎
の
見
た
明

治
時
代
の
縁
日
と
同
様
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

水
天
宮
に
よ
り
そ
う
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
舞
台
が
あ
っ
た
。
御
縁
日
と

も
な
れ
ば
お
神
楽
は
も
と
よ
り
、
車
人
形
、
説
経
節
、
茶
番
（
こ
っ
け
い

な
寸
劇
）、
手
踊
り
な
ど
が
演
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黒
い
着
物
を
着
て

黒
い
頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
人
が
、
車
の
つ
い
た
台
を
お
尻
に
敷
い
て
人
形
を

操
る
［
廣
瀬 

一
九
八
三 

二
六
頁
］。

山
門
の
近
く
に
あ
っ
た
水
天
宮
様
の
縁
日
は
五
日
。
こ
の
境
内
に
小
さ

な
舞
台
が
あ
っ
て
、
奉
納
の
車
人
形
や
茶
番
が
よ
く
演
じ
ら
れ
た
［
廣
瀬 

一
九
八
〇 

八
八
頁
］。

廣
瀬
艶
子
の
随
筆
に
記
さ
れ
た
「
毎
月
五
日
の
水
天
宮
の
縁
日
」
で
の
車
人

形
上
演
は
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
一
月
五
日
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年

四
月
五
日
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
一
月
五
日
の
二
代
目
西
川
古
柳
の
興

行
記
録
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
車
人
形
が
上
演
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る（
（1
（

。
な
お
、
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
ま
で
水
天
宮
に

隣
接
し
て
い
た
大
善
寺
は
毎
年
十
月
に
行
わ
れ
て
い
た
「
お
十
夜
」
が
有
名
で

あ
る
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
の
東
京
日
日
新
聞
の
お
十
夜
の
記
事
に
、
出

し
物
の
一
つ
と
し
て
「
人
形
芝
居
」
と
書
か
れ
、
車
人
形
が
上
演
さ
れ
た
可
能

性
も
あ
る（
（1
（

。

（
３
）
永
泉
寺
本
堂
（
八
王
子
市
鑓
水
）【
写
真
6
】

小
泉
栄
一
（
一
九
一
七
―
一
九
九
九
）
は
、
大
正
終
わ
り
か
ら
昭
和
初
期
に
永

泉
寺
で
見
た
車
人
形
に
つ
い
て
記
し
、「
村
の
菩
提
寺
永
泉
寺
の
本
堂
で
あ
っ

た
が
、
黒
い
布
を
被
っ
て
、
人
形
を
後
で
操
る
人
が
、
い
や
に
邪
魔
に
見
え
た

こ
と
、
人
形
の
顔
が
胴
体
に
比
べ
て
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
程
小
さ
く
見
え

た
（
中
略
）、
そ
の
当
時
は
村
で
も
時
折
、
車
人
形
説
経
節
の
催
し
が
あ
っ
た
ら

し
い
」
と
記
し
て
い
る
［
小
泉 

一
九
九
五 

四
八
頁
］。

写真5　 現在の水天宮（八王子市大横町）
2019年9月20日撮影
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（
４
）
上
宿　

御
嶽
神
社
（
八
王
子
市
下
恩
方
町
）【
写
真
7
】

西
川
古
柳
座
稽
古
場
の
あ
る
地
域
は
上
宿
と
よ
ば
れ
、
御
嶽
神
社
が
あ
る
。

十
代
目
都
賀
太
夫
（
安
藤
忠 

一
九
二
六
―
二
〇
一
九
）
は
、「
昭
和
二
十
四
年
頃
、

西
川
古
柳
座
近
く
の
上
宿
の
地
蔵
祭
り
（
例
年
九
月
二
十
四
日
）
の
夜
車
人
形
が

あ
り
、
十
代
目
薩
摩
若
大
夫
の
語
り
と
二
代
都
太
夫
（
大
野
高
蔵
）
の
三
味
線

で
あ
っ
た
」
こ
と
を
記
し
て
い
る（
（1
（

。
五
代
目
西
川
古
柳
は
子
供
の
頃
（
昭
和

三
十
年
代
）、
上
宿
御
嶽
神
社
神
楽
殿
で
の
車
人
形
上
演
の
手
伝
い
を
し
た
記
憶

が
あ
る
と
い
う
。
御
嶽
神
社
の
お
祭
り
は
八
月
だ
が
、
車
人
形
上
演
は
九
月

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
上
宿
町
御
嶽
神
社
氏
子
総
代
で
あ
っ
た
田
中
英
男

（
一
九
三
八
―
二
〇
一
九
）
は
、「
車
人
形
が
近
所
の
大
野
高
蔵
さ
ん
の
義
太
夫
と

や
っ
て
い
た
」
こ
と
、「
西
川
古
柳
座
も
含
む
上
宿
町
町
会
は
二
十
八
件
、
そ

の
う
ち
十
八
件
は
機
屋
で
、（
田
中
氏
の
）
父
と
四
代
目
西
川
古
柳
は
機
屋
仲
間

で
あ
っ
た
」
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
と
い
う
。
御
嶽
神
社
の
祭
礼
で
の
車
人
形

公
演
は
、
地
元
の
方
の
記
憶
に
は
、
今
も
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
５
）
上
川
口
の
祭
礼
で
の
車
人
形
上
演
（
八
王
子
市
上
川
町
）

久
保
喜
一
（
一
九
三
〇
―
）、
写
し
絵
師
玉
川
馬
蝶
孫
）
は
、
昭
和
二
十
年
代

に
見
た
車
人
形
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
上
川
口
小
学
校
の
東
の
階
段
の
坂
を
下
っ
た
途
中
の
薬
師
様
の
お
祭

り
が
あ
っ
た
。
裏
の
家
の
物
置
を
改
造
し
た
舞
台
を
作
り
、
毎
年
上
演
さ

れ
た
。
車
人
形
の
演
目
な
ど
は
覚
え
て
い
な
い
。
説
経
節
の
語
り
だ
っ

た
。
老
若
男
女
集
ま
っ
て
き
た
。
無
料
だ
っ
た
。
お
祭
り
な
の
で
、
普
通

の
お
祭
り
と
お
な
じ
よ
う
に
花
を
か
け
た
の
で
は
な
い
か
。
一
年
に
一
回
、

お
祭
り
の
と
き
に
一
晩
き
り
だ
っ
た
。
ど
こ
か
ら
公
演
に
来
た
の
か
も
分

か
ら
な
い
。
恩
方
の
方
か
ら
来
た
の
か
、
奥
多
摩
の
方
か
ら
き
た
の
か
。

こ
の
公
演
は
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
毎
年
や
っ
て
い
た
。
道
路
拡
張
の
た
め
、

薬
師
堂
は
大
仙
寺
に
移
り
、
今
は
住
職
も
い
な
い
。
そ
の
他
、
地
元
の
田

守
神
社
の
お
祭
り
で
も
説
経
節
、
車
人
形
の
上
演
が
か
つ
て
あ
っ
た
。」（
平

成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
年 

筆
者
聞
き
取
り
）

写真6　現在の永泉寺本堂（八王子市鑓水）2019年12月12日撮影

写真7　現在の御嶽神社神楽殿（八王子市下恩方町）
2018年3月6日撮影
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2
　
祭
礼
以
外
の
屋
外
の
舞
台

（
１
）
荻
窪
白
山
神
社
（
東
京
都
杉
並
区
）

鈴
木
信
太
郎
は
、
昭
和
六

（
一
九
三
一
）
年
五
月
三
十
一
日

［
多
摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八 

二
〇
八
頁
］
に
転
居
先
の
荻
窪
の

白
山
神
社
の
森
の
中
の
未
完
成
の

ア
ト
リ
エ
で
車
人
形
公
演
を
催

し
、
絵
画
を
残
し
て
い
る（
（1
（

【
図
３
】。

絵
に
は
、
出で
ま
く幕

が
舞
台
左
奥
に

設
け
ら
れ
て
い
る
様
子
が
描
か

れ
、
観
客
が
屋
外
で
観
覧
す
る
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
時
の
様
子
が
以
下
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

手
を
出
せ
ば
さ
わ
る
こ
と
の
で
き
る
ほ
ん
も
の
の
竹
藪
が
そ
の
ま
ま
舞

台
の
背
景
と
な
り
、
秋
の
虫
が
床
下
に
鳴
い
て
い
た
。
裸
電
灯
と
ロ
ウ
ソ

ク
の
灯
が
野
外
劇
の
よ
う
な
照
明
と
な
っ
て
美
し
か
っ
た
こ
と
が
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
る
［
鈴
木 

一
九
七
九 

三
二
頁
］。

舞
台
の
照
明
に
は
ロ
ー
ソ
ク
二
本
立
て
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
か
え
っ

て
、
そ
の
ほ
の
暗
い
灯
の
中
で
動
き
ま
わ
る
不
可
思
議
な
人
形
の
抑
揚
あ

る
表
情
が
、
見
物
人
二
、三
十
人
の
心
を
打
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
［
鈴
木 

一
九
四
九 

一
一
八
頁
］。

（
２
）
宗
関
寺
（
八
王
子
市
元
八
王
子
町
三
丁
目
）

西
川
古
柳
座
所
蔵
の
日
誌
と
五
代
目
西
川
古
柳
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
撮
影
日

は
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
六
月
二
十
三
日
宗
関
寺
で
の
公
演
と
推
定
さ

れ
る（
（1
（

写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
【
写
真
8
】。
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
、
八

王
子
車
人
形
の
八
王
子
市
技
芸
（
現
在
の
無
形
民
俗
文
化
財
）
指
定
の
際
に
八
王

子
市
教
育
委
員
会
よ
り
贈
ら
れ
た
幕
も
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
代
か

ら
四
十
年
代
に
か
け
て
の
宗
関
寺
に
お
い
て
、
八
王
子
城
落
城
と
関
係
の
あ
る

演
目
が
演
じ
ら
れ
た
例
【
写
真
9
】
や
、
特
設
舞
台
で
演
じ
ら
れ
た
例
【
写
真

10
】
が
み
ら
れ
る
。
宗
関
寺
は
、
八
王
子
城
跡
に
隣
接
し
、
西
川
古
柳
座
に
も

近
い
。

写真8　 宗関寺で行われた車人形 1957年6月23日（推定）八王子市
郷土資料館所蔵

写真9　 宗関寺での公演（新館尼（松姫）物語のうち八王子城落城の
場　『八王子市勢要覧』1963年より）

図3　 「車人形の図」鈴木信太郎画　1931年頃　学校法人北里研究
所所蔵
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（
３
）
そ
の
他
の
屋
外
の
舞
台

そ
の
他
、
屋
外
の
舞
台
と
し
て

は
、
三
越
屋
上
で
の
昭
和
三
十

（
一
九
五
五
）
年
の
「
さ
く
ら
祭
り
」

で
の
公
演
の
写
真
が
『
多
摩
の
あ

ゆ
み
』
百
三
十
二
号
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

昭
和
四
十
年
代
に
ト
ラ
ッ
ク
の

上
で
「
一
い
ち
の
た
に谷

嫩ふ
た
ば
ぐ
ん
き

軍
記　

盛
も
り
と
し
ち
ゅ
う
し
ん

俊
注
進

の
段
」
が
演
じ
ら
れ
た
例
も
あ
る

【
写
真
12
】。

二
　
現
在
の
八
王
子
車
人
形
の
舞
台
・
公
演
場
所
の
記
録

現
在
の
八
王
子
車
人
形
の
公
演
は
、

(一) 

ホ
ー
ル
、

(二) 

稽
古
場
、

(三) 

屋
外
な

ど
で
行
わ
れ
て
い
る
。

（一）
　
ホ
ー
ル

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
十
一
月
五
日
の
オ
リ
ン
パ
ス
ホ
ー
ル
八
王
子
（
八

王
子
市
子
安
町
）【
写
真
13
】
で
行
わ
れ
た
第
十
五
回
「
八
王
子
車
人
形
と
民
俗

芸
能
の
公
演
」
主
催　
（
八
王
子
市
教
育
委
員
会
）
の
際
の
舞
台
作
成
の
様
子
を
紹

介
し
た
い
。
こ
の
公
演
で
は
例
年
、
説
経
節
の
会
の
地
方
と
と
も
に
八
王
子
車

人
形
が
上
演
さ
れ
る
が
、
こ
の
年
は
「
小
栗
判
官
一
代
記　

矢
取
の
段
」
の
他
、

八
王
子
市
制
百
周
年
を
記
念
し
て

三
番
叟
の
演
舞
も
行
わ
れ
た
。

舞
台
は
ホ
ー
ル
の
舞
台
全
体

（
間
口
約
40
メ
ー
ト
ル
×
奥
行
き
約
20

メ
ー
ト
ル
）【
写
真
14
】
を
利
用

し
て
、
芝
居
の
内
容
に
応
じ
て

下
手
、
上
手
の
袖
か
ら
人
形
が

出
入
り
す
る
。
演
目
に
よ
っ
て

は
、
揚
幕
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
公
演
準
備
の
過
程
（
付
記

「
二
〇
一
七
年
十
一
月
五
日
当
日
舞
台

準
備
の
様
子
」
参
照
）
は
、
基
本
的

に
公
演
場
所
が
変
わ
っ
て
も
同
じ

で
あ
る
【
写
真
15
】。
ホ
ー
ル
で

写真10　1960年代の宗関寺での車人形公演　細田榮久撮影

写真11　現在の宗関寺　2011年4月13日撮影写真12　昭和40年代 トラックの上での公演の様子　西川古柳座提供

写真13　オリンパスホール八王子外観　2019年11月10日撮影
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は
照
明
に
よ
る
演
出
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
西
川
古
柳
に
よ
れ
ば
、
三
人
の
人

形
遣
い
が
出
る
舞
台
に
お
い
て
、
後こ
う
け
ん見

を
含
め
ス
タ
ッ
フ
二
十
人
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
。
移
動
は
、
西
川
古
柳
座
の
ワ
ゴ
ン
車
に
舞
台
で
使
う
も
の
一
式
を

積
ん
で
行
く
。

写真16　オリンパスホール八王子での公演の様子　2017年11月5日保戸塚時久撮影

図4　オリンパスホール八王子　八王子車人形舞台平面図

人形立て

舞台　約 12.6m

約 43.2m

約 21.6m

客 席

高倉大納言館

太夫席

小
道
具
置
場

音 

響

写真14　オリンパスホール八王子の舞台　2018年11月11日撮影写真15　 『小栗判官一代記』高倉館の舞台準備　2017年11月5
日撮影
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（二）
　
西
川
古
柳
座
稽
古
場【
写
真
17
】

西
川
古
柳
座
稽
古
場
の
舞
台

（
間
口
約
9
メ
ー
ト
ル
×
奥
行
き
約

4
、5
メ
ー
ト
ル
）
は
、
バ
ト
ン
四
本
、

照
明
装
置
、
音
響
装
置
を
備
え
て

い
る
。
毎
週
二
回
の
練
習
の
他
、

八
王
子
車
人
形
の
公
演
も
行
わ
れ

る
【
写
真
18
～
21
】。
昭
和
六
十

（
一
九
八
五
）
年
の
杮
落
し
以
来
、

平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
か
ら
平

成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
に
行

わ
れ
た
「
受
け
継
が
れ
て
い
く
人

形
芝
居
」
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
公
演
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
客

席
は
百
人
ほ
ど
収
容
で
き
る
。
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
三
月
十
四
日
の
読

売
新
聞
に
「
一
見
、
普
通
の
木
造
建
築
だ
が
、
中
は
芝
居
小
屋
特
有
の
情
緒
に

包
ま
れ
て
い
る
。
照
明
に
照
ら
さ
れ
た
板
敷
き
の
舞
台
に
、
百
人
ほ
ど
が
鑑
賞

で
き
る
赤
じ
ゅ
う
た
ん
の
座
敷
。（
中
略
）「
し
っ
か
り
稽
古
す
る
た
め
に
は
、

き
ち
ん
と
し
た
舞
台
が
必
要
。
さ
ら
に
そ
こ
で
、
ち
い
さ
な
芝
居
も
上
演
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
」
と
五
代
目
家
元
の
西
川
古
柳
さ
ん
は
話
す
。
舞
台

の
羽
目
板
や
座
布
団
は
上
野
の
講
談
定
席
・
本
牧
亭
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
。

小
ぶ
り
な
が
ら
多
摩
地
区
で
は
珍
し
い
本
格
的
な
芝
居
小
屋
だ
」
と
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
三
月
に
は
、
東
京
都
の
補
助
金
の
助
成
を
受
け
、

老
朽
化
し
た
舞
台
床
を
座
員
の
西
川
柳
時
が
修
繕
し
、
艶
消
し
の
ヒ
ノ
キ
作

り
の
床
に
な
っ
た
。
平
成
三
十
年
八
月
二
十
五
、二
十
六
日
、
お
よ
び
令
和
元

（
二
〇
一
九
）
年
八
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
は
「
西
川
古
柳
座
、
次
世
代
の

飛
躍
（
主
催 

西
川
古
柳
座
）」
が
開
催
さ
れ
た
。

公
演
前
に
は
、
定
式
幕
が
掛
け
ら
れ
、
開
演
時
に
下
手
か
ら
上
手
に
引
か
れ
る
。

現
在
の
稽
古
場
が
作
ら
れ
る
以
前
に
も
、
同
じ
場
所
に
稽
古
場
が
あ
っ

た
。
佐
藤
広
『
八
王
子
の
民
俗
』
に
、「
昭
和
三
十
八
年　

瀬
沼
家
の
自
宅

に
三
十
五
坪
の
稽
古
場
を
つ
く
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
［
佐
藤 

一
九
九
五 

一
四
六
頁
］。
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
『
民
芸
手
帖
』
に
稽
古
場
で
の
公

演
の
様
子
が
「
庭
に
は
舞
台
と
見
物
席
の
あ
る
離
れ
が
建
て
ら
れ
て
あ
り
、
西

川
古
柳
一
座
の
幟
り
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
着
せ
付
け
の
終
え
た
人
形
が
楽
屋

に
入
り
、
待
つ
う
ち
に
木
が
入
り
幕
が
開
く
。」［
東
京
民
芸
協
会 

一
九
六
七 

七
五
～
七
七
頁
］
と
写
真
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
、
現
在
の
稽
古
場
で
の
公
演
の

様
子
と
類
似
し
て
い
る
。

写真17　西川古柳座稽古場外観　2016年12月2日撮影

写真18　西川古柳座稽古場の舞台　2018年3月30日撮影

写真19　西川古柳座稽古場舞台の準備　2019年8月24日撮影
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（三）
　
屋
外
で
の
公
演

　１　

屋
根
の
あ
る
屋
外
の
舞
台

八
王
子
車
人
形
は
、
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
度
よ
り
毎
年
八
王
子
市
で

開
催
さ
れ
て
い
る
『
伝
承
の
た
ま
て
ば
こ
』（
主
催　

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
・

八
王
子
市
・
公
益
財
団
法
人
八
王
子
市
学
園
都
市
文
化
ふ
れ
あ
い
財
団
）
で
公
演
し
て
い

る
。
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
度
は
、
八
幡
八
雲
神
社
の
神
楽
殿
と
横
山
町

公
園
【
写
真
22
】
に
お
い
て
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
以
降
は
、
西
放

射
線
横
山
町
公
園
に
お
い
て
公
演
し
て
い
る
。
横
山
町
公
園
の
場
合
、
設
置
さ

れ
て
い
る
舞
台
（
間
口
約
十
五
メ
ー
ト
ル
×
奥
行
き
約
四
メ
ー
ト
ル
）
を
利
用
し
、
舞

台
左
手
側
に
楽
屋
を
設
け
る
。
太
夫
席
は
、
舞
台
上
手
の
手
前
に
、
舞
台
と
同

じ
高
さ
の
台
を
設
置
す
る
【
写
真
23
】。
公
演
の
は
じ
め
に
演
じ
ら
れ
る
「
三

番
叟
」
に
は
音
源
が
用
い
ら
れ
、
演
目
は
、「
説
経
節
の
会
」
の
地
方
で
演
じ

ら
れ
る
【
写
真
24
】。
な
お
、
公
演
に
先
立
っ
て
、『
伝
承
の
た
ま
て
ば
こ
』
公

演
で
は
、「
八
王
子
車
人
形
」
と
「
説
経
節
の
会
」
の
出
演
者
が
人
力
車
に
乗
り
、

西
放
射
線
ロ
ー
ド
を
東
急
ス
ク
エ
ア
前
か
ら
横
山
町
公
園
前
ま
で
お
練
り
を
行
う
。

写真21　 西川古柳座稽古場での稽古の様子　若手座員
を五代目西川古柳が指導し、座員が見守って
いる。2018年8月16日撮影

図5　西川古柳座稽古場　八王子車人形舞台平面図
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２　

屋
根
の
な
い
屋
外
の
舞
台

八
王
子
車
人
形
の
屋
外
で
の
公
演
と
し
て
、
毎
年
、
高
尾
山
若
葉
ま
つ
り
及

び
高
尾
山
も
み
じ
ま
つ
り
（
八
王
子
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
主
催
）
に
参
加
し
、

特
設
舞
台
で
公
演
し
て
い
る
【
写
真
25
】。
こ
こ
で
は
一
つ
の
演
目
を
通
し
て

の
上
演
で
は
な
く
、
一
部
を
抜
粋
し
て
演
じ
ら
れ
る
。
高
尾
山
若
葉
ま
つ
り
は

平
成
三
十
一
（
二
〇
一
九
）
年
度
で
二
十
回
目
を
数
え
、
初
日
に
行
わ
れ
る
登

山
者
安
全
祈
願
に
も
毎
年
参
加
し
て
い
る
。

四
　
ま
と
め

オ
リ
ン
パ
ス
ホ
ー
ル
八
王
子
、
稽
古
場
、
横
山
町
公
園
（
屋
根
の
あ
る
屋
外
の

舞
台
）、
高
尾
山
の
若
葉
ま
つ
り
と
も
み
じ
ま
つ
り
の
特
設
舞
台
（
屋
根
の
な
い

屋
外
の
舞
台
）
を
取
り
上
げ
、
八
王
子
車
人
形
が
様
々
な
舞
台
で
公
演
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し
た
。
舞
台
準
備
の
流
れ
は
同
じ
で
あ
る
が
、
公
演
場
所
の
設

備
等
に
よ
り
演
出
は
異
な
る
。
オ
リ
ン
パ
ス
ホ
ー
ル
八
王
子
公
演
の
例
と
し
て

取
り
上
げ
た
「
小
栗
判
官
一
代
記　

高
倉
館　

矢
取
の
段
」
は
屋
外
で
は
演
じ

ら
れ
て
い
な
い
が
、
ホ
ー
ル
で
も
屋
外
（
横
山
町
公
園
）
で
も
演
じ
ら
れ
る
「
東

海
道
中
膝
栗
毛　

赤
坂
並
木
の
段
」
を
例
に
取
る
と
、
ホ
ー
ル
で
は
照
明
設
備

を
生
か
し
、
赤
坂
並
木
の
幕
の
照
明
を
演
技
の
中
で
、
昼
間
の
色
か
ら
赤
色
系

に
変
化
さ
せ
夕
暮
れ
時
に
な
っ
た
こ
と
を
表
す
演
出
も
取
り
入
れ
る
。
屋
外
の

舞
台
で
は
照
明
は
用
い
ず
、
自
然
の
光
の
中
演
じ
ら
れ
る
。
五
代
目
西
川
古
柳

の
依
頼
で
八
王
子
車
人
形
の
首
の
修
理
を
行
っ
た
門
田
末
弘
に
よ
れ
ば
、
人
形

首
は
、
文
楽
の
人
形
の
よ
う
な
艶
消
し
で
は
な
く
、
自
然
の
光
の
中
で
も
演
じ

ら
れ
る
阿
波
の
人
形
と
同
じ
塗
り
方
を
施
し
て
い
る
と
い
う
。
太
夫
席
は
、
オ

リ
ン
パ
ス
ホ
ー
ル
八
王
子
の
舞
台
で
は
舞
台
の
中
に
、
稽
古
場
と
横
山
町
公
園

舞
台
で
は
舞
台
の
上
手
脇
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。「
日
高
川
入
相
花
王
」
や
「
東

海
道
中
膝
栗
毛　

赤
坂
並
木
の
段
」
に
は
滑
稽
な
場
面
が
あ
る
が
、
ホ
ー
ル
の

大
き
さ
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
の
舞
台
で
も
観
客
の
笑
い
が
あ
り
舞
台
と
観
客
の

一
体
感
が
見
ら
れ
る
。

写真22　横山町公園外観　2019年5月11日撮影

写真23　横山町公園舞台の準備　2017年9月10日撮影

写真24　横山町公園での公演の様子　2018年9月22日撮影

写真25　高尾山もみじまつりでの上演の様子
2017年11月12日撮影
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年月日 時間 西川古柳氏、人形衣裳着付け作業
2017年10月23日 西川古柳座稽古場において、説経節の会と稽古。
2017年10月31日 『小栗判官一代記』公演のために着付けた人形を筆者確認。
2017年11月  2日 稽古後、荷造り。
2017年11月  5日 7:30 ワゴン車に荷積み、ジュラケースに人形カシラを入れる。

〃 8:00 稽古場出発。
〃 8:30 西川柳時（舞台監督）、座員会場入り。
〃 9:00 五代目西川古柳会場入り。全員で荷卸し。
〃 9:00 照明担当者、団体準備と併行して照明の仕込み。
〃 9:12 三番叟人形 6 体の準備完了（カシラを装着の上ウコン風呂敷を上に被せ楽屋前に置く）。
〃 9:21 座員が三番叟上演用の松羽目の幕をバトンに装着。
〃 9:24 座員が『小栗判官一代記』の幕を別のバトンに装着。
〃 9:33 太鼓を椅子の上に紐で縛り、舞台袖に置く。（効果音用）
〃 9:36 座員がホール備品の台を並べ『小栗判官一代記』の「高倉館」の舞台装置準備。
〃 11:30 リハーサル開始（各団体 20 分程度）。
〃 11:58 西川柳花 楽屋前で中の太夫の人形の確認。
〃 12:14 小栗判官の人形が舞台袖に運ばれる。
〃 12:26 『小栗判官一代記』の舞台準備（リハーサル用）準備完了。
〃 12:28 西川古柳、ろくろ車に乗り、小栗判官人形を装着。

〃 音響準備
（西川古柳座では、大きいホールでの公演時には音響と照明は専門家に依頼する）。

〃 上手の舞台袖では、西川柳時が高倉大納言兼家の人形を装着。
〃 12:36 小道具（小栗判官政清の一周忌追善供養の戒名）の設置場所の確認（バミテープを貼る）。
〃 12:37 太夫席（説経節太夫、三味線の座る席）を舞台上手に設置。
〃 西川柳起、門番の人形の確認。
〃 12:40 説経節の会とともにリハーサルを行う。
〃 西川柳時、矢を射る高倉大納言兼家人形の確認。
〃 12:51 矢取りの場面の確認。西川柳時に後見の西川柳澄之が矢を渡す。
〃 12:51 『小栗判官一代記』のリハーサル終了。

〃 12:56 三番叟リハーサル（五人三番叟及び中の太夫）。
（市制 100 周年を祝して、開演前に三番叟を舞う）。

〃 12:58 緞帳の確認。
〃 三番叟リハーサル。
〃 14:00 『小栗判官一代記』の舞台装置の片づけ。
〃 三番叟（五人三番叟及び中の太夫）。
〃 15:17 休憩時間にロビーで実演（『団子売』）が行われる。
〃 15:21 休憩時間中に『小栗判官一代記』の舞台装置の準備。
〃 15:36 『小栗判官一代記』の公演開始。
〃 16:11 終演後、撤収作業開始。
〃 16:45 ホール出発（西川古柳座のワゴン車に荷物を積み込み搬送）。

付　記
（0（（年（（月（日　公演当日舞台準備の様子（第（（回『八王子車人形と民俗芸能の公演』）　筆者作成
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註
（
１
） 

八
王
子
車
人
形
が
初
め
て
海
外
で
公
演
し
た
の
は
、
一
九
七
六
年
の
ソ
ビ

エ
ト
公
演
で
あ
る
。
現
在
、
海
外
公
演
は
数
名
の
座
員
で
渡
航
し
、
八
王

子
車
人
形
の
代
表
的
演
目
を
上
演
す
る
場
合
と
五
代
目
西
川
古
柳
の
み
で

渡
航
し
、
現
地
の
人
形
座
と
共
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
な
う
場
合
等

が
あ
る
。

（
2
） 

久
米
井
亮
江
は
、
吉
田
冠
十
郎
が
「
明
治
二
十
四
年
頃
、
浅
草
奥
山
の
人

形
座
で
小
泉
信
久
と
初
対
面
」
の
後
、
小
泉
信
久
の
信
久
座
に
迎
え
ら

れ
、
初
代
西
川
古
柳
の
指
南
を
受
け
、「
車
人
形
使
と
な
り
、
東
京
と
八

王
子
を
以
て
人
形
生
活
の
場
と
し
」
前
期
を
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）

年
八
王
子
を
去
る
ま
で
と
し
、
後
期
を
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
か
ら

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
ま
で
と
し
て
い
る
。［
久
米
井
亮
江 

一
九
八
三 

一
八
〇
～
一
八
一
頁
］。
吉
田
冠
次
郎
も
吉
田
冠
十
郎
と
八
王
子
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
吉
田
冠
十
郎
が
「
八
王
子
の
神
楽
師
の
稲
葉
さ
ん
」（
小

泉
信
久
）
と
車
人
形
の
興
行
を
し
て
い
た
時
期
と
、「
平
音
次
郎
さ
ん
が

車
人
形
の
復
活
に
力
を
入
れ
て
」
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
か
ら
、
吉

田
冠
次
郎
ら
を
指
導
し
た
時
期
と
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。［
落
合

達
郎 

一
九
五
九 

一
二
八
頁
］

（
3
） 

吉
田
冠
十
郎
の
車
人
形
の
地
語
り
が
義
太
夫
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

佐
藤
広
は
小
沢
愛
圀
に
よ
る
吉
田
冠
十
郎
へ
の
聞
き
取
り
（
一
九
一
八
年

九
月
）
に
ふ
れ
、「（
吉
田
冠
十
郎
は
明
治
二
十
一
年
こ
ろ
以
降
）
東
京
で

数
年
間
興
行
し
、
元
は
説
経
節
を
地
語
り
と
し
た
が
東
京
に
出
て
男
女
の

義
太
夫
語
り
を
依
頼
し
た
と
い
う
」
と
述
べ
て
い
る
。［
佐
藤 

二
〇
一
七 

四
六
五
頁
］

（
4
） ［
八
王
子
市
郷
土
資
料
館 

一
九
八
五 

一
三
二
頁
］。
関
谷
座
と
東
宝
映
画

劇
場
に
つ
い
て
相
原
悦
夫
氏
よ
り
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
5
） 

関
谷
座
の
車
人
形
上
演
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
［
新
藤 

一
九
八
三 

一
九
頁
］、

［
新
藤 

二
〇
〇
二 

六
四
頁
］
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
6
） 『
多
摩
文
化
』
第
二
十
号
に
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
か
ら
昭
和
七

（
一
九
三
二
）
年
に
二
代
目
西
川
古
柳
、
三
代
目
西
川
古
柳
が
、
吉
田
冠

次
郎
、
吉
田
冠
十
郎
と
と
も
に
興
行
を
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
7
） 

八
王
子
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
の
坂
本
太
七
家
文
書
所
収
の
八
日
町
一
、二

丁
目
で
回
覧
さ
れ
た
文
書
（
昭
和
十
八
年
四
月
二
十
日　

大
政
翼
賛
会
八

王
子
市
支
部
長　

深
澤
友
彦
よ
り
世
話
役
、
世
話
人
に
宛
て
た
講
演
会
（
海

軍
少
将　

高
橋
節
雄
閣
下
）
の
案
内
）
に
よ
る
。

（
8
） 

内
田
総
淑
（
十
代
目
薩
摩
若
太
夫
）
は
、「
平
音
次
郎
さ
ん
が
恩
方
の
人

形
使
い
に
な
り
あ
っ
ち
こ
っ
ち
の
人
形
使
い
を
つ
れ
て
、
八
王
子
の
織
物

宣
伝
に
東
京
へ
ず
い
ぶ
ん
で
が
け
ま
し
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。［
多
摩
文

化
研
究
会 

一
九
六
八 

一
〇
頁
］ 

（
9
） 

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月
二
十
二
日
の
出
演
者
の
一
人
雀
屋
妻
三

郎
（
小
泉
信
久
）
は
、
車
人
形
と
写
し
絵
の
一
座
を
興
行
し
て
い
た
。［
神 

二
〇
〇
九 

一
六
頁
］ 

（
10
） 

廣
瀬
艶
子
は
「
三
田
村
さ
ん
が
、
平
音
次
郎
宅
に
坪
内
逍
遥
博
士
夫
妻
、

河
竹
繁
俊
先
生
を
は
じ
め
有
名
人
を
迎
え
、
車
人
形
つ
か
い
の
古
柳
、
伊

平
ら
の
演
ず
る
郷
土
芸
能
車
人
形
、
お
よ
び
大
善
寺
前
の
宿
屋
玉
川
屋
の

主
人
の
チ
ョ
ボ
ク
レ
（
祭
文
語
り
）
な
ど
を
お
目
に
か
け
た
が
、
こ
れ
ら

の
芸
能
を
非
常
に
賞
讃
さ
れ
、
是
非
と
も
こ
の
郷
土
芸
能
の
保
存
に
努
力

す
る
よ
う
に
と
こ
れ
ら
の
文
化
人
達
に
激
励
さ
れ
た
伯
父
が
、
自
宅
内
に

舞
台
を
造
り
、
車
人
形
の
お
さ
ら
い
に
と
時
と
費
用
を
惜
し
ま
な
か
っ
た

の
は
、
大
正
十
年
ご
ろ
の
こ
と
と
記
憶
す
る
」
と
記
し
て
い
る
。［
廣
瀬 

一
九
八
〇 

九
一
頁
］。

（
11
） 

新
藤
恵
久
所
蔵
。
水
彩
画
。
こ
の
絵
は
新
藤
恵
久
が
渡
辺
嘉
平
に
依
頼
し

て
描
か
れ
た
。

（
12
） 

本
稿
で
取
り
上
げ
た
縁
側
を
舞
台
と
す
る
例
は
、
撮
影
の
た
め
に
誂
え
ら

れ
た
舞
台
と
し
て
の
例
で
あ
り
、
実
際
の
上
演
の
実
態
を
裏
付
け
る
資
料

は
未
確
認
で
あ
る
が
、
縁
側
を
舞
台
と
し
て
上
演
す
る
際
に
張
る
「
縁
の

下
」
が
川
野
の
車
人
形
保
存
会
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
形
式
の
上
演

が
、
川
野
の
車
人
形
（
小
河
内
の
車
人
形
）
で
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
［
東
京
都
江
戸
博
物
館 

一
九
九
九 

六
一
～
六
二
頁
］。

（
13
） 

大
畠
俊
正
の
「
車
人
形
」
は
、
朝
日
コ
ン
の
特
選
に
な
っ
て
い
る
。［
西

沢
幹
夫 

一
九
六
七 

一
二
一
頁
］

（
14
） ［
多
摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八 

二
〇
四
と
二
二
一
頁
］
た
だ
し
昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）
年
四
月
五
日
に
関
し
て
は
「
水
天
宮
」
と
の
み
書
か
れ
、

大
横
町
の
水
天
宮
で
あ
る
か
は
断
定
で
き
な
い
。

（
15
） 「
境
内
は
化
學
應
用
水
中
の
人
魚
、
レ
ヴ
ュ
ー
館
、
し
ば
た
洋
行
曲
馬
館
、

人
形
芝
居
に
ジ
ャ
ズ
と
客
を
呼
ぶ
聲
で
わ
れ
返
る
騒
ぎ
だ
、
そ
の
中
で
象

君
が
悠
暢
に
鼻
を
ふ
り
〳
〵
群
が
る
子
供
に
愛
嬌
を
ふ
り
ま
い
て
い
る
」（
昭

和
九
年
十
月
十
四
日　

東
京
日
日
新
聞
府
下
版
）
こ
の
記
事
の
「
人
形
芝
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居
」
が
車
人
形
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
明
治
時
代
の
八
王
子
で
は
「
人

形
芝
居
」
が
車
人
形
を
指
す
こ
と
と
、
か
つ
て
お
十
夜
で
車
人
形
が
上
演

さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
記
載
が
『
八
王
子
だ
る
ま
の
作
者
井
上
竹
次

郎
伝
』
中
の
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
の
お
十
夜
の
説
明
に
見
ら
れ

る
。「
声
を
か
け
た
顔
を
見
る
と
、
一
度
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
安
戸

の
源
さ
ん
こ
と
小
町
源
三
郎
で
あ
っ
た
。「
戦
争
に
行
っ
て
し
ま
い
け
が

し
た
っ
て
聞
い
た
が
、
ど
ん
な
あ
ん
べ
ー
（
塩
梅
）
か
ね
」「
露
助
に
胸

を
貫
通
銃
創
さ
れ
て
、
何
と
か
命
び
れ
ー
（
拾
い
）
し
た
の
よ
。
肺
を
や

ら
れ
た
か
ら
当
分
は
笛
が
だ
め
で
、
人
形
の
笛
が
吹
け
な
く
て
申
し
訳
な

い
」
と
い
う
よ
う
な
や
り
と
り
か
ら
、
こ
の
お
十
夜
に
は
人
形
芝
居
（
し

ば
や　

車
人
形
の
明
治
時
代
の
呼
称
）
は
出
演
し
て
い
な
い
そ
う
で
、
こ

ん
ど
ま
た
、
人
形
芝
居
の
公
演
を
竹
次
郎
が
見
に
行
き
た
い
こ
と
、
ま
た

こ
れ
か
ら
だ
る
ま
作
り
を
や
っ
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
が
、
源
さ
ん

に
何
か
教
え
て
も
ら
い
に
行
く
か
も
知
れ
な
い
の
で
よ
ろ
し
く
、
と
い
っ

た
」［
本
木 

二
〇
一
三 

二
九
七
頁
］。
車
人
形
に
つ
い
て
の
著
述
も
あ
る

廣
川
清
は
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
八
王
子
の
大
善
寺
の
お
十
夜

の
こ
と
を
知
り
、「
人
形
芝
居
に
関
連
あ
る
見
世
物
が
必
ず
あ
る
だ
ろ
う
」

と
思
い
出
掛
け
、
電
気
人
形
を
見
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
車
人
形
に

は
言
及
し
て
い
な
い
。［
相
原 

二
〇
一
二 

一
一
頁
］
に
戦
前
戦
後
の
大
善

寺
お
十
夜
で
の
主
な
見
せ
物
興
行
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
車
人
形
に
つ

い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
大
善
寺
お
十
夜
の
車
人
形
興
行
は
継
続
的

に
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

（
16
） ［
説
経
節
の
会 

二
〇
〇
五
］。［『
多
摩
文
化
』
二
十
号 

九
二
～
九
八
頁
］

に
掲
載
さ
れ
た
十
代
薩
摩
若
太
夫
の
上
演
記
録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

［
八
王
子
市
史
編
集
専
門
部
会
民
俗
部
会 

二
〇
一
二 

二
六
一
頁
］
昭
和

二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
の
上
宿
の
御
嶽
神
社
で
は
八
月
二
十
四
日
の
地

蔵
盆
で
農
村
劇
を
開
催
し
て
い
た
こ
と
や
、
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）

年
生
ま
れ
の
男
性
へ
の
聞
き
取
り
の
内
容
「
父
が
説
経
節
語
り
を
し
、
隣

の
家
の
人
は
三
味
線
を
し
て
い
た
た
め
、
戦
前
戦
後
の
こ
ろ
は
シ
バ
ヤ
（
神

楽
、
芝
居
）
が
行
わ
れ
る
前
に
演
奏
し
て
い
た
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
17
） 

北
里
研
究
所
所
蔵
。
こ
の
絵
は
［
そ
ご
う
美
術
館 

二
〇
〇
六 

五
五
頁
］

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
の
他
、
鈴
木
信
太
郎
は
「
車
人
形
開
演
の

図
」（
八
王
子
［
説
経
浄
る
り
の
会　

一
九
八
三
］
の
口
絵
に
も
屋
外
で

の
車
人
形
上
演
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。

（
18
） 

八
王
子
市
郷
土
資
料
館 

二
〇
〇
九 

三
二
頁
］
に
同
日
、
八
王
子
城
址
祭

り
が
八
王
子
市
と
教
育
委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
、
宗
関
寺
で
車
人
形
が

上
演
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
執
筆
者　

服
部　

真
理
）

参
考
文
献

相 

原
悦
夫 

二
〇
一
二
『
瀧
山
大
善
寺
研
究
第
2
号
大
善
寺
十
夜
法
会
・
縁
日
―
そ
の

史
流
と
民
・
風
俗
文
化　

付
・
大
善
寺
十
夜
法
会
関
係
（
日
記
）
史
料
』

梅 

沢
浅
次
郎
編 

一
九
六
三
『
八
王
子
明
覧
（
明
治
十
五
年
十
月
）』 『
多
摩
文
化
』
第

十
三
号
所
収　

八
王
子
地
方
史
文
献
名
著
集
八
王
子
文
化
研
究
会

大 

畠
俊
正 

一
九
六
八
「「
車
人
形
」
着
想
か
ら
完
成
ま
で　

―
題
材
の
発
見　

百
科
事

典
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
―
」『
多
摩
文
化
』
第
二
十
号

小 

田
内
通
久 

一
九
二
八
「
八
王
子
車
人
形
に
つ
い
て
」『
民
俗
藝
術
』
第
一
巻
第
五
号　

地
平
社

落
合
達
郎 

一
九
五
九
「
冠
次
郎
夜
話
―
車
人
形
き
き
が
き
―
」『
横
山
文
化
、』
第
五
号

河
竹
繁
俊 

一
九
四
六
『
歌
舞
伎
襍
記
』
光
文
社

河
竹
繁
俊 

一
九
四
九
「
あ
と
が
き
」『
諸
国
の
人
形
芝
居
』
講
談
社

金
原
省
吾 

一
九
四
三
「
車
人
形
」『
美
の
表
現
に
つ
い
て
』
青
磁
社
一
九
四
三

久
米
井
亮
江 

一
九
八
三
『
晩
春
武
蔵
車
人
形
』

佐
藤
広 

一
九
九
五 『
八
王
子
の
民
俗
』
揺
籃
社

塩
田
真
八 

一
九
六
八
「
八
王
子
車
人
形
こ
ぼ
れ
話
」『
多
摩
文
化
』
第
二
十
号

小
泉
栄 

一
一
九
九
五
「
鑓
水
村
の
説
経
浄
瑠
璃
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
80

清 

水
正
之 

二
〇
〇
八
「
佐
藤
孝
太
郎
先
生
と
京
王
多
摩
文
化
会
史
蹟
探
訪
の
草
分
け
」

『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
百
三
十
二
号

神
か
ほ
り 

二
〇
〇
九
「
多
摩
写
し
絵
の
歴
史
」『
写
し
絵
日
記
』（
久
保
喜
一
著
）

新 

藤
恵
久 

一
九
八
三
「
八
王
子
車
人
形
と
私
」『
車
人
形
』
説
経
浄
る
り
の
会

　

新
門
出
版
社

新 

藤
恵
久 

二
〇
〇
二
「
車
人
形
の
救
世
主
」『
う
な
づ
き
』
八
王
子
車
人
形
後
援
会　

ふ
こ
く
出
版

鈴
木
信
太
郎 

一
九
二
九
「
八
王
子
車
人
形
の
記
『
ア
ル
ト
』
一
〇
号

鈴
木
信
太
郎 

一
九
四
一
「
八
王
子
車
人
形
の
こ
と
」『
三
田
文
学
』

鈴
木
信
太
郎 
一
九
四
九
『
お
祭
り
の
太
鼓
』
朝
日
新
聞
社

鈴 

木
信
太
郎 
一
九
七
九
「
八
王
子
車
人
形
」『
日
本
の
人
形
古
典
人
形
の
美
／
郷
土
人

形
図
鑑
／
人
形
に
会
う
旅
』
読
売
新
聞
社

鈴
木
信
太
郎 

一
九
八
七
『
美
術
の
足
音
今
は
昔
』
博
文
館
新
社
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説
経
節
の
会 

二
〇
〇
五
「
説
経
節
の
会
通
信
」
№
50

そ
ご
う
美
術
館 

二
〇
〇
六
『
鈴
木
信
太
郎
展 

親
密
な
空
間
、
色
彩
の
旅
人
』

　
（
財
）
そ
ご
う
美
術
館

多
摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八
「
座
談
会　

車
人
形
の
今
と
昔
」『
多
摩
文
化
』
第
二
十
号

多
摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八
「
車
人
形
出
演
日
記
」『
多
摩
文
化
』
第
二
十
号

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館 

一
九
九
九
『
川
野
の
車
人
形
映
像
と
記
録
』 

東
京
都
江
戸

東 

京
博
物
館
調
査
報
告
書
第
八
集 

映
像
音
響
資
料
制
作
に
伴
う
調
査
報
告
書 

東
京
都

歴
史
文
化
財
団

東
京
民
芸
協
会 

一
九
六
七
『
民
芸
手
帖
』
四
二
・
五
月
号

仲
田
定
之
助 

一
九
六
九
『
明
治
商
売
往
来
』
青
蛙
房

西 

沢
幹
夫 

一
九
六
七
「
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
多
摩
丘
陵
」『
小
型
映
画
』
第
十
九
巻 

第
四
号

は 

ち
お
う
じ
車
人
形
研
究
会
編 

一
九
九
六
『
東
京
に
残
る
江
戸
・
人
形
芝
居
の
世
界 

八
王
子
車
人
形
』 

の
ん
ぶ
る
舎

八
王
子
市
教
育
委
員
会 

一
九
六
三
『
八
王
子
市
勢
要
覧
』

八
王
子
市
郷
土
資
料
館 

一
九
八
五
『
八
王
子
の
空
襲
と
戦
災
の
記
録
〈
総
説
編
〉』

　

八
王
子
市
教
育
委
員
会

八
王
子
市
郷
土
資
料
館 

二
〇
〇
九
『
平
成
二
十
年
度
特
別
展 
開
発
と
観
光
の
時
代
へ
』

八 

王
子
市
市
史
編
集
専
門
部
会
民
俗
部
会 

二
〇
一
二
『
八
王
子
市
西
部
地
域　

恩
方

の
民
俗
』
新
八
王
子
市
史
民
俗
調
査
報
告
書 

第
一
集 

八
王
子
市
総
合
政
策
部
市
史

編
さ
ん
室

八
王
子
事
典
の
会 

二
〇
〇
一
『
八
王
子
事
典
』
改
訂
版
か
た
く
ら
書
店

日
高
只 

一
一
九
二
八
「
車
人
形
を
観
る
」（
一
九
二
八
年
七
月
六
日 

読
売
新
聞
）

廣
川
清 

一
九
六
三
「
見
世
物
か
ら
か
ら
く
り
人
形
へ
」『
三
つ
の
人
形
芝
居
』
吾
妻
書
房

廣
瀬
艶
子 

一
九
八
〇
『
糸
繰
り
草 

八
王
子
・
町
角
の
昔
』

廣
瀬
艶
子 

一
九
八
三
「
車
人
形
と
平
音
次
郎
」『
車
人
形
』
新
門
出
版
社

三
田
村
鳶
魚 

一
九
九
九
『
人
形
芝
居
と
能
』 

中
央
公
論
社

民
俗
藝
術
の
會 

一
九
二
八
『
民
俗
藝
術
』
第
一
巻
第
八
号
地
平
社

写真20　西川古柳座稽古場での公演の様子　2019年8月24日撮影
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第
六
節

用
具
類

一
　
八
王
子
車
人
形
の
首か

し
ら

西
川
古
柳
座
が
現
在
、
所
蔵
す
る
首
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
。
ま
ず
、
解

説
の
前
提
と
し
て
首
の
構
造
図
を
示
し
、
次
に
個
々
の
首
の
写
真
、
そ
し
て
デ
ー

タ
表
、
所
見
を
述
べ
る
。

（一）
　
首か

し
ら

の
構
造
図

解
説

車
人
形
は
一
人
遣
い
で
あ
る
が
、
大
多
数
の
首
は
、
一
般
的
に
人
形
浄
瑠
璃

文
楽
等
の
三
人
遣
い
に
用
い
ら
れ
る
首
で
あ
り
、
図
に
示
し
た
よ
う
な
構
造
に

な
っ
て
い
る
。
主
な
部
位
と
し
て
は
、
頭
、
ノ
ド
木
、
ノ
ド
木
と
持
ち
手
で
あ

る
胴
串
、
ノ
ド
木
と
胴
串
を
繋
ぐ
カ
マ
木
か
ら
な
る
。

頭
の
部
分
は
内
側
を
く
り
ぬ
き
、
頷う

な
づき

や
目
・
眉
・
口
等
が
動
く
仕
掛
け
が

施
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ド
木
は
角
度
を
も
っ
て
頭
に
差
し
込
ま
れ
て
お
り
、
頭
が

胴
串
よ
り
前
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
マ
木
も
角
度
を
も
っ
て
ノ
ド
木
と

繋
が
っ
て
い
る
。

首
内
側
に
あ
る
目
・
眉
・
口
の
操
作
の
糸
が
ノ
ド
木
中
央
部
分
の
空
洞
を
通

り
、
胴
串
の
小
猿
、
頷
き
操
作
の
部
分
に
結
ば
れ
、
小
猿
、
頷
き
を
動
か
す
こ

と
で
、
頭
が
頷
き
、
目
・
眉
・
口
が
動
く
。

胴
串
上
部
を
皿
と
い
い
、
こ
こ
に
衣
裳
付
き
肩
板
が
乗
り
、
人
形
は
着
装
し

た
姿
と
な
る
。

頭
髪
は
カ
ツ
ラ
を
作
り
装
着
さ
せ
て
い
る
。
他
、
彫
り
付
け
、
描
い
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
毛
は
人
毛
、
ヤ
ク
の
毛
等
を
用
い
る
。

構
造
図
に
示
す
の
は
、
頷
き
の
ト
型
の
木
片
を
引
い
た
場
合
、
顔
面
と
胴
串

は
ほ
ぼ
平
行
と
な
っ
た
図
で
あ
る
。
他
方
、
顔
面
と
胴
串
が
平
行
で
な
く
、
顔

が
や
や
上
を
向
く
、
即
ち
顔
に
仰
角
が
あ
る
首
も
あ
る
。
こ
の
首
は
鉄
砲
ざ
し

と
い
っ
て
、
持
ち
手
を
や
や
前
に
突
き
出
し
て
遣
う
遣
い
方
で
遣
う
。
よ
っ
て
、

顔
仰
角
の
有
無
に
よ
っ
て
、
遣
い
方
が
鉄
砲
ざ
し
か
、
そ
う
で
は
な
い
現
文
楽

式
か
区
別
が
で
き
る
。

皿（サラ）

※

（かしらの図の説明）
・本図は、西川古柳座所蔵首No.48 を元に服部真理が作成した。
・�作成にあたり、『伊那谷の人形芝居 [ かしら台帳目録 ]』（飯田市美
術博物館　1991 年）126 頁の第 3図を参考にした。

・�「小猿※」の箇所は、栓の先端に布の玉が取り付けられ、引玉に類
似しているが、五代目西川古柳によれば「遣いやすいので小猿に
布をつけたもので、引玉ではない」とのことである。



第
三
章

121　　第六節　用具類

他
に
、
一
人
遣
い
用
の
首
も
あ
る
が
、
基
本
的
な
構
造
は
同
じ
で
あ
る
。
違

う
点
は
頭
と
ノ
ド
木
が
同
一
の
木
で
彫
ら
れ
て
い
て
首
内
が
く
り
ぬ
か
れ
て
い

な
い
、
ノ
ド
木
に
角
度
が
な
く
直
立
で
頭
と
繋
が
る
、
カ
マ
木
も
同
様
に
直
立

で
ノ
ド
木
と
繋
が
る
。
目
・
眉
・
口
等
の
動
き
、
頷
き
の
動
き
は
な
い
。

（二）
　
西
川
古
柳
座
所
蔵
首か

し
ら

写
真

No.1No.2No.3

No.4No.5No.6

No.7No.8No.9No.10No.11

No.12No.13No.14No.15No.16
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No.17No.18No.19No.20No.21

No.22No.23No.24No.25No.26

No.27No.28No.29No.30No.31

No.32No.33No.34No.35No.36
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No.37No.38No.39No.40No.41

No.42No.43No.44No.45No.46

No.47No.48No.49No.50No.51

No.52No.53No.54No.55No.56
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No.57No.58No.59No.60No.61

No.62No.63No64No.65No.66

No.67No.68No.69No70No.71

No.72No.73No.74No.75No.76
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No.77No.78No.79No.80No.81

No.82No.83No84No.85No.86

No.87No88No.89No.90No.91

No.92No.93No.94No.95No.96
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No97No.98No.99No.100No.101

No.102No.103No.104No.105No.106

No.107No.108No.109No.110No.111

No.112No.113No.114
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No.116-1No.116-2No.117-1

No.117-2No.118-1No.118-2No.119-1No.119-2

No.120-1No.120-2No.121No.122No.123

No.124No.125No.126

No.115-1No.115-2
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手No.1　かせ手

足No.1�足袋を履いた足（左）、No.2�子供の足（右）

足No.4～8　�女形の足　右の二点（No.7.8）は子どもの足

手No.２�かきつばた(左）、手No.3�もみじ手(右）

足No.3�　太い足

手No.4　もみじ手

�足No.1�（左）のカカリ（部分）

人形の手は主に、「かせ手【手No.1】かきつばた【手No.2】、もみじ手【手No.3、4】」を使用する。

人形の足は、普通の足のみで特に名前はない。「足袋を履いた足【足No.1】、はだしの足、太い足（船

頭などに使用）【足No.3】女子供の足【足No.2】」が用いられている。女形は通常、衣裳の内側に女形

の足【足No.4 ～ 8】を縫い付けて遣う。
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（三）
　
首か

し
ら

デ
ー
タ
表

凡
例

①�

本
表
に
掲
載
し
た
首
は
西
川
古
柳
座
所
蔵
の
一
二
六
点
で
あ
る
。
計
測
等
の

調
査
は
大
谷
津
早
苗
、
五
代
目
西
川
古
柳
の
聞
書
き
は
服
部
真
理
が
行
っ

た
。
今
回
の
調
査
は
主
に
外
側
か
ら
目
視
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
首
内
の
情

報
、
作
者
に
関
す
る
情
報
、
修
理
の
情
報
等
は
五
代
目
西
川
古
柳
の
聞
書
き

に
よ
る
。
過
去
の
修
理
時
に
首
内
に
あ
る
墨
銘
が
確
認
さ
れ
て
い
る
場
合
は

備
考
に
記
す
。

②
首
は
１
、２
…
と
撮
影
順
に
番
号
を
付
す
。

③�

主
な
デ
ー
タ
は
、
名
称
・
面
長
・
面
幅
・
胴
串
長
・
塗
色
・
頷
き
・
機
巧
等

で
あ
る
。

聞
書
き
で
得
た
情
報
と
し
て
、
作
者
・
役
名
・
五
代
目
西
川
古
柳
の
コ
メ
ン

ト
を
載
せ
る
。

④�

首
の
名
称
は
、
西
川
古
柳
座
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
名
称
を
記
す
。
無
印
は
先

代
に
よ
る
名
称
、
＊
は
五
代
目
西
川
古
柳
に
よ
る
名
称
、（　
）
は
筆
者
が

付
し
た
仮
称
で
あ
る
。

ま
た
役
名
が
あ
る
場
合
は
備
考
欄
に
記
す
。
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
現
地
で

の
名
称
を
記
す
。

⑤
首
の
法
量
の
単
位
は
㎝
で
あ
る
。

⑥�

首
の
寸
法
は
面
長
と
面
幅
を
挙
げ
る
。
面
長
は
頭
頂
部
か
ら
顎
下
ま
で
を
、

面
幅
は
左
右
の
耳
下
で
計
測
し
た
長
さ
で
あ
る
。

⑦
胴
串
長
は
皿
（
サ
ラ
）
か
ら
最
下
部
ま
で
の
長
さ
で
あ
る
。

⑧�

顔
の
塗
色
は
、
主
に
肌
色
・
白
・
赤
・
黄
土
色
等
が
あ
る
。
肌
色
に
つ
い
て

江
戸
系
と
文
楽
で
は
表
示
が
違
う
と
言
わ
れ
、
江
戸
系
は
一
様
に
肉
色
、
文

楽
は
卵
の
殻
の
色
に
例
え
濃
い
場
合
を
卵
、
薄
い
場
合
を
薄
玉
と
い
う
。
こ

こ
で
は
独
自
に
肌
色
、
濃
い
肌
色
（
濃
肌
）
と
表
示
す
る
。

⑨
毛
髪
は
植
毛
・
ズ
ラ
（
カ
ツ
ラ
）・
彫
付
の
別
と
色
を
記
す
。

⑩�

首
に
、
目
や
眉
・
口
等
が
動
く
機
巧
が
あ
る
場
合
は
そ
の
名
称
を
記
す
。

〔
眉
〕

立
ち
眉　
　
　

眉
間
の
穴
を
支
点
に
眉
尻
が
上
が
る

ア
オ
チ
眉　
　

眉
間
の
溝
に
沿
っ
て
眉
が
上
下
に
動
く

下
が
り
眉　
　

眉
間
の
穴
を
支
点
に
眉
尻
が
下
が
る

天
秤
眉　
　
　

�

眉
間
の
穴
を
支
点
に
一
方
の
眉
尻
が
上
が
り
、
一
方
の
眉
尻

が
下
が
る

〔
目
〕

ニ
ラ
ミ
目　
　

眼
が
左
右
に
動
く

寄
り
目　
　
　

眼
が
中
央
に
寄
る

返
り
目　
　
　

眼
が
見
開
い
た
表
情
の
目
に
変
わ
る

眠
り
目　
　
　

眼
が
瞼
を
閉
じ
た
表
情
の
目
に
変
わ
る

〔
口
〕

口
開　
　
　
　

口
が
開
く

舌
出
し　
　
　

舌
が
出
る

⑪�

頷
き
に
つ
い
て
有
無
の
別
を
示
し
、
構
造
図
の
頷
き
と
同
型
の
場
合
は
引
栓

（
式
）、
胴
串
背
面
の
小
猿
と
同
系
の
場
合
は
小
猿
（
式
）
と
表
示
す
る
。

⑫�

顔
仰
角
の
有
無
で
鉄
砲
ざ
し
か
否
か
を
判
断
し
、
鉄
砲
ざ
し
の
可
能
性
が
あ

る
場
合
は
備
考
に
示
し
た
。

⑬�

作
者
、
役
名
に
つ
い
て
は
五
代
目
西
川
古
柳
へ
の
聞
書
き
に
よ
る
。
他
、
由

来
、
使
用
等
に
関
す
る
氏
の
コ
メ
ン
ト
も
併
せ
て
載
せ
る
。

⑭�
両
耳
後
ろ
に
環
状
の
金
具
が
あ
る
が
し
ら
は
新
車
人
形
の
首
で
あ
る
。
金
具

が
有
場
合
は
備
考
に
記
す
。

⑮
他
、
焼
印
、
作
風
に
関
す
る
印
象
・
所
見
等
も
備
考
に
記
す
。
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番号 首名称 面長×
面幅 胴串長 頷き 塗色 毛髪 機巧 備考 作者 演目・役名 コメント

１ 坊主
＊チャリ

10.8×
8.9 12.0 引栓 肌色 彫付 口開 耳後に金具 非

定型 落語で遣った。

２ 検非違使 11.4×
8.2 12.0 引栓 白 ズラ アオチ眉 眠り

目 耳後に金具 新しい。死神の番頭
で使った。

３ 若男 9.7×
7.7 11.8 引栓 白 ズラ 眠り目 やさしい柿木

の青年

４ 坊主　＊
チャリ

11.6×
8.6 12.3 引栓 濃肌 彫付 下がり眉 口開 道成寺の坊さ

んの下っ端

５ (端役) 10.7×
8.2 12.5 引栓 肌色 ズラ 口開 一本刀土俵

入の関取
古い。三番叟にも使
用した。

６ チャリ端　11.2×
8.0 12.0 引栓 肌色 ズラ 野ざらしの太

鼓持ち
古い。落語でカップ
ルで踊る。

７ 老女形　 10.7×
7.5 11.7 引栓 白 ズラ 眠り目 口に針 新しい。演目不特定。

８ ＊中国の
女

10.2×
7.2 11.4 無 白 ズラ 五代目古柳 牡丹灯記の中

国の踊り子

９ ＊中国の
女

12.9×
8.2 12.0 引栓 白 ズラ 五代目古柳 20年ほど前に製作。

10 ＊西洋の
女

10.4×
6.9 11.4 欠 白 ズラ 五代目古柳 トゥ・ロピタ・

コンラミーア
シェリトリンドでも
使う。

11 (源太) 12.1×
8.7 13.5 引栓 白 ズラ アオチ眉 ニラ

ミ目 眠り目
ノド木に木片
付 松山鏡の殿様 浪曲。貧乏侍の殿様。

12 端役　 10.6×
7.9 11.5 引栓 濃肌 ズラ 日高川の船頭 子どもの練習用。

13 ＊男　
(端役)

12.1×
8.5 12.5 引栓 濃肌 ズラ 下がり眉 口開 大江定子 丁稚、又平、死神の

町人。

14 検非違使　
(源太)

11.7×
7.9 11.8 引栓 白 ズラ アオチ眉 眠り

目 釣女の大名 古い。

15 源太　＊
源太

11.4×
8.3 12.2 引栓 白 ズラ アオチ眉 眠り

目 信田妻の保名 古い。

16 源太 10.7×
7.2 12.1 引栓 白 ズラ アオチ眉 口開 目動き潰し 団子売の杵造 古い。

17 (検非違
使)

11.0×
7.7 12.6 引栓 白 ズラ アオチ眉 目動き潰し 鉄

砲ざしか 朝顔話の関助 奴に使う。他でも使
用。

18 (娘) 9.3×
6.6 10.7 引栓 白 ズラ 信田妻の葛の

葉姫 古い。胴串短い。

19 (娘) 8.9×
6.9 12.3 引栓 白 ズラ 口に針

信田妻の葛の
葉姫、釣女の
姫

古い。由良亀修理。

20 傾城　＊
花魁

9.5×
6.9 11.5 引栓 白 ズラ 由良亀 照手姫、紺屋

高尾の花魁

21 娘 10.2×
7.7 11.7 引栓 白 ズラ 口に針　 由良亀 団子売のお臼 新しい。

22 老女形 11.1×
7.7 11.2 引栓 白 ズラ 眠り目 胴串に焼印 由良亀 さだめのため

に製作
さだめ四代目古柳作
詞。

23 口開き婆
＊チャリ

9.6×
7.7 11.5 引栓 濃肌 ズラ 口開 鉄砲ざし 明烏夢泡雪の

やりて婆

24 (娘) 10.4×
7.5 11.7 引栓 白 ズラ 大江定子 新ノ口村の梅

川
H30.12.15襲名披露
公演で使用。

25 ＊お福 10.1×
8.3 12.0 引栓 白 ズラ 口に針 身替座禅の奥

方
古い。女中さんおか
みさん役。

26 娘 8.9×
6.5 12.4 引栓 白 ズラ 小ぶり 文七元結のお

姫様 町人の娘、庄屋の娘。
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番号 首名称 面長×
面幅 胴串長 頷き 塗色 毛髪 機巧 備考 作者 演目・役名 コメント

27 娘 9.2×
6.4 11.2 引栓 白 ズラ 小ぶり あまり使っていない。

28 (三番叟　
チャリ)

10.5×
7.8 13.0 引栓 肌色 彫付 返り目 口開 烏帽子付 鉄砲

ざしか 由良亀修理。

29 (三番叟　
源太)

10.5×
7.6 11.5 引栓 白 ズラ 烏帽子付 先代がいただいてき

た。

30 (三番叟　
端役)

10.9×
7.5 12.0 引栓 濃肌 ズラ 返り目 口開 烏帽子付 鉄砲

ざしか 三番叟 一番古い。かつては
これのみ。

31 婆 9.8×
7.0 11.3 引栓 肌色 ズラ白 小栗矢取りの

段の御代 それほど古くない。

32 婆 9.4×
6.9 11.0 引栓 肌色 ズラ白 焼印「□之善」

素朴な作風
三庄太夫の厨
子王母

33 婆 9.9×
7.8 11.2 引栓 肌色 ズラ 髪白黒混 固定演目なし。

34 婆 9.8×
6.8 11.0 引栓 肌色 ズラ白 眠り目 素朴な作風

35 老女形　
＊八汐

10.1×
7.0 11.2 引栓 濃肌 スラ 眠り目 口開 素朴な作風 先代萩の八汐 古い。

36 女鼻動き　
＊醜女

10.7×
7.9 11.8 引栓 白 ズラ 鼻動き ノド木に木片

付　素朴 釣女のしこめ

37 (娘) 10.2×
7.3 11.8 引栓 白 ズラ 眠り目 烏帽子付 三番叟、中の

太夫 新しい。

38 (娘) 10.6×
7.4 11.8 引栓 白 ズラ 眠り目 由良亀 源氏物語で使

用予定。
先代の頃のものは由
良亀作。

39 (娘) 10.4×
7.6 11.0 引栓 白 ズラ 口に針 日高川清姫、

他お七。

40 (老女形) 10.4×
7.4 11.5 引栓 白 ズラ 眠り目 鉄砲ざしか 由良亀 葛の葉、壺坂

のお里。

41 (娘) 10.2×
7.3 12.4 引栓 白 ズラ 眠り目 口に針 由良亀 鷺娘 新しい。

42 (老女形) 9.8×
6.9 12.2 引栓 白 ズラ 口に針 地唄ゆき 古い。

43 (娘) 9.9×
6.9 12.2 引栓 白 ズラ 眠り目 口に針 雪女、鷺娘 古い。

44 (お福) 10.4×
7.9 12.2 引栓 白 ズラ 舌出し 素朴 朝顔話宿屋の

女中。 古い。

45 (老女形) 9.3×
6.8 12.0 引栓 白 ズラ 眠り目 口に針 阿波鳴のお弓 古い。

46 (娘) 11.0×
7.9 11.4 引栓 白 ズラ 眠り目 口に針 五代目古柳 由良亀に習い製作。

47 (娘) 10.4×
7.4 11.5 引栓 白 ズラ 眠り目 口に針 由良亀 艶容女舞衣の

お園。 由良亀サイズ。

48 (源太) 10.5×
7.9 12.7 引栓 白 ズラ アオチ眉 眠り

目 カマ木新 平家物語の敦
盛。 古い。

49 口開き文
七

11.0×
8.3 14.0 引栓 白 ズラ 立ち眉 ニラミ

目 切顎口開
ノド木に木片
付　焼印「ワ
ダ天狗久」

伝馬の背駒
蔵　天狗久
修理

昔山賊で使用。今は
使用せず。

50 源太 11.4×
7.6 12.3 引栓 白 ズラ 眠り目 四代目古柳 落語の世話の

若旦那。 由良亀に習い製作。

51 源太 11.0×
6.9 12.9 引栓 白 ズラ カマ木新 古い。由良亀塗り直

し。

52 文七 10.9×
8.7 12.8 引栓 白 ズラ アオチ眉 寄り

目 景清 古い。



第三章　八王子車人形の現況、記録　　132

番号 首名称 面長×
面幅 胴串長 頷き 塗色 毛髪 機巧 備考 作者 演目・役名 コメント

53 若男 10.5×
7.5

12，
5 引栓 白 ズラ 保名 新内の芝居の

若旦那。 いろいろ使う。

54 検非違使 11.2×
7.5 13.0 引栓 白 ズラ アオチ眉 眠り

目
焼き印「西川
古柳」鉄砲ざ
しか

時代の殿様。 古い。先代が胴串修
理。

55 若男 10.7×
7.9 12.2 引栓 白 ズラ 由良亀 平家敦盛出

陣、断髪前。 新しい。由良亀作か。

56 鼻動き 11.7×
8.5 12.2 引栓 濃肌 ズラ 鼻動き 東海道中の喜

多八。 古い。落語にも使う。

57 団七 11.5×
8.2 13.8 引栓 濃肌 ズラ アオチ眉 ニラ

ミ・寄り目 景清。小栗。 あまり使用せず。
H8照手の兄。

58 白太夫 11.0×
7.9 13.5 引栓 白 ズラ白 鉄砲ざし大江

万　胴串長い 不使用。修理厳禁。

59 匠(口開
き文七)

11.5×
8.7 13.4 引栓 肌色 ズラ アオチ眉 ニラ

ミ目 口開 鉄砲ざしか 一本刀土俵
入やくざ役。 弓手ではない胴串。

60 陀羅助
(与勘平)

11.8×
9.3 11.8 引栓 濃肌 ズラ 眠り目 日高川の船頭 古い。

61 (鬼一) 11.2×
8.0 13.8 引栓 肌色 ズラ欠 アオチ眉 ニラ

ミ目 口開
カシラ内墨書：

（駿府　長右衛門）
お医者さん、
お坊さん。 以前は髪があった。

62 (鬼一) 11.8×
8.2 12.8 引栓 濃肌 ズラ アオチ眉 ニラ

ミ目
東海道中の親
父。 古い。

63 (源太) 10.4×
7.9 12.3 引栓 白 ズラ アオチ眉 寄り

目 鉄砲ざしか 小栗判官、日
高川の安珍。 古い。

64 (鬼一) 10.6×
7.6 12.8 引栓 濃肌 ズラ白 アオチ眉 ニラ

ミ目 鉄砲ざしか 佐倉義民伝の
甚兵衛。 古い。

65 (文七) 11.8×
8.7 13.0 引栓 白 ズラ アオチ眉 ニラ

ミ目
鉄砲ざしか 非
定型

平家物語の熊
谷直実。 古い。

66 (沢一　
源太)

11.5×
7.4 11.4 引栓 濃肌 彫付 眠り目 あばた 壺坂の沢市。

67 鼻動き 10.9×
8.2 12.4 引栓 肌色 ズラ 下がり眉 鼻動

き 口開
東海道中の飛
脚、弥次。 古い。

68 (団七) 11.2×
8.4 12.5 引栓 濃肌 ズラ アオチ眉 眠り

目
佐倉義民伝の
役人。

古い。朝顔話宿屋の
岩代にも使う。

69 (陀羅助) 11.2×
8.5 13.0 引栓 濃肌 ズラ 口開

芝浜主人。
シャンクス・
メイアのカン
ダタ。

古い。

70 上人 10.5×
7.5 12.8 引栓 白 彫付 頭巾付 道成寺の和尚。 耳なし芳一の和尚に

も使用。

71 団七 11.5×
8.4 13.0 引栓 濃肌 ズラ 使った記憶ない。

72 (鬼一) 10.5×
8.4 12.2 引栓 白 ズラ白 アオチ眉 寄り

目
小栗の高倉大
納言兼家。 古い。

73 鬼若 11.0×
8.7 12.5 引栓 白 ズラ 天秤眉 寄り目 隈取 古い。

74 口開き坊
主(端敵)

11.5×
9.0 12.7 引栓 濃肌 彫付 下がり眉 口開 日高川の坊さ

ん。
古い。東海道中古寺
坊さんも。

75 定之進 11.5×
7.8 11.2 引栓 濃肌 ズラ 非定型 死神大店のお

爺さん。
古い。落語のキャラ
クター。

76 定之進 11.2×
7.3 12.8 引栓 肌色 ズラ 非定型 鉄砲ざ

しか
野ざらしの先
生。

77 (定之進) 10.8×
7.8 12.5 引栓 濃肌 ズラ 非定型 新ノ口村の孫

右衛門。 古い。

78 (文七) 11.0×
8.7 13.0 引栓 白 ズラ 鉄砲ざしか 耳なし芳一の

武者。
由良亀作、FRP使
い製作。
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番号 首名称 面長×
面幅 胴串長 頷き 塗色 毛髪 機巧 備考 作者 演目・役名 コメント

79 又平　
(端敵)

11.8×
8.2 12.2 引栓 濃肌 ズラ 下がり眉 口開 非定型 東海道中の弥

次
古い。紺屋高尾の久
蔵にも。

80 (又平) 10.4×
8.0 12.6 引栓 肌色 ズラ 立眉 口開 釣女のしこめ

太郎冠者

81 (三番叟) 10.8×
8.5 13.0 引栓 肌色 ズラ 返り目 口開 烏帽子付 大江定子

82 (三番叟) 10.5×
7.4 11.8 引栓 肌色 ズラ 返り目 口開 烏帽子付 門田塗り直し。やや

小さめ。

83 (三番叟) 10.2×
8.0 12.0 引栓 肌色 ズラ 返り目 口開 鉄砲ざしか 由良亀 先代の時に製作。

84 検非違使 11.2×
8.2 12.0 引栓 白 ズラ アオチ眉 ニラ

ミ目
佐倉義民伝の
宗吾

古い。やくざっぽい
者に使用。

85 端役 11.2×
8.4 11.8 引栓 濃肌 ズラ 鉄砲ざしか 佐倉義民伝の

八五郎 古い。殺される端役。

86 (文七) 11.6×
8.0 13.5 引栓 白 ズラ アオチ眉 ニラ

ミ目 由良亀 阿波鳴の十郎
兵衛 新しい。

87 男子役 9.4×
7.8 11.4 引栓 白 ズラ 下がり眉 手ぬぐい付 東海道中の子

ども
古い。東海道中のみ
で使用。

88 小娘　
(女子役)

8.4×
5.7 11.1 引栓 白 ズラ 由良亀 阿波鳴のおつ

る
古い。おつる黒子な
し。

89 男子役 7.7×
7.6 11.0 引栓 白 ズラ やさしい柿木

の子ども
古い。腕白。古典で
は使用せず。

90 小娘　
(女子役)

8.4×
6.3 11.5 引栓 白 ズラ 古い。高貴な子。古

典使わず。

91 (娘) 8.5×
6.3 11.1 引栓 白 ズラ 門田修理。使わない。

92 (女子役) 8.4×
5.9 11.0 引栓 白 ズラ 木粉製 五代目古柳 練習用。木粉製。

93 男子役 10.4×
75 11.6 引栓 白 ズラ 焼印「西川古

柳」
古い。修理。使わな
い。

94 子役 8.0×
5.1 11.4 引栓 白 ズラ 信田妻の子供

(安倍清明) 古い。

95 小娘　
(女子役)

9.0×
6.0 11.3 引栓 白 ズラ 古い。かぐや姫。新

作で使う。

96 ＊猿 8.1×
5.6 11.8 無 赤茶 彫付 古い。猿廻しか。説

経節でも使用か。

97 坊主 11.8×
8.7 12.2 引栓 肌色 彫付 口開 芝浜の丁稚 古い。門田塗り直し。

98 つめ 11.4×
8.1 13.0 無 肌色 彫付 古い。門田直し。固

定の役無。

99 つめ 11.8×
9.1 15.0 無 灰色 彫付 カラス カラス。門田直し。

演目不明。

100 つめ 11.0×
8.9 14.2 無 白 彫付 門田修理。朝顔話に

使用か。

101 つめ 11.8×
7.0 13.5 無 濃肌 彫付 門田修理。使用せず。

102 (娘) 10.0×
7.0 11.8 引栓 白 ズラ 眠り目 鉄砲ざしか 門田直し。古柳座の

顔と違う。

103 (源太) 12.2×
7.4 12.8 引栓 白 ズラ アオチ眉 ニラ

ミ目 非定型 102に同じ。それほ
ど古くない。

104 ＊死神 14.0×
7.5 12.2 引栓 白 植毛 五代目古柳 死神 ドン・キホーテの型

を使用して製作。

105 ＊青年 10.3×
7.0 13.0 引栓 白 ズラ 紙製　布付 五代目古柳 スーホの白い

馬
紙製。20年ほど前
に製作。
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番号 首名称 面長×
面幅 胴串長 頷き 塗色 毛髪 機巧 備考 作者 演目・役名 コメント

106 ＊日本武
尊

12.0×
8.8 12.0 引栓 白 ズラ 紙製 五代目古柳 紙製。琵琶と新作で

上演。

107 ＊西洋の
女

10.5×
7.2 12.5 引栓 白 ズラ お歯黒 五代目古柳 外国人来日という

話。お歯黒。

108 ＊一つ目 13.7×
10.4 12.5 小猿 白 彫付 五代目古柳 迷宮譚 岸田理生脚本。大掛

かり。

109 ＊狸 12.9×
13.7 12.3 小猿 茶 布貼 布貼 五代目古柳 迷宮譚

110 ＊狸 14.4×
15.8 12.0 小猿 茶 布貼 布貼 五代目古柳 子どもに見せる。狸

の三番叟。

111 ＊すずめ 11.9×
13.4 12.3 小猿 茶 布貼 布貼 五代目古柳 迷宮譚

112 (死に首) 9.5×
7.0 無 無 白 ズラ 五代目古柳

113
(塗はが
し　文
七)

11.5×
8.4 無 無 無 無 アオチ眉 ニラ

ミ目 昔からあった。

114 ＊お面一
式3点

10.9
×8.4 
10.5
×8.5 
11.0×
7.5

左から火男、
おかめ、女 団子売 おかめ、火男は4代

目作。

115 ＊梨割 11.6×
8.4 14.2 小猿 濃肌 彫付 梨割 引栓→小猿 立ち回り、チャンバ

ラ。

116 ＊ガブ 10.8×
7.9 13.0 小猿 白 ズラ ガブ角出 日高川 古い。

117 ＊ガブ 10.2×
7.4 12.2 引栓 白 ズラ ガブ角出 ガラス目 日高川 古い。ガラス目のガ

ブ。

118
振り返
し(双面　
娘・狐)

10.5
×7.2 
11.0×
8.0

11.2 無 白 ズラ 狐眉植毛 古い。

119
振り返
し(双面　
娘・鬼)

9.8×
7.4 
10.9×
7.6

12.0 無 白 黒白 角出 古い。

120 お岩さん
(面付)

10.2
×8.0 
10.6×
6.8

13.8 引栓 白 ズラ 面外れる ガラス目 顔汚
し

121 (文七) 12.7×
8.9 12.5 引栓 赤 ズラ アオチ眉 鉄砲ざしか

122 (源太) 11.0×
8.5 12.4 引栓 白？ ズラ アオチ眉 寄り

目 烏帽子付

123 (西洋の
女)

10.7×
7.0 10.5 小猿 ズラ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製 引

栓→小猿

124 (西洋の
男)

11.0×
7.9 12.2 引栓

125 (狸) 15.0×
15.4 12.2 小猿

126 (狐) 13.0×
14.2 11.5 引栓
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（四）
　
首か

し
ら

デ
ー
タ
表
に
つ
い
て
の
所
見
と
解
説

デ
ー
タ
表
凡
例
に
記
し
た
よ
う
に
、
先
に
掲
載
し
た
の
は
、
西
川
古
柳
座
所

蔵
の
首か

し
ら、

一
二
六
点
に
つ
い
て
の
調
査
成
果
で
あ
る
。
こ
の
一
二
六
点
は
首
収

蔵
庫
に
て
大
切
に
保
存
・
継
承
さ
れ
て
い
る
首
で
あ
る
。
稽
古
場
に
あ
る
五
代

目
西
川
古
柳
製
作
の
練
習
用
首
は
除
い
て
い
る
。

デ
ー
タ
表
に
沿
っ
て
い
く
つ
か
所
見
を
述
べ
、
解
説
を
加
え
る
。

１　

名
称

名
称
は
、
西
川
古
柳
座
の
伝
承
を
示
す
観
点
か
ら
四
代
目
西
川
古
柳
が
使
用

し
て
い
た
呼
称
を
優
先
し
、
そ
こ
に
五
代
目
の
呼
称
と
名
称
不
明
の
場
合
は
、

大
谷
津
が
仮
に
（　

）
を
つ
け
名
称
を
付
し
た
。
四
代
目
西
川
古
柳
の
使
用
し

て
い
た
名
称
は
、
新
藤
恵
久
が
四
代
目
西
川
古
柳
の
協
力
に
よ
り
平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
三
月
か
ら
開
始
し
た
撮
影
［
新
藤�

二
〇
〇
〇�
六
四
頁
］
の
際

に
作
成
さ
れ
た
「
平
成
十
二
年
六
月
二
十
五
日
」
付
け
の
メ
モ
に
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
メ
モ
は
新
藤
恵
久
撮
影
の
首
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
と
と
も
に
西
川
古

柳
座
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

四
代
目
が
伝
え
る
首
名
称
は
、
ほ
と
ん
ど
三
人
遣
い
の
人
形
浄
瑠
璃
の
首
の

名
称
で
あ
る
。
首
は
顔
の
類
型
か
ら
し
て
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
系
統
で
あ
る
が
、

№
34
、
35
、
75
、
76
、
77
、
79
等
は
文
楽
首
の
類
型
で
は
あ
る
が
、
や
や
素
朴

な
印
象
で
あ
る
。

２　

寸
法

首
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
一
見
し
て
小
ぶ
り
に
見
え
る
首
が
あ
っ
た
（
№

26
、
27
）。
い
ず
れ
も
娘
の
首
だ
が
、
面
長
が
九
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
首
の
寸

法
は
、
永
田
衡
吉
『
改
訂
日
本
の
人
形
芝
居
』
に
よ
れ
ば
、「
女
カ
シ
ラ
は
三

寸
五
―
六
分
」、
十
八
世
紀
中
期
三
人
遣
い
成
立
以
後
は
こ
の
大
き
さ
で
、
三

人
遣
い
以
前
は
「
女
カ
シ
ラ
三
寸
」（
一
寸
＝
三
・
〇
三
セ
ン
チ
、
三
寸
＝
九
・
〇
九
セ

ン
チ　

筆
者
注
）
を
基
準
と
す
る
と
い
う
。
九
セ
ン
チ
前
後
な
ら
ば
三
人
遣
い
成

立
前
の
小
ぶ
り
な
首
と
同
等
で
あ
る
。
江
戸
系
の
首
は
や
や
小
ぶ
り
と
言
わ

れ
、
江
戸
系
首
の
様
相
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
［
永
田�

一
九
六
九�

五
七
九

～
五
八
〇
頁
］。

ち
な
み
に
、
永
田
の
前
書
に
よ
れ
ば
三
人
遣
い
首
の
主
役
（
文
七
、
検
非
違
使
）

は
四
寸
（
一
二
・
一
二
セ
ン
チ　

筆
者
注
）、
三
人
遣
い
以
前
は
「
三
寸
四
、五
分
」

と
す
る
。
文
七
も
四
寸
以
下
の
首
が
み
ら
れ
、
主
役
級
の
首
で
も
同
様
の
こ
と

が
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

３　

胴
串
・
頷
き
形
式

胴
串
に
施
さ
れ
て
い
る
頷
き
の
仕
掛
け
の
形
式
は
、
ほ
と
ん
ど
が
引
栓
式
で

あ
っ
た
（
構
造
図
参
照
）。
引
栓
式
は
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
首
、
即
ち
大
阪
系
の

首
の
頷
き
形
式
で
あ
る
。
古
柳
座
の
首
の
胴
串
は
、
新
し
く
修
理
・
付
け
替
え

が
な
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
際
に
引
栓
式
が
選
択
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
と
思
う
。

そ
れ
以
前
は
、
や
は
り
引
栓
式
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
は
も
う
一
つ
の
頷
き
形
式

で
あ
る
小
猿
式
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
以
前
に
は
小
猿
式
と
い
う
頷

き
形
式
の
胴
串
も
あ
っ
た
と
五
代
目
西
川
古
柳
か
ら
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
小

猿
式
は
東
日
本
の
各
地
の
人
形
芝
居
で
見
ら
れ
る
頷
き
形
式
で
、
人
形
表
現
と

し
て
は
引
栓
式
よ
り
大
き
く
荒
い
動
き
に
は
な
る
が
、
操
作
は
引
栓
式
よ
り
容

易
で
あ
る
。

ち
な
み
に
戦
前
か
ら
継
承
さ
れ
た
首
の
中
で
唯
一
№
32
婆
の
胴
串
の
頷
き
形

式
は
小
猿
式
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
も
、
五
代
目
の
記
憶
通
り
、
付
け
替
え
以

前
の
胴
串
に
は
引
栓
式
、
小
猿
式
が
混
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す

る
。
小
猿
式
、
引
栓
式
い
ず
れ
に
せ
よ
遣
い
手
が
遣
い
や
す
い
形
を
求
め
る
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
四
代
目
、
五
代
目
が
遣
い
や
す
い
形
式
を
求
め
ら
れ

た
結
果
が
今
の
形
と
い
え
る
。
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４　

塗
り
か
え
・
修
理

多
く
の
首
は
き
れ
い
に
塗
り
替
え
修
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
西
川
古
柳
座

に
伝
承
さ
れ
て
い
る
古
い
首
は
№
58
白
太
夫
を
除
き
、
す
べ
て
昭
和
四
十

（
一
九
六
五
）
年
以
降
塗
り
直
し
や
胴
串
の
新
調
を
行
っ
た
と
い
う
。

デ
ー
タ
表
で
は
修
理
の
依
頼
先
と
し
て
由
良
亀
、
門
田
末
弘
と
い
う
名
前
が

あ
が
っ
て
い
る
。
由
良
亀
さ
ん
は
四
代
目
が
文
楽
の
方
か
ら
の
紹
介
、
門
田
さ

ん
は
五
代
目
が
淡
路
人
形
の
方
か
ら
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
と
五
代
目
か
ら
伺
っ

た
。由

良
亀
は
三
代
目
本
名
藤
本
玉
美
（
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
―
平
成
九

（
一
九
九
七
）
年
）、
淡
路
島
の
人
形
師
で
あ
る
［
兵
庫
県
三
原
郡
三
原
町
教
育
委

員
会�

二
〇
〇
二�

二
三
八
頁
］。
門
田
末
弘
（
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
―
平
成
三
十

（
二
〇
一
八
）
年
）
は
徳
島
県
徳
島
市
の
人
形
師
、
人
形
末
弘
で
あ
る
。
ご
存
命

中
の
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
五
月
四
日
服
部
真
理
の
聞
書
き
に
よ
る
と
、

五
代
目
襲
名
以
降
、
十
年
以
上
携
わ
り
今
ま
で
に
十
九
点
（
首
と
手
足
）
の
修

理
や
塗
り
直
し
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
首
の
内
側
に
銘
が
あ
っ
た
の
は
鬼
一
、

一
点
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
在
銘
の
鬼
一
（
№
61
）
に
つ
い
て
は
6
、
墨
銘
・

製
作
者
の
項
で
述
べ
る
。

四
代
目
・
五
代
目
の
時
代
に
は

四
代
目
・
五
代
目
が
自
ら
修
理
を

行
っ
て
い
る
。
同
時
に
プ
ロ
の
細

工
人
に
も
依
頼
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

四
代
目
は
「
車
人
形
が
発
展
し

て
行
く
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
い
の
か
」、「
ま
ず
保
存
と
技
術

の
習
得
に
力
を
入
れ
」
た
と
い

う
。「
基
礎
か
ら
技
術
を
学
ぶ
た

め
に
文
楽
座
の
方
の
指
導
を
仰
ぎ

修
行
し
」、「
ま
た
、
か
し
ら
の
修
理
・
手
・
足
・
胴
の
製
作
・
収
蔵
庫
の
完
備

等
々
」
に
も
力
を
注
い
だ
［
八
王
子
車
人
形
・
説
経
浄
瑠
璃
の
会�

一
九
八
三�

三
一
頁
］。

昭
和
四
十
年
代
に
斎
藤
清
二
郎
を
通
じ
て
関
西
方
面
へ
修
理
・
新
調
を
依
頼

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
、
斎
藤
清
二
郎
の
文
楽
座
、
淡
路
人
形
座
へ
の
依
頼
の

手
紙
、
見
積
書
な
ど
が
残
る
【
写
真
1
】。
神
奈
川
県
川
崎
市
の
人
形
劇
団
ひ

と
み
座
の
人
形
細
工
人
で
あ
っ
た
齋
藤
徹
か
ら
の
書
面
が
あ
っ
た
。
狐
の
人
形

を
作
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

５　

現
代
の
首
製
作
者

今
回
五
代
目
の
聞
書
き
に
よ
り
、
首
製
作
者
と
し
て
由
良
亀
、
大
江
定
子
、

四
代
目
西
川
古
柳
、
五
代
目
西
川
古
柳
が
あ
が
っ
た
。

由
良
亀
作
は
№
40
、
41
、
47
、
55
、
83
、
86
、
88
等
で
あ
る
。

大
江
定
子
は
徳
島
県
鳴
門
市
の
人
形
細
工
人
四
代
目
大
江
巳
之
助
（
明
治

四
十
（
一
九
〇
七
）
年
―
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
）
の
妻
。
四
代
目
大
江
巳
之
助
は

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
文
楽
座
に
入
り
、
戦
後
国
立
文
楽
劇
場
付
人
形
細
工

人
と
な
っ
た
。
文
楽
座
の
首
は
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
大
阪
大
空
襲
で
ほ

と
ん
ど
を
焼
失
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
現
在
の
文
楽
で
遣
わ
れ
て

い
る
首
の
ほ
と
ん
ど
を
製
作
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
［
吉
田�

二
〇
〇
六�

一
一
四
頁
］。
大
江
定
子
も
鳴
門
市
の
自
宅
工
房
に
て
製
作
を
行
っ
た
。
大
江

定
子
作
は
№
13
、
24
、
81
で
あ
る
。

西
川
古
柳
座
に
は
大
江
巳
之
助
か
ら
四
代
目
宛
の
年
賀
状
が
多
数
残
る
こ
と

か
ら
、
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
大
江
巳
之
助
に
も
首
製
作
の
依
頼
を

し
て
い
た
が
、
存
命
中
に
実
現
し
な
か
っ
た
。
五
代
目
西
川
古
柳
に
よ
れ
ば
、

大
江
定
子
に
平
成
十
六（
二
〇
〇
四
）年
こ
ろ
会
い
、
首
製
作
を
依
頼
し
た
と
い
う
。

四
代
目
五
代
目
と
も
自
ら
首
を
製
作
す
る
。
四
代
目
五
代
目
と
も
自
ら
首
を

製
作
す
る
。
両
者
と
も
よ
く
由
良
亀
に
習
い
に
行
っ
た
と
い
う
。
四
代
目
が
平

成
四
（
一
九
九
二
）
年
由
良
亀
に
指
導
を
受
け
製
作
し
た
若
男
【
写
真
2
】、「
人

写真１　�斎藤清二郎が文楽座に問い合せ作成した車人形首修理
の見積書
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形
首
寸
方
の
取
方
」
と
題
し
た
四
代
目
の
和
綴
本
も
作
っ
て
い
た
【
写
真
3
、

4
】。
デ
ー
タ
表
で
は
№
50
源
太
が
四
代
目
作
と
伝
わ
る
。

五
代
目
も
新
作
上
演
に
際
し
て
製
作
し
て
い
る
。
№
8
～
10
、
46
、
92
、

1
0
4
～
1
1
2
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

６　

墨
銘
・
製
作
者

　

首
に
は
、
首
内
に
首
製
作
者
の
氏
名
・
制
作
年
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
今
回
に
調
査
で
は
首
内
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
門
田

が
修
理
し
た
際
に
修
理
記
録
と
し
て
残
し
た
写
真
が
あ
り
、
そ
の
中
に
銘
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
№
61
鬼
一
で
、
首
後
部
内
に
、
墨
で
「
天
保
三　

辰
ノ
秋
」「
駿

府
上
横
田
町�

人
形
屋
長
右
衛
門�

作
也
」
と
あ
っ
た
【
写
真
5
～
9
】。
こ
れ

は
駿
府
長
兵
衛
系
統
の
首
で
あ
る
。

駿
府
上
横
田
町
人
形
屋
長
兵
衛
と
い
う
人
形
細
工
人
の
存
在
は
、
静
岡
及
び

周
辺
に
残
る
複
数
の
在
銘
の
首
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
№
61
は
「
長
右
衛
門
」

で
「
長
兵
衛
」
で
は
な
い
が
、
同
系
の
人
形
細
工
人
で
は
な
い
か
。
斎
藤
清
二

郎
『
日
本
の
〈
首
〉
か
し
ら
』
に
、「
駿
府
（
現
、
静
岡
市
）
に
は
明
和
の
こ
ろ

か
ら
安
政
に
か
け
て
お
よ
そ
一
世
紀
の
間
に
、
駿
府
上
横
田
町
に
初
代
と
二
代

の
中
嶋
屋
長
兵
衛
と
そ
の
一
門
の
長
蔵
、
長
右
衛
門
ら
の
細
工
師
が
あ
る
」
と

あ
る
の
で
、
や
は
り
「
長
右
衛
門
」
は
中
嶋
屋
長
兵
衛
一
門
の
細
工
人
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
［
斎
藤�

一
九
六
四�

一
二
五
頁
］。

首
の
在
銘
・
製
作
者
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
未
確
認
で
あ
る
が
こ
の
他
に
大

江
万
造
他
数
名
の
製
作
者
の
名
が
伝
わ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
第
五
章
第
五

節
で
述
べ
る
。

写真3　�四代目西川古柳作
成の『人形首　寸法
の取方』

写真5　�No.61鬼一首　修理
前　門田末弘撮影

写真6　�No.61修理時の写真　
門田末弘撮影

写真7　�No.61内部　門田末
弘撮影

写真8　�No.61内部　門田末
弘撮影

写真9　�No.61　修理後　門
田末弘撮影

写真4　『人形首寸法の取方』の一部

写真2　�四代目西川古柳製作中の若男首「首
製作写真集由良亀氏指導若男製作古
柳　平成四年三月」と書かれたアルバ
ムに残されている。
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７　

焼
印

首
の
胴
串
や
ノ
ド
木
、
首
内
等
に
焼
き
印
が
あ
る
場
合
が
あ
る
。
焼
印
は
製

作
者
や
修
理
者
、
所
有
者
が
押
す
場
合
が
多
い
。

前
出
№
32
婆
は
胴
串
に
は
焼
印
が
あ
り
、
修
理
で
消
え
か
け
て
い
る
が
、「
□

□
善
」
と
見
え
る
。【
写
真
10
，
11
】「
善
」
と
い
う
と
江
戸
の
人
形
師
福
屋
善

伯
を
想
起
さ
せ
る
。
福
屋
善
伯
は
№
30
三
番
叟
の
製
作
者
と
い
わ
れ
る
［
山
田�

一
九
八
〇�

二
〇
五
頁
］。
同
書
に
よ
れ
ば
文
政
年
間
の
作
と
す
る
が
、
山
田
庄

一
は
福
屋
善
伯
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
。『
義
太
夫
年
表　

近
世

篇　

別
巻
〈
索
引
篇
〉』
に
も
福
屋
善
伯
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。

№
49
口
開
き
文
七
の
胴
串
に
「
ワ
ダ
天
狗
久
」【
写
真
12
】、
№
54
検
非
違
使

の
胴
串
に
「
西
川
古
柳
」【
写
真
13
】、
№
93
男
子
役
の
胴
串
に
「
西
川
古
柳
」

と
あ
っ
た
。
こ
れ
以
外
に
胴
串
修
理
で
判
別
不
能
で
あ
っ
た
が
焼
印
ら
し
き
も

の
が
№
4
坊
主
等
に
見
ら
れ
た
。

「
ワ
ダ
天
狗
久
」
は
徳
島
市
国
府
町
和
田
の
人
形
細
工
人
天
狗
屋
久
吉
の
用

い
た
焼
印
で
あ
る
。
天
狗
屋
久
吉
は
阿
波
の
人
形
師
を
代
表
す
る
存
在
で
三

代
に
わ
た
っ
た
。
初
代
（
安
政
五
（
一
八
五
九
）
年
～
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
）

は
、
本
名
吉
岡
久
吉
、
宇
野
千
代
の
小
説
「
人
形
師
天
狗
屋
久
吉
」
等
で
有
名

で
あ
る
。
硝
子
目
を
考
案
、
写
実
性
を
高
め
、
大
型
化
し
た
と
言
わ
れ
る
。

二
代
（
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
～
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
）
吉
岡
要
は
初
代
の

女
婿
で
、
三
十
六
歳
で
没
し
、
秀
作
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
。
三
代
（
明
治

四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
～
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
）
吉
岡
治
は
二
代
の
二
男
。

幾
多
の
秀
作
を
残
し
66
歳
で
急
逝
し
た
と
い
う
［
久
米�

一
九
八
八�

一
九
五
～

一
九
七
頁
］。

天
狗
久
の
一
連
の
資
料
は
、
二
〇
〇
二
年
「
阿
波
人
形
師
（
天
狗
屋
）
の
製

作
用
具
及
び
製
品　

附　

販
売
資
料
」
一
一
〇
七
点
附
五
十
一
点
が
国
の
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

一
般
に
焼
印
か
ら
製
作
者
か
修
理
者
か
判
断
は
難
し
い
が
、
№
49
の
場
合
は

初
代
天
狗
久
の
修
理
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
こ
の
後
述
べ
る
。

８　

№
49
口
開
き
文
七

№
49
口
開
き
文
七
は
、
口
開
き
は
切
り
顎
で
、
顎
が
落
ち
て
口
が
開
く
仕
掛

け
に
な
っ
て
い
る
。
文
七
の
こ
の
仕
掛
け
は
珍
し
い
。
№
49
は
西
川
古
柳
座
に

古
い
写
真
が
残
る
【
写
真
14
】。
ま
た
類
似
す
る
写
真
の
裏
に
「
駒
蔵
作　

吉

岡
久
吉
修
繕
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
の
焼
印
は
初
代
の
修
繕
の
印
と
み
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
首
は
、
昭
和
三
十
九

（
一
九
六
四
）
年
に
新
宿
伊
勢
丹
で
開

催
さ
れ
た
展
覧
会
図
録
『
浄
瑠
璃
人

形
の
歴
史　

日
本
の
首
<
か
し
ら
>

展
』
の
出
品
目
録
に
も
、「
阿
波
・

淡
路
系　

角
目　

馬
の
伝
駒
三
作　

写真10　�No.32　胴串　頷き
は小猿式になってい
る。

写真12　�No.49�胴串に「天
狗久」の焼印が見ら
れる。

写真14　�No.49　塗り替え前
の写真

写真11　�No.32　胴串に「善」
の字が見られる。

写真13　�No.54胴串に「西川
古柳」の焼印が見ら
れる。
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石
井
真
之
助
氏
蔵
」
と
し
て
出
品
さ
れ
、
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

西
川
古
柳
座
に
は
「
阿
波
・
淡
路
系　

15
角
目　

伝
馬
の
背
駒
三
作　

石
井
真

之
助
氏
蔵　

阿
波
の
人
形
師
の
祖
と
伝
承
さ
れ
る
伝
、
馬
の
背
駒
三
の
作
で
、

の
ち
に
初
代
の
天
狗
久
が
塗
り
替
え
た
。」
と
書
か
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
残
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
展
覧
会
に
は
№
61
人
形
屋
長
右
衛
門
の
鬼
一
も
出
品
さ
れ

た
よ
う
で
、
目
録
に
「
駿
河
系　

舅　

天
保
三
、
駿
府
、
人
形
屋
長
右
衛
門
作　

石
井
真
之
助
氏
蔵
」
と
あ
っ
た
。

こ
の
時
点
で
は
と
も
に
石
井
真
之
助
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

切
り
顎
の
文
七
の
例
は
、
た
い
へ
ん
珍
し
く
、
阿
波
の
馬
之
背
駒
蔵
作
と
伝

わ
る
首
、
駿
府
長
兵
衛
の
首
な
ど
数
例
し
か
事
例
を
知
ら
な
い
。
ま
た
文
七
で

は
な
い
が
、
西
川
古
柳
座
と
の
縁
が
深
い
吉
田
冠
十
郎
旧
蔵
の
首
に
も
切
り
顎

が
あ
っ
た
。
次
に
各
々
、
簡
単
に
解
説
し
て
お
く
。

（一）　

阿
波
の
馬
之
背
駒
蔵
作

一
例
め
は
、
阿
波
の
人
形
師
の
祖
と
い
わ
れ
る
馬
之
背
駒
蔵
作
と
伝
わ
る
首

で
あ
る
。

馬
之
背
駒
蔵
と
は
、「
七
十
年
を
彫
る　

初
代
・
天
狗
屋
久
吉
芸
談　

昭
和

十
五
年
～
十
八
年
」［
久
米�

一
九
八
八�

六
〇
頁
］
に
よ
る
と
、

阿
波
の
人
形
師
の
最
初
の
人
は
馬
之
背
駒
蔵
と
い
う
人
で
あ
り
ま
す
。

明
和
頃
に
淡
路
に
生
ま
れ
て
、
元
は
仏
師
で
あ
り
ま
し
た
が
、
後
に
人
形

遣
い
と
な
り
、
大
岡
馬
之
瀬
（
徳
島
市
助
任
本
町
大
岡
馬
之
瀬
）
に
参
っ
て
住

み
つ
き
ま
し
た
。
更
に
人
形
役
者
と
な
り
「
馬
之
背
」
も
の
と
申
し
て
居

り
ま
し
た
。
名
作
を
残
し
ま
し
た
。
が
、
仲
々
見
当
た
り
ま
せ
ぬ
。
珍
重

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

と
い
う
人
物
と
さ
れ
る
。
馬
之
背
駒
蔵
は
、
人
形
細
工
人
初
代
天
狗
久
の
、
こ

の
口
承
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
他
に
文
献
な
ど
は
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て

お
ら
ず
、
在
銘
の
あ
る
首
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

い
わ
ゆ
る
伝
説
的
な
細
工
人
で
あ
る
が
、
馬
之
背
駒
蔵
作
と
伝
わ
る
首
に
切

り
顎
の
首
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
ら
は
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
て
、［
久
米�

一
九
八
八�

一
九
〇
頁
］、［
斎
藤�

一
九
六
四�

八
九
頁
］
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

斎
藤
清
二
郎
の
同
書
一
五
〇
頁
に
は
天
狗
久
の
口
承
を
踏
襲
し
た
解
説
が
あ

る
。
斎
藤
清
二
郎
は
他
に
「
駒
三
（
同
書
表
記　

筆
者
注
）
は
顎
落
ち
形
式
を
考

案
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
資
料
は
な
い
」「
駒
三
を
享
保
年

間
の
人
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
せ
い
ぜ
い
天
明
・
寛
政
頃
の
人
と
推
定

し
て
い
る
」
と
、
顎
落
ち
考
案
者
説
を
否
定
し
、
推
定
活
動
年
代
を
推
定
す
る
。

西
川
古
柳
座
に
は
斎
藤
清
二
郎
の
、
お
そ
ら
く
№
49
と
思
わ
れ
る
切
り
顎
の

文
七
の
挿
絵
と
直
筆
の
メ
モ
、
石
井
真
之
助
宛
の
手
紙
が
残
る
。

（二）　

駿
府
長
兵
衛
首

永
田
衡
吉
は
、
駿
府
長
兵
衛
は
「
切
り
ア
ゴ
の
技
術
を
持
つ
」
と
い
い
［
永

田�

一
九
六
九�

五
九
一
頁
］、
初
代
長
兵
衛
の
切
り
顎
の
か
し
ら
写
真
を
掲
載

す
る
［
永
田�

一
九
六
九�

五
九
九
頁
］。
静
岡
県
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
仁
科
、
佐

波
神
社
所
蔵
の
切
り
顎
の
文
七
は
、
筆
者
も
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
に
調

査
を
行
い
実
見
し
て
い
る
。

（三）　

矢
崎
家
所
蔵

東
京
都
港
区
の
矢
崎
家
が
所
有
す
る
浄
瑠
璃
人
形
の
首
の
中
に
も
、
切
り
顎

の
首
が
あ
る
。
矢
崎
家
の
首
・
衣
裳
類
は
、
か
つ
て
吉
田
冠
十
郎
が
所
有
し
て

い
た
道
具
類
で
あ
る
。
吉
田
冠
十
郎
の
首
等
が
矢
崎
俊
三
所
蔵
と
な
っ
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
、［
永
田�

一
九
六
九�

四
二
一
頁
］に
も
「
彼（
吉
田
冠
十
郎�

筆
者
注
）

が
愛
用
し
た
カ
シ
ラ
約
百
個
は
、
い
ま
東
京
の
矢
崎
蔵
」
と
あ
り
、
古
く
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
。
現
在
は
区
立
港
郷
土
資
料
館
寄
託
と
な
っ
て
い
る
。［
大
谷

津�

二
〇
〇
二�

三
四
～
六
七
頁
］
に
よ
る
と
、
旧
吉
田
冠
十
郎
所
有
の
首
七
一

点
の
中
に
は
、
吉
田
冠
十
郎
在
銘
の
首
が
一
一
点
、
西
川
伊
三
郎
の
墨
銘
の
あ
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る
肩
板
、
胴
付
下
着
等
、
他
半
三
郎
、
新
七
、
か
ん
二
、五
郎
兵
衛
の
在
銘
の

首
が
あ
る
。
ま
さ
に
江
戸
人
形
芝
居
最
後
の
遣
い
手
の
系
譜
を
物
語
る
一
連
の

首
と
い
え
る
。
そ
の
中
の
景
清
首
（
前
出
「
矢
崎
家
所
蔵
人
形
浄
瑠
璃
の
か
し
ら
に

つ
い
て
」
五
三
頁
の
デ
ー
タ
表
の
№
10
）
が
切
り
顎
で
あ
る
。

西
川
古
柳
座
と
吉
田
冠
十
郎
の
関
係
の
深
さ
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

双
方
に
切
り
顎
の
首
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
何
ら
か
の
関
連
を
憶
測
し
た
く

な
る
が
、
本
稿
で
は
指
摘
の
み
に
と
ど
め
て
お
く
。

９　

鉄
砲
ざ
し
の
首

鉄
砲
ざ
し
に
つ
い
て
は
本
節
の
凡
例
で
述
べ
た
。
そ
の
鉄
砲
ざ
し
と
思
わ
れ

る
首
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
№
17
、
23
，
28
、
40
、
58
、
59
、
63
～
65
、

76
、
78
、
83
、
85
、
102
、
121
は
や
や
顔
が
上
を
向
く
【
写
真
15
、
16
】。
№

11
、
36
、
49
は
ノ
ド
木
の
後
ろ
に
木
片
が
付
い
て
い
て
、
鉄
砲
ざ
し
を
矯
正
し

た
形
跡
が
見
ら
れ
た
【
写
真
17
】。
江
戸
東
京
の
人
形
芝
居
は
鉄
砲
ざ
し
と
い

わ
れ
［
石
割�

一
九
四
三�

一
二
二
頁
］、
江
戸
東
京
の
人
形
芝
居
と
の
か
か
わ

り
が
推
定
さ
れ
る
。

10　

新
車
人
形
の
首

両
耳
後
ろ
に
金
環
が
つ
い
て
い
る
【
写
真
18
】。
五
代
目
西
川
古
柳
に
よ
れ

ば
、
約
二
十
個
ほ
ど
あ
る
と
い
う
。
№
1
、
2
他
が
そ
れ
で
あ
る
。
遣
い
手
の

顔
を
動
か
す
こ
と
で
人
形
の
首
を
操
作
す
る
新
車
人
形
の
首
に
必
要
な
も
の
で
、

新
車
人
形
に
用
い
ら
れ
る
首
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
洋
舞
の
首
は
新
車
人
形

の
み
で
使
用
す
る
が
、
そ
の
他
の
金
環

が
つ
い
て
い
る
首
は
、
新
車
人
形
と
し

て
使
う
場
合
と
、
胴
串
を
左
手
で
支
え

て
遣
う
場
合
と
が
あ
る
。

以
上
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
所
見
を
記
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
ま
た
補

足
し
つ
つ
第
五
章
第
五
節
に
て
更
に
私
見
を
述
べ
た
い
。

（
執
筆
者　

大
谷
津　

早
苗
）

参
考
文
献

石
割
松
太
郎
一
九
四
三
『
人
形
芝
居
の
研
究
』
修
文
館

大�

谷
津
早
苗
・
安
蔵
裕
子�

二
〇
〇
二
「
矢
崎
家
所
蔵
人
形
浄
瑠
璃
の
か
し
ら
・
衣
裳

に
つ
い
て
」（
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
『
研
究
紀
要
７
』

久
米
惣
七�

一
九
八
八
『
阿
波
の
人
形
師
と
人
形
芝
居
総
覧
』
創
思
社

斎
藤
清
二
郎�

一
九
六
四
『
日
本
の
〈
首
〉
か
し
ら
』
岩
崎
美
術
社

斎�
藤
清
二
郎
監
修�

一
九
六
四
「
浄
瑠
璃
人
形
の
歴
史　

日
本
の
首
〈
か
し
ら
〉
展
」

新
宿
伊
勢
丹

新
藤
恵
久�

二
〇
〇
〇
「
車
人
形
の
救
世
主
」『
う
な
づ
き
』
八
王
子
車
人
形
後
援
会

永
田
衡
吉�
一
九
六
九
『
改
訂
日
本
の
人
形
芝
居
』
錦
正
社　

兵
庫
県
三
原
郡
三
原
町
教
育
委
員
会�

二
〇
〇
二
『
伝
統
芸
能　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
』

八
王
子
車
人
形
・
説
経
浄
瑠
璃
の
会
一
九
八
三
『
車
人
形
』
新
門
出
版
社　

吉�

田
文
雀
監
修
・
解
説
二
〇
〇
六
『
国
立
文
楽
劇
場
所
蔵　

文
楽
の
か
し
ら
』
国
立

写真15　�No.58　顔仰角が少
しきつい。

写真16　�No.59�顔仰角が少
しきつい。

写真16　�No.1�耳の上に金環
が付されている。

写真17　�No.49　ノド木に木
片が挿入されている。
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文
楽
劇
場

義�

太
夫
年
表
近
世
篇
刊
行
会�

編
纂�

一
九
九
〇
『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇　

別
巻
〈
補

訂
篇　

索
引
篇
〉』
八
木
書
店

山
田
庄
一�

一
九
八
〇
『
か
し
ら　

日
本
の
人
形
芝
居
』
立
風
書
房　
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二
　
人
形
衣
裳

西
川
古
柳
座
に
は
、
初
期
の
八
王
子
車
人
形
と
し
て
の
興
行
（
昭
和
四
十
年
代

ま
で
）
に
使
用
さ
れ
た
衣
裳
類
が
六
十
九
点
と
肩
板
、
胴
輪
二
点
が
保
存
さ
れ

て
い
る
。
現
在
公
演
で
使
用
す
る
衣
裳
は
約
百
三
十
点
に
及
ぶ
。

以
下
、
初
期
の
衣
裳
六
十
九
点
の
各
衣
裳
の
実
測
記
録
、
お
よ
び
現
代
の
人

形
衣
裳
の
一
部
を
示
す
。
さ
ら
に
、
初
期
の
衣
裳
の
上
演
時
の
写
真
と
と
も

に
、
所
見
を
述
べ
、
西
川
古
柳
座
所
蔵
の
初
期
の
車
人
形
衣
裳
に
つ
い
て
解
説

す
る
。
実
測
に
際
し
、
筆
者
が
港
区
博
物
館
蔵
の
人
形
浄
瑠
璃
の
衣
裳
調
査

を
行
っ
た
際
に
作
成
・
掲
載
し
た
図
［
大
谷
津
早
苗
・
安
蔵
裕
子�

二
〇
〇
二�

六
一
頁
］　

を
基
盤
と
し
、
五
代
目
西
川
古
柳
座
に
お
け
る
調
査
を
も
と
に
一

部
改
訂
し
た
図
（
図
1
）
を
用
い
た
。
な
お
背
面
に
開
け
ら
れ
た
人
形
遣
い
の

左
手
を
差
し
込
む
開
口
部
の
名
称
に
つ
い
て
、
五
代
目
西
川
古
柳
は
、
特
定
の

呼
称
は
用
い
て
い
な
い
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
衣
裳
制
作
に
携
わ
っ
て
き

た
三
河
恵
子
に
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
「
手
入
れ
穴
」

と
い
う
呼
称
を
使
用
し
て
い
る
。
機
能
面
か
ら
み
て
実
態
に
即
し
た
用
語
と
思

う
か
ら
で
あ
る
。

凡
例記

録
方
法
は
、
主
に
外
観
、
形
状
、
構
造
上
の
観
察
、
実
測
、
写
真
撮
影
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
部
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
由
来
や
背
景
、
使
用
さ

れ
た
記
録
の
調
査
と
の
照
合
を
行
っ
た
。

表
１
に
表
記
し
た
実
測
デ
ー
タ
の
凡
例

１��

表
１
に
記
し
た
衣
裳
資
料
の
№
1
～
№
69
ま
で
は
、
風
呂
敷
包
み
に
分
け

て
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
各
包
み
を
順
次
解
き
な
が
ら
資
料
ナ
ン
バ
ー

を
付
し
た
。
実
測
及
び
写
真
撮
影
も
そ
の
順
に
行
っ
た
。

2��

表
に
記
し
た
各
部
位
は
、
図
１
に
表
し
た
。

3��

名
称
は
形
態
的
に
大
き
く
捉
え
、
小
袖
、
羽
織
、
肩
衣
、
袴
、
帯
、
と
表

記
し
た
。
小
袖
に
は
、
長
襦
袢
な
ど
の
下
着
類
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
着
装
方
法
が
不
明
確
な
も
の
は
特
定
し
て
い
な
い
。
袖
の
振
り
が

長
い
も
の
は
振
袖
と
し
、
後
ろ
身
頃
に
手
入
れ
穴
の
無
い
も
の
、
大
振
り

で
丈
の
長
い
も
の
は
打
掛
と
推
定
し
た
。
但
し
、
過
去
の
写
真
資
料
な
ど

に
よ
っ
て
推
測
で
き
た
も
の
は
具
体
的
に
記
し
た
。

4��

色
彩
は
織
文
様
と
の
関
わ
り
で
、
単
色
で
は
表
さ
れ
な
い
が
、
視
感
で
支

配
的
な
色
彩
を
記
し
た
。

5��

文
様
、
染
織
は
、
観
察
に
よ
っ
て
抽
出
で
き
る
範
囲
で
略
記
し
た
。

6��

材
質
は
、
調
査
方
法
が
限
定
さ
れ
る
た
め
、
観
察
に
よ
る
織
組
織
、
光
沢
・

風
合
い
な
ど
の
面
か
ら
暫
定
的
に
記
し
た
。

7��

前
身
頃
裾
の
内
側
に
、
球
状
の
も
の
が
縫
い
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、

人
形
の
足
の
動
作
を
表
現
す
る
た
め
の
仕
掛
け
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

特
記
事
項
欄
に
「
球
体
の
か
か
り
有
り
」
と
記
し
た
。

8��

前
身
頃
裾
の
内
側
に
、
布
片
が
縫
い
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
を

垂
れ
布
（
蹴
出
し
）
と
し
、
特
記
事
項
欄
に
「
垂
れ
布
（
蹴
出
し
）
有
り
」
と

記
し
た
。

9��

袖
下
の
角
に
作
ら
れ
た
明
き
に
つ
い
て
は
、
袖
幅
と
袖
丈
と
の
関
係
を
表

す
た
め
、「
袖
幅
／
袖
下
明
き
」�

と
「
袖
丈
／
振
り
明
き
」
と
記
し
た
。

10��「
手
入
れ
穴
」
は
、
位
置
と
長
さ
を
衿
付
け
下
か
ら
の
数
値
と
開
口
部
の
長

さ
で
表
し
た
。
ま
た
、
縦
に
開
け
ら
れ
た
も
の
は
タ
テ
と
記
し
た
。
そ
の
他
、

背
中
心
に
開
き
が
あ
る
場
合
は
、
同
じ
欄
に
記
し
た
。
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球状のかかり

手入れ穴

身丈

袖下明き

袖幅

袖口

袖丈

肩幅

脇入（襠）脇入
（襠）

後幅

脇入
（襠）

衽幅前幅

手入れ穴の位置
（衿下から）

裾垂れ布（蹴出し）

（
図
1
　
女
形
小
袖
実
測
例
を
基
本
と
し
た
構
成
部
分
名
称
図
解
）
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（一）
　
西
川
古
柳
座
所
蔵
初
期
の
衣
裳
と
現
在
使
用
し
て
い
る
衣
裳（
抜
粋
）の
記
録

№ 資料名（形状等） 色彩/文様/材質 丈・身丈 幅・裾
幅 肩幅 袖幅/袖

下明き
袖丈/振り

明き 前幅 衽幅 脇入
（襠） 裾袘 手入れ穴 特記事項等

01 三番叟 長襦袢 赤・白/袖に三引/木綿 87.5 32.0 32 28.5/12 35.5/21 14.5 10.5 9 - 30/15三角 3代目使用

02 三番叟 袴 若草/松 63 裾49 タテ（後紐
下から）24 4代目使用

03 三番叟 上衣 ( 素
襖)

白 / 鶴・ 松 ( 顔 料 描
絵)/シャンタン 前70　後50 36 44 63 10.8 背割り24 4代目使用　広袖　黒

の緒

04 袴 緑茶/印伝型染風/絹 72 腰幅26
裾幅38

文字文様に正平六年六
月一日

05 肩衣 同上 48 裄65
06 道中合羽 藍/縞/木綿・ビロード 54 裾幅74 背割り22
07 肩衣 金・白/石畳・菊花 51 衿幅43 裄62

08 袴 濃桃/金襴風/化繊 腰板下　66 腰18.5
裾39

09 肩衣 同上 46 裄57
10 指貫 黄土/鳳凰/絹 57 裾30

11 指貫 群青/金糸駒詰め丸紋
/絹　 68 裾32

12 羽織 群青/金糸駒詰め九枚笹
にふくら雀/モスリン 65 30 2.09 38.5

13 袖無し羽織 茶/平織/木綿 69 35 背割り29

14 三番叟 袴(指貫) 黄緑/松(顔料)/絹 58 腰前23
裾38 3代目使用

15 三番叟 上衣 ( 素
襖)

白 / 鶴・松（顔料）/
絹 前71　後41 34 65 広袖72 3代目使用

16 打 掛 ( 自 由 の 衣
装)

黒/金糸駒詰め文字/
別珍 90 32 31.5/19 40/23 14 10 8 10 ヨコ 

25/14.5

オリジナル（№23は復
元）文字は「新」「自由」
裾に馬簾

17 打掛(花と円) 黒 / 金 糸 駒 詰 め / 絹
（朱子） 105.5 33 30/13.5  36/19.5 15 13.5 10 7 29/14 手入れ穴は後に作られ

たもの

18 打掛(桃栗三年柿
八年)

黒/金糸駒詰め文字/
別珍 112.5 32 33/12 36/19.5 14 13  8.5 12 裾袘は鳳凰 ( 有職文様

風)

19 花魁の帯 黒/金糸駒詰め寿・亀
/別珍 28 32 8 秋山国三郎関係資料

20 打掛 黒 紫 / 金 糸 駒 詰 め 文
字・升/別珍 102 31/

17 28 35/17 13.5 13.5  13 8 秋山国三郎伝来(5代目
の談)

21 打掛(胴抜)
紫/花・文字（善亦美）
金糸駒詰め矢羽根紋/
絹

105 32 31 37.5 13.5 13.5 11 二重
15 14

胴部は紅色地　型染花
紋モスリン地
帝京大にて展示された

22 振袖 朱/文字・金糸駒詰め
九曜紋/縮緬 104 27 64 9.5 8 15 裾裏側に球体のかかり

有り

23 打 掛 ( 自 由 の 衣
裳）

黒/金糸ミシン刺繍/
別珍・サテン 88 34 33/17 広袖39/24 10 14 裾に馬簾

№16の復元衣裳

24 襦袢（短衣） 金・白/金襴風三枚笹
紋/化繊

25 陣羽織 黒/金糸駒詰め九枚笹
ふくら雀/モスリン 96 32 34 38/16.5 12 11 背割り64 衿の高さ11.5

26 小袖 紫み群青/梅花紋・金
糸駒詰め/モスリン 97 33 31 35 14 12 12 二重

８ 30.5/15 
裾裏側に垂れ布（蹴出
し）有り、球体のかか
り有り、瀬沼の文字

27 振袖 若草/梅花・文字・紋・
金糸駒詰め/モスリン 99 31 31 61 11.5 12.5 10 二重

9 31/15
裾裏側に球体のかかり
有り
接ぎによる修復痕有り

28 広袖上衣(直垂) 浅葱/火炎に金糸駒詰
め文字/毛織 57 26 51 55/42 生地が重く車人形では

用いない

29 小袖 薄茶/ぼたん唐草（金
襴）/絹 94 35.5 32.5/13 28/14 ６ 31/15 袖丸み

30 振袖 赤/金糸刺繍・楓/絹・
毛 33 26/12 右79

左34/20 14 9.5 10 19

31 羽織 赤など/織模様段替わ
り金襴風/木綿 59 25 30 12 なし 脇ス

リット 衿高い　前紐

32 小袖 薄緑/アップリケ刺繍
のあと/絹 100 28 27 36 10.8 11.9 7 二重

８ 17 衿は重ね

33 振袖 青色/紋付/モスリン 97 27.5 63 10.5 12.8 10 14
裾裏側に垂れ布（蹴出
し）有り、球体のかか
り有り

表１　初期の八王子車人形衣裳実測概要　（単位：cm）
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№ 資料名（形状等） 色彩/文様/材質 丈・身丈 幅・裾
幅 肩幅 袖幅/袖

下明き
袖丈/振り

明き 前幅 衽幅 脇入
（襠） 裾袘 手入れ穴 特記事項等

34 小袖 紫み群青/無地/モス
リン 91 31.5 31/12 37.5 /22 13.5 12.5 10.5 1 31.5/17 袖口フキビロード

35 小袖 多色/接ぎ合せ/木綿
など 103 34 28/14 35.5/18 14.5 11 12 7 33/20

裾裏側に垂れ布（蹴出
し）有り、球体のかか
り有り
接ぎ合せ小裂は8セン
チ角程

36 小袖 藍/花柄小紋型染/絹 89 28 27/14 37/24.5 10 15 14 ８ タテ23/17

37 振袖 赤紫/ぼたん梅菊扇友
禅染/羽二重 112 31 31.5 70 11.5 13.2 7.8 9.7 28／15 清姫の衣裳

38 振袖(短衣) 赤/花柄/傘小紋型染
/絹 60 34 34 71 26／15 刺繍の半襟付き

39 小袖 黄茶/黄八丈風/木綿 98 33.5 30.5/12 38.5/23 15 13.5 10 ８ 32.5/16 裾裏に球体のかかりの
縫い留め痕

40 小袖 黒/絣模様/木綿 101 34.5 28/12 36/19 15
裾裏側に垂れ布（蹴出
し）有り、球体のかか
り有り

41 小袖（五つ紋） 黒/紋/絹 100 33 30 32 11 二重
6 17

裾裏側に垂れ布（蹴出
し）有り、球体のかか
り有り

42 小袖（三つ紋） 赤茶/紋/木綿 102 31 29.5/12.5 35.5/20/
5.5 12.5 13.5 9 二重

7.5 30/16
裾裏側に垂れ布（蹴出
し）有り、球体のかか
り有り

43 襦袢（袖なし） 白/無地/木綿 98 33 29.3 12 12 10 8 18 開口７
44 襦袢 白/地紋/化繊朱子織 77 33 34/16.5 33/22 15.5 10 12.5 28.5/22 裾から23㎝の背割り
45 襦袢 白/木綿 91.5 31.5 32/13 32/31 14.5 10 11.5 8.5 29/16 袖口綿厚い
46 指貫 黄・白/洋花/化繊 51 36/32 紐付き
47 帯（T字形構成） 黒/織模様 127.5 17 たれ15×22

48 帯（T字形構成） 赤/金糸刺繍菊花・扇
/サテン 196 11

49 帯（T字形構成） 黒/金糸刺繍/ビロード 52 16

50 帯（T字形構成） 黒・浅朱・白/麻の葉
/サテン 127 13.5×

36
51 帯 赤・青・緑 75.5
52 帯 赤/椿・菊/綾織 55 11.5

53 帯 橙（柿色）/菊・ぼたん・
八重桜/絹 73 20.5

54 帯 (T字形構成) 紫・白/鱗 164 18.5 清姫が蛇になったとき
の帯（五代目の談）

55 帯 赤・黒・白/橘・菊 120 55
56 帯　 黒など/金襴・桐・菊 実測値なし
57 帯 赤/金糸駒縫・丸 50 34
58 袋 白 43 18.5

59 人の着物（長着） 藍/縞/木綿 92.5 31×
２ 31.5 42 21.8 13.6

60 人 の 着 物 ( は っ
ぴ) 藍/つた紋型染/木綿 93 30×

２ 32.5 20 25 吉原つなぎ紋

61 甲冑(鎧) 黒 以下実測値
なし

62 甲冑(鎧) 茶 以下実測値
なし

63 帯 鼠/方形紋織/化繊 103.5 12

64 振袖(短衣) 白に紫/ウロコ文様/
縮緬風 43.5 102 102 56.7 16.4 背割り19 中衿白の重ね

65 小袖 茶/平織/木綿 94.4 32 32/14 33/15 11.8 9.5 7 6.4 32.5/15.4

66 小袖(内衣) 白/格子地紋/化繊サ
テン 81.3 32 29.2 41.5 14.3 14.3 19.3/16.8

67 小袖(打掛) 紫/金襴風 103 30 28.7/14 37.3/21.5 10.7 10.7 6.4 6.6 30/15

68 小袖(打掛) 緑・白・紫/金糸織 103 30 30/13.7 36/19.3 12.8 12.8 7 7.2 29/15 袖口袘はビロード　文
字紋

69 小袖(内衣) 赤/菊花葉紋織文/
朱子 91.3 30.5 30.5 44 12 9.3 6 6.6 30/15.5
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No.1　前

No.4　前

No.8　前

No.12　前

No.15　後

No.2　前

No.5　前

No.9　前

No.13　前

No.16　前

No.3　前

No.6　前

No.10　前

No.14　前

No.16　後

No.3　後

No.7　前

No.11　前

No.15　前

No.17　前
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No.20　前

No.22　前

No.26　前

No.30　前

No.17　後

No.20　後

No.23　前

No.27　前

No.31　前

No.18　前

No.21　前

No.24　前

No.28　前

No.32　前

No.18　後

No.21　後

No.25　前

No.29　前

No.33　前

No.19　前
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No.34　前

No.38　前

No.42　前

No.46　前

No.50　表

No.35　前

No.39　前

No.43　前

No.47　表

No.51　表

No.36　前

No.40　前

No.44　前

No.48　表

No.52　表

No.37　前

No.41　前

No.45　前

No.49　前

No.53　表
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No.54　表

No.58　前

No.62　前

No.66　前

現在の衣裳１　帯（立役、女形）

No.55　表

No.59　前

No.63　表

No.67　前

現在の衣裳２　立役小袖

No.56　表

No.60　前

No.64　前

No.68　前

現在の衣裳３　女形小袖

No.57　表

No.61　前

No.65　前

No.69　前

現在の衣裳４　肩衣
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現在の衣裳５　長袴

２現在の胴１　内部

初期の胴１

３現在の胴２　女形

初期の胴２

４現在の胴２　内部

１現在の胴１　立役



第
三
章

151　　第六節　用具類

記録写真6

記録写真２記録写真３

記録写真7

記録写真４

記録写真８

記録写真１

記録写真５

記録写真９

記録写真1　「信田妻」�(No.22　葛の葉姫）横浜会館公演(1929年）
記録写真2　「三番叟」(No.1,�No.14,�No.15)1965年ころ　細田榮久撮影。
記録写真3　市政施行五十周年パレード�(No.1,�No.14,�No.15,�No.7,�No.18)　(�1967年）
記録写真4　�「三床太夫」　(No.11、No.12厨子王、No.35�厨子王母)　四代目西川古柳が上演準備

をする写真が『民芸手帖』42-5(1967年)に見られる。これらの衣裳を使用し、八王
子車人形が説経節を地方として三床太夫を演じている映像（第28回八王子市民文化祭
(1978年)�(西川古柳座所蔵非公開)も残されている。

記録写真5　�「傾城阿波鳴門」（No.�40　お弓）この写真は『東京都の文化財』(1967)にも掲載さ
れている。

記録写真6　「大仏殿記　景清目玉献上の段」�(No.16　景清)�国立劇場公演（1972年）他
記録写真7　「日高川入相花王」(No.37　清姫)　1970年ころ
記録写真8　人形衣裳を着付ける三代目西川古柳　1965年ころ細田榮久撮影。
記録写真9　人形衣裳を繕う三代目西川古柳妻瀬沼マス　1965年ころ細田榮久撮影。
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（二）
　
西
川
古
柳
座
所
蔵
の
初
期
車
人
形
衣
裳
の
所
見
と
解
説

（
１
）秋
山
国
三
郎
旧
蔵
の
衣
裳

五
代
目
西
川
古
柳
に
よ
れ
ば
、
西
川
古
柳
座
所
蔵
の
初
期
の
衣
裳
の
う
ち
、

№
16
、
№
18
、
№
21
等
は
、
秋
山
国
三
郎
旧
蔵
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

秋
山
国
三
郎
（
一
八
二
八
―
一
九
〇
三
）
は
、
明
治
十
年
代
は
じ
め
に
義
太
夫

語
り
の
豊
竹
琴
太
夫
と
し
て
鑑
札
願
を
出
し
、
営
業
も
定
着
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
川
口
村
（
現
在
の
八
王
子
市
上
川
町
）
で
義
太
夫
を
地
語
り
と
す
る
三
人

遣
い
の
「
川
口
村
人
形
芝
居
」
の
一
座
を
な
し
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
、

「
加
賀
見
山
旧
錦
絵
」、「
一
谷
嫩
軍
記
」、「
阿
古
屋
琴
責
の
段
」
を
宝
泉
寺
で

上
演
し
た
こ
と
が
日
野
町
（
現
在
の
日
野
市
）
の
「
河
野
清
助
日
記
」
に
記
録
さ

れ
て
い
る
［
沼�

二
〇
一
五�

一
三
二
頁
］。
し
か
し
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）

年
に
は
日
野
か
ら
芝
居
を
買
い
に
来
た
元
請
け
人
が
秋
山
国
三
郎
一
座
が
消
滅

し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
経
済
的
に
行
き
詰
ま
り
、
首
、
衣
裳
、
舞
台
装
置
一

式
を
売
却
し
「
荷
車
で
引
か
れ
て
い
く
荷
物
を
見
送
る
国
三
郎
の
寂
し
げ
な
姿

が
目
撃
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
［
五
味�

二
〇
一
七�

三
頁
］（
注
１
）

秋
山
国
三
郎
が
衣
裳
を
制
作
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
四
代
目
西
川
古
柳
は
「
家

に
秋
山
国
三
郎
が
い
て
、
こ
う
衣
装
縫
っ
て
い
て
ね
、『
お
爺
さ
ん
、
孫
が
死

ん
だ
ん
だ
よ
』
っ
て
言
っ
て
も
ね
。『
ア
ァ
、
そ
う
か
』
っ
て
下
り
て
こ
な
か
っ

た
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
と
述
べ
て
い
る
［
説
経
節
の
会�

二
〇
〇
六�

四
八
頁
］。

桜
沢
一
昭
も
こ
の
衣
裳
に
つ
い
て
「
人
形
浄
瑠
璃
の
衣
裳
。
時
代
も
の
の
男
の

衣
裳
に
、
国
三
郎
が
長
い
期
間
を
か
け
て
自
ら
「
自
由
」
の
文
字
の
刺
繍
を
ほ

ど
こ
し
た
も
の
。
同
じ
衣
裳
の
背
に
は
「
新
」
の
字
が
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。
旅

館
の
二
階
に
こ
も
っ
て
一
心
不
乱
に
刺
繍
す
る
国
三
郎
は
、
孫
の
死
が
報
じ
ら

れ
て
も
、
軽
く
応
答
す
る
の
み
で
刺
繍
の
手
を
離
さ
な
か
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
」
と
説
明
し
て
い
る

［
桜
沢�

一
九
七
七
］【
写
真

１
参
照
】。
そ
の
他
、『
川
口

の
郷
土
史
』
に
も
「
国
太
夫

（
秋
山
国
三
郎
）
は
近
く
の
若

い
衆
を
集
め
て
、
よ
く
お
祭

に
は
人
形
を
あ
や
つ
っ
た
。

自
分
で
着
物
を
作
っ
た
り
刺

繍
な
ど
し
た
り
し
た
」
と
い

う
古
老
に
聞
い
た
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
［
川
口
市
区
社
教
郷
土
史
研
究
会
十

周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会�

一
九
八
二�

二
四
四
頁
］。

色
川
大
吉
は
、
八
王
子
市
上
川
町
の
郷
土
史
家
秋
山
申
一
氏
が
、
秋
山
国
三

郎
に
義
太
夫
を
教
わ
っ
た
瀬
沼
半
十
郎
に
聞
き
取
り
を
し
た
内
容
を
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る（

（
（

。

翁
（
秋
山
国
三
郎
）
は
人
形
の
衣
裳
を
自
ら
刺
繍
し
た
。
こ
れ
が
資
材
は
時

に
は
土
地
の
有
力
者
か
ら
寄
付
を
受
け
た
（
五
日
市
の
内
山
安
兵
衛
、
戸
倉

の
米
山
五
郎
右
衛
門
、
小
谷
田
兵
五
郎
、
森
久
保
作
蔵
、
村
野
常
右
衛
門
等
）。
然

し
翁
は
こ
う
し
た
寄
付
者
の
好
意
に
対
し
て
は
、
必
ず
人
形
の
着
物
に
は

紋
章
で
残
し
た
。
現
に
私
の
家
で
は
父
の
長
十
郎
が
翁
に
僅
少
の
寄
附
を

し
た
の
で
、
翁
が
人
形
の
衣
裳
に
つ
け
た
紋
章
を
そ
の
ま
ま
雨
傘
の
印

に
、
山
長
（
山
に
長
）
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。［
色
川�

一
九
八
七�

二
三
二
―
二
三
三
頁
］

と
。
西
川
古
柳
座
所
蔵
の
衣
裳
に
は
、
苗
字
や
紋
章
の
刺
繍
が
施
さ
れ
た
も
の

が
見
ら
れ
る
が
【
写
真
２
～
６
】、
引
用
し
た
瀬
沼
半
十
郎
の
説
明
と
の
関
連

は
不
明
で
あ
る
。

写真１　No.16部分
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№
16
は
、
秋
山
国
三
郎
が
制
作
し

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、「
新
」「
自
由
」
と
い
う
刺
繍
が

施
さ
れ
て
お
り
、
秋
山
国
三
郎
が
民

権
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
自
由
民

権
運
動
と
関
連
付
け
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
衣
裳
で
あ
る（

（
（

。
西
川
古
柳
座
所

蔵
に
な
っ
て
か
ら
は
、「
景
清
目
玉

献
上
の
段
」
の
景
清
の
衣
裳
と
し
て

使
用
さ
れ
た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
、
西
川

古
柳
座
初
の
国
立
劇
場
公
演
（「
古
浄
瑠
璃
系
人
形
と
特
殊
な
一
人
遣
い
」）
し
た
際

の
演
目
に
も
「
大
仏
殿
記　

景
清
目
玉
献
上
の
段
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
№
16

の
衣
裳
に
は
、
縫
い
合
わ
さ
れ
塞
が
れ
た
手
入
れ
穴
か
ら
約
十
五
セ
ン
チ
上
に

改
め
て
手
入
れ
穴
を
設
け
た
跡
が
見
ら
れ
る
【
写
真
７
】。

№
18
の
衣
裳
に
つ
い
て
、
八
王
子
市
教
育
委
員
会
は
、
自
由
民
権
運
動
の
説

明
の
中
で
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
に
政
府
が
十
年
後
に
国
会
を
開
設
す

る
こ
と
を
国
民
に
約
束
し
た
こ
と
等
の
説
明
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
う
ち
か
け
は
、
川
口
村
（
八
王
子
市
上
川
町
）
の
北
村
透
谷
と
も
親

交
の
あ
っ
た
民
権
家
秋
山
国
三
郎
が
、
三
人
遣
い
の
人
形
芝
居
の
た
め
に

つ
く
っ
た
も
の
と
い
う
。『
苦
界
十
年
・
面
壁
九
年
・
桃
栗
三
年
柿
八
年
』

の
文
字
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
」［
八
王
子
市
教
育
委
員
会�

一
九
八
八�

七
三
頁
］

№
21
は
「
善
亦
美
」
と
刺
繍
さ
れ
、
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
六
月
四

日
の
『
説
経
浄
瑠
璃
と
写
し
絵
の
会
』
に
お
い
て
「
小
栗
判
官
一
代
記
」
の
照

写真２　No.21袖刺繍「関谷」写真４��No.27袖(背面）「圡や」「圡や」はNo.18にも見られる。

写真６�No12　同じ紋がNo.25、No.68にも見られる。 写真３��No.26背面刺繍「上」写真５��No.68背面刺繍「谷合」

写真7　No.16手入れ穴部分
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手
姫
の
衣
裳
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）金
糸
の
刺
繍
に
つ
い
て

秋
山
国
三
郎
旧
蔵
と
さ
れ
る
三
点
お
よ
び
そ
の
他
の
衣
裳
に
も
金
糸
の
刺
繍

（
駒
縫
い
）
が
多
く
み
ら
れ
る
。

画
家
鈴
木
信
太
郎
（
一
八
九
五
―
一
九
八
九
）
は
昭
和
初
期
の
八
王
子
車
人
形

の
衣
裳
に
関
し
、

人
形
の
衣
裳
も
そ
れ
ら
人
形
師
仲
間
の
手
製
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、

黒
、
白
、
赤
、
紺
、
浅
黄
、
紫
、
な
ど
の
生
地
に
松
、
梅
、
櫻
な
ど
を
金

糸
で
縫
ひ
取
り
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
袖
や
帯
な
ど
は
嫁
さ
ん
時
代
の

女
房
の
長
じ
ゅ
ば
ん
を
き
り
ぬ
い
て
縫
い
合
わ
せ
た
り
し
た
も
の
だ
そ
う

で
あ
る
が
、
黒
繻
子
に
金
糸
模
様
を
縫
い
こ
む
の
に
、
仕
事
の
合
間
合

間
を
か
け
て
幾
年
も
か
か
っ
て
仕
上
げ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
［
鈴
木�

一
九
四
九
］。

と
詳
述
し
、
金
糸
の
刺
繍
が
印
象
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
書
き
残
し
て
い
る
。

西
川
古
柳
座
所
蔵
の
衣
裳
中
、
№
22
、
№
26
な
ど
の
衣
裳
が
、
鈴
木
信
太
郎

の
説
明
に
対
応
し
た
特
徴
を
備
え
て
い
る
【
写
真
8
、
9
、
10
】。

（
３
）衣
裳
制
作
者
に
つ
い
て

昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
度
か
ら
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
度
に
八

王
子
市
立
恩
方
中
学
校
に
在
学
し
た
生
徒
の
地
域
の
調
査
の
文
集
（『
郷
土　

夕

焼
け
の
里
』）
に
、
四
代
目
西
川
古
柳
に
人
形
衣
裳
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し
た

中
学
生
に
よ
る
、「
井
上
さ
ん
の
お
ば
あ
さ
ん
」
が
五
十
年
以
上
前
か
ら
人
形

衣
裳
を
多
く
縫
い
、
八
年
間
で
百
枚
く
ら
い
縫
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る

写真8　No.22　金糸刺繍部分

写真10　No.27　金糸刺繍部分 写真9��No.26　金糸刺繍部分
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［
植
松�

一
九
八
七�

五
一
頁
］。
五
代
目
西
川
古
柳
に
は
「
井
上
さ
ん
の
お
ば
あ

さ
ん
」
に
つ
い
て
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
先
述
の
鈴
木
信
太

郎
の
記
述
内
容
と
符
合
し
、
地
元
の
人
の
手
に
よ
っ
て
八
王
子
車
人
形
の
衣
裳

製
作
が
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

記
録
写
真
９
は
、
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
頃
細
田
榮
久
に
よ
っ
て
撮
影

さ
れ
た
、
人
形
衣
裳
を
縫
う
三
代
目
西
川
古
柳
の
妻
、
瀬
沼
マ
ス
で
あ
る
。
細

田
榮
久
は
撮
影
し
た
写
真
に
聞
き
書
き
を
添
え
て
ア
ル
バ
ム
を
作
成
し
て
い
る

が
、
こ
の
写
真
に
関
し
て
は
「
古
柳
の
妻
も
公
演
の
前
に
は
、
衣
装
を
つ
く
ろ
っ

て
は
影
な
が
ら
助
け
て
い
る
。『
公
演
の
度
に
こ
れ
を
や
ら
さ
れ
る
ん
で
す
か

ら
ね
』
と
意
味
あ
り
げ
に
笑
っ
て
み
せ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
三
代
目
西
川
古

柳
逝
去
に
関
す
る
新
聞
記
事
（
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
十
月
九
日
朝
日
新
聞
東

京
版
）
に
も
「
妻
マ
ス
さ
ん
（
七
四
）
は
、
ず
っ
と
人
形
の
髪
ゆ
い
や
衣
装
直
し

を
手
伝
っ
て
き
た
。『
き
ま
っ
て
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
こ
ろ
に
や
ら
さ
れ
る
ん
で
す
。

そ
れ
で
注
文
が
む
ず
か
し
く
っ
て
。
で
も
、
も
う
あ
の
苦
労
は
し
た
く
て
も
で

き
な
い
ん
で
す
ね
』
と
う
つ
む
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
４
）芸
能
の
変
遷
の
過
程
が
分
か
る
も
の

①
三
番
叟
衣
裳

三
代
目
西
川
古
柳
（
瀬
沼
周
助
）
の
使
用
し
た
三
番
叟
衣
裳
（
№
1
、
14
、
15
）、

四
代
目
西
川
古
柳
（
瀬
沼
時
雄
）
の
使
用
し
た
三
番
叟
衣
裳
（
№
２
、３
）
と
も
に

上
衣
が
白
地
、
袴
が
緑
色
を
し
て
お
り
、
袴
の
生
地
は
染
め
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
ら
の
衣
裳
を
使
用
し
て
三
代
目
西
川
古
柳
は
附
け
板
の
地
方
に
よ

る
三
番
叟
（［
服
部�

二
〇
一
七
］
参
照
）、
四
代
目
西
川
古
柳
は
長
唄
と
義
太
夫
の

地
方
に
よ
る
三
番
叟
を
演
じ
て
お
り
［
創
価
大
学
八
王
子
研
究
会�

一
九
七
五�

頁
］、
義
太
夫
の
地
方
と
と
も
に
演
じ
る
現
在
の
三
番
叟
以
前
の
変
遷
の
過
程

を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
№
14
、
15
に
比
べ
、
№
2
、
3
は
傷
み
が
少
な
い
。

四
代
目
西
川
古
柳
は
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
頃
に
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い

る
衣
裳
と
同
型
の
黒
地
の
衣
裳
の

三
番
叟
を
演
じ
て
お
り
、
№
2
、

3
の
使
用
期
間
は
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

五
代
目
西
川
古
柳
は
「
四
代
目
は

こ
の
衣
裳
（
№
2
、
３
）
で
も
よ

く
公
演
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

劣
化
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の

は
、
シ
ャ
ン
タ
ン
と
い
う
織
布
で

出
来
て
い
る
た
め
丈
夫
で
あ
っ
た

こ
と
や
、
傷
み
や
す
い
場
所
に
力
布
【
写
真
11
】
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
、
使
用
し
な
が
ら
工
夫
し
て
制
作
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
力
布

は
西
川
古
柳
座
所
蔵
の
車
人
形
衣
裳
の
多
く
に
施
さ
れ
て
い
る
。

②
清
姫
の
衣
裳

№
26
、
27
、
37
、
64
は
「
日
高
川
入
相
花
王
」
の
清
姫
の
衣
裳
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
。
五
代
目
西
川
古
柳
は
「
日
高
川
入
相
花
王
」
を
西
川
古
柳
座

十
八
番
で
あ
っ
た
と
語
っ
て
お
り
、
傷
ん
で
は
新
た
に
次
の
衣
裳
を
制
作
し
た

こ
と
が
伺
え
よ
う
。

（
５
）�車
人
形
衣
裳
の
構
成
上
の

特
徴

初
期
に
用
い
ら
れ
た
衣
裳
の
制

作
方
法
の
特
徴
と
し
て
は
女
形
の

足
の
「
か
か
り
」
が
、
布
で
作
っ

た
球
状
を
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
【
写
真
12
】。

写真11��No.3　脇の部分に力布があてられている

写真12　No.35　球状の足のかかり
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文
楽
の
三
人
遣
い
で
は
、
足
遣
い

が
こ
れ
を
手
で
持
っ
て
足
の
動
き

を
表
現
す
る
。
女
形
の
足
は
昭
和

五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
に
は
、
こ

れ
ら
の
球
状
の
足
で
は
な
く
、
現
在

の
も
の
と
同
様
の
棒
状
の
も
の
【
写

真
13
】
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
［
佐
藤�

一
九
七
七�

三
頁
］。

初
期
の
衣
裳
に
限
ら
ず
、
現
在
用

い
ら
れ
て
い
る
衣
裳
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
構
造
と
し
て
取
り
上
げ
る
と
す

れ
ば
、
基
本
的
に
綿
入
れ
で
あ
り
、
小
袖
や
打
掛
に
は
脇
縫
い
に
三
角
形
の
マ

チ（
襠
、
脇
入
れ
と
も
呼
ば
れ
る
）を
入
れ
、
裾
の
拡
が
り
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と【
写

真
14
】、
裾
に
幅
広
の
袘ふ
き

【
写
真
15
】
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

２　

肩
板
・
胴
輪
お
よ
び
着
付
け
に
つ
い
て

西
川
古
柳
座
で
は
、
演
目
の
増
加
や
公
演
回
数
の
増
加
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

衣
裳
を
着
付
け
る
土
台
と
な
る
肩
板
、
胴
輪
を
製
作
し
て
い
る
。【
写
真
17
、

18
】
詳
細
は
本
書
第
五
章
第
六
節
に
詳
述
す
る
が
、
衣
裳
の
着
付
け
は
五
代
目

西
川
古
柳
が
行
っ
て
い
る
。

写真13　女形脚の動きを表現する仕掛け
写真14　No.37　脇の下にマチ部分が見られる。

写真15��No.67　裾袘(フキ)部分

写真16　�四代目西川古柳旧蔵の衣裳制作ノート。衣裳の裁ち方が
描かれ「マチ」が記載されている

写真17　五代目西川古柳による胴輪の製作

写真18　五代目西川古柳による肩板の製作
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な
お
、
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
頃
ま
で
、
瀬
沼
家
は
織
物
業
を
営
む

傍
ら
八
王
子
車
人
形
の
興
行
を
行
っ
て
き
た
が
、
初
期
の
車
人
形
衣
裳
に
用
い

ら
れ
て
い
る
生
地
と
家
業
の
織
物
あ
る
い
は
八
王
子
織
物
と
の
関
係
は
分
か
っ

て
い
な
い
。
五
代
目
西
川
古
柳
は
、「
昭
和
四
十
年
頃
は
ウ
ー
ル
の
織
物
を
生

産
し
て
い
た
。
売
り
物
で
あ
る
反
物
を
人
形
の
衣
裳
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
菱
山
愛
子
は
、
人
形
衣
裳
と
織
物
に
つ
い
て
「
八

王
子
は
織
物
都
市
と
云
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
古
く
か
ら
織
物
が
盛
ん
で
あ
っ

た
。
車
人
形
の
遣
い
手
も
機
業
家
が
多
く
、
従
っ
て
人
形
に
着
せ
る
衣
裳
の
面

で
不
自
由
す
る
よ
う
な
事
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
形
の
衣
裳
の
た
め
に
特

に
粋
を
凝
ら
し
た
生
地
を
織
っ
た
り
染
め
た
り
す
る
余
裕
も
な
か
っ
た
か
ら
、

大
抵
黒
・
白
・
紺
・
浅
黄
・
紫
等
の
無
地
に
、
松
・
梅
・
桜
等
の
花
模
様
を
金

糸
で
縫
取
り
し
た
も
の
が
多
く
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
全
部
人
形
師
仲
間
の
手

製
に
よ
る
も
の
と
の
由（

（
（

。」
と
述
べ
て
い
る
。

注�

１　

�

五
味
元
に
よ
る
、
秋
山
国
三
郎
と
同
時
期
に
川
口
村
の
義
太
夫
語
り
で
あ
っ

た
鶴
澤
亀
雀
の
子
孫
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

２　

�

色
川
大
吉
『
明
治
精
神
史
』
に
秋
山
国
三
郎
の
衣
裳
に
関
す
る
記
載
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
細
田
明
宏
氏
よ
り
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

３　

�［
小
西�

一
九
七
九�

六
九
頁
］
は�

「
当
時
の
民
権
運
動
に
使
用
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
」
と
説
明
し
て
い
る
。［
小
笠
原�

一
九
八
七�

二
頁
］
は
こ
の
衣
裳

に
つ
い
て
、「
民
権
運
動
か
ら
派
生
し
た
政
治
演
劇
の
萌
芽
と
し
て
注
目
さ

れ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
中
学
校
の
歴
史
の
教
科
書
に
お
い
て
も
自
由

民
権
運
動
の
紹
介
の
中
で
、
こ
の
衣
裳
を
着
た
人
形
の
写
真
と
と
も
に
「『
自

由
』
の
文
字
の
つ
い
た
芝
居
用
の
人
形　

当
時
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
『
自

由
』
の
文
字
を
つ
け
る
こ
と
が
流
行
し
ま
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。［
帝

国
書
院�

二
〇
一
六�

一
七
三
頁
］

４　
［
菱
山　

一
九
六
八　

三
八
頁
］

（
執
筆
者　

安
蔵　

裕
子
）

参
考
文
献　

色
川
大
吉�

一
九
八
七
『
明
治
精
神
史
（
上
）』
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社

植
松
森
一
編
集�

一
九
八
七
『
郷
土�

夕
焼
け
の
里
』
文
成
社

大�

谷
津
早
苗
、
安
蔵
裕
子�

二
〇
〇
二
「
矢
崎
家
浄
瑠
璃
人
形
の
か
し
ら
・
衣
裳
に
つ

い
て
」『
研
究
紀
要
7
』（
矢
崎
家
資
料
調
査
）
東
京
都
港
区
教
育
委
員
会

小�

笠
原
幹
夫�

一
九
八
六
「
芝
居
に
み
る
自
由
民
権
」『
日
本
近
代
文
学
』
第
37
集
、
日

本
近
代
文
学
会

川�

口
地
区
社
教
郷
土
史
研
究
会
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会�

一
九
八
八
『
川
口
の
郷

土
史
』
川
口
地
区
社
教
郷
土
史
研
究
会
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
、
清
水
工
房

小�

西
四
郎�

一
九
七
九
『
図
説　

昭
和
の
歴
史
1　

昭
和
史
の
原
像
』
昭
和
の　

歴
史

刊
行
会
、
集
英
社

五�

味
元�

二
〇
一
七
「
説
経
節
考
察
―
庶
民
芸
能
の
視
点
か
ら
」『
説
経
節
の
会
通
信
№

一
五
八
』
説
経
節
の
会

桜
沢
一
昭�

一
九
七
七
「
幻
境　
“
風
流
な
る
田
人
”
秋
山
国
三
郎
」『
第
三
文
明
』

佐�

藤
広�

一
九
七
七
「
八
王
子
車
人
形
の
現
状
」（「
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
だ
よ
り
」

№
1

鈴�

木
信
太
郎�

一
九
四
九
「
八
王
子
車
人
形
覚
書
」『
諸
国
の
人
形
芝
居
』（
河
竹
繁
俊
編
）

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

説�

経
節
の
会�

二
〇
〇
七
「
恩
方
の
説
経
、
芸
を
残
す
と
い
う
こ
と
は
・
・
・　

語
り

手
四
代
目
西
川
古
柳
」『
説
経
節
の
会
二
〇
周
年
記
念
誌　

説
経
太
夫
列
伝　

―
聞

き
書
き
集
―
』
説
経
節
の
会

創
価
大
学
八
王
子
研
究
会�

一
九
七
五
『
八
王
子
を
語
る
』
八
王
子

帝
国
書
院�

二
〇
一
六
『
社
会
科　

中
学
生
の
歴
史
』
帝
国
書
院

沼�

謙
吉�

二
〇
一
五
「
八
王
子
車
人
形
と
秋
山
国
三
郎
」『
説
経
節
研
究　

―
歴
史
資
料

編
―
』
説
経
節
の
会
編
集　

方
丈
出
版

八�

王
子
市
教
育
委
員
会�

一
九
八
七
『
八
王
子
の
歴
史
と
文
化
』
八
王
子
市
教
育
委
員
会

服�

部
真
理�

二
〇
一
七
「
八
王
子
車
人
形
の
初
期
の
三
番
叟
に
つ
い
て
」『
文
化
財
年

報
』
10

菱�
山
愛
子�

一
九
六
八
「
八
王
子
車
人
形
に
つ
い
て
」『
多
摩
文
化
』
二
十
号　

多
摩
文

化
研
究
会
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三
　
西
川
古
柳
座
所
蔵
の
ろ
く
ろ
車
の
記
録

ろ
く
ろ
車
は
、
前
に
二
輪
、
後
ろ
に
一
輪
の
車
輪
が
つ
い
た
人
形
遣
い
の
乗

る
箱
型
の
車
で
あ
る
。
ろ
く
ろ
車
の
構
造
は
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
八
王
子
車

人
形
の
初
期
か
ら
大
き
く
変
わ
る
こ
と
な
く
、
現
在
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
本

項
で
は
八
王
子
車
人
形
西
川
古
柳
座
所
蔵
の
初
期
（
昭
和
四
十
年
代
ま
で
）
の
ろ

く
ろ
車
二
点（
ろ
く
ろ
車
１
、
ろ
く
ろ
車
２
）と
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
ろ
く
ろ
車（
ろ

く
ろ
車
３
～
ろ
く
ろ
車
８
）
の
写
真
、
実
測
デ
ー
タ
、
所
見
デ
ー
タ
の
記
録
を
示
す
。

現
在
西
川
古
柳
座
以
外
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
八
王
子
車
人
形
初
期
の
ろ
く
ろ
車

に
つ
い
て
は
、
各
地
の
車
人
形
の
ろ
く
ろ
車
と
と
も
に
第
五
章
第
七
節
で
扱
う

こ
と
と
す
る
。

先
行
研
究
に
お
い
て
、
小
田
内
通
久
他
に
よ
り
、
ろ
く
ろ
車
は
概
観
図
と
側

面
、
底
面
の
二
面
で
作
図
さ
れ
て
実
測
さ
れ
て
い
る（

（
（

（
図
１
）。

筆
者
は
各
々
の
資
料
の
調
査
を
通
し
て
、
ろ
く
ろ
車
の
変
遷
の
特
徴
等
を
捉

え
る
た
め
、
前
面
と
後
面
双
方
も
実
測
し
記
録
す
る
こ
と
と
し
た
。
現
在
西
川

古
柳
座
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ろ
く
ろ
車
（
本
項
で
示
す
ろ
く
ろ
車
５
）
に
基
づ
き

四
面
図
（
本
項
末
）
を
作
成
し
、
図
中
に
番
号
を
付
し
た
各
部
分
（
名
称
は
記
録

の
た
め
に
筆
者
が
設
定
）
を
可
能
な
限
り
計
測
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
ろ
く
ろ
車
３
～
ろ
く
ろ

車
８
は
、
同
じ
型
の
も
の
が
各
々
複
数
個
存
在
す
る
が
、
各
型
の
ろ
く
ろ
車
を

一
点
ず
つ
実
測
し
、
調
査
し
た
。
調
査
、
撮
影
に
期
間
を
要

し
た
た
め
、
同
じ
ろ
く
ろ
車
番
号
の
資
料
で
あ
り
な
が
ら
、

異
な
る
資
料
を
撮
影
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
同
型
の
ろ

く
ろ
車
と
し
て
一
括
し
て
扱
っ
て
い
る
。

図１　小田内通久によるろくろ車の図（『民俗藝術』1-5より）
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（一）　

西
川
古
柳
座
所
蔵
の
ろ
く
ろ
車

写真１　�ろくろ車１　明治時代（推定）

写真２　�ろくろ車１底面

写真３　�ろくろ車２　昭和初期（推定）

写真４　�ろくろ車２底面

写真５　�左からろくろ車３、ろくろ車４、ろくろ車５

写真６　�左からろくろ車３、ろくろ車４、ろくろ車５　
いずれも底面

写真７　�ろくろ車３

写真８　�ろくろ車３底面

写真９　�ろくろ車５

写真１０　�ろくろ車５の紐をはずしたと
ころ

写真１１　�ろくろ車６

写真１２　�ろくろ車６底面
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写真１３　�ろくろ車７

写真１４　�ろくろ車７底面

写真１5　�ろくろ車８

写真１６　�ろくろ車８底面

ろくろ車番号 所蔵場所 年 代 備 考 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

ろくろ車 1 西川古柳座 最古 明治期か 16 24.5 15 3 3.5 8 4.5 4 1.8 0.7 8.5 2.5 0.7 4 1 8.5 8

ろくろ車 2 西川古柳座 昭和 30
年代頃

三代目西川古柳
使用 17 24.2 16 2.3 3 3* 6 8 2.5 1.2 9 2.4 1.2 1.5 1.3 8 8

ろくろ車 3 西川古柳座 現代 座面低め 19 24 16.5 2.5 8.5 5 7 8 2.5 1 8.5 2.7 1 5 1.3 8.5 9

ろくろ車 4 西川古柳座 現代 座面中くらい 20 24 16.5 2.5 8.5 5 7 8 2.5 1 8.5 2.7 1 5 1.3 8.5 9

ろくろ車 5 西川古柳座 現代 座面高め 21 24 16.5 2.5 8.5 5 7 8 2.5 1 8.5 2.7 1 5 1.3 8.5 9

ろくろ車 6 西川古柳座 現代 ゴム製車輪
（檜舞台用） 20 24 16.5 2.5 8.5 5 7 8 2.5 1 8 2.3 ー ー 1 8 10

ろくろ車 7 西川古柳座 現代 車輪カバー付き 21 24 16.5 2.5 8.5 5 7 8 2.5 1 8.5 2.7 1 5 1.1 8.5 9

ろくろ車 8 西川古柳座 現代 教室受講生用 21 24 16.5 2.5 8 6.5 5 7.5 2.5 1 6.5 3 ー ー 3 6.5 7

表１　西川古柳座所蔵　ろくろ車データの実測データ　服部真理　作成　（（0（7年度～（0（9年度　八王子市教育委員会調査）
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ろ
く

ろ
車

番
号

所
蔵

場
所

年
代

備
考

座
面

の
板

座
面

カ
バ

ー
側

面
組

み
方

側
面

底
部

前
紐

穴
前

輪
形

ス
ペ

ー
サ

ー
素

材
前

輪
ベ

ア
リ

ン
グ

後
輪

形
後輪

ベアリング
車

軸
箱

側
面

車
軸

挿
入

部
分

左
前

箱
側

面
車

軸
挿

入
部

左
後

箱
側

面
車

軸
挿

入
部

右
前

箱
側

面
車

軸
挿

入
部

右
後

ろ
く

ろ
車

1
西

川
古

柳
座

最
古

明
治

期
か

黒
つ

や
消

し
皮

三
枚

組
み

接
ぎ

舟
形（

1㎝
）

２
個

丸
み

竹
な

し
円

筒
形

に
近

い
木

製
正

方
形

正
方

形
丸

形
丸

形

ろ
く

ろ
車

2
西

川
古

柳
座

昭
和

30
年

代
頃

三
代

目
西

川
古

柳
使

用
10枚

黒
つ

や
あ

り
皮

三
枚

組
み

接
ぎ

舟
形（

2㎝
）

２
個

(縦
）

平
面

に
近

い
竹

な
し

円
筒

形
に

近
い

あ
り

金
属

か
正

方
形

な
し

丸
形

な
し

ろ
く

ろ
車

3
西

川
古

柳
座

現
代

座
面

低
め

1枚
を

反
ら

す
黒

色
綿

生
地

三
枚

組
み

接
ぎ

直
線

形
２

個
平

面
に

近
い

丸
み

塩
ビ

パ
イ

プ
な

し
円

筒
形

に
近

い
あ

り
金

属
製

丸
形

な
し

正
方

形
な

し

ろ
く

ろ
車

4
西

川
古

柳
座

現
代

座
面

中
く

ら
い

1枚
黒

色
綿

生
地

三
枚

組
み

接
ぎ

直
線

形
２

個
平

面
に

近
い

丸
み

塩
ビ

パ
イ

プ
な

し
円

筒
形

に
近

い
あ

り
金

属
製

丸
形

丸
形

丸
形

丸
形

ろ
く

ろ
車

5
西

川
古

柳
座

現
代

座
面

高
め

1枚
黒

色
綿

生
地

三
枚

組
み

接
ぎ

直
線

形
２

個
平

面
に

近
い

丸
み

塩
ビ

パ
イ

プ
な

し
円

筒
形

に
近

い
あ

り
金

属
製

丸
形

丸
形

丸
形

丸
形

ろ
く

ろ
車

6
西

川
古

柳
座

現
代

ゴ
ム

製
車

輪
（

檜
舞

台
用

）
1枚

黒
色

綿
生

地
三

枚
組

み
接

ぎ
直

線
形

２
個

平
面

ー
あ

り
円

筒
形

あ
り

金
属

製
丸

形
丸

形
丸

形
丸

形

ろ
く

ろ
車

7
西

川
古

柳
座

現
代

車
輪

カ
バ

ー
付

き
1枚

黒
色

綿
生

地
三

枚
組

み
接

ぎ
直

線
形

２
個

平
面

に
近

い
丸

み
塩

ビ
パ

イ
プ

な
し

円
筒

形
に

近
い

あ
り

金
属

製
丸

形
丸

形
丸

形
丸

形

ろ
く

ろ
車

8
西

川
古

柳
座

現
代

教
室

受
講

生
用

1枚
黒

色
綿

生
地

二枚組み接ぎ、
三枚組み接ぎ

直
線

形
２

個
平

面
ー

あ
り

(キャスター)
円

筒
形

に
近

い
あ

り
金

属
製

な
し

な
し

な
し

な
し

表
（　
西
川
古
柳
座
所
蔵
以
外
の
ろ
く
ろ
車
の
所
見
デ
ー
タ
　
服
部
真
理
　
作
成
　（
（0（7年

度
～
（0（9年

度
　
八
王
子
市
教
育
委
員
会
調
査
）



第三章　八王子車人形の現況、記録　　162

�

（二）　

西
川
古
柳
座
所
蔵
の
ろ
く
ろ
車
の
解
説

1
　
初
期（
明
治
時
代
か
ら
昭
和
四
十
年
代
ま
で
）に

　
　
使
用
さ
れ
た
ろ
く
ろ
車（
ろ
く
ろ
車
1
～
2
）

ろ
く
ろ
車
1
【
写
真
1
】
は
、
五
代
目
西
川
古
柳
に
よ
れ
ば
、
西
川
古
柳
座

所
蔵
の
ろ
く
ろ
車
の
中
で
は
最
も
古
く
、
明
治
時
代
に
二
代
目
西
川
古
柳
が
使

用
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
車
軸
は
木
製
、
ス
ペ
ー
サ
ー
に
は
竹
が
用
い
ら
れ
る
。

前
輪
の
地
面
と
の
接
触
部
分
に
は
丸
み
が
あ
る（

（
（

。
後
輪
は
両
端
が
削
ら
れ
た
円

柱
型
を
し
て
い
る
【
写
真
17
】。
箱
の
前
面
と
後
面
に
は
、
紐
が
通
さ
れ
て
い

る
穴
以
外
に
中
央
に
も
穴
が
あ
り
、
中
央
の
一
つ
の
穴
に
紐
を
輪
に
し
て
通
し

て
使
用
し
て
い
た
痕
跡
が
伺
え
る
【
写
真

18
、
19
】。
ま
た
、
側
面
は
三
枚
組
み
接

ぎ
で
接
合
さ
れ
、
側
面
底
部
は
舟
形
で
、

車
軸
の
箱
挿
入
部
分
は
、
人
形
遣
い
に

と
っ
て
左
側
が
四
角
形
、
右
側
が
丸
形
で

あ
る
【
写
真
20
、
21
】。
片
側
の
車
軸
挿

入
部
分
が
角
型
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
ろ

く
ろ
車
走
行
時
の
車
軸
は
回
転
せ
ず
、
固

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ろ
く
ろ
車
2
【
写
真
3
】
は
、
昭
和
四
十
年
代
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
。
車
輪

の
配
置
、
大
き
さ
等
（
表
中
⑩
⑪
⑫
⑮
⑯
⑰
）
は
ろ
く
ろ
車
1
と
類
似
し
て
い
る
。

前
輪
表
面
は
ろ
く
ろ
車
1
の
よ
う
な
丸
み
は
な
く
、
平
面
に
近
い
【
写
真
22
】。

紐
穴
を
変
更
し
た
痕
跡
も
見
ら
れ
る
。
側
面
は
三
枚
組
み
つ
ぎ
、
側
面
底
部
は

舟
形
で
箱
外
側
の
車
軸
挿
入
部
分
は
左
右
と
も
前
輪
の
み
表
れ
、
左
が
四
角

形
、
右
が
丸
形
で
あ
る
【
写
真
23
、
24
】。
後
輪
内
部
に
三
代
目
西
川
古
柳
に

よ
っ
て
自
転
車
の
ベ
ア
リ
ン
グ
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
西
川
古
柳
座
の
ろ

く
ろ
車
の
中
で
は
、
最
初
に
ベ
ア
リ
ン
グ
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う（

（
（

。【
写
真
22
】
に
、
後
輪
車
軸
を
支

え
る
金
具
も
見
ら
れ
る
。

前
側
面
と
後
側
面
の
下
に
厚
さ
一
・
八

セ
ン
チ
ほ
ど
の
木
が
添
え
ら
れ
て
い
る【
写

真
25
、
26
】
が
、
五
代
目
西
川
古
柳
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
は
転
倒
防
止
の
た
め
に
後
か

ら
付
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、

三
代
目
西
川
古
柳
が
、
こ
の
ろ
く
ろ
車
を

使
用
し
て
い
る
写
真
（
金
子
桂
三
撮
影
）
と

同
じ
頃
に
写
さ
れ
た
【
写
真
27
】
が
、
西

写真17　ろくろ車1底面

写真20　ろくろ車1左側面

写真21　ろくろ車1右側面

写真18　ろくろ車1前面

写真19　ろくろ車1後面

写真22　ろくろ車2底面
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川
古
柳
座
に
残
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
に
制
作
さ
れ
た
映
像
に
、
三
代
目
西
川
古
柳
が
、

ろ
く
ろ
車
1
お
よ
び
ろ
く
ろ
車
2
と
は
異
な
る
ろ
く
ろ
車
前
輪
の
車
軸
を
横
の

穴
か
ら
取
り
出
し
、
手
入
れ
す
る
様
子
が
見
ら
れ
る（

（
（

。
五
代
目
西
川
古
柳
に
よ

れ
ば
、「
当
時
、
雑
音
を
緩
和
す
る
た
め
に
車
軸
を
外
し
、
油
を
差
し
た
り
し

て
い
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

五
代
目
西
川
古
柳
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
十
年
代
ま
で
の
初
期
の
八
王
子
車
人

形
に
お
い
て
、
現
在
と
同
様
、
ろ
く
ろ
車
は
使
用
者
が
固
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

座
員
で
共
有
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
初
期
の
ろ
く
ろ
車
の
木
材
の
材

質
の
詳
細
に
関
し
て
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
ろ
く
ろ
車
の
多
く
は
側
面
が
ス
ギ
、

車
輪
は
カ
シ
で
あ
る
と
い
う（

（
（

。

2
　
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
ろ
く
ろ
車（
ろ
く
ろ
車
3
～
8
）

現
在
、
西
川
古
柳
座
で
は
約
二
十
点
の
三
輪
の
ろ
く
ろ
車
を
所
蔵
し
座
員
の

練
習
及
び
公
演
時
に
使
用
し
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
座
員

の
西
川
柳
時
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
【
写
真
29
】。
そ
の
他
、
キ
ャ
ス
タ
ー
付

き
四
輪
の
ろ
く
ろ
車
（
後
述
す
る
ろ
く
ろ
車
8
）
約
十
点
を
所
蔵
し
て
い
る
。

写真24　ろくろ車2右側面

写真23　ろくろ車2左側面
写真25　ろくろ車2前面

写真27　�ろくろ車２に乗る三代目西川古柳　西川古
柳座提供

写真26　ろくろ車2後面

写真28　�参考　ろくろ車に乗る四代目西川古柳　
（昭和40年頃）西川古柳座所蔵
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①
　
三
輪
の
ろ
く
ろ
車（
ろ
く
ろ
車
3
、4
、5
）

五
代
目
西
川
古
柳
に
よ
れ
ば
、
約
十
点
は
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
頃
に

作
ら
れ
、
残
り
は
、
座
員
の
西
川
柳
時
に
よ
っ
て
二
十
年
ほ
ど
前
に
製
作
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
現
在
舞
台
で
用
い
ら
れ
る
ろ
く
ろ
車
は
、
座
面
の
高
さ
に
よ
り
三

種
類
に
大
別
さ
れ
る
【
写
真
5
】。

本
稿
で
は
高
さ
の
低
い
方
か
ら
順
に
、
ろ
く
ろ
車
3
【
写
真
5
左
】、
ろ
く

ろ
車
4
【
写
真
5
中
央
】、
ろ
く
ろ
車
5
【
写
真
5
右
】
と
し
、
複
数
あ
る
各
々

の
高
さ
の
ろ
く
ろ
車
を
一
点
づ
つ
計
測
し
た
。
内
側
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

車
輪
の
配
置
や
大
き
さ
は
ろ
く
ろ
車
3
～
5
で
同
一
で
あ
る
。
演
じ
る
役
の
人

形
の
背
丈
、
衣
裳
の
大
き
さ
と
人
形
遣
い
の
背
丈
の
両
面
を
考
慮
し
、
人
形
遣

い
の
判
断
で
ろ
く
ろ
車
が
選
ば

れ
る
。
例
え
ば
、『
出
世
景
清�

目
玉
献
上
の
段
』
の
景
清
役
等

で
は
人
形
が
大
き
く
な
る
た

め
、
ろ
く
ろ
車
5
に
さ
ら
に
座

面
サ
イ
ズ
の
座
布
団
を
敷
い
て

操
る
【
写
真
30
、
31
】。

『
東
海
道
中
膝
栗
毛　

赤
坂
並
木
の
段
』
の
子
供
役
で
は
一
番
低
い
ろ
く
ろ

車
3
が
用
い
ら
れ
る（

（
（

。

ろ
く
ろ
車
の
詳
細
を
現
在
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る
、「
ろ
く
ろ
車
5
」【
写
真

9
、
10
】
か
ら
探
っ
て
み
る
と
、
西
川
柳
時
に
よ
れ
ば
、
ろ
く
ろ
車
の
箱
部
分
は
、

現
在
の
も
の
は
ス
プ
ル
ス
（
カ
ナ
ダ
ヒ
ノ
キ
）、
ツ
ガ
で
作
ら
れ
、
車
輪
は
カ
シ

で
作
ら
れ
る（

7
（

。
車
軸
は
前
輪
が
ケ
ヤ
キ
、
後
輪
は
金
属
製
で
あ
る
。
ス
ペ
ー
サ
ー

は
塩
ビ
パ
イ
プ
、
紐
は
綿
ロ
ー
プ
で
あ
る
。
車
輪
の
表
面
に
丸
み
は
な
く
地
面

と
の
接
触
部
分
は
平
面
に
近
い
。
車
輪
の

配
置
、
大
き
さ
等
（
表
中
⑩
⑪
⑫
⑮
⑯
⑰
）

は
ろ
く
ろ
車
1
と
類
似
す
る
【
写
真
32
】。

後
輪
の
両
端
内
側
に
は
【
写
真
33
】
に
記

入
し
た
よ
う
に
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
。
西
川
柳
時
に
よ
れ
ば
、

近
年
は
、
西
川
古
柳
座
近
く
の
製
作
所
に

ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
の
製
作
と
車
輪
の
ろ

く
ろ
加
工
を
特
注
し
、
西
川
柳
時
が
箱
部

分
を
製
作
、
組
み
立
て
を
し
て
い
る
と
い

写真30　�座布団の敷かれたろくろ
車5

写真31　�座布団を敷いたろくろ車に乗り人形を操
る座員（現　西川柳玉）2018年9月23
日撮影

写真32　ろくろ車5底面

写真29　�現在西川古柳座で使用されている
ろくろ車
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う
。
座
面
の
板
は
、
製
作
工
程
に
お
い
て

濡
ら
し
て
反
ら
す
。
側
面
の
四
面
は
三
枚

組
み
つ
ぎ
で
接
合
さ
れ
る（

（
（

。
後
面
の
紐
穴

の
位
置
、
二
つ
の
穴
の
間
隔
等
は
ろ
く
ろ

車
2
に
類
似
す
る
。

前
面
は
横
に
二
つ
の
穴
が
並
び
、
前
面

の
穴
の
間
隔
よ
り
も
後
面
の
穴
の
間
隔
が

広
い（

9
（

【
写
真
34
、
35
】。
箱
側
面
底
部
は

直
線
形
で
車
輪
は
ほ
と
ん
ど
隠
れ
て
い
る

【
写
真
36
】。
西
川
柳
時
に
よ
れ
ば
、
床
と

の
隙
間
が
よ
り
大
き
か
っ
た
昔
の
ろ
く
ろ
車
は
転
倒
し
や
す
か
っ
た
た
め
、
四

代
目
西
川
古
柳
よ
り
、
床
と
の
隙
間
を
狭
め
た
も
の
を
作
る
よ
う
勧
め
ら
れ
、

床
上
9
ミ
リ
の
線
に
し
た
と
い
う
。
箱
挿
入
部
分
の
車
軸
は
前
輪
後
輪
と
も
箱

外
側
に
丸
形
で
表
れ
て
い
る（
（1
（

【
写
真
36
、
37
】。
箱
挿
入
部
分
の
車
軸
の
形
は
、

約
二
十
点
の
ろ
く
ろ
車
中
、
丸
形
の
み
の
も
の
以
外
に
、
ろ
く
ろ
車
4
の
よ
う

に
箱
左
側
が
丸
型
、
右
側
が
角
形
の
も
の
も
あ
る
【
写
真
38
、
39
】。
座
面
に

は
綿
の
布
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

ろ
く
ろ
車
6
は
、
外
観
は
ろ
く
ろ
車
5
同
様
で
あ
る
が
、
金
属
性
の
車
軸
と

車
輪
で
、
車
輪
に
ゴ
ム
が
付
け
ら
れ
て
い
る
【
写
真
12
】。

ろ
く
ろ
車
7
は
ろ
く
ろ
車
5
と
同
様
の
も
の
の
車
輪
に
ビ
ニ
ー
ル
製
の
カ
バ
ー

が
付
け
ら
れ
て
い
る
【
写
真
14
】。

公
演
先
の
舞
台
が
能
の
舞
台
な
ど
の
よ
う
に
ヒ
ノ
キ
で
出
来
て
い
る
場
合
、

堅
い
カ
シ
の
車
輪
が
舞
台
を
傷
つ
け
る
た
め
、
ろ
く
ろ
車
6
お
よ
び
7
が
考
案

さ
れ
た
。

写真33　後輪内部に挿入されたベアリングの図

写真35　ろくろ車5後面

写真38　昭和60年代に製作されたろくろ車5左側面

写真39　昭和60年代に製作されたろくろ車5右側面

写真36　ろくろ車5左側面

写真37　ろくろ車5右側面

写真34　ろくろ車5前面



第三章　八王子車人形の現況、記録　　166

ろ
く
ろ
車
8
は
五
年
ほ
ど
前
に
五
代
目
西
川
古
柳
と
西
川
柳
時
に
よ
っ
て
普

及
用
に
考
案
さ
れ
、
現
在
西
川
古
柳
座
で
「
四
輪
の
ろ
く
ろ
車
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
西
川
古
柳
座
で
毎
年
行
わ
れ
る
「
夏
休
み
こ
ど
も
車
人
形
教
室
」、
一

般
向
け
に
開
催
さ
れ
る
「
伝
統
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業　

八
王
子
車
人
形
体
験
・

発
表
講
座
」、
ま
た
小
学
校
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
用
い
ら
れ
、
十
点

ほ
ど
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
上
げ
底
の
箱
の
中
に
、
前
二
輪
、
後
ろ
一
輪
の
ろ
く

ろ
車
と
同
じ
機
能
を
も
っ
て
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
キ
ャ
ス
タ
ー
の
前

輪
二
輪
が
後
輪
二
輪
よ
り
も
間
隔
を
あ
け
て
配
置
さ
れ
て
い
る
【
写
真
16
】。

②
　
ろ
く
ろ
車
8
の
製
作
に
つ
い
て

ろ
く
ろ
車
8
は
、
平
成
三
十
一
（
二
〇
一
九
）
年
度
「
夏
休
み
こ
ど
も
車
人

形
教
室
」（
文
化
庁
後
援　

伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業
）
の
中
で
、
五
代
目
西
川
古
柳

と
座
員
の
西
川
柳
車
の
指
導
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
が
製
作
し
た
。
夏
休
み
こ
ど

も
車
人
形
教
室
は
、
最
終
日
の
発
表
会
を
含
め
て
十
一
日
間
開
催
さ
れ
、
車
人

形
の
基
本
操
作
、
鳴
り
物
の
体
験
と
併
行
し
て
、
四
日
間
が
ろ
く
ろ
車
製
作
に

費
や
さ
れ
た
。

初
日
に
座
員
の
西
川
柳
時
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
ろ
く
ろ
車
の
キ
ッ
ト
【
写

真
40
～
42
】
が
配
布
さ
れ
る
。
キ
ャ
ス
タ
ー
を
利
用
し
て
簡
便
さ
を
は
か
り
な

が
ら
も
、
木
製
の
ろ
く
ろ
加
工
が
施
さ
れ
た
木
製
の
車
輪
と
同
じ
動
き
が
可
能

と
な
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
容
易
に
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
板
は
精
密

に
切
断
さ
れ
て
い
る
。

底
板
に
車
輪
を
取
り
付
け
、
側
面
三
面
を
電
動
ド
リ
ル
で
接
合
、
底
面
を
側

面
の
溝
に
挿
入
し
た
後
、
前
面
の
板
を
接
合
す
る
【
写
真
43
】。
紐
を
通
し
、

上
板
を
釘
付
け
、
ウ
レ
タ
ン
マ
ッ
ト
を
貼
り
付
け
、
黒
色
ア
ク
リ
ル
絵
具
で
四

面
を
塗
る
。
座
面
の
布
を
綿
テ
ー
プ
で
包
み
、
鋲
留
め
し
、
完
成
す
る
。

写真40～42　夏休みこども車人形教室のために用意されたろくろ車8製作キット

写真40

写真42 写真41

写真43　ろくろ車後面の板を装着
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　図２　ろくろ車四面図

　図３　ろくろ車に見られる側面板の組み方の図

① 箱高さ
② 座面長さ
③ 面幅
④ 座面高低差
⑤ 座面前紐穴距離

⑥ 前紐穴間
⑦ 座面後紐穴距離
⑧ 後紐穴間
⑨ 箱厚さ
⑩ 前輪 - 箱内壁距離

⑪ 前輪直径
⑫ 前輪幅
⑬ 前輪内壁間
⑭ 前輪スペーサー
⑮ 後輪 - 箱内壁距離

⑯ 後輪直径
⑰ 後輪幅

※ 図１は、2017年度の調査時にろくろ車５を元に、服部真理が作成した。各名称は計測用に設定した。

※図３は秋岡芳夫とグループモノ・モノ編集『木工と道具』、三麗社、 1981年、57頁及
び、神谷幸彦編『木工の基本と用語事典』パッチワーク通信社、1996年、141頁を参照
に服部真理が作成した。なお、「古い民具は、現代の機械のようなボルトや鉄釘を使用せ
ず、木を彫り込んで継ぎ合わせることにより成型されたものが多い」（『古農具類作図テキ
スト＜第１集＞』梅室英夫、宮本八惠子著、東京農業大学出版会、1986年、56頁）が、
ろくろ車の三枚組み接ぎでは釘も用いられている。

（平打ち）打ち付けつぎ三枚組みつぎ 二枚組みつぎ
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註
（
1
）�

図
１
は
［
小
田
内�

一
九
二
八�

五
九
頁
］
よ
り
。
ろ
く
ろ
車
の
実
測
図
は
、
図

１
と
ほ
ぼ
同
じ
図
だ
が
寸
法
が
描
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
［
小
田
内�

一
九
三
二�

一
九
六
頁
］
の
ほ
か
、［
西
河�

一
九
三
四�

四
七
頁
］、［
菱
山�

一
九
六
八�

三
四
～
三
五
頁
］
が
あ
げ
ら
れ
る
。［
佐
藤�

一
九
九
五�

一
五
二
頁
］
に
は
、

上
面
、
側
面
、
底
面
の
三
面
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）�

回
転
時
の
摩
擦
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）�

五
代
目
西
川
古
柳
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十
年
代
に
自
転
車
が
普
及
し
た
こ
ろ

だ
っ
た
と
う
。
下
島
彬
は
四
代
目
西
川
古
柳
氏
が
昭
和
五
十
年
頃
に
ベ
ア
リ

ン
グ
と
板
の
縁
の
調
節
を
し
「
お
陰
で
舞
台
の
上
ス
ケ
ー
ト
で
滑
る
よ
う
に

ス
ム
ー
ス
に
な
り
、
し
か
も
ぐ
る
ぐ
る
回
転
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
し
、

潤
滑
油
も
不
要
に
な
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。［
下

島�

一
九
九
〇�

一
三
～
一
四
頁
］［
帝
京
大
学
総
合
博
物
館�

二
〇
一
六�

五
頁
］

に
も
昭
和
初
期
に
車
軸
に
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
を
入
れ
、
騒
音
が
緩
和
さ
れ

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）�

大
畠
俊
正
撮
影
映
画
『
車
人
形
』（
非
公
開
）。［
大
畠�

一
九
六
八
］
に
映
画

に
つ
い
て
の
説
明
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）�［
小
田
内�

一
九
三
二�

一
九
六
頁
］に
よ
る
。
五
代
目
西
川
古
柳
も
側
面
は
ス
ギ
、

車
輪
は
カ
シ
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

（
6
）�

西
川
古
柳
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
情
は
文
楽
の
主
遣
い
の
履
く
高
下

駄
と
同
様
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
中
本
千
晶
は
文
楽
の
人
形
遣
い
の
下

駄
に
つ
い
て
「（
下
駄
の
高
さ
は
）
人
形
遣
い
の
背
の
高
さ
と
人
形
の
大
き
さ

に
よ
る
。
高
も
の
は
立
役
の
大
き
な
人
形
用
だ
。
ベ
テ
ラ
ン
の
人
形
遣
い
は

何
足
も
持
っ
て
い
て
役
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。［
中
本

千
晶
二
〇
〇
八�

七
〇
頁
］

（
7
）�

西
川
古
柳
氏
よ
れ
ば
、
箱
部
分
は
サ
ク
ラ
、
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
、
車
輪
は
ク
リ
、

ケ
ヤ
キ
等
で
も
作
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。

（
8
）�

図
3
参
照
。

（
9
）�

ろ
く
ろ
車
１
で
は
前
後
の
紐
穴
の
間
隔
は
、
後
面
の
方
が
狭
く
、
か
つ
て
用

い
ら
れ
て
い
た
も
の
か
ら
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
10
）�

箱
挿
入
部
分
の
車
軸
の
形
は
、
約
二
十
点
の
ろ
く
ろ
車
中
、
丸
形
の
み
の
も

の
以
外
に
、
ろ
く
ろ
車
４
の
よ
う
に
箱
右
側
が
角
形
、
左
側
が
丸
形
の
も
の

も
あ
る
。

（
執
筆
者　

大
谷
津　

早
苗
／
服
部　

真
理
）

参
考
文
献

大�

畠
俊
正�

一
九
六
八�「「
車
人
形
」
着
想
か
ら
完
成
ま
で
―
題
材
の
発
見
―
百
科
事
典
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
」『
多
摩
文
化
』
第
二
十
号�

多
摩
文
化
研
究
会

小�

田
内
通
久�

一
九
二
八
「
八
王
子
車
人
形
の
話
」『
民
俗
藝
術
』
第
一
巻
五
号　

地
平

社
書
房

小�

田
内
通
久�

一
九
三
二
「
車
人
形
」『
国
劇
要
覧
』
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
編
纂�

梓
書
房

佐
藤
広�

一
九
九
五
『
八
王
子
の
民
俗
』
揺
籃
社

下
島
彬�

一
九
九
〇�『
多
摩
の
伝
統
技
芸
・
１
』
中
央
大
学
出
版
部

帝
京
大
学
総
合
博
物
館�

二
〇
一
六
『
伝
統
人
形
芝
居　

八
王
子
車
人
形
の
世
界
』

中
本
千
晶�

二
〇
〇
八
『
熱
烈
文
楽
』
三
一
書
房

西�

河
説
兒�

一
九
三
四�

「
車
人
形
の
発
生
と
そ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
就
て
」『
多
麻
史
談
』
第

二
巻�

四
号�

多
麻
史
談
会
事
務
所

菱�

山
愛
子�

一
九
六
八
「
八
王
子
車
人
形
に
つ
い
て
」�『
多
摩
文
化
』
第
二
十
号�

多
摩
文

化
研
究
会
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四
　
大
道
具
・
小
道
具

西
川
古
柳
座
で
は
、
幕
を
含
む
大
型
の
セ
ッ
ト
す
る
道
具
を
大
道
具
、
小
型

の
持
ち
運
び
可
能
な
道
具
を
小
道
具
と
大
ま
か
に
区
別
し
て
い
る
。
以
下
、
幕
、

大
道
具
（
幕
以
外
）、
小
道
具
に
つ
い
て
、
(一）
で
現
存
資
料
を
、
(二）
で
記
録
に
の

み
残
さ
れ
た
資
料
を
、
各
々
初
期
（
昭
和
四
十
年
代
ま
で
）
と
現
在
（
昭
和
四
十
年

代
以
降
）
に
分
け
て
記
録
す
る
。
記
録
に
残
さ
れ
た
初
期
を
二
代
目
西
川
古
柳

の
活
動
し
て
い
た
戦
前
と
、
三
代
目
西
川
古
柳
を
中
心
に
西
川
古
柳
座
が
活
動

し
た
戦
後
に
分
け
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
本
項
記
載
の
資
料
調
査
及
び

五
代
目
西
川
古
柳
へ
の
聞
き
取
り
は
、
筆
者
が
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年

度
か
ら
平
成
三
十
一
（
二
〇
一
九
）
年
度
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（一）
　
現
存
資
料

1　

初
期（
昭
和
四
十
年
代
ま
で
）の
資
料

写真１　�初期の幕１（左）幕２（右）
表（襖）　

写真2　�初期の幕１（左）初期の幕
２（右）裏（障子）

特徴 縦
(cm)

横
(cm) 素材 使用演目等 使用年代 備考 写真

1 板戸 ( 裏は障子） 165 64.5 紙 未確認 戦前 ( 推定） １，２

2 板戸 ( 裏は障子） 165 64.5 紙 未確認 戦前 ( 推定） １，２

3 城　（裏は黒い森） 133.5 295 紙 未確認 戦前 ( 推定） ３，４

4 箪笥、座敷（裏は植物図柄） 128 295 紙 未確認 戦前 ( 推定） 人形展示の背景として昭和 40 年
頃使用 ５，６

5 ささりんどう、山 215 176 布 「 小 栗 判 官 一 代 記　
矢取の段」 昭和 30 ～ 50 年代 「八王子車人形後援会と花押」 7

6 障子（手前）と襖 219 351 布 「 小 栗 判 官 一 代 記　
矢取の段」 昭和 30 ～ 50 年代 襖右下に「八王子車人形後援会」

と花押（愁岩か） 8

7 鶴 83 88.6 布
（裏は紙）

「 小 栗 判 官 一 代 記　
矢取の段」 昭和 30 ～ 50 年代 「郷土芸術　八王子車人形後援会」

（右下）花押（愁岩か）と印（左下） 9

8 松羽目 221 346 布 「三番叟」 昭和 30 ～ 50 年代 「郷土芸術　八王子車人形後援会」
（右下）花押（愁岩か）と印（左下） 10

9 山、雪、すすき 217 340 布 「郷土芸術　八王子車人形後援会」
（右下）花押（愁岩か）と印（左下） 11

10 山と川 183 216 布
未確認（日高川入
相花王（五代目西
川古柳聞き取り）

昭和 30 年代から 「郷土芸術　八王子車人形」（右下） 12

11 山と松 200 300 布 「日高川入相花王」 13

12 波 140 976 布 日 高 川 入 相 花 王、
甚兵衛渡し場の段 昭和 30 ～ 50 年代 14

13 「枩竹娘連與理　西川連戈江」　 200 300 布 （松竹娘連より　西川連さんへ） 15

14 定式幕 142 580 布 16

15 贈　八王子市教育委員会 225 86.5 布
( 別珍） 昭和 32 年以降 昭和 31 年八王子市無形文化財指定 17

表１　西川古柳座所蔵　初期の八王子車人形の幕　（0（7年度、（0（（年度調査　　　服部真理作成
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写真7　�初期の幕５（ささりんどう、
山「小栗判官一代記」）

写真3　�初期の幕３表面（城）

写真5　�初期の幕４表面（座敷）

写真8　�初期の幕６（障子と襖「小栗判官一代記」）

写真4　�初期の幕３裏面（夜の山）

写真6　�初期の幕４裏面（花）

写真9　�初期の幕７（鶴「小栗判官一代
記」）
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写真10　�初期の幕８　松羽目「三番叟」写真11　�初期の幕９（山、雪、すすき）写真12　�初期の幕１０（山と川「日高川入相花王」）

写真13　�初期の幕１１（山と松「日高川入相花王」）

写真14　�初期の幕１２　波幕「日高川入相花王」他

写真15　�初期の幕１３（松竹娘連より西川連さんへ）写真16　�初期の幕１４　定式幕

写真17　�初期の幕１５（贈　八王子市
教育委員会）
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2　

現
在
使
用
し
て
い
る
資
料

番号 内容 使用される演目 写真番号

1 赤坂並木 「東海道中膝栗毛」 18

2 卵塔場 「東海道中膝栗毛」 19

3 道行 「日高川入相花王」
「東海道中膝栗毛」 20

4 波 「日高川入相花王」 21

5 高倉館 「小栗判官一代記」 22

6 松羽目 「三番叟」 23

7 雪 「伊達娘恋緋鹿子」 24

8 壺坂１（崖、寺） 「壷坂観音霊験記」 25

9 壺坂２（山、川） 「壷坂観音霊験記」 26

10 諏訪明神、
のかかった部屋 「本朝廿四孝」 27

11 町 「団子売」 28

12 川 「文七元結」 29

13 定式幕 稽古場での上演時 30

14 揚幕、袖幕 写真は「釣女」 31

15 出幕 32

番号 内容 使用される演目 写真番号

1 藪　 「東海道中膝栗毛」 33

2 卵塔場 「東海道中膝栗毛」 34

3 棒杭 「日高川入相花王」 35

4 舟 「日高川入相花王」 36

5 柳の木 「日高川入相花王」 37

6 菊藪（大小） 「信田妻」二度の子
別れの段 38

7 木戸 「東海道中膝栗毛」
（古寺） 39

8 櫓 「伊達娘恋緋鹿子」 40

9 崖 「壷坂観音霊験記」 41

10 岩 「壷坂観音霊験記」 42

11 橋 「本朝廿四孝」 28

12 灯籠 「本朝廿四孝」 28

13 花の植え込み 「本朝廿四孝」 28
表３　西川古柳座所蔵　現在使用されている主な大道具

表２　西川古柳座所蔵　現在使用されている主な幕

表４　西川古柳座所蔵　現在使用されている主な小道具

番号 内容 使用される演目 写真番号
1 きつねのてぬぐい 「東海道中膝栗毛」 43
2 弥次の荷物 「東海道中膝栗毛」 43
3 弥次の笠 「東海道中膝栗毛」 43
4 三角頭巾 「東海道中膝栗毛」 43
5 喜多の荷物 「東海道中膝栗毛」 44
6 喜多の笠 「東海道中膝栗毛」 44
7 酒 「東海道中膝栗毛」 45
8 子どもの笠 「東海道中膝栗毛」 45
9 天秤棒 「東海道中膝栗毛」 46

10 馬糞 「東海道中膝栗毛」 46
11 旅人の提灯 「日高川入相花王」 47
12 飛脚荷物 「日高川入相花王」 48

13 坊さんの鉦 「日高川入相花王」
「東海道中膝栗毛」 49

14 木魚 「東海道中膝栗毛」 50
15 鈴 「三番叟」 51
16 太鼓 適宜使用される 52
17 銅鑼 適宜使用される 53
18 付け板 適宜使用される 54
19 拍子木 開演時、終演時に使用 55
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写真22　�幕５　「小栗判官一代記」高倉館　保戸塚時久撮影

写真18　�幕１　「東海道中膝栗毛」赤坂並木

写真20　�幕３　「日高川入相花王」道行

写真19　�幕２　「東海道中膝栗毛」卵塔場

写真21　�幕４　「日高川入相花王」波幕
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写真24　�幕７　「伊達娘恋緋鹿子」

写真26　�幕９「壷坂観音霊験記　谷底の段」

写真28　幕１１「団子売」

写真30　�幕１３　定式幕

写真23　�幕６　松羽目の幕「三番叟」

写真25　�幕８　「壷坂観音霊験記　山の段」

写真27　�幕１０「本朝廿四孝　狐火の段」　保戸塚時久撮影

写真29　�幕１２「文七元結」
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写真39　�大道具７　木戸

写真41　�大道具９　崖
写真40　大道具８　櫓

写真42　�大道具１０　岩

写真33　�大道具１　藪

写真34　�大道具２　卵塔場
写真35　�大道具３　棒杭

写真37　�大道具５　柳

写真36　大道具４　舟

写真38　�大道具６　菊藪（大小）

写真32　�幕１５　出幕　西川古柳座
提供

写真31　�幕１４　揚幕　保戸塚時久
撮影
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写真44　�小道具５，６　荷物、笠 写真43　�小道具１，２，３，４　荷物、
笠、狐面、三角頭巾

写真51　�小道具１５　鈴

写真53　小道具１７　銅鑼写真55　小道具19　拍子木

写真50　小道具１４　木魚
写真52　小道具１６　太鼓

写真54　�小道具１８　付け板

写真45　�小道具７，８　酒、笠

写真47　�小道具１１　提灯

写真46　�小道具９，１０　天秤棒、
馬糞

写真48　�小道具１２　飛脚荷物

写真49　�小道具１３　鉦
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（二）
　
幕
・
大
道
具
・
小
道
具
に
つ
い
て
の
解
説

1　

初
期（
昭
和
四
十
年
代
ま
で
）の
資
料
に
つ
い
て

西
川
古
柳
座
に
は
、
昭
和
四
十
年
代
頃
ま
で
使
用
さ
れ
た
幕
が
十
五
点
残
さ

れ
て
い
る
。

幕
1
か
ら
幕
4
は
紙
製
で
あ
る
。
幕

1
、
幕
2
は
縦
が
約
一
六
五
セ
ン
チ
、
幕

3
、
4
は
約
一
三
〇
セ
ン
チ
で
、
室
内
に

吊
る
す
こ
と
も
可
能
な
大
き
さ
で
あ
る
。

紙
製
の
幕
の
使
用
年
代
、
使
用
者
等
の
情

報
は
、
五
代
目
西
川
古
柳
は
三
代
目
西
川

古
柳
か
ら
も
、
四
代
目
西
川
古
柳
か
ら
も

聞
い
て
い
な
い
と
い
う
。
幕
1
か
ら
幕
4
は
上
演
時
に
吊
る
し
た
と
思
わ
れ
る

紐
が
付
け
ら
れ
て
い
る
【
写
真
56
】。

鈴
木
信
太
郎
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
十
二
月
九
日
の
八
王
子
車
人
形

の
自
宅
で
の
公
演
（
二
代
目
西
川
古
柳
の
興
行
記
録
に
も
残
さ
れ
て
い
る
）
の
後
、『
日

高
川
清
姫
道
行
ノ
段
』
に
つ
い
て
、「
両
袖
に
襖
を
か
い
た
せ
ま
い
幕
が
二
つ

さ
が
る
だ
け
」
と
記
し
、
当
時
、
幕
1
、
2
と
同
様
の
幕
が
使
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
伺
え
る
。［
鈴
木�

一
九
二
九�

四
九
頁
］

幕
3
は
、
城
の
絵
の
窓
の
部
分
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
五
代
目
西
川
古
柳

は
、
幕
の
後
ろ
か
ら
明
か
り
を

灯
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ

て
い
る
。

幕
3
、
4
は
、
経
年
劣
化
に

よ
り
表
面
の
紙
が
め
く
れ
た
箇

所
が
あ
り
、
墨
で
文
字
を
書
い

た
紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
作
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
【
写
真
57
、
58
】。

ま
た
、
幕
3
の
城
の
絵
の
下
に
、
群
青
色
の

絵
具
が
見
え
、
城
の
絵
の
前
に
別
の
絵
が
描

か
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る（

（
（

【
写
真
57
】。

紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
幕
を
制
作
し
て
い

る
点
は
、「
大
き
く
貼
っ
た
紙
」
と
い
う

表
現
で
鈴
木
信
太
郎
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ

た
幕
と
類
似
す
る
可
能
性
も
あ
る
［
鈴
木�

一
九
二
九�

五
一
頁
］。

上
演
時
の
写
真
で
は
な
い
が
、
昭
和
四
十

年
頃
、「
日
立
ま
つ
り
」
で
の
車
人
形
展
示

に
お
い
て
幕
4
が
背
景
と
し
て
貼
ら
れ
た
写

真
が
残
さ
れ
て
い
る
【
写
真
59
】。

幕
5
か
ら
幕
15
は
布
製
で
、
こ
の
う
ち
七

点
は
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
（
五
代

目
西
川
古
柳
に
よ
る
）
に
公
演
で
使
用
さ
れ
た

写
真
が
西
川
古
柳
座
に
残
さ
れ
て
い
る
【
写

真
60
、
61
、
62
、
63
】。

写真57　�初期の幕３の破損部分

写真56　�初期の幕１に付けられた紐

写真59　�初期の幕４（日立まつり（昭和40年代
か）の人形展示）　西川古柳座提供

写真58　�初期の幕４の破損部分写真60　�初期の幕５，６，７（昭和30年代の「小
栗判官一代記」）細田榮久撮影　西川
古柳座提供

写真61　�初期の幕８（昭和30年
代の三番叟）細田榮久
撮影　西川古柳座提供
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五
代
目
西
川
古
柳
の
記
憶
で
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
舞
台
で
は
背
景
幕
は
通

常
使
用
せ
ず
、
黒
幕
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
五
代
目
西
川
古
柳
は
布
製

の
幕
の
制
作
者
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
当
時
八
王
子
車
人
形
に
関
わ
っ

て
い
た
田
中
稔
氏（
四
代
目
西
川
古
柳
の
義
兄
）が
絵
を
描
く
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

布
製
の
幕
は
白
い
布
を
ミ
シ
ン
で
縫
い
合
わ
せ
た
も
の
に
描
か
れ
、
リ
ン
グ

状
の
金
具
と
紐
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
【
写
真
64
】。
経
年
劣
化
に
よ
り
、
絵
具

が
布
表
面
か
ら
浮
き
出
て
剥
落
し
て
い
る
【
写
真
65
】。
こ
の
特
徴
は
、
三
番

叟
衣
裳
（
昭
和
三
十
年
代
に
使
用　

第
三
章
第
六
節
第
二
項
№
15
）
の
絵
具
が
剥
落
し

て
い
な
い
状
態
と
は
異
な
る
。
三
番
叟
衣
裳
は
正
絹
、
幕
は
綿
、
と
い
う
違
い

も
あ
る
が
、
三
番
叟
衣
裳
表
面
の
染
料
で
描

か
れ
た
と
思
わ
れ
る
特
徴
と
異
な
り
、
布
製

の
幕
に
用
い
ら
れ
た
絵
具
が
顔
料
で
あ
る
こ

と
を
呈
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
【
写
真
65
】。

ま
た
、
幕
5
か
ら
8
に
は
、「
郷
土
芸
術
」

「
八
王
子
車
人
形
後
援
會
」
お
よ
び
「
愁
岩

畫
」
と
思
わ
れ
る
文
字
が
書
か
れ
て
い
る【
写

真
66
】。

昭
和
四
十
年
代
ま
で
に
使
用
さ
れ
た
大
道
具
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
小
道

具
は
、『
傾
城
阿
波
鳴
門
』
の
巡
礼
の
お
鶴
が
下
げ
る
袋
（
使
用
年
代
不
明
）
が

確
認
さ
れ
て
い
る
（
第
三
章
第
六
節
第
二
項
№
58
）。

2　

現
在
使
用
し
て
い
る
幕
・
大
道
具
・
小
道
具
に
つ
い
て

西
川
古
柳
座
で
現
在
用
い
て
い
る
幕
は
布
製
の
約
三
・
六
メ
ー
ト
ル
×

十
二
・
六
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
、
約
二
十
枚
あ
る
。
こ
の
大
き
さ
は
大
規
模
な

ホ
ー
ル
で
の
上
演
に
も
適
し
て
い
る
。
舞
台
の
大
き
さ
に
応
じ
て
、
折
り
込
ん

で
使
う
こ
と
も
あ
る
。
演
目
に
合
わ
せ
て
、
五
代
目
西
川
古
柳
が
、
幕
制
作
の

専
門
の
業
者
に
委
託
す
る
。
八
王
子
車
人
形
の
演
出
に
応
じ
た
工
夫
も
見
ら

れ
、『
文
七
元
結
』
の
川
の
場
面
の
幕
は
、
川
越
え
の
場
面
で
、
車
人
形
が
舞

台
上
手
か
ら
下
手
に
移
動
す
る
様
子
を
効
果
的
に
見
せ
る
た
め
、
川
が
舞
台
の

上
手
と
下
手
を
分
け
る
よ
う
な
位
置
に
配
さ
れ
て
い
る
【
写
真
29
】。

初
期
の
八
王
子
車
人
形
に
幕
を
使
う
演
目
と
使
わ
な
い
演
目
が
見
ら
れ
た
よ

う
に
、
現
在
上
演
さ
れ
て
い
る
演
目
で
も
『
信
田
妻
』
で
は
幕
を
使
わ
な
い
が
、

そ
の
他
の
演
目
で
幕
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
二
代
目
西
川
古
柳
の
時
代
か
ら
伝

承
さ
れ
て
い
る
演
目
の
幕
の
絵
柄
は
古
い
要
素
を
踏
襲
し
つ
つ
新
調
さ
れ
る
。

五
代
目
西
川
古
柳
に
よ
れ
ば
、「
演
じ
る
気
持
ち
が
違
う
の
で
か
つ
て
使
用
さ

れ
た
幕
と
同
一
の
も
の
は
作
成
し
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。『
小
栗
判
官
一

写真62　�初期の幕１１（昭和40年代の「日高川
入相花王」）西川古柳座提供

写真63　�初期の幕１４（昭和40年代「宗吾と甚
兵衛」）西川古柳座提供

写真64　�初期の幕８部分

写真66　�初期の幕６部分

写真65　�初期の幕８上端部分
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代
記
』
矢
取
の
段
の
高
倉
館
の
幕
は
、【
写
真
76
】、【
写
真
8
】、【
写
真
22
（
右
）】

の
変
遷
を
辿
っ
て
い
る
。

大
道
具
は
五
代
目
西
川
古
柳
、
西
川
柳
時
を
中
心
に
座
員
が
制
作
す
る
も
の

と
特
注
す
る
も
の
が
あ
る（

（
（

。
彩
色
は
舞
台
で
反
射
せ
ぬ
よ
う
ア
ク
リ
ル
絵
具
を

使
用
す
る
。
大
道
具
は
ワ
ゴ
ン

車
で
運
ぶ
た
め
、
解
体
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
公
演
が

近
づ
く
と
、
稽
古
場
で
電
動
ド

ラ
イ
バ
ー
で
接
合
す
る
な
ど
し

て
、
組
み
立
て
て
稽
古
す
る
。

公
演
に
行
く
と
き
に
、
一
旦
解

体
し
て
運
び
、
公
演
会
場
で
の

仕
込
み
の
際
に
、
電
動
ド
ラ
イ

バ
ー
を
用
い
て
組
み
立
て
る
。

公
演
終
了
後
、
再
び
解
体
し
て

稽
古
場
に
持
ち
帰
り
収
納
す
る

【
写
真
67
、
68
】。

小
道
具
は
、
五
代
目
西
川
古

柳
と
座
員
で
制
作
す
る
も
の
、

既
製
品
、
既
製
品
に
手
を
加
え

て
使
用
す
る
も
の
が
あ
る
。『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
小
道
具
の
う
ち
、
菅
笠

と
荷
物
は
四
代
目
西
川
古
柳
の
作
っ
た
も
の
で
あ
る
【
写
真
43
、
44
参
照
】。

小
道
具
は
、
演
出
効
果
の
た
め
人
形
の
大
き
さ
と
比
較
す
る
と
大
き
め
に
作
ら

れ
る
。
小
道
具
の
消
耗
手
入
れ
も
座
員
の
手
で
行
っ
て
い
る
【
写
真
69
】。
小

道
具
類
は
、
演
目
ご
と
に
収
納
す
る
【
写
真
70
】。

（三）
　
記
録
さ
れ
た
初
期
の
資
料

1　

初
期（
戦
前
）の
幕

初
期
の
幕
と
し
て
写
真
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
五
頁
写
真
の
幕
、
三
田
村
鳶

魚
著
『
娯
楽
の
江
戸
』（
一
九
二
五
年
）
掲
載
写
真
の
幕（

（
（

�

、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）

年
四
月
二
十
九
日
東
京
朝
日
新
聞
の
記
事
、
バ
ー
ナ
ー
ド
リ
ー
チ
撮
影
の
三
番

叟
の
松
羽
目
【
写
真
71
】、
朝
顔
日
記
の
幕
（
本
書
付
録
資
料
参
照
）（【
写
真
72
、
73
】）

が
あ
げ
ら
れ
る
。
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
の
横
浜
会
館
公
演
の
幕
【
口
絵
参
照
】

は
、
後
述
の
鈴
木
信
太
郎
の
『
鏡
山
お
初
の

仇
討
』
の
説
明
中
の
幕
に
類
似
し
て
い
る
。

河
竹
繁
俊
は
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）

年
五
月
二
十
二
日
に
平
音
次
郎
宅
に
て
行
わ

れ
た
車
人
形
上
演
の
記
録
の
中
で
、
幕
に
つ

い
て
「
坪
庭
を
越
え
た
向
こ
う
の
土
蔵
の
壁

が
背
景
の
無
地
幕
の
役
を
つ
と
め
た
」
と
記

し
て
い
る［
河
竹�

一
九
四
六��

二
三
一
頁
］。

写真67　�櫓（大道具８）の組み立
て

写真68　�卵塔場（大道具２）の組み立て

写真69　�笠（小道具２）の補修

写真70　�小道具類（下はかしらのケース）

写真71　�1934年の松羽目（バーナード・リーチ
撮影映像）
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鈴
木
信
太
郎
は
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
十
二
月
九
日
に
八
王
子
市
南
新
町

の
自
宅
で
催
し
た
八
王
子
車
人
形
上
演
時
の
幕
に
つ
い
て
「
車
人
形
の
記
」（
二
）

『
ア
ル
ト
』
十
一
号
に
「
背
景
は
も
っ
と
立
派
な
も
の
を
使
い
た
い
の
だ
そ
う

だ
が
手
に
入
れ
ら
れ
な
く
て
大
き
く
張
っ
た
紙
に
人
形
師
自
身
が
描
い
た
の
を

用
い
て
い
る
」
と
述
べ
、
演
目
ご
と
に
以
下
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

「
鈍
く
重
々
し
い
説
教
節
の
節
ま
わ
し
と
共
に
幕
が
開
き
人
形
師
の
手

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
御
殿
の
広
間
が
背
景
に
か
か
り
三
人
の
人
形
師
が
登

場
す
る
。（
中
略
）
こ
の
御
殿
の
遠
景
は
、
日
本
式
の
デ
フ
ィ
張
り（

（
（

で
一
寸

な
ま
め
か
し
か
っ
た
。」（『
熊
谷
館
騒
動
』）

「
こ
こ
の
背
景
は
い
つ
も
は
赤
い
御
殿
の
間
に
な
る
の
だ
が
た
だ
の
黒

幕
に
略
し
て
了
っ
た
。」�（『
景
清
目
玉
献
上
の
段
』）

「
こ
の
人
形
芝
居
で
は
大
て
い
一
面
に
黒
幕
の
場
面
を
使
う
が
複
雑
な

背
景
を
沢
山
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
ば
か
り
で
な
く
黒
が
一
番
人
形
の
背

景
に
よ
く
合
い
こ
の
場
合
の
よ
う
な
狭
い
舞
台
に
沢
山
の
人
形
が
割
り
込

む
時
に
は
尚
有
効
に
働
く
こ
と
を
知
っ
た
。」（『
景
清
目
玉
献
上
の
段
』）

「
こ
れ
も
黒
い
舞
台
を
使
っ
て
夜
の
気
持
を
出
し
た
両
袖
に
襖
を
か
い

た
せ
ま
い
幕
が
二
つ
さ
が
る
だ
け
。」（『
日
高
川
清
姫
道
行
ノ
段
』）

「
又
素
人
作
の
面
白
い
遠
見
。
屋
敷
の
広
間
と
廊
下
な
ど
あ
る
図
で
あ

る
。
金
紙
を
丸
く
き
っ
て
遠
い
唐
紙
の
ふ
す
ま
の
模
様
に
な
り
近
く
も
そ

の
丸
い
紙
で
大
き
い
模
様
が
理
屈
離
れ
の
し
た
大
味
の
も
の
で
ど
れ
も
み

な
い
い
と
お
も
っ
た
。」

「（
前
略
）
使
い
に
出
よ
う
と
立
つ
と
う
し
ろ
の
幕
が
落
ち
て
舞
台
は
急

に
ひ
ろ
く
な
い
ど
こ
か
の
門
構
え
と
石
塀
の
夜
の
景
色
な
る
。
こ
れ
も
子

供
の
自
由
画
の
よ
う
な
空
想
的
な
茶
と
ね
ず
み
色
の
土
塀
と
石
垣
と
門
と

松
の
図
で
あ
る
。」

「
背
景
の
景
色
パ
タ
リ
と
落
ち
て
以
前
の
屋
敷
図
に
な
る
。」

「
ま
た
背
景
が
落
ち
て
別
な
立
派
な
御
殿
に
な
る
。」（『
鏡
山
お
初
の
仇
討
』）

鈴
木
信
太
郎
は
車
人
形
の
背
景
に
つ
い
て
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
『
三

田
文
学
』
十
六
―
四
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
も
し
て
い
る
。

「
そ
の
背
景
も
又
人
形
師
の
手
で
成
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
恐

ろ
し
く
稚
拙
な
も
の
で
、
御
殿
や
、
畦
道
や
、
海
辺
や
、
桜
咲
く
寺
院
の

境
内
な
ど
が
、
次
々
に
早
替
り
す
る
時
は
見
物
の
顔
も
自
ら
一
勢
に
ほ
ほ

笑
む
の
で
あ
っ
た
。」［
鈴
木�

一
九
四
一
］

2　

初
期（
戦
前
）の
大
道
具

鈴
木
信
太
郎
は
大
道
具
に
関
し
て
は
「
車
人
形
に
は
舞
台
に
ほ
と
ん
ど
大
道

具
、
小
道
具
と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
。
立
木
一
本
ぐ
ら
い
、
ま
た
は
低
い
笹

の
垣
根
ぐ
ら
い
で
、
人
形
遣
い
が
そ
こ
ら
附
近
か
ら
切
り
取
っ
て
、
急
造
り
で

ほ
ん
の
お
し
る
し
に
立
て
た
。」［
鈴
木�

一
九
四
九�

一
八
七
頁
］、「
窓
か
ら
手

を
の
ば
せ
ば
そ
の
ま
ま
竹
藪
も
す
す
き
の
穂
も
芝
居
の
大
道
具
と
な
っ
た
。」�

写真73　�1934年の「朝顔日記」の幕（バーナー
ド・リーチ撮影映像）

写真72　�1934年の「朝顔日記」の幕（バーナー
ド・リーチ撮影映像）

写真７１～７３は　民藝運動フィルムアーカイブ�
提供　©︎�Marty�Gross�Film　Productions
http://mingeifilm.martygrossfilms.com
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と
記
録
し
て
い
る
［
鈴
木�

一
九
七
五�

三
一
一
頁
］。

鈴
木
信
太
郎
は
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
か
ら
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
八
王

子
車
人
形
を
観
覧
し
て
い
る
た
め
、
引
用

し
た
「
立
木
一
本
」「
低
い
笹
の
垣
根
」

等
の
大
道
具
に
つ
い
て
は
、
同
時
期
の
昭

和
五
年
横
浜
会
館
公
演
時
に
撮
影
さ
れ
た

【
写
真
73
】
に
見
ら
れ
る
立
木
等
が
該
当

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。【
写
真
74
】
の
立
木
、
笹
の
垣
根
は
『
信
田
妻
』
の

信
田
の
森
で
あ
る（

（
（

。

3　

初
期（
戦
前
）の
小
道
具

視
覚
的
に
確
認
で
き
る
資
料
と
し
て
、

戦
前
の
車
人
形
上
演
に
用
い
ら
れ
た
小
道

具
は
、
鈴
木
信
太
郎
の
絵
画
『
八
王
子
車

人
形
』（
1
9
2
9
）
に（

（
（

描
か
れ
た
人
形
の

持
つ
刀
、『
朝
顔
日
記
』
の
深
雪
の
杖
（
昭

和
九
（
一
九
三
四
）
年
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー

チ
撮
影
映
像
よ
り
、【
写
真
75
】）
が
挙
げ
ら

れ
る
。

鈴
木
信
太
郎
の
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
十
二
月
九
日
公
演
を
元
に
し
た
前
述
の

「
車
人
形
の
記
」（『
ア
ル
ト
』
十
一
号
）
に
み
ら
れ
る
『
鏡
山
お
初
の
仇
討
』
の

上
演
時
に
使
用
さ
れ
た
小
道
具
は
、「
刀
」、「
炭
取
り
」、「
煙
管
」、「
た
ば
こ
盆
」

の
他
、
任
意
に
あ
っ
た
も
の
を
使
っ
て
代
用
し
た
「
石
鹸
箱
へ
万
年
筆
差
し
を

入
れ
て
（
代
用
し
た
）
硯
箱
」、「
紙
屑
籠
で
（
代
用
し
た
）
手
洗
鉢
」
で
、
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
舞
台
右
手
の
隅
に
尾
上
独
り
机
の
上
に
草
履
を
お
き
涙
ぐ
ん
で
は
手

紙
を
か
い
て
い
る
。（
略
）
机
の
上
の
硯
箱
は
あ
り
合
わ
せ
の
石
鹸
箱
へ

萬
年
筆
差
し
を
入
れ
た
だ
け
な
の
に
実
物
の
硯
箱
よ
り
と
て
も
抒
情
的
で

親
し
い
味
が
出
て
い
た
。（
中
略
）
左
手
に
は
紙
屑
籠
で
急
造
り
の
手
洗
鉢

と
簡
単
な
竹
の
ひ
し
ゃ
く
の
ま
ね
…
。」［
鈴
木�

一
九
二
九�

五
〇
頁
］

ま
た
、
鈴
木
信
太
郎
は
「
車
人
形
の
印
象
」
と
し
て
前
述
の
掲
載
文
中
に
小

道
具
に
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
小
道
具
は
刀
、
炭
取
り
、
煙
管
、
た
ば
こ
盆
ぐ
ら
い
の
も
の
で
殆
ど

な
い
。
其
時
々
で
任
意
に
あ
っ
た
物
を
つ
か
っ
て
仕
舞
ふ
。
そ
れ
で
は
い

け
な
い
の
だ
ら
う
が
然
し
又
そ
れ
が
不
思
議
に
暗
指
的
で
適
切
な
の
だ
っ

た
。
芝
居
の
後
で
も
木
を
一
寸
け
づ
っ
て
墨
を
ぬ
っ
た
短
刀
な
ど
残
っ
て

捨
て
ゝ
あ
っ
た
。」

4　

初
期（
戦
後
）の
幕　

写
真
で
の
み
確
認
で
き
る
そ
の
他
の
昭
和
四
十
年
代
ま
で
に
使
用
さ
れ
た
幕

は
、
ア
ル
バ
ム
に
「
昭
和
三
十
一
年
三
月
十
一
日　

春
光
幼
稚
園
ニ
テ　

於　

足
立
区
公
会
堂　

贈　

田
中
春
雄
氏
ヨ
リ
」
と
書
か
れ
た
『
小
栗
判
官
一
代
記
』

矢
取
り
の
段
の
舞
台
に
見
ら
れ
る
幕（

7
（

【
写
真
76
】
の
他
、「
松
姫
」
と
ア
ル
バ

ム
に
書
か
れ
た
【
写
真
77
】
が
あ
る
。
こ
の
幕
の
背
景
の
立
て
札
が
書
き
換
え

ら
れ
た
【
写
真
78
】
も
残
さ
れ
、
幕
右
上
に
「
松
姫
公　

昭
和
三
十
一
年
七
月

二
十
四
日
」
と
書
か
れ
た
部
分
が
確
認
で
き
る
。
同
じ
時
に
写
さ
れ
た
と
見
ら

れ
る
【
写
真
79
】
に
は
「
松
姫
物
語　

案
下
川
道
行
段
」
と
書
か
れ
た
演
目
台

も
写
っ
て
い
る
。
ま
た
説
経
節
の
薩
摩
若
津
太
夫
（
本
名
峰
尾
孝
次
）
は
、「
昭

和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
五
月
薩
摩
若
津
太
夫
か
ら
三
代
目
薩
摩
津
太
夫
襲
名
」

�

で
あ
る
た
め
［
宮
川�
一
九
九
八�

二
八
頁
］、【
写
真
78
、
79
】
は
一
九
五
〇
年

写真74　�1930年横浜会館での公演「信田妻」
西川古柳座提供

写真75　�杖（1934年の「朝顔日記」（バーナード・リー
チ撮影映像））民藝運動フィルムアーカイ
ブ�提供　©︎�Marty�Gross�Film�Productions　
http://mingeifilm.martygrossfilms.com
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代
後
半
頃
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。【
写
真
77
、
78
、
79
】
か
ら
別

の
幕
も
横
に
吊
る
さ
れ
、
場
面
ご
と
に
幕
を
ス
ラ
イ
ド
し
て
移
動
さ
せ
て
使
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

5　

初
期（
戦
後
）の
大
道
具

八
王
子
車
人
形
初
期
（
戦
後
）
に
使
用
さ
れ
た
大
道
具
と
し
て
、『
小
栗
判
官

一
代
記
』
矢
取
り
の
段
で
用
い
ら
れ
た
灯
籠
が
【
写
真
80
】
か
ら
確
認
さ
れ

る（
（
（

。
そ
の
他
、「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
の
板
戸
が
写
真
か
ら
確
認
さ
れ
る（

9
（

【
写

真
81
】。

6　

初
期（
戦
後
）の
小
道
具

昭
和
三
十
年
代
、
四
十
年
代
に
用
い
ら
れ
た
小
道
具
と
し
て
、『
日
高
川
入

相
花
王
』
の
坊
さ
ん
の
鉦【
写
真
49
】、
飛
脚
の
荷【
写
真
48
】が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。【
写
真
60
】
に
写
っ
て
い
る
弓
も
現
在

も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（四）
　
ま
と
め

幕
の
大
き
さ
、
材
質
は
、
昭
和
初
期
、
戦
後
、
現
在
で
異
な
る
。
昭
和
初
期

の
も
の
は
、
紙
製
で
室
内
に
吊
る
す
こ
と
の
で
き
る
大
き
さ
、
昭
和
四
十
年
代

ま
で
の
も
の
は
布
製
で
ホ
ー
ル
に
吊
る
す
大

き
さ
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
よ

り
厚
手
の
布
製
で
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
上

演
場
所
の
変
遷
を
表
し
て
い
る
。

場
面
ご
と
に
幕
を
変
え
る
工
夫
も
時
代
に

よ
っ
て
変
遷
が
見
ら
れ
る
。
昭
和
初
期
は

「
パ
タ
リ
と
落
ち
て
」
別
の
背
景
に
早
変
り

さ
せ
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
は
複
数
の
幕
を

横
に
並
べ
て
吊
る
し
て
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
た
り
、

写真76　�1956年「小栗判官一代記」で使用さ
れた幕　西川古柳座提供

写真78　�昭和30年代頃用いられた幕（「松姫」）
西川古柳座提供

写真77　�昭和30年代頃用いられた幕（「松姫」）
西川古柳座提供

写真79　�写真78の遠景

写真80　�昭和30年代の大道具（灯籠）　細田
榮久撮影　西川古柳座提供

写真81　�昭和50年代の大道具（板戸）　西川古
柳座提供

写真82　�昭和30年代の幕の準備の様子　細田
榮久撮影　西川古柳座提供
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紐
で
吊
る
し
て
固
定
し
た
り
し
た
【
写
真
82
】。
現
在
は
ホ
ー
ル
の
バ
ト
ン
に

あ
ら
か
じ
め
吊
る
し
た
複
数
の
幕
を
転
換
さ
せ
て
い
る
【
写
真
83
】。

説
経
節
と
共
演
し
て
い
る
演
目
の
幕
や
大
道
具
小
道
具
に
は
同
一
演
目
に
お

け
る
時
代
に
よ
る
変
遷
が
見
ら
れ
る
が
、
昭
和
三
十
年
代
と
同
じ
も
の
を
使
用

し
て
い
る
小
道
具
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

註
（
1
）�

顔
料
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
。
初
期
の
車
人
形
と
も
興
行

し
た
と
さ
れ
る
写
し
絵
に
関
し
て
は
、
絵
師
が
種
板
に
描
く
絵
の
具
に
ニ

カ
ワ
を
混
ぜ
る
等
の
工
夫
を
し
て
い
た
と
い
う
。［
八
王
子
市
郷
土
資
料

館�

二
〇
〇
七�

九
～
一
五
頁
］。

（
2
）�

四
代
目
西
川
古
柳
も
大
道
具
を
自
ら
製
作
し
て
お
り
、
馬
を
作
っ
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。［
瀬
沼�

二
〇
一
五�

一
四
一
頁
］。

（
3
）�［
三
田
村�

一
九
二
五�

二
〇
四
頁
］。

（
4
）�

フ
ラ
ン
ス
人
画
家　

ラ
ウ
ル　

デ
ゥ
フ
ィ
（
一
八
七
七
―
一
九
五
三
）
か
。

［
熊
谷
美
和�

二
〇
一
二
］
に
鈴
木
信
太
郎
の
活
動
し
た
時
期
の
『
白
樺
』

に
掲
載
さ
れ
た
西
洋
人
画
家
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ゥ
フ
ィ
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。「
デ
フ
ィ
張
り
」
の
具
体
的
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

（
5
）�

五
代
目
西
川
古
柳
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。
三
代
目
西
川
古
柳
に
よ
る
「
八

王
子
車
人
形
売
込
帖
」
に
昭
和
七
年
五
月
一
日
新
宿
倶
楽
部
に
お
け
る
鈴

木
信
太
郎
主
催
の
公
演
に
お
い
て
も
「
葛
の
葉
信
田
森
」
が
演
じ
ら
れ
て

い
る
。

（
6
）�

鈴
木
信
太
郎
は
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、
二
点
の
油
彩
画
「
八
王
子
車

人
形
」
を
第
十
六
回
二
科
展
に
出
展
し
て
い
る
。
二
点
と
も
衣
裳
付
き
の

人
形
が
描
か
れ
、
腰
に
刀
を
差
し
た
武
士
も
含
ま
れ
て
い
る
。
と
も
に
そ

ご
う
美
術
館
所
蔵
で
あ
る
［
そ
ご
う
美
術
館�

二
〇
一
五�

六
八
～
六
九
頁
、

一
五
一
～
一
五
二
頁
］。
鈴
木
信
太
郎
の
八
王
子
車
人
形
に
関
す
る
絵
画

に
つ
い
て
浅
沼
塁
は
記
録
画
と
し
て
の
要
素
と
と
も
に
画
家
と
し
て
「
あ

る
種
の
リ
ア
リ
ズ
ム
絵
画
に
近
い
よ
う
な
作
業
」
を
行
っ
た
点
を
指
摘
し

て
い
る
［
浅
沼�

二
〇
〇
六�

一
八
～
一
九
頁
］。

（
7
）�

た
だ
し
、
同
じ
写
真
が
ア
ル
バ
ム
の
別
の
頁
に
も
貼
ら
れ
、「
昭
和

三
十
九
年
九
月
十
五
日
神
奈
川
県
津
久
井
郡
中
野
町
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
8
）�『
多
摩
文
化
二
十
号
』
一
一
〇
頁
に
京
屋
小
浜
（
水
島
し
ん
）
に
よ
る
「
昭

和
四
十
一
年
十
一
月
十
二
日
市
民
会
館
」
で
の
「
二
十
八
回
八
王
子
中
央

大
学
祭
」
と
し
て
津
賀
太
夫
と
小
浜
（
三
味
線
）
の
出
演
し
た
「
判
官
矢

取
り
」
の
上
演
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
写
真
に
は
、「
第
十
二
回
」
と
あ

る
が
、
太
夫
、
三
味
線
と
も
『
多
摩
文
化
二
十
号
』
の
記
録
に
一
致
す
る

こ
と
と
、
写
真
撮
影
を
し
た
細
田
栄
久
氏
の
メ
モ
に
昭
和
三
十
年
代
か
ら

四
十
年
代
と
あ
る
た
め
、
写
真
は
昭
和
四
十
一
年
の
記
録
も
し
く
は
、
同

時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
9
）�

西
川
古
柳
氏
に
よ
る
と
、「
傾
城
阿
波
鳴
門
」
の
写
真
は
昭
和
四
十
年
頃

の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
執
筆
者　

服
部　

真
理
）

参
考
文
献

浅�

沼
塁�

二
〇
〇
六
「
八
王
子
時
代
の
信
太
郎
」『
親
密
な
空
間　

色
彩
の
旅
人　

鈴

木
信
太
郎
展
』
そ
ご
う
美
術
館

河�
竹
繁
俊�

一
九
四
六
『
歌
舞
伎
襍
記
』
光
文
社

熊�
谷
美
和�

二
〇
一
五
「
試
論　

鈴
木
信
太
郎
に
お
け
る
西
洋
絵
画
の
受
容
―
雑
誌

『
白
樺
』
を
中
心
に
『
図
録　

生
誕
百
二
十
年　

鈴
木
信
太
郎
展　

親
密
家
の
ま

な
ざ
し
』
そ
ご
う
美
術
館

鈴
木
信
太
郎�
一
九
二
九
「
車
人
形
の
記
」（
二
）『
ア
ル
ト
』
十
一
号

鈴
木
信
太
郎�

一
九
四
一
年
「
八
王
子
車
人
形
の
こ
と
」『
三
田
文
学
』
十
六
―
四

写真83　�バトンに吊るされた2枚の幕（オリンパスホー
ル八王子）
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鈴�

木
信
太
郎�

一
九
四
九
「
八
王
子
車
人
形
覚
書
」『
諸
国
の
人
形
芝
居
』（
河
竹
繁
俊

編
）
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

鈴�

木
信
太
郎�

一
九
六
八
「
八
王
子
車
人
形
覚
書
」『
多
摩
文
化　

第
二
十
号
』
多
摩

文
化
研
究
会

鈴�
木
信
太
郎�

一
九
七
九
「
八
王
子
車
人
形
」『
日
本
の
人
形　

古
典
人
形
の
美
／
郷

土
人
形
図
鑑
／
人
形
に
会
う
旅
』、
読
売
新
聞
社

鈴
木
信
太
郎�
一
九
八
七
『
美
術
の
足
音　

今
は
昔
』
博
文
館
新
社

瀬�

沼
恭
子�

二
〇
一
五
「
車
人
形
の
家
元
に
連
れ
添
っ
て
」『
聞
き
書
き
で
綴
る　

八

王
子
の
女
性
史
』
八
王
子
女
性
史
サ
ー
ク
ル

そ�

ご
う
美
術
館
『
図
録　

生
誕
百
二
十
年　

鈴
木
信
太
郎
展　

親
密
家
の
ま
な
ざ
し
』

二
〇
一
五
年

三
田
村
鳶
魚�

一
九
二
五
『
娯
楽
の
江
戸
』
恵
風
館

宮�

川
孝
之�

一
九
八
九
「
五
代
目
薩
摩
湊
太
夫　

浅
倉
宗
吾
―
仕
置
の
段
」『
日
本
文

化
の
伏
流　

民
衆
芸
能　

説
経
節
集
［
解
説
書　

上
巻
、
下
巻
］』（
法
政
大
学　

多
摩
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
研
究
会
（
編
集
代
表
）
小
沢
勝
美
・
宮
川
孝
之
）

法
政
大
学
多
摩
地
域
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
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第
七
節

公
演
記
録

本
節
で
は
、
八
王
子
車
人
形
を
中
心
と
す
る
車
人
形
の
公
演
記
録
を
西
川
古

柳
座
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
記
録
を
は
じ
め
、
本
報
告
書
調
査
に
お
い
て
確
認
で

き
た
資
料
を
基
に
年
代
順
に
ま
と
め
、
一
覧
表
に
ま
と
め
た
。
ま
た
、
根
拠
と

し
た
典
拠
に
つ
い
て
は
下
段
の
表
に
整
理
し
た
。

な
お
、
一
覧
表
に
掲
載
し
て
い
る
公
演
記
録
に
つ
い
て
は
、
典
拠
資
料
を
基

に
、
次
の
と
お
り
選
別
を
し
て
主
な
記
録
の
み
を
掲
載
し
た
。

・
情
報
量
が
少
な
い
も
の
は
除
外
し
た
。

・
典
拠
が
不
明
確
な
も
の
は
除
外
し
た
。

・
戦
前
（
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
以
前
）
の
記
録
に
つ
い
て
は
貴
重
な

記
録
と
し
て
極
力
掲
載
し
た
。

・
戦
後
（
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
九
月
以
後
）
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
学
校
、

企
業
、
老
人
会
、
町
内
会
等
が
主
催
の
特
定
の
団
体
を
対
象
と
し
た
小
規
模
な

公
演
に
つ
い
て
は
除
外
し
た
。

ま
た
、
一
覧
表
の
公
演
記
録
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
が
西
川
古
柳
座
に
関
す

る
記
録
で
あ
る
が
、
一
部
異
な
る
座
に
関
す
る
記
録
に
つ
い
て
は
、「
人
形
遣
い
」

の
欄
に 

＊ 

を
付
す
か
、
座
名
を
掲
載
し
て
判
別
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
人
形

遣
い
、
語
り
に
つ
い
て
は
、
配
役
・
分
担
が
明
確
に
わ
か
る
も
の
を
載
せ
、
詳

細
が
わ
か
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
人
形
遣
い
の
欄
に
代
表
的
な
遣
い
手
の

名
を
入
れ
あ
と
は
他
、
と
表
記
し
た
。

表記 典拠タイトル
新聞

し 1 『朝日新聞』朝刊
し 2 『朝日新聞』夕刊
し 3 『東京朝日新聞』
し 4 『東京朝日新聞』夕刊
し 5 『東京日日新聞』
し 6 『読売新聞』
し 7 『読売新聞』夕刊

鈴木龍二編 1968『多摩文化』第 20 号 多摩文化研究会に所収
た 1 『車人形売込覚』
た 2 『車人形興行扣』西川柳時記
た 3 『車人形出演日記』
た 4 『薩摩若太夫一代記』
た 5 『人形興行之覚』
た 6 『八王子車人形売込帖』座元西川柳時

西川古柳座の記録・所蔵資料
に 1 視聴覚資料
に 2 日誌
に 3 その他記録・所蔵資料 ( パンフレット・チラシ等 )

その他
そ 1 『早稲田大学百年史』早稲田大学出版部
そ 2 『三田村鳶魚日記』
そ 3 八王子市の記録・所蔵資料 ( パンフレット・チラシ等 )

公演記録　典拠一覧
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公演日 公演会題目 演目 場所 人形遣い 地（伴奏） 主催など 備考 典拠

明治25(1892)年 
 10月 関川座

追分町小川森太郎が明治
25年10月公演のチラシを
発見、車人形が「面仕立両
足人形」と呼ばれていた
と報ずる。関川座は「現在
の関谷座」とされている。

し5
（S12.6.29）

明治45(1912)年
1月29日以前

「車人形の吉田冠十郎も
此頃は貸席で素人義太夫
などの相手になつてゐる」
との記載があり。

し3
（S45.1.29）

大正13(1924)年 
 5月22日 平音次郎宅 吉田梅三郎、西川柳

寿

若松福寿太
夫、雀屋妻三
郎、若松紋左
衛門、若松浜
尾太夫、吾妻
太夫

三田村鳶魚が河竹繁俊と
調整して坪内逍遥夫妻を
招く

そ2

 5月22日
八王子市大横町
平乙次郎（音次
郎）方

坪内逍遥夫妻・河竹黙阿
弥が三田村鳶魚に案内さ
れ車人形を見物

し6
（T13.5.24）

 7月5日 神楽坂演芸場 そ2

 7月6日 車人形特別公演 神楽坂演芸場 郷土芸術保存会
山口剛・小沢愛圀が車人
形、河竹繁俊が説経節に
ついて講演

し6
（T13.7.6）

大正15(1926)年 
 4月10日～12日 上野松坂屋劇場 薩摩駒次太夫 た4

 9月5日～10日 八王子織物宣伝 日本橋白木屋劇
場 薩摩駒次太夫 た4

昭和元(1926)年 
 10月3日 帝国ホテル 薩摩駒次太夫 た4

昭和3(1928)年 
 1月6日

三番叟、一の谷首打え場、山椒
太夫山別之場 丹沢彦次郎宅 小田内通久 た3 

た5

 1月24日 日高川、蝶子対面、六剣山中
山、熊谷館 加住村石川座敷 た3 

た5

 1月25日 蝶子対面、安達一ツ家 松竹橋橋本政次
郎宅 瀬沼時太郎　他 た5

 3月28日 蝶子対面、一の谷首打、鏡山
奥、安達一ツ家

高座郡原町田不
動尊 瀬沼他 た3 

た5

 5月5日～6日
朝顔日記、三庄太夫追込、加々
見山、蝶子対面、忠匡二度目清
書、目玉献上、安達が原一ツ家

高座郡田名 瀬沼時太郎　他 た3 
た5

 5？月 平林寺 薩摩駒次太夫 た4

 7月2日 八王子笨（笠の誤記
か）守稲荷社

朝顔日記、小栗、三庄太夫一代
記、神霊矢口之渡 本町宗徳寺内 瀬沼時太郎他 た3 

た5

 7月14日～15日
弁慶上使、白木屋、三勝卒七、
大功記、伽羅先代萩、朝顔日
記、壷坂霊験、奥州安達原

津久井郡三ケ木
村 義太夫 た3 

た5

 7月15日 三番叟、一の谷軍記首打、日高
川清姫道行、粟畑対面 大横町平 瀬沼　他 た3 

た5

 7月15日 大横町平音次郎
邸

民俗芸術の会に加わり観
賞した日高只一が「車人
形を観る」上下を『東京朝
日』昭和3年7月27日・28
日に寄稿

し5
（S3.7.17）

 7月 千両幟、小栗到着、切夫婦対面 八王子久嶋稲荷
大明神 瀬時　他 た5

 8月25日 地蔵尊興行 白木屋鈴ヶ森、葛の葉子別、熊
谷館、神霊矢口渡

八王子三年坂雲
龍寺 瀬沼　他 た5

 9月2日
朝顔浜松、矢口舟の場、通中月
栗毛、安達一ツ家、朝顔記大井
川

千人町興岳寺 瀬沼　他 た5

 9月5日～6日 相州伊勢原興行 葛の葉子別れ、蝶子対面、安達
が原、加々見山

相州伊勢原活動
キネマ館 時太郎　他 た3 

た5
 9月7日 奉納 元本郷川村稲荷 た3

 9月19日～20日
阿古屋自害、赤□並木、熊谷首
打、熊谷館、日蓮記身売、日蓮
谷打、勘弥成仏、日高庄、高庄
○、加々見山

八王子館 時太郎　他 坂本嘉一 た3 
た5

 9月22日 小門直入院大六天
祭礼

千両幟、○王対面、葛の葉、鏡
山、日高川 直入院 瀬沼　他 た3 

た5
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 9月23日 久島井三夜祭
朝顔浜松、順礼場、○○段殺
し、三庄太夫追込、大仏殿記景
清目玉

八王子日吉町 た3 
た5

 10月22日 神霊矢口渡、道中膝栗毛、阿波
の鳴門、安達一ツ家

八王子本町太子
堂 瀬沼時太郎　他 た3 

た5

 11月5日 大法寺鳥の祭
阿波鳴門順礼、小栗二度対面、
三庄太夫寺入対○、日高川入
相桜、加々見山尾ノ上部屋

上野町大法寺 瀬沼　他 た3 
た5

 11月25日
東京早稲田校長高
田早苗先生招列席
興行

御祝儀三番叟、大仏伝記目玉
献上場 八王子常磐亭 瀬沼　他 太夫丹沢、三

味線長畑
た3 
た5

 12月9日 熊谷館、日高川、目玉献上、鏡
山尾く部や

南新鈴木信太郎
殿方 瀬沼　他 た3 

た5

昭和4(1929)年 
 1月21日～23日

東京三越デパー
ト本店7階ホール 武蔵の会 三田村鳶魚夫妻で見物

た3 
た5 
そ2

 1月21日～28日 武蔵野今昔の会
（毎日余興として八王子の車
人形、埼玉県の飯能踊りを催
す）

三越 武蔵野研究会 瀬沼時太郎が車人形を出
品

し5
（S4.1.20、

1.22）
 4月15日 宗関寺 そ2

 6月1日 東京早稲田大学
講堂

た3 
た5

 6月15日 八王子市内 吉田冠十郎 そ2

 6月17日 東京牛込水道町
宝生館食堂

鈴木信太郎　ほ
か

た3 
た5

 10月28日 不動尊人形奉納 鏡山草り打之場、忠臣二度目
清書、千両幟、景清目玉献上 高幡不動尊 丹沢　他 た3 

た5
昭和5(1930)年 
 3月8日 三番叟（以下破損） 横浜市本町一町

目会館 青年幹事 た3 
た5

 3月15日～16日 人形興行 西玉郡手沼村 冠十郎　他 義太夫 た3 
た5

 4月13日
朝顔日記、御所様上使、阿波鳴
門、壷坂霊験記、玉藻三段目、
太閤記十段目

冠十郎　他
前部破損につき時期・場
所不明だが３月と４月の
間に記載

た1

 4月6日 五日市町劇場 た3

 4月23日 阿波の鳴門、連れ戻し、鏡山御
殿、玉三

横須賀市稲岡町
隣保会館 丹沢秀　他 山下重吉氏 た3 

た5

 4月26日 大功記十段目、御所様上使、佐
倉宗五郎別（以下破損）

大久野村　劇場
宮田屋 冠十郎　他 た3 

た5

昭和5年 狐別れ、信田森、日高川、盛俊
忠臣、阿波鳴門、新吉原揚屋 瀬沼　他

前部破損五木時期・場所
不明だが4月と5月の間に
記載

た1

昭和5年 小栗対面、日高川、明からす、
高座巻 瀬沼　他

前部破損五木時期・場所
不明だが4月と6月の間に
記載

た1

 5月4日 機神祭 大横町大善寺境
内 た3

 5月10日 千人町大法寺 た3
 5月24日 三年坂雲龍寺 瀬沼　他 た1

 6月15日 松門寺人形
三庄太夫一代記対王佐渡嶋、
日向嶋景清対面之場、芦屋道
満葛の葉子別れの場、信田森
狐別之場

松門寺 瀬沼　他 前部欠損のため詳細不明 た3 
た5

 7月14日 大功大仏殿目玉献上 浅川町電車車庫 丹沢 武蔵中央電鉄 た3 
た5

 7月15日 日向○道行、明烏正○、奥州時
鳥殺し場 浅川町電車車庫 武蔵中央電鉄 た3 

た5

 7月16日 小栗本陣入、義経奥州落庄司
館、日高川入相桜 浅川町電車車庫 長畑、松村、丹沢 武蔵中央電鉄 た3 

た5

 8月24日 寺地蔵尊人形 宗五子別（以下欠損） 三年坂雲龍寺 瀬沼　他 た3 
た5

 9月7日
敦盛子拾、日高川、三庄太夫対
王対面、千代萩政岡忠義、播州
皿屋敷

千人町弘覚寺 丹沢　他 た3 
た5

 9月19日 川口村畳ケ原人形 阿波鳴門、二度目清書、玉三段
目 上川口畳ケ原 瀬沼　他 た3 

た5

 9月20日 元本郷稲荷祭人形 二度目清書、追込、身延山、玉
三、朝顔日記、順礼場 瀬沼　他 た3 

た5
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 9月24日 上野町地蔵尊人形 千両幟、国分寺追込、葛の葉、
政岡忠義、皿屋敷 上野町地蔵尊 瀬沼　他 た3 

た5

 9月28日 八王子本町不動尊
二度目清書、阿波鳴門、三庄太
夫追込、加々見山錦鈴、神霊矢
口渡

本町不動尊 瀬沼　他 た3 
た5

 10月2日 日高川、明烏浦里、大仏殿記、
千代萩 田中の相即寺 瀬沼　他 た3 

た5

 10月5日 慰安会 日高川、明烏浦里雪、目玉献上 浅川町小学校 助沢、長畑、丹沢彦　
他

た3 
た5

昭和5年か 
　17日、19日

二度清書、鳴門上、小栗二度
対、玉三、朝顔、阿波鳴門下、盛
利忠臣、小栗矢取、安達三切、
矢口渡

上野町大法寺 丹沢、瀬時　他 前部破損のため時期不明 た1

昭和6(1931)年 
 1月5日 水天宮祭 楠公桜井駅、国分寺、鎌倉三代

記、千代萩行の間、蝶子対面 八王子大横町 柳時、柳車、柳秀、周
助、丹沢

た2 
た3

 1月28日 不動尊祭典
小栗対面、小夜中山八太郎殺、
楠公桜井駅、玉藻前旭袂道春
館

八王子本町三丁
目不動尊

柳時、柳車、柳秀、周
助

た2 
た3

 2月4日 本覚院稲荷祭 葛の葉　狐別、信田森狐別、景
清目玉献上、日高川清姫

東京上野鶯谷本
覚院 吉田冠十郎　他 三田村鳶魚見物

た2 
た3 
そ2

 3月1日 稲荷神社奉納人形 楠公桜井駅、道中膝栗毛、箱根
霊験記九十九屋敷 八王子市小門 河井　他 た2 

た3

 4月6日 御寺人形
景清目玉献上、先代萩政岡忠
義、揺姫下賤門前払、小栗判官
本陣到着、矢口渡村舟殺の場

横山村山田 丹彦　他 た2 
た3

 4月13日 三芳村多福寺車人
形

日向景清人丸対面、日高川入
相清姫、小栗判官万屋本陣、小
栗判官妹背対面

三芳村多福寺 瀬沼　他 た2 
た3

 4月16日 野火止村平林寺車
人形（半僧坊祭典）

盛利忠臣、熊谷館下賊、門前、
日高川 三田村鳶魚見物

た2 
た3 
そ2

 4月17日 野火止村平林寺車
人形（半僧坊祭典）

大仏殿目玉献上、小栗矢取、日
向景清人丸道行、小栗本陣入、
妹背対面、楠公別、日向人丸対
面

瀬沼　他 た2 
た3

 4月29日 車人形興行 小栗一代記対面、日高川入相
桜 英和女学校 丹沢彦太郎　他 た2 

た3

 5月3日 上恩方村狐宿人形
座敷

石童丸刈かや札書、阿波鳴門、
加々見山奥館 瀬沼　他 た2

 5月5日 大久野村人形 日吉丸三、寺子屋源蔵戻り、朝
顔日記、弁慶上使 大久野村劇場 瀬沼　他　 義太夫 越沼為市殿人形

料拾五円也
た2 
た3

 5月24日 三年坂地蔵尊人形
道中膝栗毛赤坂並木、碁太平
記白石揚屋場、傾城阿波鳴門
順礼場下

瀬沼　他 た2 
た3

 5月28日 不動尊車人形奉納
小栗夫婦対面、無鎮山小夜中
山雪之場、楠公桜井駅別れ場、
玉藻前三段目道春館

八王子町本町 丹沢　他 た2

 5月31日
侯爵前田様御別座
車人形開演ノ光栄
ニ候

式三番叟、日高川入相桜、小栗
妹背対面

東京市外大久保
町前田侯爵別庭 吉田冠十郎　他 た2 

た3

 5月31日 鈴木新太郎殿宅人
形

小栗妹背対面、景清目玉献上、
葛の葉信田森、日高川入相桜 市街荻窪井萩町 た2 

た3

 6月1日 小栗万屋本陣入、小栗妹背対
面、日高川入相桜

上野松坂屋本店7
階ホール 瀬沼時太郎　他 た2 

た3

 6月8日 松坂屋店員慰安会
車人形 信田森別れ 上野松坂屋本店 吉田冠十郎　他

説経葛の葉子別れ、義太
夫また助切腹も上演。合
わせて車人形陳列を行う

た2 
た3

 7月25日 阿波鳴門、三庄田遊追込欠舞、
玉藻前三 大久野劇場 連中九人 た2 

た3

 8月10日 八王子市子安不動
尊人形奉納

朝顔日記宿屋之場、三太夫か
くまれ場、千代萩御殿場、神霊
矢口渡場、楠公桜井別場

子安町不動尊 瀬沼時太郎　他 た2 
た3

 9月3日 八王子千人町了法
寺車人形

葛の葉子別場、小夜中山平内
帰り場、日蓮上人物語り勘作
成仏、新吉原揚屋場

了法寺 瀬沼　他 た2 
た3

 9月11日 山入薬師車人形 阿波鳴門上下、日高川、千代
萩、桜の由 大光寺 瀬沼　他 た2 

た3
 9月19日 飛行会館 吉田冠十郎 そ2
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 9月23日 八王子日吉町
二十三夜祭車人形

阿波鳴門上下、盛利忠臣、桜野
田、千代萩御殿 瀬沼　他 た2 

た3

 9月24日 日吉町地蔵尊祭車
人形

三番叟、朝顔日記大井川、三庄
太夫国分寺、碁太平記白石揚、
心霊矢口渡、玉藻前三段目

日吉町地蔵尊 丹沢　他 た2 
た3

 9月28日 八王子本町不動尊
車人形

朝顔日記、弥治北八、奥州安達
原、番州皿屋敷、伽羅先代萩 本町不動尊 瀬沼　他 た2 

た3

 10月10日 織物組合宣伝 道中膝栗毛、葛の葉、日高川 東京日本橋白木
屋デパート 瀬沼時太郎　他 内田総淑 八王子織物組合

宣伝部
た2 
た3

 10月11日 織物組合宣伝 道中膝栗毛赤坂、金毘羅利生
記百度

東京日本橋白木
屋デパート

八王子織物組合
宣伝部 義太夫あり た2 

た3

 10月18日 元八王子中宿薬師
車人形

小夜中山山路八太郎の場、住
家の場、白石上座之場、千代萩
御殿の場、日高川入相桜

丹沢彦太郎　他 た2 
た3

 11月4日 藤間勘八事　 東京浅草区瓦町
藤間藤子方

た2 
た3

 11月14日 母校創立五拾年記
念事業

高野山札書、千代萩忠義、日高
川 横浜記念会館

西川柳時、吉田冠十
郎、西川柳秀、瀬沼
周助、吉田若之助

浜尾太夫、総
太夫、福寿太
夫　義太夫豊
竹紋治、豊竹
紋弥

横浜英和女学校 千代萩忠義は義太夫上演 た2 
た3

 12月4日 八王子市常盤亭祝
賀祭

御祝儀三番叟、小栗夫婦対面、
日高川入相桜

八王子市八日町
常盤亭 瀬沼　他 辻 た2 

た3
昭和7(1932)年 
 1月15日

南多摩郡由木村
青年 た3

 1月16日～17日 南多摩郡由木村字
松木人形興行

弁慶上使、五エ門釜入、千代
萩、大功記十段目、阿波鳴門、
玉藻前三段目、寺子屋、吉原揚
元

丹沢秀、瀬沼時、周
助、河井 義太夫 由木村石川健三、

松木小田万治 た6

 1月25日 金光様新年会余興
車人形

御祝儀三番叟、日高川渡場、阿
波鳴門

松竹橋本庄次郎
方

田中喜一郎、瀬沼時
太郎

橋本庄次郎、
高橋文吉、助
手三味線瀬沼
周助

た6

 2月18日 鬼子母神祭 御祝儀三番叟、阿波の鳴門下、
日高川、千代萩、高座巻 八王子市明神町 喜一、丹沢、河井、台

町喜
八王子小門小林
亀太郎

た3 
た6

 3月12日 西多摩郡今井村
甲子

瀬沼時太郎、田中喜
一郎　他 た6

 4月10日 相州津久井城山下
花見人形

小栗夫婦対面、三庄太夫国巡
検、法童丸対面

津久井郡城山川
原 瀬沼、丹沢　他 八王子辻株式店 た3 

た6

 4月16日～17日 半僧坊祭

阿波鳴門上下、三庄太夫追込
の段・佐渡親子対面、法童丸母
対面、蓮生上人物語、安達一つ
家、六ツ浦浜浦君、葛の葉信田
森、剣山八太郎山の場

平林寺 瀬沼、丹沢　他 た3 
た6

5月1日 目玉献上、小栗妹対面、信田
森、弥次赤坂並木・野寺之場

東京市街新宿倶
楽部 吉田冠十郎　他 鈴木信太郎 た3 

た6

 5月1日 第一回車人形を観
る会 新宿クラブ 会費50銭 し3

（S7.4.29）

 5月28日 本町不動尊人形奉
納

三番叟、千両幟、信田葛の葉、
累土橋、札書 本町不動尊 瀬沼　他 先達 た3 

た6

 6月4日 國學院大學車人形
三庄太夫国分寺・佐渡嶋対王
国順検、小栗判官妹背対面、高
野山札書之段

東京市街渋谷町
國學院大學 瀬沼　他 折口文学博士 た3 

た6

 6月4日 國學院大學講堂 國學院大學郷土
研究会

し5
（S7.5.19）

 7月8日
一の谷軍記盛利忠臣、三庄太
夫国分寺追込、筑紫写苅萱双
紙、玉藻前三段目

浅川町麓峯尾仁
重殿方車庫 瀬沼、丹沢　他 た3 

た6

 7月15日 小比企多摩少年院
車人形

三番叟、双葉軍記盛利忠臣、大
仏殿供養景清、目玉献上 多摩少年院 瀬沼、丹沢　他 た3 

た6

 7月15日 慰安会 楠公桜井の駅、景清目玉献上 由井村国立多摩
少年院 恩方村西川連 元本郷町薩摩

都太夫
し5

（S7.7.2）

 7月17日
三番叟、熊谷館下職の場・阿房
払の場、日高川入相桜、伽羅先
代萩御殿、伊達原一つ家の場

浅川町麓橋本喜
太郎方

人形連中（瀬沼、丹
彦　他）

た3 
た6

 9月18日 高尾山下稲荷祭祭
典

後太平記、三庄太夫佐渡ケ嶋、
朝顔記大井川、小栗判官到着
本陣入、道中膝栗毛赤坂、妹背
山女貞訓

高尾山下旭稲荷 人形連中（丹沢秀、
瀬沼　他）

た3 
た6
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 10月8日～9日 阿波鳴門、松王丸実見、盛利忠
臣、妹背山女庭訓 本町不動尊 丹沢、瀬沼　他 た6

 9月21日
朝顔日記大井川、三庄太夫一
代記対王対面、道中膝栗毛赤
坂並木、妹背山女庭訓、播州皿
屋敷

八王子館 人形連（冠十郎　
他） 坂本喜一郎 た3 

た6

 10月12日 朝顔日記、国分寺、武田松姫武
勇伝、高野山札書 上恩方小学校 丹沢、瀬沼　他 山下重太郎 た3

 10月28日 本町不動尊 た3

 11月6日 川原宿倶楽部 日高川入相桜、絵本太閤記、播
州皿屋敷、妹背山女庭訓、松姫 川原宿 丹沢、瀬沼　他 川原宿青年倶楽

部、山下重太郎
た3 
た6

 11月11日～12
日

西多摩郡箱根町
昭和館

連中（田中喜一郎、
瀬沼時太郎、丹沢秀
三　他）、箱根ヶ崎
連中（原島弥五郎　
他）

坂本喜一郎 た3 
た6

 11月15日 阿波の鳴門、日高川、千代萩、
国分寺、妹背山 飯能町飯能座 坂本喜一郎 た3 

た6

 11月27日 八王子館車人形 阿波ノ鳴門、追込寺、小栗対
面、武田松姫・案下峠の場 八王子館 田中喜一郎、瀬沼時

太郎、丹沢秀三他 山下重太郎 た3 
た6

 12月3日 関谷座慈善興行 三庄太夫寺追込 本町関谷座 柳時、柳秀、周助
語り下田喜一
郎、三味線川
井

八王子市長 た3 
た6

 12月4日 関谷座慈善興行 日高川入相桜 本町関谷座 周助、柳秀、柳時、吉
田冠十郎

太夫河井、三
味線下田 八王子市長 た3 

た6
 12月20日 八王子若松亭 株式店辻卓 た3

 12月21日 三番叟、日高川、夫婦対面 若松亭 田中、丹沢、瀬沼　
他 八王子辻株式店 た6

昭和8(1933)年 
 1月15日～16日 南多摩郡日野町 坂本喜一郎 た3

 1月20日 青年座敷 川口町山入 た3
 1月25日 金光教新年会 丸正 た3

 2月23日 慰安会 八王子府立第四
女学校 た3

 2月23日 府立第四高女 八市有志
第四高女に慶応大学文学
部教授折口信夫を招聘し
民俗・芸術の講演に合わ
せ車人形を実演

し5
（S8.2.10）

 3月3日 箱根ヶ崎村昭和
館 坂本喜一 た3

 3月9日 車人形上演 早稲田大学大隈
会館

「昭和八年三月九日、この
日快晴。早稲田に着くと、
先ず大隈会館に案内した。
かねて呼んであった秩父
に古来からある車人形の
実演をショーは興味を
もって二曲も三曲も飽か
ずに観て、最後に特に「ハ
ラキリ」の型を所望して、
これにも非常に満足の意
を表した。」

そ1 
第3巻

（1987
年刊）
436頁

 3月 車人形上演 西川古柳
バーナード・ショーが来
日した際に上演したと西
川古柳（瀬沼周助）の訃報
記事にある

し1
（S44.10.9）

 3月21日 上恩方学校 た3

 4月13日 北多摩郡田無町
伏見稲荷 辻卓治 た3

 4月 全国青年団郷土芸
術大会 日本青年館 恩方村西川連 昭和8年2月時点の予告 し5

（S8.2.10）

 6月1日～7日 八王子織物組合宣
伝

東京日本橋通高
島屋店 た3

 6月13日 横須賀隣保館 山下重太郎 た3

 7月25日 山梨県巌村俵水
荘 安東 た3

 8月31日 津久井郡久保沢
久保沢館 辻株式店 た3

 10月15日 川原宿 心源院 た3
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 10月10日～13
日 新宿伊勢丹 た3 

そ2
昭和9(1934)年 
 1月13日

八王子商業会議
所 八王子中学 た3

 2月4日 小門町小林亀太
郎方 小林亀太郎 た3

 3月17日
説経節・車人形の再
興を目的とする観
賞会

元本郷町鈴木平
四郎方 西川連 説経節保存会 「南郡多摩村関戸西川連」

とあり
し5

（S9.3.11）

 4月21日 東京日本橋三越
ホール 法政大学 た3

 4月21日
御祝儀式三番叟、出世景清大
仏伝記目玉献上の段、三庄太
夫綴綿粟畑親子対面の段、日
高川清姫嫉妬の段

都太夫ほか13
名

法政大学文学研
究会

小田内通久の講演あり
（東京日日）

し5
（S9.4.21）

 4月22日 西多摩郡霞村七
日市場甲子館 薩摩会 た3

 5月2日 横山村舟田地蔵
尊

八王子市元本郷
有志者 た3

 5月5日 西多摩郡日野町
小学校 小山校長 た3

 5月20日 神奈川県鎌倉郡義
経会七百五拾年祭 腰越町万福寺 た3

 5月25日 東京丸の内東京
會舘

八王子市久保田
本店 た3

 5月26日 八王子外西中野
小学校 教員会 た3

 6月8日 横山村龍泉寺 小松重盛 た3
 6月18日 八王子鬼子母神 小林タツ た3

 6月22日 八王子万町長心
寺大黒天 た3

 8月5日～7日 納涼会 藤沢町清浄光寺 た3
 9月24日 上野町地蔵尊 た3
 9月24日 日吉町地蔵尊 小松 た3
 9月26日 小門金光教会 丸正 た3
 10月5日 本町関谷座 小松 た3
 10月20日 長心寺大黒天祭 万町長心寺 た3
 10月21日 上川口福寿寺 （人形五） 峯尾 た3
 10月24日 本町関谷座 警察署 た3
 10月28日 下谷区入谷 小田内氏 た3
 11月4日 浅川町浜野座敷 丹沢氏 た3
 11月10日 上野町大法寺 内田 た3
 11月9日 恩方学校 役場員 た3
 11月20日 檜原村鹿島神社 小松 た3
 12月1日 本町関谷座 社会事業 た3
昭和10(1935)年 
 1月7日 小宮町 学校女窓会 た3

 1月10日～15日 新宿伊勢丹劇場 三代目薩摩今
津太夫 た4

 1月25日 金光教新年会 丸正 た3
 2月10日 元本郷稲荷 瀬沼兼吉 た3

 2月11日 稲荷祭初午 元八王子村のり
き た3

 4月5日～6日 大久野村 義太夫連東京
二人 た3

 4月7日 元本郷鈴木平四
郎方 た3

 4月14日 大横町平音次郎
方 た3

 4月18日 甲子大黒祭 万町長心寺 た3

 4月28日 公演会 関谷座 八王子車人形保
存会 出演者を目下詮衡中 し5

（S10.4.26）
 6月15日 八王子館 坂本喜市 た3
 7月7日 高尾山頂上寺院 浅川好史会 た3
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 8月11日 諏訪宿観世音 た3
 8月18日 稲荷祭 八木町宗徳寺 た3

 8月29日 東京青山南町花
柳寿美子 た3

 9月7日 恩方村上恩方案
下 熊野神社役場 た3

 9月10日 三年坂地蔵尊 た3
 9月10日 日吉町地蔵尊 た3
 9月26日 日吉町地蔵尊 小松 た3
 9月28日 原町田不動尊 人形連 た3
 10月10日 明神町金毘羅祭 明神町 た3
 10月20日 人形連 た3
 10月28日 本郷町善能寺 た3

 11月17日 同窓会 八王子市外小宮
学校 人形連 同窓会 た3

 11月20日 青梅町初音座 川上多摩樹 た3
 11月24日 元八王子学校 た3
 11月24日 西川製糸場 た3
 12月1日 元八王子小峯方 た3

 12月3日 関谷座 八王子市社会教
会 た3

 12月11日 大鳥祭 八王子市八幡宮 た3
昭和11(1936)年 
 1月15日 川口村上川口 学校同窓会 た3

 1月22日 新年会 恩方村松竹橋本
正八郎宅 た3

 1月23日 丹木村小学校 た3
 2月18日 稲荷祭 小門町稲荷 小林亀太郎 た3
 4月1日 多賀神社祭 本郷町多賀神社 た3

 4月3日 北多摩郡神代村
金龍寺 た3

 4月10日 金毘羅祭 八王子市明神町 た3
 4月21日 加住村少林寺 た3
 5月3日 日吉神社祭 八王子市日吉町 小松 た3
 5月5日 川口村下川口 青年敬老会 た3
 5月10日 琴平祭 明神町 神官松宮 た3
 6月10日 琴平祭 明神町 神官松宮 た3

 6月11日 府中大國魂神社
神祭殿 府中史談会 た3 

に3
 6月21日 稲荷祭 八木町宗徳寺 信者 た3

 8月10日 観音祭 元八王子村諏訪
宿 信者 た3

 8月24日 地蔵祭 浅川町新地 信徒 た3
 9月1日 三年坂地蔵祭 雲龍寺 雲龍寺 た3

 9月5日 元本郷町稲荷祭 八王子市元本郷
町 川村稲荷信者 た3

 9月11日 日吉町観音祭 た3

 11月3日 五日市劇場義太夫
人形 五日市劇場 人形使東京来 吉田友之助川上

多摩樹 た3

 12月5日 八日町八幡祭 八王子市八日町 小松 た3
 12月5日 関谷座 社会協会 た3
昭和12(1937)年 
 1月23日 立川町 幼稚園 た3

 3月5日 川野車人形（小河内
村）

小栗判官一代記、出世景清一
代記

小河内村川野古
屋五郎方

弓箭神社祭礼にて。13年
ぶりの上演。

し4
（S12.3.7）

 4月3日 八王子市元本郷
鈴木殿 た3

 4月4日 八王子館 榎本勘次郎 た3
 4月5日 水天宮 神官 た3
 4月24日 日比谷公会堂 観光会 た3
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 4月24日 観光祭車人形公演 日高川入相桜 日比谷公会堂 薩摩小浜太夫 府観光協会 し5
（S12.4.15）

 5月10日 横山村新地 浜野 た3

 5月11日 五日市劇場義太夫
人形 五日市劇場 人形使東京来 吉田友之助川上

多摩樹 た3

 5月28日 不動尊祭 北多摩郡田無町
総持寺 吉田伊三郎座持 た3

 8月18日 観音祭 北多摩郡吉祥寺
町 吉田伊三郎座持 た3

 9月28日 八王子南新町 た3
昭和13(1938)年 
 1月5日

八王子市大横町
水天宮 た3

 5月28日 小宮村中野小学
校 教員会小川校長 た3

 6月15日 高幡順徳小学校 教員会小松 た3
 6月28日 浅川町小学校 教員会小松 た3
 7月20日 稲城小学校 教員会小松 た3

昭和14(1939)年 
 11月20日

「秘芸研究座談会」
で実演

景清目玉献上、葛の葉子別れ、
赤坂並木之段 （会場未定） 保存会

三田村鳶魚の車人形につ
いて話をし、日活多摩川
の監督、俳優小杉勇らが
参加予定

し5
（S14.11.11）

昭和14年 横浜本町記念館 三代目薩摩小
若太夫 た4

昭和15(1940)年 
 11月20日

郷土芸術説教浄瑠
璃車人形保存会　
第1回発表会

御祝儀三番叟、明烏里浦時次
郎、佐倉宗吾甚兵衛渡し場 三崎町八王子館 八王子史談会 保存会創立第1回発表 し5

（S15.11.20）

 12月16日
八王子車人形保存
振興会　第2回発表
会

三崎町八王子館 八王子車人形保
存振興会

11月20日第1回に続く第
2回か。保存振興会は府観
光協会内につくられる。
関谷市長を顧問とする機
構に薩摩小若太夫、薩摩
小若太夫、西川柳時あり

し5
（S15.12.17）

昭和16(1941)年 
 1月18日

八王子車人形保存
振興会　第3回発表
会

三崎町八王子館 八王子車人形保
存振興会 新春興業 し5

（S16.1.18）

 9月5日 八王子車人形初の
東京公演

御祝儀三番叟、熊谷館騒動（桂
姫下賤の段、桂姫門前払之
段）、出世景清一代記（眼玉献
上之段）

京橋明治製菓ビ
ル6階講堂

西川柳車、楽屋一
同、吉田冠次郎、西
川柳時

薩摩高太夫、
京屋総淑、薩
摩小若太夫、
京屋米吉、薩
摩小供太夫、
京屋高次

し5
（S16.8.17）

昭和17(1942)年 
 5月30日 鑑賞会

三番叟、三庄太夫一代記千王
丸別れの段、熊谷館騒動桂姫
下職の段、小栗判官一代記判
官照手姫二度対面の段

早稲田大学演劇
博物館

早稲田大学教授河竹繁俊
の依頼による

し5
（S17.5.29）

 9月23日 観賞会 三番叟、日高川　等 第二国民校講堂
八王子車人形振
興会、知新会（共
催）

市長、町会長等参集。
し5

（S179.18、
9.24）

昭和18(1943)年 
 4月26日

講演会余興　八王
子車人形

第三国民学校講
堂

大政翼賛会八王
子支部長　深澤
友彦

講師　海軍少将　高橋節
雄　閣下 そ3

昭和24(1949)年 
 11月3日

文化の日車人形公
演 日髙川 元赤坂離宮

西川古柳座 
西川車人形＊ 薩摩小若太夫 に2 

た4

昭和25(1950)年 
 10月2日

芸術祭(郷土芸能
大会）

西川古柳座 
西川車人形＊ 薩摩小若太夫 文部大臣賞受る に2 

た4
 11月3日 明治神宮三十年祭 日高川 明治神宮 西川車人形＊ 薩摩小若太夫 た4
昭和26(1951)年 
 10月24日 古典芸能研究 三番叟 富士森公園 秋間一昇一座 薩摩小若太夫 石川の獅子舞と出演 た4

 11月22日 立川市文化会余興 西川車人形＊ 薩摩小若太夫 た4
昭和27(1950)年 
 11月25日

南郡農産物共進会
余興 日野中学講堂 西川車人形＊ 薩摩小若太夫 た4

昭和31(1956)年 
 10月1日～5日

全国無形文化財選
抜大会 西川家元車人形＊ 薩摩小若太夫 松本市教育局 関東代表。毎日新聞社よ

り優秀旗受ける た4

 11月 上野博物館（国立
博物館か） 西川車人形＊ 薩摩小若太夫 文化財として出演 た4

昭和32(1957)年 
3月26日

全国東織物に■す
る各地区余興

日高川入相花王　清姫道行の
段 白木屋（日本橋） 二日間契約金 に2
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 3月27日 全国東織物に■す
る各地区余興

日高川入相花王　清姫道行の
段 白木屋（日本橋） に2

 4月21日
八王子第一小久米
井亮江先生新作松
姫物語二部作完成
による披露公演

八王子市立第一
小学校 西川古柳他 松姫舎 に2

 6月23日
横地監物祭による
講演と車人形を見
る会

元八王子町宗関
寺

八王子市教育委
員会 に2

 7月7日 史蹟と車人形を見
る会

元八王子城下大
悲閣 京王文化会 に2

 9月21日・28日
バスによる東京歴
史を探る会（第1回）　
武蔵野の古城と車
人形を訪ねて

朝日新聞社
21日のＡコース、28日の
Ｂコースともに「八王子

（車人形）」あり。講師は駒
沢大学講師桜井信正

し1
（S32.9.16）

 昭和33(1958)
年3月22日 車人形観賞会 信濃町　文学座 に2

 4月3日 薩摩浜吉襲名披露 寺町　鬼子母神 薩摩浜吉襲名披
露の会 に2

 4月5日 春の桜まつり 三越 京王電車 に2

 4月6日 吉祥寺　井ノ頭
公演 ■帝都　小西六 に2

 6月15日 南西北芸能人慰霊
祭余興 八王子学園講堂 西川車人形＊ 薩摩小若太夫 説経浄瑠璃保存

会 た4

 8月 日本橋ソゴー
ホール 西川車人形＊ 薩摩小若太夫 た4

昭和34(1959)年 
 2月 白木屋ホール 西川車人形＊ 薩摩小若太夫 た4

昭和35(1960)年 
 6月25日 故西川古福慰霊祭 寺町鬼子母神堂 薩摩小若太夫 た4

 10月28日
都立工業学校体育
館落成記念こけら
落とし

都立工業学校 西川車人形＊ 薩摩小若太夫 た4

昭和36(1961)年 
 5月17日 一都十県芸能大会 長野市民会館 に2

 昭和37(1962)
年10月8日

三多摩振興のつど
い 小栗判官 八王子市民会館 1 小栗判官 に3

昭和38(1963)年 
 11月3日

八王子車人形説経
浄瑠璃 一座物故者
追悼慰霊祭　パン
フレット

に2 
に3

 昭和39(1964)
年10月23日

オリンピック外人
選手慰安公演 日高川 薩摩若太夫 に2 

た4

昭和40(1965)年 
 3月17日 日高川 薩摩若太夫

アジア・アート・
アソシエーショ
ン

た4

 6月1日
八王子車人形、ふき
の会、平井澄子の記
載あり

に2 
に3

昭和42(1967)年 
 5月28日

保存会第1回公演
会

道成寺日高川、小栗判官矢取
りの段 市立一小講堂

久米井亮江の呼びかけで
昭和41年に保存会発足、
とある

し1
（S42.5.25）

昭和45(1970)年 
 7月29日 演劇人祭 東宝劇場 八王子車人形 「二十周年記念演劇人祭」

に同じか（日時異なる）
し7

（S45.7.11）

 9月 二十周年記念演劇
人祭 日高川 宝塚劇場 古柳外八名 に2

昭和46(1971)年 
 9月2日

第2回観光資源を守
る集い　講演と郷
土芸能の夕べ

御祝儀三番叟、「日高川入相
桜」より渡し場の段

千代田区朝日講
堂

西川車人形座＊、西
川古義＊

十代目薩摩若
太夫

（主催）観光資源
保護財団、（後援）
朝日新聞社

（解説）秋間一昇 し2
（S46.9.4）

昭和47(1972)年 
 3月4日～5日

第3回東京都民俗
芸能大会 小栗判官車引 千代田区朝日講

堂 内田総淑
（主催）東京と民
俗芸能実行委員
会・東京都、（後
援）朝日新聞社

し1
（S47.3.6）

 6月10日～11日

古浄瑠璃系人形と
特殊な一人遣い　
国立劇場第十四回
民俗芸能公演　日
本の民俗劇と人形
芝居の系譜

大仏殿記（景清目玉献上の段）国立劇場小劇場 四代西川古柳他 薩摩津賀太夫

10日午後2回、11日午後1
回公演。三人遣いの説経
人形・のろま人形・文弥人
形、一人遣いの八王子車
人形・北原一人遣い・乙女
文楽が共演

に1、し7
（S476.9）
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 昭和50(1975)
年1月13日～14
日

東京都八王子市観
光祭 三番叟（長唄）日高川（説経節）静岡市産業会館 三番叟（長唄）西川

古柳、柳時、柳■
津賀太夫、浜
尾 に2

 1月25日 車人形見学 三番叟、八百屋お七 古柳 八王子第二小学
校PTA に2

 2月22日 車人形観賞会 三番叟、東海道中膝栗毛 古柳舞台 八王子観光協会、
京王電鉄 に2

3月22日 車人形観賞会 三番叟、日高川、膝栗毛、赤坂
並木の段 古柳舞台 八王子観光協会、

京王電鉄 に2

 3月29日 車人形観賞会 甚兵衛渡し、三番叟、葛の葉子
別 古柳舞台 に2

 5月3日 車人形観賞会 三番叟　日高川 八王子西武デ
パート 津賀太夫 に2

 7月5日～6日 創価大学滝山祭り 東海道中小田原の宿　三番叟　
葛の葉子別れの場 に2

 8月17日 高松宮に台覧を賜
る 三番叟 西川古柳、西川柳時 に2

 8月28日 演劇協会二十五周
年記念演劇人祭 三番叟 国立劇場 に2

 9月13日 車人形を観る会 三番叟、甚兵衛渡し 八王子郷土資料
館 古柳外７名 に2

 10月1日 東京祭 三番叟 立川市都教育会
館 古柳 に2

 11月2日 高尾山もみじ祭車
人形公演 　 に2

 11月16日
三多摩正教組合三
多摩祭　車人形公
演

小金井市 に2

昭和51(1976)年 
2月21日

国際交流基金より
アメリカ派遣の為
車人形見学

三番叟、日高川 に2

 3月14日 三多摩芸能祭 日高川　義太夫 稲城市公民館 古柳、冠士、柳時、柳
玉 に2

 4月18日 川野車人形 奥多摩町川野公
会堂 川野車人形＊ 川野車人形保存

会
高校生・大学生が継承し
ての初公演

し1
（S51.4.18）

 5月3日 初代古柳生家墓ま
いり 三番叟、甚兵衛渡し、日高川 飯能市阿須会館 に2

 5月30日～6月
10日 ウニマ世界大会 三番叟、日高川

ソビエト　モス
クワ　レニング
ラード

に2

 6月26日 日本音楽の夕べ 三番叟 渋谷パルコ劇場 に2

 7月20日 日高川 新宿　朝日生命
ホール 古柳 津賀、浜尾　 に2

 8月8日～9月2
日

アメリカ建国二百
年祭 三番叟、日高川 日本民俗芸能団　八王子

車人形参加 に2

 10月19日～20
日

日本の音を鑑賞す
る会　 長唄三番叟、長唄日高川 秋田県民会館 西川古柳、柳時、柳

玉
杵屋栄三郎外
十三名 に2

 10月31日

開館十周年記念　
「関東の人形展」本
田安次先生　関東
人形の話、西川古柳
座

三番叟、景清眼玉献上の段、人
形の遣い方

八王子郷土資料
館 に1

 11月3日 高尾山もみじ祭り に2
昭和51(1976)年 
 11月7日 車人形を見る会 自宅にて 八王子教育委員

会 に2

 11月21日 東京義太夫協会 日高川 上野本牧亭 古柳、冠士、柳時、柳
玉

三味線■綾太
夫 に2

 昭和52(1977)
年3月14日 東京都観光祭 三番叟　万歳 渋谷西武デパー

ト 古柳、柳時、柳玉 に2

 3月20日 東京多摩芸能祭　 甚平衛渡し 日ノ出公民館 に2
 5月3日～4日 日立市祭 三番叟　日高川 古柳、柳時、柳玉　 に2

日立市風流祭
柳車　柳昇　日本
郷土芸能協会友情
出演

に2

 5月22日 日本ウニマ　世界
の人形 三番叟　日高川 名古屋市 に2

 6月21日 上野本牧亭 義太夫阿波鳴戸　 古柳、柳時、柳玉 大夫　土佐菊　
三味線　仙広 に2
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 8月20日 本牧亭　八月公演 生写朝顔話大井川の段 古柳、柳時、柳玉 　駒之助、三
味　三生 に2

 10月20日 府中市大国玉神社 三番叟　日高川 府中市大国玉神
社 西川古柳座　五名 綾太夫　吉手　

仙波社中　 に2

 10月23日 郷土資料館 小栗判官一代記　照手対面　 郷土資料館 に2

 11月3日 高尾もみじ祭　車
人形出演 に2

 11月18日
三番叟　小栗判官一代記　日
高川入相花王　清姫道行の段　
日高川の段

京都市京都会館
西川古柳　吉田冠
士　西川柳時　西
川柳■■　西川柳
玉　西川柳幸

都賀太夫　京
屋浜尾 京都市観光局 に2

 11月20日 車人形公演　若手
社中 八王子公民館 に2

 昭和53(1978)
年3月4日

東京都民俗芸能大
会 葛の葉の子別の段 勤労福祉会館 西川古柳座 津賀太夫、浜

尾 東京都 に2

 3月5日 東京都民俗芸能大
会 葛の葉の子別の段 調布市公民館 西川古柳座 津賀太夫、浜

尾 東京都 に2

 3月7日 世田谷区民車人形
観賞会 三番叟、葛の葉 バス２台85名 に2

 5月31日
民俗芸能フェス　
三庄太夫(1978),佐
倉義民伝(1979)

立川女子高校　古柳にイ
ンタビュー に1

昭和54(1979)年 
 3月13日 乱菊の段、信太の森の段 国立劇場（本番、

稽古）
芸団協、テレポー
トTBS に1

 8月21日～26日 アジア・太平洋国際
人形劇祭典

日本ウニマ（国際
人形劇連盟） 八王子車人形が参加予定 し7

（S54.1.12）

 6月1日
民俗芸能フェス　
三庄太夫(1978),佐
倉義民伝(1979)

佐倉義民伝（甚兵衛） 立川女子高校　古柳にイ
ンタビュー に1

 6月1日 ウニマ国際行事 西川古柳、西川柳時
秋田義倉人形・西畑人形
とともにリエージュ（ベ
ルギー）に派遣された

し7
（S54.10.19）

 昭和56(1981)
年10月17日 八王子資料館 二人三番叟　人形教室　日高

川
市民会館和室舞
台

義太夫協会　
駒之助　綾一 に2

 11月12日 車人形公演　飯能
市加治東公民館

日高川入相花王、天田堤の段、
日高川の段、鐘楼の段

飯能市加治東公
民館

義太夫協会、仙波
会 に1

昭和57(1982)年 
 1月9日 国立劇場演芸場 二人三番叟　新車人形　リン

ド 国立劇場演芸場 に2

 1月12日 三多摩メン協組 二人三番叟 中安ホテル 西川古柳　西川柳
時 に2

 1月22日 豊田立正佼成会新
年会

二人三番叟　おかめ　ひょっ
とこ　リンド に2

 1月24日 八王子市民会館子
供劇場

二人三番叟　人形教室　阿波
鳴門　リンド に2

 2月5日 講演「車人形と私」
東京都管理職研
修所榛名湖レー
クビラにて

に2

 2月23日 子安神社　松宮宮
司　西角井先生 二人三番叟、リンド に2

 2月27日～28日 第13回東京都民芸
能大会 二人三番叟、小栗判官一代記 中央区立中央会

館 に3

 2月27日～28日 東京都民俗芸能大
会 二人三番叟　 西川古柳、西川柳時

義太夫四名、
駒之助、■■、
幸純、綾一、鳴
物三名

に2

 3月16日 東京都観光祭　 二人三番叟 渋谷東横デパー
ト に2

 4月25日 左門の会　名古屋 柳時 に2

 4月29日 八王子市横川町会 二人三番叟　おかめ　ひょっ
とこ　阿波鳴門

横川会館（こけら
おとし） 駒之助、綾一 に2

 5月23日 車人形と津軽三味
線の会 若手連 に2

 5月29日 薩摩と若松の説経
節をきく会 二人三番叟　 労政会館 に2

 6月3日 日野市工科短大十
周年 二人三番叟　 に2

 6月21日 本牧亭　 壷坂霊験記（沢市内） に2
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 7月18日 早稲田ゼミナーハ
ウス 二人三番叟　阿波の鳴門 に2

 8月25日 左門会　国立劇場 柳時 に2
 10月2日 ふるさと東京出演 二人三番叟 代々木公園 に2
 10月17日 多摩芸能協会 二人三番叟 府中市民会館 に2

 10月17日 車人形しる会 矢取の段 八王子公民館（資
料館）

お染　左門桜　久
松　西川柳時　若
手五名

義太夫協会 に2

 11月3日
目と足で見る　恩
方の歴史と民俗の
会　250 名

車人形教室 恩方中学PTA主
催 に2

 11月14日 八王子産業祭 二人三番叟 に2

 11月14日
市民文化祭参加民
俗芸能フェスティ
バル　中南米帰朝
記念公演

天田堤の段、日高川の段、鐘楼
の段

清姫　西川古
柳　船頭　行海上
人　西川柳時　安
珍　西川柳玉　修
行者　坊主　吉田
冠士　飛脚　西川
柳幸　里人貢献　
西川柳一　

東京義太夫協
会　竹本駒
之助、竹本幸
桂　豊沢幸
治　竹本綿鈴
鼓会　八王子
支部　仙波
宏紫、宏蕉、佐
京、元章、福原
洋子

国立劇場大木靖部長、外　
十名参加　演出　西角井
正大

に2

 11月14日 車人形公演 天田堤の段、日高川の段、鐘楼
の段 八王子市民会館 に1

 11月26日 厚木市文化会館完
成記念公演 日高川の段　 駒之助太夫、

綾一太夫 に2

 昭和58(1983)
年3月30日～31
日

国立劇場民俗芸能
公演「日本の民俗劇
と人形芝居の系譜　
車人形と説経節」

日高川真那古庄司館の段（新
作）　清姫道行の段天田堤、日
高川渡し場　道成寺鐘楼の段　
新車人形新作「雪女」

国立劇場

西川古柳　西川柳
時　吉田冠士　西
川柳幸　西川柳玉　
西川柳一　西川柳
桜　

義太夫竹本駒
之助、竹本朝
重、竹本幸桂、
竹本綾一、囃
子　仙波貴正　
仙波宏紫　仙
波宏薫　仙波
元章　望月鏡
子　三味線　
鶴沢寛八　豊
沢仙雛　豊沢
幸治　野沢錦
鈴　豊沢幸純　

『読売』（夕刊）昭和58年3
月25日に予告記事 に2

 4月8日 立川ロータリーク
ラブ 二人三番叟と教室 多摩信用金庫 に2

 4月12日
第４１回民俗芸能
公演（車人形と説経
節）

日高川入相花王（道成寺鐘楼
の段）、雪女 国立劇場小劇場 説経節 ３・３０～３1公演 に1

 4月13日
東京日本国際親善
センター車人形公
演

東京日本国際親
善センター に2

 5月21日
名古屋市婦人文化
センター名古屋義
太夫の会

二人三番叟 古柳、柳時、柳玉 に2

 6月4日 車人形と説経浄瑠
璃の会　第1回　

判官照手対面の段　葛の葉子
別の段 大丸デパート に2

 7月20日 本牧亭　 朝顔日記　大井川の段 義太夫協会 に2

 8月27日 伊藤バレエと共演 炎舞（お七） 新宿文化セン
ター 古柳、柳時、柳玉 に2

 9月21日 東京神田明神 二人三番叟 平将門塚にて に2

 10月1日 府中グリーンプラ
ザ 二人三番叟、人形教室、雪女

府中グリーンプ
ラザ（府中市役所
文化事業化）

に2

 10月10日 東京祭　 二人三番叟 代々木公園 に2

 10月16日 八王子車人形演劇
鑑賞会 二人三番叟　日高川入相花王　市民館ホール 人形7名照明、音響

舞台12名
義太夫6名鳴
物4名

多摩市教育委員
会

天田堤、渡し場、道成寺鐘
楼の段、雪女 に2

 10月23日 車人形公演（八王子
郷土資料館主催）

朝顔日記　大井川の段、人形
教室、団子売 公民館にて に2

 11月6日 文化祭第6回民俗
芸能

新車人形　清元　お染　久
松、団子売、新那楽　雪女

八王子市民会館
大ホール に2

 11月10日
大宮市商工会議所
主催レデイズプラ
ザ　

二人三番叟　説経節盛俊注進
の段

埼玉県商工会館
ホール

主催大宮市商工
会議所　後援日
本放送

に2
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公演日 公演会題目 演目 場所 人形遣い 地（伴奏） 主催など 備考 典拠

 11月23日 恩方町文化祭 スライド　車人形の青春、人
三番叟、黒髪、人形教室 恩方支所 に2

昭和59(1984)年 
2月5日 三多摩芸能祭　 三番叟 昭島市民会（マ

マ） に2

 3月13日～14日 日本芸団協公演 乱菊の段、信田の森　二度目
の子別 国立劇場 古柳、柳時、柳玉、冠

士、井上、柳幸 義太夫協会 日本芸団協 『読売』（夕刊）昭和59年3
月12日に予告記事あり に2

 3月1日
乱菊の段、信の田の
森　二度目の子別
れ

国立劇場 に1

 3月17日～18日 豊橋公民館 団子売 豊橋公民館 柳時 に2

 4月8日 甲府市信玄公祭り 二人三番叟　シェリトリンド　
おかめひょっとこ に2

 6月12日～13日 名古屋市民会館 日高川　 名古屋市民会館 大夫名古屋連 に2

 8月4日 飯田市　人形フセ
シバル出演 二人三番叟　雪女 全員参加 に2

 9月11日 立川市民会館 二人三番叟、人形教室 立川市民会館 に2
 10月7日 東京ふる里祭　 二人三番叟 代々木会場 観光課 に2

 10月13日 松賀流の芸術祭参
加 「一ッ家」 国立劇場小劇場 に2

 10月27日 上野原町民会館 二人三番叟、日高川 上野原町民会館 綾一、錦鈴、土
佐恵、宏紫 に2

 11月24日 資料館の公演 綾一、錦輝 に2
 昭和60(1985)
年1月20日

飯能市民会館二回
公演

二人三番叟、教室、雪女、葛の
葉、乱菊より子別

義太夫協会　
綾一　幸治 に2

 2月10日 埼玉県岩槻市　 二人三番叟
埼玉県岩槻市　
民俗文化セン
ター　

古柳、柳時 に2

 3月3日 多摩郷土芸能祭　
車人形上演 八王子市民会館 に2

 9月7日 二分方町会祭礼　 三番叟、日高川 古柳座 綾一、まゆ子 に2

 10月6日 八王子西武デパー
ト 三番叟 八王子西武デ

パート
野沢まゆ　竹
本公子 に2

 10月12日 車人形稽古場杮落
し

一番太鼓　三人三番叟　新　
ゆき 稽古場 古柳、柳時、柳玉

竹本駒之助、
土佐恵、公子、
野沢まゆ、駒
治、節子、仙波
宏紫、宏雪、佐
京、望月鏡子、
事和田先生　
仙波貴正　池
田外二名

に2

 11月9日 入間市民会館二回
公演

二人三番叟　車人形教室、雪
女、葛の葉 入間市民会館 古柳座 綾一、幸治 に2

昭和61(1986)年 
3月15日

国立劇場民俗芸能
公演「車人形と説経
節」

一谷嫩軍記盛俊注進の段、雨
月物語吉備津の釜 国立劇場小劇場 西川古柳座

第一部と第三部が車人
形、第二部は二代目若松
若太夫の説経節

し2
（S612.26） 

し7
（S61.3.11）

 3月15日 一谷嫩軍記、吉備津
の釜（国立） 一谷嫩軍記、吉備津の釜 国立劇場 に1

 5月2日・4日～5
日 三番叟、人形遣い方、阿波鳴門 吉祥寺東急デ

パート 義太夫協会 に2

 5月23日

国際交流基金　ネ
パール、バングラ
ディシュ、アジア文
化派遣公演団八王
子車人形

二人三番叟　車人形の遣い方　
一谷嫩軍記、雪女、洋舞

ネパール、バング
ラディシュ

西川古柳、柳時、柳
玉、柳一、柳栄

綾一、三味線　
幸治 に2

 7月8日 ギリシア公演 朝日生命ホール 西川古柳、柳時 に2

 10月1日 八王子市七拾周年
記念 白鳥の唄、櫓のお七 市民会館 義太夫協会 に2

 10月4日 千葉市親子劇場車
人形公演

二人三番叟、教室、雪女、葛の
葉、洋舞 に2

 10月5日 東京ふるさと祭り　
車人形 に2

 10月11日 車人形後援会総会 葛の葉子別れ 稽古場 に2

 11月8日 入間市公演（車人形
を見る会）

三番叟、日高川より道行、嫩軍
記、洋舞 に2

 11月16日 資料館公演　 日高川道行 郷土資料館 義太夫 に2
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 11月30日 三多摩民謡大会ゲ
スト出演 昭島市民会館 に2

 12月14日 福生親子劇場 二人三番叟、人形教室、雪女、
乱菊、葛の葉子別れ 市民会館 古柳座7名 義太夫3名 に2

 昭和62(1987)
年2月8日 所沢親子劇場 三番叟、教室、雪女、葛の葉 に2

 3月12日
多摩川展　（3月25
日まで）車人形展示　
パネル、ビデオ

京王アウラホー
ル に2

 4月2日
東急デパート車人
形公演（4月8日ま
で一日2回公演）

三番叟、教室、鳴門、日高川、櫓
のお七　壷坂、雪女

吉祥寺東急デ
パート 義太夫協会 に2

 4月29日 昭島市エスパロ公
演 に2

 5月5日 東急デパート2回公
演） 日高川 に2

 6月13日 アトリエ新藤　七
時より アトリエ新藤 古柳、柳時 に2

 8月6日 飯田市人形フェス
ティバル 鳴門 西友デパート に2

 9月19日 寒川神社 二人三番叟、日高川 寒川神社 古柳座 義太夫協会、
仙波会 に2

 9月27日 柏市親子劇場 三番叟、教室、雪女、葛の葉、洋
舞 我孫子市民会館 に2

 10月4日 埼玉親子劇場 川口市 に2
 11月 本牧亭公演 に2

 12月7日 仙台親子劇場 市民会館小ホー
ル に2

 12月8日 仙台親子劇場 三番叟、教室、雪女、葛葉　子
別れ　洋舞 に2

 12月12日 大坂境泉市親子劇
場　2回公演 葛の葉 信太神社参拝 に2

 12月16日 足立区親子劇場 区立センター に2

昭和63(1988)年 
 1月22日

民俗芸能　八王子
車人形「二人三番
叟」

二人三番叟 上野文化会館 に1

 8月9日
第54回民俗芸能公
演　郷土に生きる
人形芝居　車人形 
'35 敦盛の最期

敦盛の最期 国立劇場 に1

 8月8日～9日
日本の民俗劇と人
形芝居の系譜・郷土
に生きる人形芝居

平家物語敦盛の最期 国立劇場小劇場 西川古柳座
ウニマ世界大会・人形劇
フェスティバルに合わせ
ての公演、のろま人形、尻
高人形、淡路人形と共演

し7
（S63.8.3）

 8月20日 電話局　3時開演 三番叟、教室、矢取り に2
 9月15日 みやま大橋2時開演 三番叟、鳴門　歌の段 に2
 11月24日 バルセロナ公演 に2
 11月25日 バルセロナ公演 に2
 11月26日 アーンドラ公演 に2
 11月27日 アーンドラ公演 に2

 平成元(1989)
年2月11日

八王子市民会館杮
おとし 三人三番叟、団子売

西川柳時、西川柳
玉、西川柳栄、西川
古柳、西川柳花

竹本越孝、竹
本越京、鶴沢
悠美、鶴沢津
賀寿、囃子　
仙波宏紫、仙
波宏薫、仙波
宏雪、仙波佐
京、望月鏡子

に2

 3月8日 多摩市公民館 三人三番叟　　盛俊注進出
陣、人形教室、敦盛の最期 に2

 3月11日 飯能市富士見公民
館 三番叟、教室、矢取 に2

 4月21日 本牧亭 八百屋お七 本牧亭 義太夫協会 に2

 4月21日 義太夫協会四月公
演 本牧亭 西川古柳一座 義太夫協会 4月20日は竹本土佐広の

公演
し7

（H1.4.10）
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公演日 公演会題目 演目 場所 人形遣い 地（伴奏） 主催など 備考 典拠

 5月24日
創価大学教育学会
第15回総会　記念
講演「八王子車人形
と私」

創価大学 に2

 7月8日 八王子車人形公演 二人三番叟、阿波の鳴門、スペ
イン舞踊他 市川市市民会館 西川古柳一座 市川人形劇の

会
国立劇場主任専門員西角
井正大の解説あり

し2
（H1.6.29）、

に2
 9月10日 宮尾神社 二人三番叟、団子、鳴門、洋舞 に2
 9月19日 寒川神社大祭 団子売、鳴門 に2
 10月3日 玉姫殿 三番叟 玉姫殿 に2

 10月8日 ふる里東京代々木
サブステイジ に2

 10月14日 多摩市公民館　夜　
公演 に2

 10月21日 子安町センター公
演

二人三番叟、教室、鳴門、団子、
洋舞 に2

 11月12日 岩槻民俗文化セン
ター 日高川 岩槻民俗文化セ

ンター に2

 11月17日 いちょう祭り 敦盛の最期 市民会館 に2
平成2(1990)年 
 6月2日 落語芝浜（小柳枝） 古柳座 春風亭小柳枝 に1

 8月26日 東海道中膝栗毛　
新内　車人形 東海道中膝栗毛（弥次喜多） 国立劇場　演芸

場 鶴賀伊勢太夫 新内と車人形 に1

 平成3(1991)年
9月7日

市民の広場 No. 
154 「八王子車人形
公演」夕笛　

夕笛 八王子市民会館
制作著作　八王
子テレメディア

（株）
に1

 12月17日 「三人三番叟」「地唄
舞　ゆき」 三人三番叟、地唄舞ゆき 大阪東急ホテル 個人撮影 に1

 平成4(1992)年
9月12日 新内　日高川 新内　日高川 三越劇場 新内　光翁太

夫の会 に1

 11月19日 秋の琵琶の会　車
人形とジョイント 須磨の敦盛 東京芸術劇場 琵琶 撮影　錦穂会記

録部 車人形「須磨の敦盛」 に1

 12月5日～6日 佐倉の伝記　宗吾
と甚兵衛 宗吾と甚兵衛 車人形稽古場 西川古柳座 天中軒雲月 し2

（H4.11.25）

 12月6日 佐倉の伝記『宗吾と
甚兵衛』『洋舞』 宗吾と甚兵衛、洋舞 車人形稽古場 三番叟も同日 に1

平成5(1993)年 
 2月26日-27日

第67回民俗芸能公
演　車人形と乙女
文楽　三人遣いに
学んだ一人遣い

葛の葉　乱菊　信田の森二度
目の子別れ、迷宮譚　新釈お
伽双紙

国立劇場 半田淳子 乙女文楽と共演、2月26
日・27日の公演

に1 
し2

（H5.2.17）

 9月4日 琵琶語り「迷宮譚」
新釈お伽草紙 団子売、迷宮譚 八王子市民会館

制作著作　八王
子テレメディア

（株）

1993/10/2放映 
市民の広場　No. 256 「八
王子車人形」

に1

 10月8日
平成５年度文化庁
芸術祭参加公演　
八王子車人形

参宝三番叟(宗吾、日高) 国立小劇場 に1

 10月9日
平成５年国立文楽
劇場第１２回邦楽
公演　

参宝三番叟、一谷嫩軍記、敦盛
の最期 国立文楽劇場 女流義太夫

①参宝三番叟(25分）、②
一谷嫩軍記（盛俊注進・敦
盛出陣）（33分）、敦盛の最
期（33分）

に1

平成6(1994)年 
 4月2日 新内の会　 石川五右衛門 国立劇場 鶴賀伊勢太夫 に1

 9月3日 東海道中膝栗毛　
古寺の段 八王子市民会館

制作著作　八王
子テレメディア

（株）
に1

平成7(1995)年 
 3月1日 弥次喜多　No.2 国立劇場 日高、葛、弥次も に1

 4月15日～16日
第1回受け継がれて
いく伝統人形芝居　

（以後毎年開催）
伊達娘恋緋鹿子、火の見櫓の
段 古柳座稽古場 八王子車人形西川

古柳座
西畑人形芝居・譚志遠人
形劇場・庄内出羽人形芝
居共演

そ3

 5月27日 小栗判官一代記 国立劇場 に1

 7月1日

紙切り・トロンボー
ンコメディ、落語

「初天神」、ファンタ
ジーマッジック、コ
ミックマイム、曲独
楽、やさしいカキの
木

やさしいカキの木 国立演芸場 夏休み演芸会
林屋二楽、幻楽団、桂平
治、ダーク広和、ヘルシー
松田、三増巳也他、八王子
車人形

に1
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 7月30日

平成７年７月夏休
み特選演芸会　紙
切り・トロンボー
ンコメディ・落語

「初天神」・ファンタ
ジーマジック・コ
ミックマイム・曲独
楽・童話劇「やさし
いかきのき」

やさしいかきのき 国立劇場
林家二楽、幻楽団、桂平
治、ダーク広和、ヘルシー
松田、三増巳也　八王子
車人形古柳座

に1

 9月2日 宗吾と甚兵衛 八王子市民会館
制作著作　八王
子テレメディア

（株）
に1

 10月21日 市民の広場 No. 
363(8-30) 

日高川（渡し場の段）、宗吾と
甚兵衛、洋舞（おやゆび姫） 八王子市民会館

制作著作　八王
子テレメディア

（株）
に1

 10月21日～22
日

第5回全国をぐりサ
ミット

小栗判官鬼鹿毛の段・二度対
面の段 いちょうホール 八王子車人形西川

古柳座

（21日）シンポジウム、川
野車人形、佐渡広栄座説
経人形、のろま人形、若松
子若太夫の「車引きの段」、
みんわ座の写し絵・説経
節、（22日）横瀬袱紗人形、
西角井正大国立劇場芸能
部長の講演、八王子車人
形

し2
（H7.10.14）

 10月21日

八王子人形劇フェ
スティバル総集編
第5回全国をぐり
サミット説経節を
めぐる芸能「小栗判
官」総集編

1995/10/21,22 に1

平成8(1996)年 
 2月3日～6日

乙女文楽・車人形競
演

やさしい柿の木、壷坂霊験記、
生写朝顔話宿屋の段・大井川
の段

青山円形劇場 ひとみ座、西川古柳
座 竹本綾一 （制作）鑓野目信

雄
壷坂霊験記・生写朝顔話
大井川の段は乙女文楽

し2
（H8.1.16、

2.10）

 4月13日～14日 第2回受け継がれて
ゆく伝統人形芝居

野ざらし、義経千本桜/道行
初音旅、壺阪観音霊験記/山
の段、三番叟、貫鉄和尚傘おど
り

古柳座稽古場

八王子車人形西川
古柳座、人形劇団ひ
とみ座、人形劇場た
けのこ、吉田千代勝
一座

八王子車人形西
川古柳座 に3

 6月8日
八王子車人形後援
会　平成7年度定期
総会

生写朝顔日記 八王子車人形西川
古柳座 に1

 8月 傾城阿波の鳴門　
巡礼歌の段 古柳座稽古場

制作著作　八王
子テレメディア

（株）
に1

 9月4日 上席公演　三笑亭
笑三 "さんま芝居" 劇中劇「文弥殺し」 西川古柳座 三笑亭笑三 に1

 9月14日
市民の広場 
No.411(9-24) 八王
子車人形公演１

三宝　三人三番叟、雪女、白鳥
制作著作　八王
子テレメディア

（株）
に1

 9月21日
市民の広場 
No.412(9-25) 八王
子車人形公演２

壺坂
制作著作　八王
子テレメディア

（株）
に1

 9月他 車人形　洋舞他　
確認用

三人三番叟、新内さだめ、野ざ
らし落語、景事団子売、酔月情
話（明治一代女）

に1

 10月26日
八王子車人形　五
代目西川古柳襲名
披露公演

寿五人三番叟、小栗判官物語
抄、人形舞踊、洋舞 いちょうホール 西川古柳座

し1
（H8.3.2）

に1
平成9(1997)年4
月11日～4月13
日

第3回受け継がれて
いく伝統人形芝居　

源氏烏帽子折、道成寺縁起譚
/清姫悲恋、寿式三番叟/八百
屋お七/櫓の段、紺屋高尾

いちょうホール
（11日）、古柳座稽
古場（12～13日）

西川古柳座、大崎
座、西畑人形座、喜
の会

八王子車人形西
川古柳座 に3

 4月26日 野ざらし
八王子学園都市
センターイベン
トホール

制作著作　八王
子テレメディア

（株）
に1

 5月31日
市民の広場 
No.447(10-9) 八王
子車人形・学生ジョ
イント公演

に1

 9月6日 正写朝顔話 八王子市民会館
制作著作　八王
子テレメディア

（株）
に1
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平成10(1998)年 
 1月1日

98都民芸術フェス
ティバル参加　第
２９回東京都民俗
芸能大会　特集「東
京の式三番、三番
叟」

三番叟 東京芸術劇場中
ホール に1

4月10日～12日 第4回受け継がれて
いく伝統人形芝居

木津の勘助、岩見重太郎大蛇
退治の巻、鬼神のお松、回春瞬
朱鷺

南大文化会館（10
日）、古柳座稽古
場（11～12日）

西川古柳座、朝日若
輝一座、糸あやつり
人形劇団みのむし、
金多・豆蔵人形一座

西川古柳座 に3

 5月2日
第2回人形浄瑠璃　
傾城阿波の鳴門　
全国大会

壺坂観音霊験記（車人形） 徳島県立郷土文
化会館 に1

 5月30日
日本演劇学会春季
大会　武相の人形
劇

玉川大学演劇ス
タジオ に1

 10月1日 八王子車人形展 1998/10/1～10/12 に1

 12月17日
雑賀淑子　第１回
琵琶リサイタル　

（八王子車人形/西
川古柳）

ティアラこうと
う小ホール

琵琶/田中錦煌・雑賀淑子　
笛/奥瀬慎治　ピアノ/
安藤由布樹　八王子車人
形/西川古柳　舞/尾上
青楓　ダンス/若松美黄・
ウタコ

に1

平成11(1999)年 
 3月16日 新内と車人形芝居 くずの葉 高山市文化会館

小ホール に1

 4月9日から11
日、17～18日

第5回受け継がれて
ゆく伝統人形芝居　
金多・西畑・庄内・車
人形

生地蔵、戻橋、壺坂観音霊験
記、一谷嫩軍記（9～11日） 
はぐれ鳥角兵衛獅子の場、春
日熊之丞たぬき退治、出羽人
形ばやし傘おどり、傾城阿波
の鳴戸、山の母（17～18日）

いちょうホール（9
日）、古柳座稽古
場（10～11日、17
～18日）

佐渡のろま人形広
栄座、ひとみ座乙女
文楽、西川古柳座、
金多豆蔵人形座、庄
内出羽人形芝居、西
畑人形座朝日若輝
一座

1.清経伝統　金多　豆蔵
人形座　2. 西畑人形　朝
日若輝一座 3．庄内出羽
人形芝居　4. 八王子車人
形（山の母）経説

に3

 5月
国立演芸場　車人
形出演　あおの別
れ　林屋正雀「塩原
多助一代記」

国立演芸場 に1

 8月
青山円形　サイガ
バレー＆古柳　お
やゆび姫

おやゆび姫 に1

 9月4日 恋紡哀愁松～松姫
物語 八王子市民会館

制作著作　八王
子テレメディア

（株）
に1

 9月5日 紺屋高尾 八王子市民会館
制作著作　八王
子テレメディア

（株）
に1

 10月23日 塩原多助一代記　
～青馬の別れ

八王子市生涯学
習センター

制作著作　八王
子テレメディア

（株）
に1

 平成12(2000)
年1月

2000年正月公演　
日高川（道行～鐘
楼）

説経義太夫 に1

 4月 伝統人形フェス
ティバル に1

4月7～9日 第6回受け継がれて
ゆく伝統人形芝居

鬼神のお松、寿二人三番叟、伊
達娘恋緋鹿子－火の見櫓の
段、松山鏡、獅子舞、かっぽれ、
黒髪

南大沢文化会館
（7日）、古柳座稽
古場（8～9日）

西川古柳座、西畑人
形座・朝日若輝一
座、江戸系あやつり
人形、さっぽろ人形
浄瑠璃研究会

西川古柳座 に3

 
 6月22日

新内　さだめ　
H12　市民会館に
て

に1

 9月23日
第227回国立名人
会　－秋の怪談ま
つりー

応挙の幽霊 国立演芸場 八王子車人形 林屋正雀 大喜利「応挙の幽霊」林家
正雀、八王子車人形 に1

 10月14日 怪談累草紙　親不
知の場 いちょうホール

制作著作　八王
子テレメディア

（株）
応挙他 に1
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 11月2日
BUNRAKU AV 
ANNA GRETA 
STAHLE

DRAMASTIKA 
INSTITUTES 
HAFTEN（ス
ウェーデン）

に1

 12月10日
薩摩派説経節　信
田妻　葛の葉二度
の子別れ

スタジオ宮川
説経節の会　
太夫：薩摩小
若太夫、三味
線：京屋波

録音　坂田宏之 に1

平成13(2001)年 
 3月3日

第３２回東京都民
俗芸能公演　東京
の車人形と地芝居

東京都・東京都教
育委員会　東京
都民俗芸能大会
実行委員会

3/3～3/4、2001都民芸術
フェスティバル参加　 に1

 7月1日 鶴賀　若狭掾　新
内の会　 鰍沢　さだめ 牛込箪笥町区民

ホール 映像教育研究会 に1

 8月15日 苫小牧市勇払町 に1

 8月24日
新内　かさねがふ
ち　紫派　藤間文
紫乃　日高川

かさねがふち 牛込箪笥区民
ホール

かさね：藤間文紫
乃、八王子車人形：
西川古柳、西川柳
花、西川柳久美

朗読：杉田郁
子、鶴賀若狭
掾

に1

 10月17日 SAIGA BALLET お
やゆびひめ

Thumbelena, The story of 
Babar 東京都児童会館 に1

 11月11日

第16回国民文化
祭・ぐんま2001星
の村の人形芝居
フェスティバル　
八王子車人形

東海道中膝栗毛　～赤坂並木
の段 高山村民体育館 に1

 11月16日 まるきた伝統空間

主催：財団法人東
日本鉄道文化財
団　後援：東日本
旅客鉄道株式会
社

2001/11/16~17 に1

 平成14(2002)
年3月27日

宝石のありもと　
車人形の世界

寿式三番叟、舞踊かっぽれ、洋
舞

ありもと7Fホー
ル

2002/3/27～3/29　
19:30~のステージ寿式
三番叟、人形解説　舞踊
かっぽれ、洋舞

に1

 4月6日～7日 第7回受け継がれて
いく伝統人形芝居 

鷺娘、小栗判官一代記　親子
対面　矢取りの段

西川古柳座稽古
場 西川古柳座 西川古柳座 に3

 9月20日 Koryu Nishikawa 
Kuruma Ningyo 

Northwest 
Puppet Center, 
Seattle, 

1. Set up, rehearsal 
2.Northwest Puppet 
Center,3. Saturday 
Performance

に1

 11月4日
第64回三越劇場公
演　新内富士松鶴
千代の世界

源氏物語ー夕顔よりー 三越劇場 浄瑠璃：富士松鶴千代　
富士松鶴千代社中 に1

 平成15(2003)
年2月28日

西川古柳座　八王
子車人形　シベリ
ア公演

ノボシビルスク　
オペラバレイ劇
場

に1

 3月1日
平成15年3月第94
回民俗芸能公演　
現代にいきずく人
形芝居

東海道中膝栗毛、芝浜 に1

 4月5日～6日 第8回受け継がれて
ゆく伝統人形芝居

寿式三番叟、傾城阿波の鳴門、
葛の葉子別れ、猪八戒美女を
背負う、長袖舞、殺人「西畑」

古柳座稽古場
西川古柳座、志遠人
形劇場、西畑人形座
朝日若輝一座

西川古柳座 に3

 6月13日 西川柳峰追善公演 に1

 8月13日 牡丹燈記　応挙の
幽霊 牡丹燈記　応挙の幽霊 稽古場 に1

 10月5日

2003秋　ニュー
ヨーク・ジャパン
ソサエティーにて　
三番叟・葛の葉・東
海道中

に1

 11月28日
姉妹都市提携30周
年記念　八王子車
人形公演

苫小牧市文化会
館 に1

 12月6日 宗吾と甚兵衛、お七　宗吾と甚兵衛、お七　 いちょうホール に1
平成16(2004)年 
 3月3日

雪女　リハーサル
収録 雪女 内幸町ホール に1
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 3月20日
第１回八王子車人
形と民俗芸能の公
演

「東海道中膝栗毛」赤坂並木の
段

八王子市民会館
ホール

西川古柳、西川柳
時、西川柳車、西川
柳花、西川柳久美、
西川柳真、西川柳澄
之

雀屋俊次郎、
京屋純

八王子車人形と
民俗芸能の公演
実行委員会

（説経節）薩摩小若太夫、
薩摩忠太夫、薩摩誠太夫、

（口上）坂田宏之、（舞台監
督）西川柳時

そ3

 4月9日～11日 第9回受け継がれて
ゆく伝統人形芝居

岩見重太郎の大蛇退治、日高
川入相桜「雨田堤より渡し場
の段」、春日熊野丞たぬき退
治、雪女

プーク人形劇場
（9日）、古柳座稽
古場（10、11日）

西川古柳座、人形劇
場たけのこ、庄内出
羽人形芝居、八王子
高校車人形同好会

西川古柳座 に3

 5月30日

花乃実会創立20
周年記念花衣胡蝶
社中　第３回舞踊
の祭典　特別出演　
八王子車人形　五
代目家元　西川古
柳

二人三番叟、東海道中、ゆき、
花笠音頭、スペイン舞踊、東京
音頭

いちょうホール
大ホール に1

 8月15日 第11回大石神社奉
納人形浄瑠璃

東海道中膝栗毛　卵塔場古寺
の段、二人三番叟 大石神社 に1

 10月17日 ルナ　新作バレエ 新国立劇場中劇
場 に1

 12月5日
いちょうホール
１０周年　車人形
公演

五人三番叟、生写朝顔話、釣女 いちょうホール に1

 平成17(2005)
年2月5日

The Dans 
Gathering Vol.9 創
立15周年記念新宿
芸術家協会特別公
演　八雲から八雲
へ

新宿文化セン
ター大ホール に1

 2月6日
第2回八王子車人
形と民俗芸能の公
演　狭間　田守　
氷川獅子　信太妻

信太妻 に1

 7月2日～4日
第10回受け継がれ
てゆく伝統人形芝
居

三番叟、東海道中膝栗毛
古柳座稽古場（2
～3日）、東京芸術
劇場小ホール2（4
日）

西川古柳座、朝日若
輝一座、北原人形芝
居奉納会、金多豆蔵
人形一座、倉沢人形
歌舞伎、ひとみ座乙
女文楽、庄内出羽人
形芝居

西川古柳座

津軽伝統金多・豆蔵人形
一座『鬼人』のお松、北原
人芝居奉納会『日高川安
珍清姫道行の段』、西畑人
形　朝日若輝一座『岩見
重太郎退治』

に3

 10月22日

フェスティバル in 
大垣　『てるて姫伝
説』　遊行座+西川
古柳座　車人形と
共演

大垣市スイトピ
アセンター音楽
堂

に1

 11月6日 八王子車人形と民
俗芸能の公演 矢取り 八王子市民会館 説経節の会 に1

 11月18日
第17回長崎県民文
化祭　長崎県人形
芝居フェスティバ
ル

三番叟、葛の葉、洋舞 波佐見町総合文
化会館

乙女文楽　禿、八王子車
人形　三番叟、乙女文楽　
鷺娘、八王子車人形　葛
の葉、八王子車人形　洋
舞

に1

 12月4日
義太夫　東海道中　
古寺の段　けい古
用　

いちょうホール に1

平成18(2006)年 
 1月26日

説経浄瑠璃鑑賞会　
～説経節と八王子
車人形の共演～

成増アクトホー
ル に1

3月4日～5日
受け継がれてゆく
伝統人形芝居in三
木

三木町文化交流
プラザ山ホール

西川古柳座、朝日若
輝一座、阿波木偶箱
廻し、南淡中学校郷
土芸能部

三木町文化振興
財団、三木町、三
木町教育委員会

に3

 7月30日
全国こども民俗芸
能大会　東海道中
膝栗毛　赤坂並木
の段

由井中学三味
線部 に1

 11月5日
第4回　八王子車人
形と民俗芸能の公
演

に1
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11月26日 第4回人形芝居フェ
スティバル

新上五島鯨賓館
ミュージアムホー
ル

西川古柳座 八王子車人形、乙女文楽、
皿山人形浄瑠璃 に3

平成19(2007)年
3月10日

第11回受け継がれ
てゆく伝統人形芝
居

古柳座稽古場

西川古柳座、朝日若
輝一座、阿波木偶箱
廻しを復活する会、
八王子市立由井中
学校

西川古柳座 に3

3月11日 伝統人形芝居　 葛の葉保名蘇生の段 に1
 10月21日 壺坂山の段　 厚木市文化会館 に1
平成20(2008)年 
 2月17日

伝統芸能　体験講
座発表会

学園都市イベン
トホール に1

 6月12日 HACHIOJI 
KURUMA NINGYO 西川古柳 鶴賀若狭掾 に1

7月5～6日
第12回受け継がれ
てゆく伝統人形芝
居

一条戻り橋、獅子舞、よいど
れ、黒髪、ベリクリーズ、壺坂
観音霊験記山の段より谷の
段、くずの葉

古柳座稽古場

朝日若輝一座、江戸
系あやつり人形、西
川古柳座、リュブ
リャナ人形劇場、八
王子市立由井中学
校三味線部

西川古柳座 に3

 8月3日
伝統人形芝居　庄
内出羽　西畑人形　
車人形

に1

 11月16日 第三回鼓舞音の会 に1

平成21(2009)年 
 2月28日他

三人三番叟　日高
川入相花王　岩見
重太郎大蛇退治

三人三番叟　日高川入相花王　
岩見重太郎大蛇退治 に1

 5月3日
鶴賀若狭掾　新内
演奏会　車人形芝
居　芝浜

芝浜 国立劇場　小劇
場 西川古柳座 鶴賀若狭掾 に1

 6月27日 日韓伝統音楽交流　
美しい未来へ 2009/6/27、28 に1

 7月18日～19日
第13回受け継がれ
てゆく伝統人形芝
居

古柳座稽古場
西川古柳座、糸あや
つり人形劇団みの
むし

西川古柳座 に3

 9月8日 新内　車人形　白
山市 応挙の乱 白山市 に1

 11月1日
浄瑠璃と八王子車
人形　ブラチスラ
バ公演

ブラチスラバ に1

 11月13日

2009 受け継がれて
ゆく伝統人形芝居 
in 酒田 イギリスの
伝統手遣い人形と
日本の伝統手遣い
人形　日本の伝統
人形芝居の共演 

三番叟？ 酒田市広野小学
校他

西畑人形芝居、庄内出羽
人形芝居、パンチ＆ジュ
ディ

に1

平成22(2010)年 
 2月14日

伝統芸能体験講座
発表会　八王子車
人形　篠笛　説経
節

学園都市セン
ターイベントホー
ル

に1

 6月5日 道成寺の芸能 日高川入相花王 石川県立音楽堂
邦楽ホール 西川古柳 鶴賀若狭掾 石川県音楽文化

振興事業団

他に、筝曲「新娘道成寺」、
能「道成寺」ワキの語り、
舞踊清元長唄掛合「豊後
道成寺」

に1

 11月14日
第8回八王子車人
形と民俗芸能の公
演　

八王子市民会館 に1

 11月27日 日本の人形劇展 in 
スペイン2010

トローサ（スペイ
ン） 2010/11/27～12/8 に1

平成23(2011)年 
 2月5日

2010年度　伝統芸
能体験・発表講座　
発表会

学園都市セン
ターイベントホー
ル

に1

 3月12日
古柳さん　徳島一
人遣い伝統人形　
大芝居

2011/3/12-3/13 に1

3月19日～20日
第14回受け継がれ
てゆく伝統人形芝
居

西川古柳座 西川古柳座 に3
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 6月4日 高尾山チャリティ
公演 に1

 10月15日 Luna　第2幕 新国立劇場 に1

 11月23日
第9回八王子車人
形と民俗芸能の公
演　

七人三番叟、佐倉義民伝～甚
兵衛渡し場の段～

オリンパスホー
ル 説経節の会

八王子指定文化
財芸能団体協議
会

に1

 11月26日
伝統芸能フェス
ティバル”稔の祭と
粋と華”　第一部、
第二部

牛込箪笥区民
ホール ２枚組 に1

 12月24日 座・競演　Vol．2　 新内さだめ 札幌市こどもの
劇場やまびこ座 西川古柳座 あしり座、木偶童座 に1

平成24(2012)年 
2月18日

平成23年度　伝統
芸能体験発表講座　
発表会　八王子車
人形　篠笛　説経
節

学園都市セン
ターイベントホー
ル

伝統文化ふれあ
い事業実行委員
会

に1

 3月23日 TSURIONNA 釣女 テアトルフォン
テホール

古典文学「釣女」を新しい
表現で描く。 に1

 4月15日
taller internacional 
de teatro de 
titeres

Matanzas, Cuba 名札 に1

 9月29日
室井三紀　筑前琵
琶弾き語り　特別
出演　中村ひろみ

に1

平成25(2013)年 
 2月9日

平成24年度　伝統
芸能体験発表講座　
発表会

学園都市セン
ターイベントホー
ル

に1

 5月31日
西本智実のちょっ
と、ひと息　第10
回「オペラ meets 
車人形」

オリンパスホー
ル に1

 7月14日
西本智実プロ
デュース公演　車
人形オペラ　蝶々
夫人

蝶々夫人 いちょうホール に1

 10月14日 座　競演　Vol.4 や
まびこ座 に1

平成26(2014)年 
 1月3日

八王子車人形西川
古柳座公演 in セレ
オ　

に1

 2月16日
平成25年度伝統
芸能体験発表講座　
発表会

学園都市セン
ターイベントホー
ル

伝統文化ふれあ
い事業実行委員
会

に1

 3月7日 文七元結　 楽屋収録 入船亭扇治 に1
 3月7日 応挙の幽霊 江戸博物館 に1

 3月15日
第1回　八王子車人
形研究会公演　一
日目スチール画像

西川古柳座稽古
場 に1

 5月17日
第15回　受け継が
れていく伝統人形
芝居

八王子車人形　三番叟 西川古柳座稽古
場

受け継がれてい
く伝統人形芝居
実行委員会

2014/5/17-5/18　2枚組　
笹子追分人形三番叟、相
模人形芝居　三番叟、西
畑人形　朝日若輝一座、
笹子人形芝居保存会　西
川座、相模人形芝居　長
谷座

に1

 7月6日 八王子車人形研究
会　稽古風景 に1

 11月23日
第12回八王子車人
形と民俗芸能の公
演

信太妻　～葛の葉二度の子別
れの段～

オリンパスホー
ル に1

 12月6日 耳なし芳一　仔熊
夜会 に1

 12月13日
人形浄瑠璃ユース
クラス　二人三番
叟

やまびこ座 制作　海老名名
保 に1

 平成27(2015)
年1月30日 三人弁天 絵本太功記・妙心寺の段、隅田

川、杜子春・芥川龍之介作
浅草「大黒家」別
館4階 に1
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 2月21日
人形浄瑠璃2015 
さっぽろ人形芝居
あしり座20周年記
念公演

札幌市教育文化
会館大ホール 西川古柳演出 に1

 3月

「東区の人と町の魅
力的な表情」ビデ
オ映像コンテスト　

「札幌に根づく人形
浄瑠璃」

制作　海老名名
保 特別賞（佳作）受賞 に1

 3月28日～29日 八王子車人形公演 三人三番叟　葛の葉　壺坂観
音霊験記　シェリトリンド

西川古柳座稽古
場 に1

5月30日～31日
第16回受け継がれ
ていく伝統人形芝
居

三人三番叟、東海道中膝栗毛、
日高川入相花王、シェリトリ
ンド、耳なし芳一

西川古柳座稽古
場 に1

 6月13日
十一代目　薩摩津
賀太夫襲名記念　
平成27年説経節の
会　研修発表会

日高川入相花王　渡し場の段　
襲名披露口上　小栗判官一代
記　高取館矢取りの段

いちょうホール　
小ホール 説経節の会 に1

 7月5日 八王子車人形公演 五人三番叟、葛の葉、釣女、東
海道中膝栗毛　古寺の段 いちょうホール に1

 9月6日 若狭掾作　お鶴　
龍蔵　 に1

 11月6日 LA MAMA 
PUPPET SERIES SHANK'S MARE New　York

HACHIOJI 
KURUMA 
NINGYO 
NISHIKAWA 
KORYU-ZA, 
TOM LEE

PROMO VIDEO に1

 11月8日
第13回　八王子車
人形と民俗芸能の
公演

オリンパスホー
ル に1

 11月22日
八王子の宝　伝承
イベント　いちょ
うまつり

車人形 説経節 に1

平成28(2016)年 
 3月19日

2016 都民芸術フェ
スティバル参加公
演 第47回東京都民
俗芸能大会　前半
の部　道の芸　街
角の芸

東京芸術劇場　
プレイハウス に1

 8月3日～4日
八王子市市制100
周年プレ記念事業　
膝栗毛　Shank’s 
Mare

いちょうホール
（小ホール）

西川古柳、西川柳
時、西川古柳座座員 原千惠子 八王子車人形西

川古柳座
（演出・デザイン）トム・
リー、ヤラ・アーツ・グルー
プとの共同制作

そ3

 11月26日～27
日

伝承のたまてばこ　
多摩伝統文化フェ
スティバル2016　
受け継がれてゆく
伝統の八王子車人
形

三番叟、「東海道中膝栗毛」赤
坂並木から卵塔場の段

（26日）八幡八雲
神社神楽殿、（27
日）横川町公園屋
外ステージ

八王子車人形西川
古柳座 説経節の会

両日とも午前・午後2回公
演、27日は「東海道中膝栗
毛」のみ

そ3

 12月4日
第14回八王子車人
形と民俗芸能の公
演

「日高川入相桜」道行より渡し
場の段

オリンパスホー
ル八王子

車人形研究会メン
バー、西川柳久美、
西川柳澄之、西川柳
桂、西川柳車

薩摩津賀太
夫、京屋純

（主催）八王子市
教育委員会、（主
管）八王子市指定
文化財芸能団体
協議会

そ3

平成29(2017)年 
 5月14日

八王子車人形　西
川古柳座公演集大
成シリーズ（全16
公演）　第1回　義
太夫の音楽で楽し
む八王子車人形

三番叟、鷺娘、八百屋のお七、
釣女

いちょうホール
（小ホール） 八王子車人形　 そ3

 8月25日

八王子車人形　西
川古柳座公演集大
成シリーズ（全16
公演）　第2回　未
来に伝える古典の
面白さ　新内浄瑠
璃と八王子車人形

応挙夢絵姿、芝浜 いちょうホール

西川古柳、西川柳
車、西川柳起、西川
柳時、西川柳澄之、
西川柳久美、西川柳
桂

鶴賀若狭掾、
鶴賀伊勢吉、
鶴賀伊勢幸、
鶴賀伊勢一郎

そ3
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 9月9日～10日

伝統のたまてばこ　
多摩伝統文化フェ
スティバル2017　
八王子車人形～流
るる時の川～

三番叟 meetTAKUYA`s 
street～人形とひとが繋ぐ「時
のダンス～、「日高川入相花
王」雨田堤より渡し場の段

横川町公園ス
テージ

八王子車人形西川
古柳座 説経節の会 車人形公演は10日 そ3

 11月5日
第15回八王子車人
形と民俗芸能の公
演

「小栗判官一代記」高倉館判官
矢取りの段

オリンパスホー
ル八王子

西川古柳、西川柳
時、西川柳車、西川
柳桂、西川柳起

薩摩津賀太
夫、薩摩花太
夫、薩摩桃太
夫、京屋純

（主催）八王子市
教育委員会、（主
管）八王子市指定
文化財芸能団体
協議会

そ3

 12月8日

八王子車人形　西
川古柳座公演集大
成シリーズ（全16
公演）　第3回　初
冬の八王子車人形
ロマンス

「平家物語」敦盛の最期、落語
芝居「紺屋高尾」

いちょうホール
（大ホール）

西川古柳、西川柳
車、西川柳時、西川
柳桂

めぐみ、あや
め、葉月 そ3

平成30(2018)年 
 3月16日

八王子車人形　西
川古柳座公演集大
成シリーズ（全16
公演）　第4回　古
典を楽しむ春　八
王子車人形

創作曲耳無し芳一、本朝廿四
孝　狐火、身替座禅

いちょうホール
（小ホール）

八王子車人形西川
古柳座

常磐津八重太
夫、文重太夫、
菊与志郎、満
佐志

八王子車人形西
川古柳座 そ3

4月7日 高尾山若葉まつり 「三番叟」、「団子売」、「日高
川」、「京の四季」、「洋舞」

ケーブルカー清
滝駅前　特設舞
台

八王子観光コン
ベンション協会 に3

 8月7日～12日 いいだ人形劇フェ
スティバル

黒田人形浄瑠璃
館 ワークショップ に3

8月18日 喜之助人形劇フェ
スタ 「スーホの白い馬」

瀬戸内市中央公
民館、瀬戸内市民
図書館、邑久コ
ミュニティセン
ター

喜之助人形劇
フェスタ市民実
行委員会

共演:馬頭琴　美炎トリ
オ に3

8月20日 人形浄瑠璃×馬頭
琴 「スーホの白い馬」 ギャラリーひが

し蔵
共演:馬頭琴　美炎トリ
オ に3

 8月25日～26日

八王子車人形　西
川古柳座公演集大
成シリーズ（全16
公演）　第5回　西
川古柳座、次世代の
飛躍

「三番叟」、「さくらさくら」、「洋
舞」、景事「団子売り」、「伊達娘
恋緋鹿子」火の見櫓の段、「東
海道中膝栗毛」赤坂並木～卵
塔場の段

八王子車人形稽
古場

八王子車人形西川
古柳座若手の会（藤
原ありさ、安部晃
大、渡邉紀久代、関
内香水、瀬沼創、菅
原義輝、西川柳澄
之、網野絵理香）

竹本乾太夫、
野澤仁一郎

八王子車人形西
川古柳座

に1 
そ3

 9月22日～23日

伝統のたまてばこ　
多摩伝統文化フェ
スティバル2018 
八王子車人形～魂
宿る車人形～

（22日）三番叟、「東海道中膝栗
毛」赤坂並木から卵塔場の段、

（23日）「葛の葉」子別れの段
横川町公園ス
テージ

八王子車人形西川
古柳座 説経節の会 に1 

そ3

10月6日
バレエシャンブル
ウエスト第83回定
期公演

「ルナ－月の物語かぐや姫－」 （株）B.シャンブ
ルウエスト 特別出演 に3

10月21日
第3回 花柳貴比の
会 第35回 ひなの
会

新内「子宝三番叟」 国立小劇場 八王子車人形西川
古柳座

花柳貴比日本舞
踊研究所 に3

10月27日・28日
ロシア オムスク
公演及びワーク
ショップ

オムスクの人形劇団員と
共演 に3

11月3日 高尾山もみじまつ
り

ケーブルカー清
滝駅前　特設舞
台

八王子観光コン
ベンション協会 大善寺お十夜で人形展示 に3

 11月11日
第16回八王子車人
形と民俗芸能の公
演

「東海道中膝栗毛」赤坂並木の
段より卵塔場の段

オリンパスホー
ル八王子

西川古柳、西川柳
車、西川柳時、西川
柳桂、西川柳起、西
川柳澄之、西川柳久
美

薩摩津賀太
夫、薩摩花太
夫、薩摩久太
夫、京屋純、京
屋裕

（主催）八王子市
教育委員会、（主
管）八王子市指定
文化財芸能団体
協議会

そ3

11月18日 第３９回いちょう
祭り

「信田妻　葛の葉二度の子別
れの段」

イーアス高尾コ
ミュニティホー
ル

説経節の会 に3
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公演日 公演会題目 演目 場所 人形遣い 地（伴奏） 主催など 備考 典拠

11月21日 新内浄瑠璃鶴賀若
狭掾リサイタル  落語「鰍沢」より脚色 紀尾井ホール

浄瑠璃　鶴賀
伊勢隆太夫　
鶴賀伊勢哲
太夫、鶴賀洋
太夫、三味線　
鶴賀伊勢吉、
上調子　鶴賀
伊勢幸

に3

11月23日 多摩文化交流コン
サート 「三番叟」 オリンパスホー

ル八王子
一般社団法人多
摩楽友協会 に3

12月2日
新内節　人間国宝
鶴賀若狭掾が贈る　
江戸伝統芸能を楽
しむ

「葛の葉」 ハーモニーホー
ルふくい に3

 12月15日

八王子車人形　西
川古柳座公演集大
成シリーズ（全16
公演）　第6回　古
典をつなぐ車人形

「傾城恋飛脚　新ノ口村の段」
（義太夫）、「佐倉義民伝　甚平
渡し場の段」（新内浄瑠璃）、五
人三番叟

いちょうホール
（大ホール） 西川古柳、西川柳時

西川若狭掾、
鶴賀伊勢吉、
竹本乾太夫、
野澤仁一郎

八王子車人形西
川古柳座

八王子車人形新座員お披
露目　五人三番叟、五代
目西川柳玉襲名及び新座
員口上

に3 
そ3

平成31(2019)年 
１月13日 第五回弓弦葉の会 「東海道中膝栗毛　赤坂並木

～卵塔場の段」、「古寺の段」 紀尾井小ホール

「東海道中膝
栗毛　赤坂並
木～卵塔場
の段」(浄瑠璃　
鶴賀伊勢吉　
三味線　鶴賀
伊勢一郎　上
調子　鶴賀伊
勢幸) 「古寺
の段」(浄瑠璃　
竹本越孝　三
味線　鶴沢寛
也　ツレ　鶴
沢津賀花)

に3

1月14日 シカゴ国際人形劇
フェスティバル シャンクスメイアー シカゴ美術館 共演: トム・リー に3

2月1日

AWA伝統芸能創造
発信プロジェクト
2019 

「講談と端唄、そし
て車人形による『紺
屋高尾』」

「紺屋高尾」 徳島あわぎん
ホール

講談　田辺銀
冶、演奏　本
條秀太郎ほか

公益財団法人徳
島県文化振興財
団

に3

2月28日 ジャパンソサエティ
―　公演

「夕顔」「伊達娘恋緋鹿の子」
「釣女」

ジャパンソサエ
ティ― ニュー
ヨーク

に3

3月1日 ジャパンソサエティ
―　公演

「夕顔」「伊達娘恋緋鹿の子」
「葛の葉」 に3

3月2日
ジャパンソサエティ
―　車人形ワーク
ショップ及び公演

「夕顔」「伊達娘恋緋鹿の子」
「釣女」 に3

3月3日
ジャパンソサエ
ティ―(ニューヨー
ク) 車人形ワーク
ショップ

に3

3月5日 ジャパンソサエティ
―(ボストン) に3

3月8日
江戸の粋を今に伝
える人形劇八王子
車人形公演

 「葛の葉」「釣女」「夕顔」 日系文化会館(ト
ロント) に3

3月9日 源氏物語展での公
演 「夕顔」

メトロポリタン
美術館 (ニュー
ヨーク)

に3

3月27日
華艶なる調べ　
PARTIX　長唄　日
本のめでたきもの

目黒　雅叙園 五代目西川古柳 に3

令和元(2019)年 
 5月19日

人形浄瑠璃東西競
演

「東海道中膝栗毛」～赤坂並木
より古寺の段～

草加市文化会館
ホール 西川古柳座

競演　淡路人形浄瑠璃、
（出演）淡路人形座、（演目）
「生写朝顔日記」摩耶ヶ嶽
の段

そ3
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（一覧表作成　事務局）

公演日 公演会題目 演目 場所 人形遣い 地（伴奏） 主催など 備考 典拠

 5月25日～26日

伝承のたまてばこ　
多摩伝統文化フェ
スティバル2019　
八王子車人形・薩摩
派説経節～魂宿る
車人形～

三番叟、「日高川入相花王」渡
し場の段、「日高川入相花王」
天田堤より渡し場の段

横川町公園 八王子車人形西川
古柳座 説経節の会 両日とも午前・午後2回公

演 そ3

 8月24日～25日

八王子車人形　西
川古柳座公演集大
成シリーズ（全16
公演）　第7回　西
川古柳座次世代の
飛躍

24日「伊達娘恋緋鹿子　火の
見櫓の段」「壺坂観音霊験記　
山の段」 
25日「本朝廿四孝　奥庭狐火
の段」「東海道中膝栗毛」「卵塔
場より古寺」

八王子車人形稽
古場

五代目西川柳玉、西
川柳香、西川柳里
美、西川柳翔、若手
の会　ほか

（主催）八王子車
人形西川古柳座 

（提携） 
公益財団法人八
王子市学園都市
ふれあい財団

そ3

 11月10日
第17回八王子車人
形と民俗芸能の公
演

日高川入相花王「道行より渡
し場の段」

オリンパスホー
ル八王子

西川古柳、西川柳久
美、西川柳起、西川
柳車、西川柳桂、西
川柳澄之、西川柳
香、西川柳翔

薩摩津賀太
夫、薩摩花太
夫、京屋純、

（口上）坂田宏
之

（主催）八王子市
教育委員会、（主
管）八王子市指定
文化財芸能団体
協議会

そ3

令和2(2020)年 
 1月17日～18日

八王子車人形　西
川古柳座公演集大
成シリーズ（全16
公演）　第8回　古
典をつなぐ車人形

五人三番叟、景事「団子売り」、
「生写朝顔話」宿屋より大井川
の段

いちょうホール
（小ホール） 西川古柳座 竹本越孝、鶴

澤三寿々 そ3
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一
　
位
置
と
組
織
・
座
員

（一）
　
地
理
的
位
置

西
川
古
柳
座
は
、
東
京
都
八
王
子
市
下
恩
方
町
一
五
六
六
番
地
に
あ
る
。
そ

こ
は
、
四
代
目
西
川
古
柳
（
瀬
沼
時
雄
）
の
旧
宅
の
あ
る
屋
敷
で
あ
る
。

下
恩
方
町
は
、
東
京
都
八
王
子
市
の
北
西
部
に
位
置
す
る
。
陣
馬
街
道
（
都

道
一
四
〇
号
線
）
と
地
元
で
呼
ぶ
鎌
倉
街
道
（
山
の
根
道
で
鎌
倉
街
道
の
脇
往
還
）
と

が
河
原
宿
で
交
差
す
る
要
所
で
あ
る
。
陣
馬
街
道
は
佐
野
川
往
還
、
案
下
道
と

も
呼
ば
れ
、
東
流
す
る
北
浅
川
左
岸
に
沿
う
街
道
で
あ
る
。
そ
の
北
浅
川
沿
い

に
位
置
す
る
河
原
宿
の
北
側
に
、
古
い
集
落
が
通
り
沿
い
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
が
瀬
沼
家
の
あ
る
上う
え
じ
ゅ
く宿

で
、
集
落
を
東
か
ら
抜
け
て
鍵
の
手
の
道
を
通
る

と
左
側
に
瀬
沼
家
が
あ
る
。
瀬
沼
家
は
上
宿
の
西
端
に
位
置
す
る
。

下
恩
方
町
は
、
江
戸
時
代
は
下
恩
方
村
と
い
い
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）

年
に
神
奈
川
県
南
多
摩
郡
下
恩
方
村
、
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
の
市
制
・

町
村
制
で
下
恩
方
村
、
上
恩
方
村
、
西
寺
方
村
、
小
津
村
の
四
か
村
が
合
併

し
、
神
奈
川
県
南
多
摩
郡
恩
方
村
が
成
立
し
た
。
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）

年
四
月
か
ら
多
摩
地
域
が
東
京
府
に
移
管
さ
れ
、
東
京
府
南
多
摩
郡
恩
方
村
と

な
る
。
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
四
月
一
日
に
八
王
子
市
に
合
併
し
た
。

な
お
、
西
川
古
柳
座
へ
の
公
共
交
通
は
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
尾
駅
北
口
始
発
と

な
っ
て
い
る
路
線
バ
ス
の
み
で
あ
る
。

（二）
　
歴
史
的
位
置

八
王
子
市
周
辺
の
人
形
芝
居
の
足
跡
は
、
江
戸
時
代
中
ご
ろ
か
ら
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
大
坂
の
人
形
芝
居
が
江
戸
に
定
着
し
評
判
を
呼
ぶ
と
、
江
戸

近
郊
の
地
方
都
市
と
し
て
発
展
し
た
八
王
子
宿
と
そ
の
周
辺
の
村
で
は
、
人
形

芝
居
の
興
行
が
行
わ
れ
た
。
八
王
子
宿
の
郊
外
に
は
人
形
芝
居
な
ど
の
芸
能
を

専
業
的
に
行
う
集
団
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
八
王
子
宿
と
周
辺
の
村
の
者
た
ち
複

数
人
が
、
組
ん
で
人
形
芝
居
を
行
う
場
合
も
あ
っ
た
。
村
の
中
に
あ
る
小
集
団

の
生
産
・
生
活
共
同
体
の
ム
ラ
で
は
、
若
衆
や
子
供
た
ち
が
人
形
芝
居
を
行
う

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
後
期
に
は
、
人
形
芝
居
は
芝
居
ほ
ど
の
人
気
は
無
く
な
っ
た
。
寛

政
年
間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）
に
再
興
さ
れ
、
江
戸
で
は
衰
退
し
た
説
経
節
が
、

幕
末
か
ら
明
治
に
群
馬
、
埼
玉
の
秩
父
、
東
京
の
多
摩
地
域
な
ど
へ
伝
播
し
農

山
村
で
盛
ん
と
な
っ
た
。
そ
の
説
経
節
の
盛
ん
な
地
帯
で
、
説
経
節
を
語
り
と

す
る
写
し
絵
（
影
絵
）
と
車
人
形
が
創
案
さ
れ
、
車
人
形
は
各
地
に
伝
播
し
た
。

今
日
伝
承
さ
れ
て
い
る
東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
川
野
の
車
人
形
は
、
生

産
・
生
活
共
同
体
と
し
て
の
ム
ラ
の
若
衆
で
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
小
河

内
ダ
ム
建
設
で
湖
底
に
沈
ん
だ
地
域
を
含
む
川
野
の
、
今
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

維
持
に
も
機
能
し
て
い
る
。
埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
竹
間
沢
の
車
人
形
は
、
幕

末
に
二
宮
（
あ
き
る
野
市
）
の
古
谷
家
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
幕
末
か
ら
明

治
に
盛
ん
で
あ
っ
た
車
人
形
興
行
の
中
核
で
あ
っ
た
神
楽
師
の
家
で
の
伝
承
で

第
八
節

西
川
古
柳
座
に
つ
い
て
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あ
る
。

西
川
古
柳
座
は
、
江
戸
の
人
形
遣
い
と
交
流
し
た
八
王
子
の
神
楽
師
・
小
泉

家
の
車
人
形
や
、
川
口
（
八
王
子
市
上
川
町
）
の
秋
山
国
三
郎
を
中
心
と
し
た
義

太
夫
節
で
の
人
形
芝
居
の
技
芸
・
人
形
用
具
を
受
け
継
ぐ
。
小
泉
家
と
そ
の
仲

間
の
車
人
形
は
、
大
正
以
降
に
芸
能
研
究
者
や
地
元
有
力
者
の
支
援
を
受
け
、

そ
れ
を
瀬
沼
時
太
郎
が
中
心
と
な
っ
て
引
き
継
ぎ
、
同
好
の
も
の
と
の
公
演
を

持
続
可
能
に
し
た
。
時
太
郎
の
子
の
周
助
は
、
戦
後
の
現
代
人
形
劇
の
革
新
的

な
文
化
運
動
の
影
響
も
受
け
な
が
ら
、
全
国
公
演
や
新
作
づ
く
り
な
ど
を
子
の

時
雄
と
と
も
に
経
験
し
た
。
時
雄
は
、
説
経
節
が
衰
退
す
る
中
で
決
断
し
、
文

楽
の
指
導
を
受
け
、
義
太
夫
節
の
語
り
を
採
用
し
、
新
車
人
形
の
創
案
な
ど
の

新
境
地
を
実
現
し
た
。
そ
し
て
、
長
男
の
亨
に
人
形
の
専
門
的
研
修
を
受
け
さ

せ
た
。
亨
は
時
雄
の
意
思
を
継
い
で
、
芸
の
質
的
向
上
を
果
た
し
、
多
く
の
新

作
を
も
の
に
し
、
海
外
公
演
、
他
の
芸
能
と
の
共
演
、
他
座
の
指
導
、
学
校
公

演
な
ど
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で
の
公
演
も
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
車
人
形
の
三
座
、
川
野
の
車
人
形
・
竹
間
沢
車
人
形
・

八
王
子
車
人
形
の
西
川
古
柳
座
は
、
そ
れ
ぞ
れ
車
人
形
の
展
開
の
歴
史
的
地
域

的
特
色
を
有
し
て
い
る
。
西
川
古
柳
座
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
地
域
に
お
け
る

人
形
芝
居
の
歴
史
を
凝
縮
し
て
保
持
し
、
現
代
社
会
に
お
け
る
地
域
の
伝
統
の

あ
り
方
の
一
例
を
示
し
て
い
る
。

（三）
　
座
の
組
織
と
座
員

座
長
は
五
代
目
西
川
古
柳
（
瀬
沼
亨
）
で
、
古
柳
は
国
立
劇
場
文
楽
研
修
生

の
養
成
科
に
在
籍
し
、
三
人
遣
い
の
高
度
な
芸
を
身
に
着
け
、
伝
統
人
形
芝
居

の
プ
ロ
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
副
座
長
は
五
代
目
古
柳
の
弟
の
五
代
目
西
川

柳
時
（
瀬
沼
寧
）
で
あ
る
。
柳
時
は
、
座
の
後
ろ
盾
と
な
っ
て
活
躍
し
、「
八
王

子
車
人
形
と
民
俗
芸
能
の
公
演
」
で
は
市
指
定
文
化
財
の
獅
子
舞
、
木
遣
、
都

指
定
の
説
経
節
の
諸
団
体
を
舞
台
監
督
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

座
員
は
西
川
柳
車
（
井
上
哲
夫
）、
西
川
柳
起
（
石
井
一
）、
西
川
柳
桂
（
野
宮
美

春
）、
西
川
柳
花
（
小
山
め
ぐ
み
）、
西
川
柳
久
美
（
高
垣
久
仁
子
）、
西
川
柳
澄
之
（
木

下
澄
美
）、
五
代
目
西
川
柳
玉
（
瀬
沼
創
）、
西
川
柳
香
（
網
野
瑛
理
香
）、
西
川
柳

里
美
（
菱
山
里
美
）、
西
川
柳
翔
（
山
際
勇
翔
）
の
総
勢
十
二
名
で
あ
る
。

古
柳
、
柳
時
、
柳
車
、
柳
起
、
柳
桂
、
柳
花
、
柳
久
美
の
七
名
は
、
主
に
四

代
目
古
柳
に
師
事
し
車
人
形
の
芸
を
磨
い
た
。
柳
車
の
義
父
の
家
は
、
二
代
目

古
柳
（
瀬
沼
時
太
郎
）
以
来
瀬
沼
家
と
車
人
形
で
付
き
合
い
の
あ
る
家
で
あ
る
。

薩
摩
浜
尾
（
説
経
節
・
丹
沢
彦
太
郎
）、
吉
田
冠
次
郎
（
車
人
形
遣
い
・
丹
沢
秀
）、
義

父
の
吉
田
冠
士
（
車
人
形
遣
い
・
西
川
冠
士
郎
、
丹
沢
士
郎
）、
そ
し
て
柳
車
と
続
く
。

柳
起
は
地
元
下
恩
方
町
の
出
身
で
、
柳
桂
も
旧
恩
方
村
内
で
あ
る
西
寺
方
町
の

出
身
で
柳
時
の
幼
馴
染
み
で
あ
る
。
西
川
柳
花
は
、
西
川
古
柳
座
で
の
最
初
の

女
性
座
員
で
、
五
代
目
古
柳
が
柳
時
の
こ
ろ
か
ら
新
車
人
形
を
と
も
に
遣
っ
た
。

柳
久
美
は
、
現
代
人
形
劇
団
に
も
属
す
フ
リ
ー
の
人
形
劇
人
で
あ
る
。
以
上
の

座
員
は
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
か
ら
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
生

ま
れ
で
、
お
お
よ
そ
五
十
代
か
ら
六
十
歳
代
と
な
っ
て
い
る
。

柳
澄
之
は
舞
台
に
関
心
を
も
ち
、
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
の
八
王
子
市

郷
土
資
料
館
が
実
施
し
た
、
後
継
者
育
成
講
座
を
受
講
し
た
の
を
き
っ
か
け
に

座
員
と
な
っ
た
。

五
代
目
柳
玉
は
五
代
目
古
柳
の
長
男
で
、
平
成
三
十
一
（
二
〇
一
九
）
年
四

月
か
ら
淡
路
人
形
座
で
修
業
に
入
っ
た
。
柳
玉
、
柳
里
美
、
柳
翔
は
、
文
化
庁

の
親
子
伝
統
文
化
教
室
の
「
夏
休
み
車
人
形
子
ど
も
教
室
」
か
ら
育
っ
た
。
柳

香
は
、
八
王
子
市
立
由
井
中
学
校
の
三
味
線
部
に
所
属
し
、
八
王
子
車
人
形
の

講
座
に
参
加
し
て
五
代
目
古
柳
の
薫
陶
を
得
た
。
こ
の
四
名
の
座
員
は
、
主
に

五
代
目
古
柳
の
指
導
を
受
け
、
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
に
そ
れ
ぞ
れ
が
芸

名
を
受
け
て
正
式
の
座
員
と
な
っ
た
。

西
川
古
柳
座
で
は
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
に
、
幕
末
に
車
人
形
を
創

案
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
山
岸
柳
吉
を
初
代
西
川
古
柳
と
し
、
二
代
目
西
川

古
柳
を
没
後
の
瀬
沼
時
太
郎
（
一
八
六
六
―
一
九
三
九
）、
三
代
目
西
川
古
柳
を
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瀬
沼
周
助
（
一
八
九
四
―
一
九
六
九
）
と
し
た
。
四
代
目
西
川
古
柳
は
、
三
代

目
の
周
助
没
後
の
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
、
瀬
沼
時
雄
（
一
九
二
二
～

二
〇
〇
〇
）
が
襲
名
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
の
座
長
で
あ
る
瀬
沼
亨
（
一
九
五
三

～
）
は
、
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
九
月
十
一
日
に
五
代
目
西
川
古
柳
を
襲
名
し
、

平
成
八
年
十
月
二
十
六
日
、
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
（
八
王
子
市
芸
術
文
化
会
館
）
で

襲
名
披
露
公
演
を
行
っ
た
。
そ
の
時
、
四
代
目
西
川
古
柳
は
宗
家
と
し
て
西
川

柳
峰
を
名
乗
り
、
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
十
一
月
一
日
に
没
し
た
。

二
　
保
存
・
伝
承
活
動

（一）
　
公
演
～
平
成
三
十（
二
〇
一
八
）年
度
の
活
動
を
中
心
に

西
川
古
柳
座
が
主
催
す
る
公
演
は
、「
受
け
継
が
れ
て
い
く
伝
統
人
形
芝
居
」

と
題
し
て
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
か
ら
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
ま
で
、

国
内
外
の
人
形
芝
居
を
招
待
し
、
主
に
西
川
古
柳
座
の
稽
古
場
で
開
催
し
た
。

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
か
ら
、
次
世
代
を
担
う
若
い
座
員
と
ベ
テ
ラ

ン
の
座
員
が
あ
ら
た
め
て
車
人
形
の
舞
台
を
学
ぶ
機
会
と
し
、
四
年
間
に
十
六

演
目
プ
ラ
ス
小
作
品
を
十
演
目
行
う
こ
と
を
計
画
し
、
座
の
「
集
大
成
シ
リ
ー

ズ
」
と
銘
打
っ
て
実
施
し
た
。
初
年
度
は
、
五
月
に
義
太
夫
節
、
八
月
が
新
内

浄
瑠
璃
、
十
二
月
に
落
語
芝
居
で
八
王
子
芸
妓
衆
と
、
三
月
は
初
め
て
常
磐
津

で
行
い
、
三
演
目
す
べ
て
が
新
作
で
あ
っ
た
。
実
施
し
て
み
る
と
課
題
も
あ
り
、

当
初
の
計
画
を
あ
ら
た
め
、
年
度
内
二
回
公
演
、
六
年
間
に
十
二
公
演
の
計
画

と
し
た
。
一
度
は
若
手
が
主
と
な
り
先
輩
座
員
が
裏
方
を
つ
と
め
、
も
う
一
度

は
逆
に
先
輩
座
員
が
主
と
な
り
若
手
座
員
が
裏
方
に
回
る
こ
と
と
し
た
。

平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
度
は
、
八
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
に
「
西
川

古
柳
座　

次
世
代
へ
の
飛
躍
」
と
題
し
、
稽
古
場
で
公
演
し
た
。
演
目
は
「
三

番
叟
」「
さ
く
ら
さ
く
ら
」「
洋
舞
」「
景
事　

団
子
売
り
」「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子　

火
の
見
櫓
の
段
」「
東
海
道
中
膝
栗
毛　

赤
坂
並
木
～
卵
塔
婆
の
段
」
を
若
手

が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
。
二
回
目
の
十
二
月
十
五
日
に
は
、「
古
典
を
つ
な

ぐ
車
人
形
」
と
題
し
て
、
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
で
、「
傾
城
恋
飛
脚　

新
ノ
口
村

の
段
」（
義
太
夫
）、「
佐
倉
義
民
伝　

甚
平
渡
し
場
の
段
」（
新
内
浄
瑠
璃
）
を
公

演
し
、
新
座
員
三
名
の
披
露
目
を
行
っ
た
。

依
頼
を
受
け
て
の
公
演
は
、
八
王
子
市
で
開
催
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
世
界
大
会
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、「
三
番
叟
」

を
披
露
し
た
。
長
野
県
飯
田
市
の
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
、
岡
山
県
瀬
戸
内

市
の
喜
之
助
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
な
ど
に
参
加
し
た
。

観
光
で
は
、
五
代
目
西
川
古
柳
は
、
八
王
子
市
の
観
光
大
使
を
つ
と
め
て
い

る
。
四
月
の
「
高
尾
山
若
葉
ま
つ
り
」、
九
月
に
「
多
摩
伝
統
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
2
0
1
8　

伝
承
の
た
ま
て
ば
こ
」、
十
一
月
に
「
高
尾
山
も
み
じ
ま
つ

り
」、「
八
王
子
い
ち
ょ
う
祭
り
」、
平
成
三
十
一
（
二
〇
一
九
）
年
二
月
に
髙
尾

山
薬
王
院
の
「
節
分
会
」
に
参
加
、
ま
た
、
道
の
駅
八
王
子
滝
山
な
ど
で
も
公

演
し
て
い
る
。

学
校
な
ど
で
の
公
演
は
、
市
内
小
学
校
四
校
、
そ
の
う
ち
一
校
で
は
年
間
十

回
の
人
形
指
導
を
行
い
、
市
外
一
校
で
公
演
し
た
。
中
学
校
は
市
内
外
の
四
校
、

大
学
は
一
校
で
公
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
た
。
保
育
園
や
福
祉
施

設
で
の
公
演
も
行
っ
た
。

平
成
三
十
年
度
の
海
外
公
演
は
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
の
人
形
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
参
加
、
ロ
シ
ア
の
オ
ム
ス
ク
で
は
地
元
の
人
形
劇
団
と
共
演
し
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
シ
カ
ゴ

国
際
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
た
。
日
本
文
化
の
紹
介
を
目
的
に
、

米
国
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
主
催
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス
ト
ン
で
公

演
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
「
源
氏
物
語
展
」
に
関

連
し
て
「
夕
顔
」
の
公
演
を
行
っ
た
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
か
ら
人
形
を
学
ぶ
た
め
、
古
柳
座
を
訪
問
す
る
者
も
あ
っ
た
。

他
の
芸
能
と
の
共
演
は
、
バ
レ
エ
、
日
本
舞
踊
、
新
内
、
馬
頭
琴
、
義
太
夫
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節
、
講
談
と
端
唄
、
長
唄
と
行
っ
た
。

他
座
と
の
交
流
は
、
五
代
目
古
柳
が
神
奈
川
県
厚
木
市
の
相
模
人
形
芝
居
長

屋
座
へ
操
法
や
人
形
の
手
入
れ
な
ど
の
指
導
を
行
い
、
さ
っ
ぽ
ろ
人
形
浄
瑠
璃

芝
居
あ
し
り
座
と
や
ま
び
こ
座
へ
は
継
続
的
に
人
形
指
導
を
し
て
い
る
。
人
形

劇
団
プ
ー
ク
、
福
島
県
郡
山
市
の
高
倉
人
形
、
山
梨
県
大
月
市
の
笹
子
追
分
人

形
、
徳
島
県
の
阿
波
木
偶
箱
ま
わ
し
保
存
会
で
人
形
指
導
を
行
っ
た
。

な
お
、
普
段
の
稽
古
は
、
原
則
と
し
て
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
の
午
後
七
時

三
十
分
か
ら
九
時
三
十
分
ま
で
下
恩
方
町
の
稽
古
場
で
行
う
。
若
手
の
稽
古

は
、
や
は
り
稽
古
場
で
毎
週
水
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。

（二）
　
普
及
・
後
継
者
育
成
事
業

文
化
庁
の
伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業
で
、
平
成
三
十（
二
〇
一
八
）年
度
は
「
夏

休
み
子
ど
も
車
人
形
教
室
」
を
開
催
し
、
夏
休
み
に
全
十
一
回
稽
古
場
で
実
施

し
た
。
文
化
庁
の
支
援
と
五
代
目
古
柳
の
指
導
が
実
を
結
ん
で
、
平
成
三
十
年

に
新
た
な
座
員
と
な
っ
た
三
名
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
継
続
し
て
こ
の
事
業

に
参
加
し
、
学
ん
だ
若
者
で
あ
る
。

五
代
目
古
柳
の
出
身
校
で
あ
る
八
王
子
学
園
八
王
子
中
学
校
・
高
等
学
校
に

は
、
高
等
学
校
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部　

車
人
形
同
好
会
」
が

あ
る
。

次
に
公
的
な
各
公
演
の
経
過
な
ど
に
触
れ
つ
つ
、
現
在
の
事
業
を
説
明
し
て

み
る
。

多
摩
文
化
研
究
会
主
幹
の
鈴
木
龍
二
は
、
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
で
開
催
の

郷
土
の
歴
史
を
探
る
会
の
な
か
で
、「
八
王
子
車
人
形
の
実
演
」
を
企
画
し
昭

和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
か
ら
実
施
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
九
年
度
ま
で

行
わ
れ
、
以
降
は
「
八
王
子
車
人
形
の
公
演
」
と
題
し
て
車
人
形
単
独
の
毎
年

の
催
し
と
な
っ
た
。

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
度
か
ら
市
教
育
委
員
会
で
、
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）

年
度
ま
で
毎
年
「
八
王
子
車
人
形
の
公
演
」
を
、
当
時
の
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
国
立
劇
場
で
上
演
し
た
大
作
を
再
演
し
た
り
、
当
時
の

柳
時
（
五
代
目
古
柳　

瀬
沼
亨
）
が
毎
回
約
十
五
分
の
新
作
を
上
演
し
た
。
こ
の

公
演
は
十
年
以
上
実
施
し
車
人
形
普
及
の
役
割
を
果
た
し
た
。
よ
っ
て
、
新
た

に
市
内
の
民
俗
芸
能
全
体
の
保
存
伝
承
を
目
的
に
団
体
を
組
織
し
、「
八
王
子

車
人
形
と
民
俗
芸
能
の
公
演
」
と
題
し
、
車
人
形
・
説
経
節
・
木
遣
・
獅
子
舞

が
演
じ
ら
れ
る
場
と
し
た
。
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
度
で
第
十
七
回
目
の
公

演
と
な
る
。

同
様
な
催
し
が
並
行
す
る
時
期
が
あ
り
、
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
の
車
人
形

公
演
を
、
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
度
か
ら
後
継
者
育
成
講
座
に
変
更
し
、

説
経
節
と
車
人
形
が
共
演
で
き
る
場
と
し
て
の
講
座
を
実
施
し
た
。
四
代
目
古

柳
は
説
経
節
の
語
り
と
の
共
演
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
、
四
代
目
古
柳
の

没
後
に
、
説
経
節
を
語
り
と
す
る
車
人
形
の
舞
台
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
の
企

画
で
あ
っ
た
。
鈴
木
佳
代
子
が
指
導
す
る
市
立
由
井
中
学
校
三
味
線
部
が
参
加

し
、
そ
こ
か
ら
若
い
後
継
者
が
育
ち
、
座
員
と
な
る
も
の
も
あ
ら
わ
れ
た
。

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
か
ら
十
一
年
度
ま
で
、
市
内
中
学
校
で
の
車
人

形
公
演
も
文
化
庁
の
補
助
〈
民
俗
文
化
地
域
伝
承
活
動
〉
を
受
け
な
が
ら
八
王

子
市
教
育
委
員
会
で
行
い
、
延
べ
六
十
五
校
で
実
施
し
た
。
八
王
子
市
郷
土
資

料
館
で
は
、
市
民
か
ら
二
体
の
車
人
形
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
十
四

（
二
〇
〇
二
）
年
度
か
ら
常
設
展
示
で
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
車
人
形
体

験
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

八
王
子
市
で
は
、
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
三
月
に
「
文
化
振
興
計
画
」

を
策
定
し
、「
伝
統
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
」
を
開
始
し
た
。
行
政
、
伝
統
文
化

芸
能
団
体
、
学
識
経
験
者
、
西
川
古
柳
座
な
ど
で
構
成
す
る
伝
統
文
化
ふ
れ
あ

い
事
業
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
市
内
の
大
学
や
企
業
の
支
援
、
文
化
庁
の〈
地

域
伝
統
文
化
総
合
活
性
化
事
業
〉
の
補
助
を
受
け
実
施
し
て
い
る
。
平
成
三
十

（
二
〇
一
八
）
年
度
は
、
説
経
節
体
験
発
表
講
座
十
一
回
、
八
王
子
車
人
形
体
験

発
表
講
座
十
九
回
、
篠
笛
体
験
発
表
講
座
八
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
一
同
に
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公
開
す
る
発
表
会
を
最
後
に
開
催
、
民
俗
芸
能
講
座
で
は
獅
子
舞
、
木
遣
の
解

説
が
行
わ
れ
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
は
西
川
古
柳
座
が
市
内
小
学
校
で
公
演
を

行
っ
た
。

（三）
　
施
設
・
用
具
な
ど

西
川
古
柳
座
の
あ
る
瀬
沼
家
の
屋
敷
は
、
代
々
織
物
業
を
営
ん
で
い
た
の
で

比
較
的
広
く
、
屋
敷
内
に
四
代
目
古
柳
の
旧
住
居
の
他
に
稽
古
場
、
収
蔵
庫
、

物
置
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

稽
古
場
は
、「
現
在
の
稽
古
場
が
老
朽
化
し
、
長
い
間
そ
の
改
築
を
志
し
て

い
た
が
、
こ
ん
ど
、
東
京
都
及
び
八
王
子
市
か
ら
助
成
金
を
得
て
、
改
築
に
着

手
し
、
二
月
二
十
八
日
に
上
棟
式
を
行
っ
た
。
新
稽
古
場
は
、
建
坪
五
十
五
坪
、

客
席
も
百
人
以
上
収
容
で
き
る
も
の
で
、
車
人
形
の
定
期
公
演
の
ほ
か
に
、
い

ろ
い
ろ
の
芸
能
に
も
利
用
さ
せ
、
地
域
文
化
の
向
上
に
資
し
た
い
と
、
古
柳
氏

は
語
っ
て
い
る
。
山
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
地
域
が
、
娯
楽
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
こ

と
は
、
異
色
の
あ
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
、
新
し
い
役
割
を

担
う
で
あ
ろ
う
」
と
、
近
隣
に
住
み
西
川
古
柳
座
を
支
援
し
て
き
た
松
井
翠
次

郎
が
述
べ
て
い
る
（
松
井
翠
次
郎 

一
九
八
五 

一
三
頁
）。

四
代
目
古
柳
の
稽
古
場
建
設
へ
の
思
い
は
、
五
代
目
古
柳
に
よ
っ
て
達
せ
ら

れ
て
い
る
。
常
設
の
稽
古
場
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
質
の
高
い
技
芸
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
四
代
目
古
柳
の
考
え
は
稽
古
場
の
建
設
で
は
な

く
、
真
意
は
西
川
古
柳
座
の
常
設
劇
場
の
建
設
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

法
令
等
で
の
建
築
物
の
制
限
や
、
バ
ス
な
ど
の
大
型
車
輛
が
瀬
沼
家
の
屋
敷
ま

で
入
れ
な
い
事
情
が
あ
り
、
現
状
で
は
稽
古
場
と
な
っ
て
い
る
。

収
蔵
庫
は
、
貴
重
な
首
や
衣
裳
、
道
具
類
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
防
犯
・

防
災
、
湿
度
・
温
度
管
理
な
ど
ど
れ
も
良
い
環
境
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

車
人
形
は
、
幕
末
に
合
理
化
し
て
少
人
数
化
さ
れ
た
も
の
で
、
舞
台
装
置
や

用
具
類
も
芝
居
や
三
人
遣
い
の
人
形
芝
居
に
比
較
す
れ
ば
、
簡
易
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
西
川
古
柳
座
は
年
間
数
多
く
の
公
演
を
行
い
、
日
常
的
に
首
・

衣
裳
・
道
具
類
な
ど
の
維
持
管
理
は
不
可
欠
で
、
合
わ
せ
て
国
内
・
海
外
の
人

形
座
の
指
導
も
行
う
た
め
、
広
い
倉
庫
や
細
工
の
た
め
の
作
業
場
所
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

三 

支
援
等
の
状
況

（一）
　
西
川
古
柳
座
へ
の
支
援
の
経
過

坪
内
逍
遙
、
三
田
村
鳶
魚
、
市
内
の
機
業
家
で
三
田
村
鳶
魚
と
親
交
の
あ
っ

た
平
音
次
郎
、
瀬
沼
家
と
同
郷
の
菱
山
栄
一
、
松
井
翠
次
郎
ら
、
神
官
で
八
王

子
市
文
化
財
専
門
委
員
と
し
て
活
躍
し
、
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
に
は

車
人
形
後
援
会
を
結
成
し
事
務
局
を
自
宅
に
置
い
た
小
松
茂
盛
、
説
経
節
と
車

人
形
の
研
究
・
資
料
収
集
に
尽
力
し
『
晩
春
譜　

武
蔵
車
人
形
』
を
著
し
た
久

米
井
亮
江
、
財
界
人
で
地
域
文
化
に
造
詣
が
深
く
、
多
摩
文
化
研
究
会
を
主
宰

し
た
鈴
木
龍
二
、八
王
子
市
の
教
育
長
や
市
長
を
歴
任
し
た
後
藤
總
一
、
他
に

も
多
く
の
方
々
が
八
王
子
車
人
形
を
支
援
し
て
き
た
。

昭
和
五
十
年
代
末
に
、
市
民
の
手
に
よ
っ
て
車
人
形
な
ど
の
公
演
が
行
わ
れ
、

そ
の
公
演
の
関
係
者
の
方
々
が
働
き
、
地
元
の
経
済
界
の
協
力
も
あ
っ
て
、
八

王
子
車
人
形
後
援
会
（
当
時
の
会
長　

後
藤
總
一
）
が
、
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）

年
に
八
王
子
市
民
を
中
心
に
二
一
七
名
で
発
足
し
た
。

（二）
　
八
王
子
車
人
形
後
援
会

八
王
子
車
人
形
後
援
会
は
、「
八
王
子
車
人
形
後
援
会
規
約
」
に
則
り
運
営

さ
れ
、
現
在
の
後
援
会
長
は
、
髙
尾
山
薬
王
院
貫
首
の
大
山
隆
玄
で
あ
る
。
会

員
数
は
、
平
成
三
十
一
（
二
〇
一
九
）
年
一
月
現
在
、
一
八
〇
名
で
あ
る
。
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後
援
会
と
し
て
の
活
動
は
、
西
川
古
柳
座
と
と
も
に
髙
尾
山
薬
王
院
の
節
分

会
へ
の
参
加
、
市
内
で
の
公
演
に
際
し
て
の
事
務
や
会
場
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

年
一
回
程
度
で
、『
八
王
子
車
人
形
後
援
会
報
』
を
発
行
し
、
現
在
、
三
十
六

号
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
後
援
会
予
算
か
ら
家
元
後
援
、
行
事
補
助
、
後

継
者
育
成
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（
執
筆
者　

佐
藤　

広
）

参
考
文
献
等

佐 

藤
広 

二
〇
〇
五
「
八
王
子
車
人
形
の
保
存
伝
承
と
そ
の
環
境
整
備
」『
歴
史
的
環

境
の
形
成
と
地
域
づ
く
り
』
名
著
出
版

鈴 

木
龍
二 

一
九
六
八
『
多
摩
文
化
』（
第
二
十
号　

車
人
形
特
集
）
多
摩
文
化
研
究
会

西 

川
古
柳
家
元
襲
名
披
露
実
行
委
員
会 

一
九
九
六
『
八
王
子
車
人
形
～
五
代
目
西
川

古
柳
襲
名
披
露
公
演
～
』
同
実
行
委
員
会

は 

ち
お
う
じ
車
人
形
研
究
会
一
九
九
六
『
東
京
に
残
る
江
戸
・
人
形
芝
居
の
世
界　

八
王
子
車
人
形
』
の
ん
ぶ
る
舎

八 

王
子
車
人
形
後
援
会
編 

二
〇
〇
二
『
宗
家
・
西
川
柳
峰
追
悼
誌　

う
な
づ
き
』
西

川
古
柳
座

八 

王
子
車
人
形
後
援
会 

二
〇
一
八
『
八
王
子
車
人
形
後
援
会
報
』
三
十
五　

八
王
子

車
人
形
後
援
会

八 

王
子
車
人
形
後
援
会 

二
〇
一
九
『
八
王
子
車
人
形
後
援
会
報
』
三
十
六　

八
王
子

車
人
形
後
援
会

松 

井
翠
次
郎 

一
九
八
五
「
車
人
形
の
新
稽
古
場
」『
多
摩
文
化
ニ
ュ
ー
ス
』
一
六
九

号　

多
摩
文
化
研
究
会

宮
川
孝
之
氏
談
話
（
二
〇
一
九
年
十
月
二
十
一
日　

筆
者
聞
き
書
き
）
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